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巻頭図版 1

礼拝堂石丁場遺跡文字刻印「羽柴丹後守 けい長九年」
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巻頭図版 2

中張窪・瘤木石丁場遺跡文字刻印①「是ヨリにし 有馬玄蕃 石場 慶長十六年 七月甘一日」
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中張窪・瘤木石丁場遺跡文字刻印① (刻日J部分拡大)
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中張窪・瘤木石丁場遺跡文字刻印②「羽柴右近」



巻頭図版 4

1 中張窪・瘤木石丁場遺跡 D地区 1号採石遺構
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中張窪・瘤木石丁場遺跡 D地区 1号採石遺構 4号石材刻印



巻頭図版 5

1 中張窪・瘤木石丁場遠跡 D地区 2号採石遺構

2 中張窪・瘤木石丁場遺跡 D地区 2号採石遠構12号石材文字刻印「慶長十九年」



1 中張窪・瘤木石丁場遺跡 B地区 9号採石遺構

2 中張窪・瘤木石丁場遺跡 B地区 9号採石遺構30号石材



巻頭図版 7

1 南ヶ洞・湯ヶ洞石丁場遺跡文字刻印「此石ヨリ南西 京極丹後守石場」

2 南ヶ洞・湯ヶ洞石丁場遺跡文字刻印 (刻印部分拡大)
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お

朝日山石丁場遺跡 2号採石遺構北東側石材



巻頭図版 9

1 下古路石丁場遺跡岩盤露頭

2 下古路石丁場遺跡石材群



巻頭図版 10

1 中張窪・瘤木石丁場違跡B地区出土遺物①

2.3 伝世資料「ヤキプツ」と「ノミ」 (中張窪石丁場遺跡を保存する会蔵) 4 B地 区出土遺物②
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2 石町場『熱海道之記―巻』 (武 田科学振興財団杏雨書屋蔵)
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『駿州豆州相州御石場絵図』 (徳川林政史研究所蔵)



巻頭図版 13

(東京都立中央図書館東京誌料文庫蔵)
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2 慶長江戸図 慶長13(東京都立中央図書館東京誌料文庫蔵)
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I 寺山遺跡石造物群

1互|
3 寺山遺跡石造物紀年銘 「菖観 康暦 二」

寺山遺跡石造物紀年銘「正中二年 正月十一日」



熱海は美しい自然景観 と温暖な気候、そしてなによりも、天与の温泉に恵まれ、い

にしえより、多 くの文人墨客が訪れ、 日本の歴史の中で少なか らぬ役割を果たしてき

ました。

この熱海をとりまく、伊豆箱根地域は良質な石材の産地でもあり、豊富な石材は武

家の都である鎌倉や江戸の都市基盤を形づくる役割も果たしました。

特に日本史上最大の城郭である江戸城の石垣のほとんどが伊豆半島か ら運ばれたと

考えられ、伊豆石丁場遺跡は西相模か ら伊豆半島に広がる、全国にも稀な大きさを誇

る遺跡です。

熱海市では平成18年度より、文化庁、静岡県のご指導、ご支援を受けて、石丁場遺

跡の調査を行ってまいりました。

その出発には 「中張窪石丁場遺跡を保存する会」などの市民団体の働きかけがあり

ました。 この調査の原点には遺跡保存への市民の強い願いがあるということは、重要

なことだと思います。

そ して、現在、熱海市、伊東市、東伊豆町の各市民団体がネットワークを結成され

るなど、市民レベルでの石丁場遺跡の保存活動も広域とな り、さらに活発になってき

てお ります。

石丁場遺跡をはじめとする埋蔵文化財は国民の財産であり、公共の財産 としてでき

る限 り保存・活用 し、次世代に伝えていかなければならないと思います。

今回の調査では新 しい刻印の発見や具体的な採石状況の確認など、大きな成果があ

りましたが、広大な遺跡に封して今回の報告書の内容は、まだまだ不十分であろうし、

拙速 との批判は免れないと思います。 しかし、僅かな りとも学会に稗益するところが

あり、今後の各地の石丁場遺跡研究におかれては、他山の石 としてご活用いただけれ

ば と思います。

また、本報告は伊豆石丁場遺跡保存への第一歩であり、 これで立ち止まることなく、

石丁場遺跡を守 り伝える取 り組みに向けて、市民と行政が協働 して歩んでいきたいと

考えてお ります。

最後 とな りましたが、調査の実施にあた り、格別なるご指導をいただきました文化

庁文化財部記念物課、静岡県教育委員会文化課をはじめ、調査のご指導をいただいた

先生方、さらには格段のご尽力を賜 りました関係者の皆様に対 しまして深 く感謝する

とともに、厚 くお礼申し上げます。

平成21年 3月 19日

熱 海 市

教育長
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例

1.本書は、熱海市教育委員会が実施した熱海市内に所在する伊豆石丁場遺跡の分布・確認調査報告書

である。

2.調査は石丁場遺跡 (採石跡)の 内容確認を目的とし、文化庁より国宝重要文化財等保存整備費補助

金、静岡県より文化財保存費補助金を受けて実施した。調査林制については第 1章 3節に記した。

3.執筆分担は本文目次のとおりである。なお、「第Ⅳ章確認調査」については小金澤保雄の所見をも

とに栗木崇が執筆した。全体の編集は栗木崇が行った。

4.調査における測量、補助業務を株式会社東日に委託して実施した。

5.掲載した写真のうち、巻頭の遺構写真は田畑みなおが撮影し、その他の遺構写真等は栗木崇と小金

澤保雄が撮影した。遺物写真は井鍋誉之氏にご協力いただいた。絵図等については各図版に出典を記

した。

6.文献資料については木越隆三氏にご教示を受け、「熱海市域の石丁場で採石した大名たち」をご執

筆いただいた。

7.石材の鑑定については、パリノサーヴェイ株式会社に委託して実施し、全岩化学分析について山下

浩之氏に原稿を執筆していただいた。

8.石塔の実測調査は桃崎祐輔に委託し、その成果の一部を付編として福岡大学桃崎研究室の方々に執

筆していただいた。

9.小和田哲男氏、北垣聰一郎氏には調査全般にわたってご指導いただき 「総括一調査成果と今後の展

望―」をご執筆していただいた。

10。 本調査の実施から報告書の刊行に至る過程で、次の方々および機関より、御指導、御教示、御協力

を賜つている。記して感謝の意を表したい (50音順、敬称略)。

池谷初恵 内川隆志 梅原郁三 大澤研一 大庭康時 大森信宏 押木弘己 小野正敏 片岡正人

加藤克郎 加藤清志 加藤理文 金子浩之 金田明大 後藤宏樹 齋藤慎一 坂井秀弥 佐々木健策

重久淳一 嶋谷和彦 杉山宏生 関周一 多田和夫 田畑みなお 坪根伸也 冨田和気夫 中島圭一

西日和彦 福島金治 藤川祐作 細田隆博 本間岳人 前田正憲 三瓶祐司 三好義三 向井裕知

村木二郎 森岡秀人 山田康雄

芦屋市教育委員会 石川県金沢城調査研究所 居神神社 伊豆山神社 伊東市教育委員会

伊奈石の会 MOA美 術館 大分市教育委員会 大阪府埋蔵文化財センター 小田原市教育委員会

鹿児島県立埋蔵文化財センター 香芝市二上山博物館 かながわ考古学財団 上ノ国町教育委員会

川崎市教育委員会 霧島市教育委員会 杏雨書屋 小杉造園 静岡県埋蔵文化財調査研究所

逗子市教育委員会 豆州江戸城石丁場遺跡保存・活用ネットワーク 高砂市教育委員会

高松市石の民俗資料館 中張窪石丁場遺跡を保存する会 東京都江戸東京博物館 徳川林政史研究所

豊島区教育委員会 奈良文化財研究所 沼津市教育委員会 般若院 東伊豆町教育委員会

兵庫県教育委員会 松前町教育委員会

H。 本調査に関わる記録類はすべて熱海市教育委員会で保管し活用を図るものとする。

口



例

1.本書に記載した方位は真北を基準とし、座標は世界測地系に依拠しており、標高は東京湾平均海面

を基準とする。

2.旧国名 「伊豆国」は伊豆半島及び島嶼で構成されるが、本稿では便宜上、島嶼部を除いた箱根から

南の伊豆半島を 「伊豆地域」と呼称し、伊豆石丁場遺跡とは伊豆地域の採石遺跡とする。

3.「伊豆石」 という言葉には性質が異なる多種多様な石材が含まれてしまうため、 ここでは (金子

2000)を もとに地質学でいう第四紀の複成火山起源の安山岩、玄武岩、デイサイ トを 「伊豆堅石」も

しくは「安山岩系石材 (略 して安山岩とも表記する)」 とし、それ以外の凝灰岩や一部のデイサイト

など軟質な石材を「伊豆軟石」もしくは 「凝灰岩系石材」とする。「伊豆石」は両者を含めた伊豆で

産出する石材全体を表わす言葉とする。なお、第Ⅶ章、第Ⅷ章の自然科学的分析報告内の表記は岩石

学的分類に基づくものとする。

4。 本報告書内の各石材の用語については下図

のとおり森岡 。坂田編2005に 準拠する。

5.「第Ⅲ章 分布調査」の図面で採石遺構を

0、 刻印を有する石材を▲で示した。その他

印は各図の凡例による。

6.本文中の各章での参考文献等については、

「引用参考文献」のなかに一括して示した。

ただし、第Ⅶ章、第Ⅷ章の石材の自然科学的

分析報告については、当該章の文末に示して

いる。

7.表紙に使用した絵図は『武州州学十二景図

巻』 (東京都江戸東京博物館所蔵)と 『熱海

道之記一巻』 (杏雨書屋)の部分である。

1隅石 (角 イ「)

2隅脇石
3楽石 (平 石 )

4根石

協角部算木積模式図

ノミ捌整 武

百

ノミ調整

舎

み争坊

石材の呼称 (森岡・坂田編2005よ り転載)
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第 I章 調査目的と経緯・経過

第 I章 調 。経過

1節 調査の目的
1 伊豆石とは何か

伊豆石とは文字通り伊豆地方で産出する石材の意味であるが、火山半島である伊豆半島からは様々な

石材が産出された。そのため「伊豆石」という言葉が表す石は一様ではなく、硬質な安山岩系の石材も

軟質な凝灰岩系の石材も「伊豆石」という言葉で呼ばれる。また地質的な伊豆半島は箱根や真鶴といった

西相模を含むため、伊豆石は 「相州石」「小松石」の別称として理解をされることもあり、その多様性、

歴史の深さゆえ、混乱している (加藤 1994)。

ここで安山岩系の伊豆石、伊豆堅石の特徴を簡単に述べると、まず鎌倉時代まで遡る伝統的な広域流

通の石材という事があげられる。石塔などは各地の石造物のモデルとなる高級石材であり、石垣などの

建築・土木資材としても東国の各地に供給され、東国の石造文化の主導的な役割を果たしたと考えられ

る。

一方、生産地であった石丁場遺跡の特徴としては、西相模から伊豆半島に広がる大規模な遺跡群であ

ること、刻印と呼ばれる石材に刻まれた印が多種多様に確認され、しかも文字刻印が多く、内容も大名

家の人名やその石丁場の範囲、紀年銘など具林的であること、比較的文献資料や絵画資料が残されてい

ることなどがあげられる。

しかしながらその重要性や資料の豊富さに比して、伊豆石の生産と流通の実態は十分明らかにされて

こなかった。特に伊豆石が中世の鎌倉、近世の江戸といつた東国の首都を支えた石材であることを考え

れば、その歴史的意味は伊豆という地域史の問題に留まらず 日本の歴史全体とも大きく関わっており、

日本列島の歴史の中に位置付けられることによってはじめて正しい評価が得られるものと思われる。

こうした伊豆石の生産流通の実態解明は重要であるという認識のもとに、学際的で科学的な総合調査

を長期にわたって地道に着実に継続していく必要がある。

2 調 査 に至 る経 緯

熱海市内の石丁場遺跡の研究は昭和30年 ごろから、文献史学、城郭研究者によって先鞭がつけられ、

昭和40年頃からの田畑賓作氏の熱海・伊東の現地踏査が契機となって地元の郷土史家に影響を与えた。

昭和42年 (1967)刊行の『熱海市史』上巻でも「江戸城増築と熱海の石材」の一節が設けられ、昭和

47年 (1972)刊行の資料編には関連文書も集録されている。同年に伊東市宇佐美在住の大高吟之助氏に

よつて『郷土多賀村史』、昭和49年 (1974)に 『網代郷土史』が著され、その中には、刻印や採石関連

の聞き取 りなど、石丁場に関連する内容が数多く記述されている。

昭和50年後半になると、伊東郷土史研究会の鈴木茂氏に多賀地区の小川長平氏、高橋愛子氏、西島宝

氏、牧野國男氏らが協力して調査が行われ市内各地で刻印石の発見が相次ぐようになる (鈴木 1976)。

そういった中で、昭和56年 (1981)に 県道82号、下多賀 (現熱海)。 大仁線の拡幅工事で 「羽柴右近」

銘の文字刻印が発見されると、下多賀町内会が刻印石保存の嘆願書を提出して保存運動がおこり、国道

135号沿いの下多賀園地に移設保存された。この時に 「瘤木遺跡」として登録され、静岡県内で初めて

石丁場遺跡が周知の埋蔵文化財包蔵地となる。また、平成元年 (1989)には無形民俗文化財の『下多賀

神社水浴せ式』の調査報告に 「多賀石の問題」の項が設けられ、木村博氏によって刻印や石工などにつ

いて民俗学的な立場から言及されている。

その後、平成 9年には県道82号線拡幅工事のために、初めて伊豆石丁場遺跡の発掘調査が行われた。
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しかし、開発に伴う緊急調査で目的意識が不十分だつたこともあり、従来の研究成果を活かした報告が

できず、調査成果自体もあまり注目されることが無かった。むしろ伊東、東伊豆といった伊豆各地の石

丁場の状況が報告される中で学術的な研究は大きく遅れていたといえる。

市教育委員会による主体的な調査研究は平成15年 に江戸東京博物館の特別展 「江戸城」の事前調査の

ため齋藤慎一氏が熱海市内を含む伊豆石丁場遺跡の踏査を行ったことが晴矢となり、その重要性を喚起

されたことによって遺跡の踏査や関連資料の確認作業の取り組みが始まった。

一方、下多賀地区では有志が平成14年 4月 に「中張窪石丁場遺跡を保存する会」を結成し、散策ルー

トや案内板を設置するなど独自の遺跡保存活動を展開しており、平成17年に 「是ヨリにし 有馬玄蕃

石場 慶長十六年 七月廿一日」の紀年銘が刻印されている石材に覆屋を設置して欲しいという要望を

市観光部局に提出した。これを受けて市教委では、その取 り扱いを含めた石丁場遺跡の調査、保存につ

いて静岡県教育委員会をとおして、文化庁記念物課に指導を依頼した。

それによって、平成18年 3月 に坂井秀弥主任調査官が伊豆石丁場遺跡を視察することになり、熱海市、

伊東市の市長とも会談してその重要性がより認識されることになった。これより熱海市教育委員会では

石丁場遺跡を史跡として保護する前段階として平成18年度より国の補助を受け、伊豆石丁場遺跡群を適

切に調査・保存・活用するための基礎資料を得ることを目的として調査を開始した。

2節 調査の方法 と経過
1 調査の方法

市内の伊豆石丁場遺跡の調査の方法について、今回調査に着手できなかった事項を含めて調査の基本

方針を以下に示す。

分布調査 市内に石丁場遺跡の数、各遺構の規模や各石材、刻印の位置や残存状況等を把握する。

確認調査 分布調査において良好な残存が確認できる石丁場遺跡にて地形測量を行い、採石坑や石材を

把握し、資料化する。また、具体的な採石の方法や、遺跡の残存状況などを把握するために発掘調査を

行う。巨石が散在する斜面地での調査であり、安全面から原則的に小規模な トレンチ調査とする。

文献資料 伊豆石丁場関連文献について、既出文献の再確認も含めた文献・絵画資料の調査を行う。

石塔調査 生産地近辺での消費 (石造物)の状況を把握する、特に中世は明確な採石遺構が確認できな

いこともあり、石塔の調査を主要な石材加工技術の検討方法とする。

石工道具の調査 現存する採石 。加工従事者は未確認であるが、伝承された石工やその技術等の聞き取

り調査をおこない、残存する石工道具の把握と合わせて、技術体系と各作業工程における技法と道具と

の関係を明らかにする。

地質・岩石学的調査 市内には堆積岩である凝灰岩や湯河原火山や多賀火山などの安山岩系の石材も産

出され、多様な石材が存在する。現地での岩相観察から標本採集、薄片サンプルの顕微鏡下による観察、

化学的分析等によって岩石学的なデータを収集し、消費地側の石垣等の岩石学的資料と比較検討を行う。

採石環境の復原 採石活動は石丁場遺跡内で完結するわけでなく、作業小屋や搬出路 (石曳道)、 集石

地、工人の住環境、採石以外の日常生活、祭祀儀礼など様々な要素が関連している。前述の調査成果に

基づいた総合的な検討により、遺跡をとりまく環境を明らかにする。

伊豆石製品の集成と分析 伊豆の硬質石材 (安山岩)は全国にも希な広域流通石材であるが、大形の石

塔、江戸城石垣といった特定製品の分布が明らかなのみである。鎌倉、江戸など各地に供給された伊豆

石製品を集成し、考古学的観察所見を基本に岩石学的な産地同定等によって、生産地の視点からその流

通の実態を研究する必要がある。
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2 調 査経 過

平成18年度

4月 27日     第 1回 伊豆東海岸石丁場遺跡連絡協議会

5月 19日     第 2回 伊豆東海岸石丁場遺跡連絡協議会

2月 ～ 3月    石丁場遺跡測量調査 (中 張窪・瘤木他)

3月 4日     第 1回 熱海市内石丁場遺跡調査研究検討会

平成19年度

8月       市内石造物調査 (般若院石塔群)

1月 13日     奈良文化財研究所による遺跡探査 (中張窪・瘤木ほか)

1月 ～ 2月    石丁場遺跡測量・発掘調査 (礼拝堂、中張窪・瘤木)

2月 5日 ～ 6日  第 2回 熱海市内石丁場遺跡調査研究検討会

3月 17日     第 3回 伊豆東海岸石丁場遺跡連絡協議会

3月       石丁場遺跡石材自然科学分析

平成20年度

9月       市内石造物調査 (寺山遺跡石塔群)

10月 8日     伊豆石丁場遺跡調査整備委員会準備会

1月       中張窪・瘤木遺跡石材測量調査

3節 調査体制
調査は熱海市教育委員会が主体となり、分布調査、発掘調査を実施し、測量や石塔の実測、石材の自

然科学分析などは業務委託して行った。調査体制は以下のとおりである。

1 調 査 体制

平成18年 H月 ～平成19年 3月

教育長 勝澤 要 教育次長 吉田年雄

生涯学習課長 相磯 清 課長補佐 山本五雄 社会教育係長 山本忠宏 学芸員 栗木 崇

平成19年 4月 ～ 6月

教育長 藤池忠夫 教育次長 吉田年雄

生涯学習課長 相磯 清 課長補佐 山本五雄 社会教育係長 山本忠宏 学芸員 栗木 崇

平成19年 7月 ～平成20年 3月

教育長 藤池忠夫 教育次長 吉田年雄

生涯学習課長 相磯 清 課長補佐兼社会教育係長 山本忠宏 学芸員 栗木 崇

平成20年度

教育長 藤池忠夫

生涯学習課長 相磯 清 課長補佐 二見重春 社会教育室長 山本忠宏 学芸員 栗木 崇
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2 調 査 指 導

調査は多くの方々の指導を仰いでおこなわれたが、そのうち一部の指導者の方々で熱海市内石丁場遺

跡調査研究検討会を開催していただき、調査方法などについて議論していただいた。また、自治体間の

現状や課題を協議するため、熱海市と伊東市、東伊豆町の二市一町と静岡県で伊豆東海岸石丁場遺跡連

絡協議会を開催した。

平成20年 10月 8日 にはそれらを発展させ、静岡県教育委員会、熱海市、伊東市と共同で文化庁の指導

を受けて伊豆石丁場遺跡調査整備委員会準備会を開催した。これには学識経験者のほか各市町の文化財

保護審議委員、オブザーバー参加として東伊豆町教育委員会のほか伊豆西海岸から沼津市、神奈川県か

らは小田原市が参加した。

熱海市内石丁場還跡調査研究検討会視察

第 1図 調査風景

中張窪・瘤木石丁場発掘調査

朝日山石丁場調査 伊豆石丁場遺跡調査整備委員会準備会
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第Ⅱ章 伊豆石丁場遺跡をとりまく環境

1節 伊豆石をとりまく地質的環境―伊豆半島の生い立ち一
伊豆半島はフィリピン海プレー ト東縁にある伊豆・小笠原火山弧の北端に位置し、フィリピン海プレー

トの北上とともに本州に衝突した異地性地塊 (伊豆地塊)と言われ、本州の中でも地質的に特殊な半島

である。火山半島といわれるように、僅かな平野を除き、全答を火山及びその噴出物で覆われ、海岸線

は複雑で切 り立った波蝕崖となっている。そのことが、風光明媚な景観を創 り出すとともに、泉質の恵

まれた温泉を湧出させ、熱海市の大湯や走湯のように歴史的な温泉地・観光地を生み出した重要な要因

のひとつである。

この伊豆の大地は3000万 年という長い時間に及ぶ火山活動により形成されたと考えられ、 このうち

2000万年前からの地層が地表で確認され、以下のように大きく5期に区分されている (小山1993)。

1 深 い海 だ った 時代 (2000万年前～1000万 年前)

2000万年前頃の伊豆半島は、本州の南にある海底火山群である。このころフィリピン海プレー トの中

央にあった海嶺が背弧海盆拡大によって分裂し、四国海盆と呼ばれている地形がつくられた。その影響

でできた海嶺の一つが七島一硫黄島海嶺 (別名 :伊豆 。小笠原弧)であり、この時期の海底火山の噴出

物は西伊豆町の仁科川の流域で見ることができることから仁科層群と呼ばれる。

フィリピン海プレー ト中央の四国海盆の背弧海盆拡大は1200万 年前頃までにはおさまるが、プレー ト

の北東縁にある伊豆・小笠原海底火山列では太平洋プレー トの沈み込みにより活発な海底火山活動が続

いた。その海底火山群から噴出した火砕岩が深い海底に土石流や乱泥流となってなだれこんだり、堆積

して形成したのが湯ヶ島層群とよばれる地層である。壕ヶ島層群は、その名の由来である湯ヶ島温泉を

流れる狩野川や猫越川のほか、修善寺付近の大見川や松崎町の那賀川下流など、主に谷に沿った標高の

低い場所で見ることができる。熱海市内では 「青石」と呼ばれ、石材として利用された上多賀曽我浦の

緑灰色に変質した火山礫凝灰岩 (緑色凝灰岩)な どが湯ヶ島層と考えられている。

2 浅 い海 だ った 時代 (1000万年前～200万年前)

1000万 年前頃、のちに伊豆半島となる部分をふくむ伊豆・小笠原弧の北部一帯ではげしい地殻変動が

起こったことは、伊豆の各地にある湯ヶ島層群や仁科層群の地層の招由、断層などによっても確認でき

る。このあと、のちに伊豆半島となる場所の全体が浅い海となり、多くの海底火山ができた。火山のあ

るものは成長して海面上にその姿をあらわし,火山島になり、現在の伊豆七島のような環境ができあがっ

たと考えられる。

この時期に浅い海で堆積した火山岩及び火砕岩の地層が、下田市白浜にその名が由来する白浜層群と

呼ばれるもので、伊豆半島の多くの場所で確認することができる。特に土肥から石廊崎をまわって河津

町見高にいたる半島南部は白浜層群の地層で形成されており、凝灰岩丁場の分布地帯と重なっている。

3 本 州 へ の衝 突 と陸域 の 出現 (200万年前～100万年前)

海底火山の群れ (伊豆半島の前身)が本州に衝突する時期である。この当時に堆積した地層は、伊豆

半島の北側の東名高速道路や 」R御殿場線が走る酒匂川の谷間で確認できる。この地層は足柄層群と呼

ばれ、この地層の年代や化石の検討から、150万年前には水深2000m程度の深海だったこの地域が100万

年前から70万年前の間に粗粒堆積物によって急速に埋めたてられ、ついには激しい招曲と隆起によって
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できたと考えられている。

この伊豆・小笠原弧と本州弧という火山弧同士の衝突によって地殻中に大きな圧縮応力場が生じたと

考えられ、衝突とその後の浮揚性沈み込みに伴う圧縮応力によって、伊豆半島は側方に拡大することが

できず、その結果として100万年～20万年前の複成火山の時代が訪れたと解釈されている。

これより現在の伊豆半島の大部分が陸地となり,以後はすべての火山が陸上で噴火するようになった。

この時期以後の堆積層群を一括して 「熱海層群」と呼ばれることもある。

4 陸上 複 成 火 山の 時代 (100万年前～20万年前)

およそ100万 年前になると、海底で堆積した証拠を示す地層がいっせいに姿を消し、陸上の火山噴出

物ばかりになり、この時期に伊豆半島は長い海底火山の時代を終え、伊豆全体が陸地になったと考えら

れる。そうして50万年前までには、伊豆火山島は本州から突き出た半島の形になり、現在見られる伊豆

半島の原形ができあがったと考えられる。

陸地となった後の伊豆半島では、ほぼ同じ火日から噴火して溶岩と火砕岩が繰 り返し積み重なる複成

火山が形成された。しかし、20万年前頃になると、箱根火山を除き、他の火山はすべて活動を停止して

しまい、これらの火山体はその後大きく浸食され、元の形の大半が失われている。

現在、伊豆半島の主たる山稜線は、北から」の字の形を描き、これを分水嶺として、内側は狩野川水

系に集まり、外側は小河川によって相模湾や駿河湾に注いでいる。この稜線は湯河原、多賀、宇佐美、

天城、猫越、棚場、達磨、井田と伊豆の主な複成火山の並びと重なり、伊豆半島の屋台骨ともいえる山

並みは、この時期の複成火山が形成しているともいえる。

そして、これらの火山起源の溶岩は良質な硬質石材として利用され、侵食を激しく受けて転石の露頭

の多い海側に多くの安山岩系の石丁場が分布している。熱海市内は、この複成火山群の多賀火山と湯河

原火山の噴出物によってほとんど覆われており、そのことが本市内で多くの石材の産出を可能にした重

要な要因といえる。

多賀火山は宇佐美火山よりやや新しい65万年前頃に活動した火山で、元の山体の東半分が失われてお

り、熱海市の錦ヶ浦の沖に火日が存在したと考えられている。多賀火山の噴出物は、熱海市内の中央部

から南部にかけて広く分布し、主に安山岩質や玄武岩質の溶岩で構成される。

湯河原火山は多賀火山よりさらに新しい火山である。近年の研究から箱根火山の一部とも考えられ、

従来より大きく年代が降る可能性がある (神奈川県立生命の星・地球博物館2008)。 湯河原火山由来の

噴出物は熱海市内の北側に広く分布し、主に安山岩質や玄武岩質の溶岩で構成される。

湯河原と多賀火山、この二つの火山の岩石を肉眼で区別することは難しいが、全体的な傾向として湯

河原火山起源の岩石のほうがやや灰色で、やや軟らかい印象である。なお、市内各地で観察された岩石

の特徴については、第Ⅶ章の「熱海市内石丁場の石材鑑定」を参照いただきたい。

5 伊 豆 東 部 火 山群 の 時代 (20万年前～現在)

20～ 15万年前になるとそれまで噴火をつづけていた複成火山が、箱根火山を残してすべて活動を終え

てしまい、東伊豆単成火山群という独立単成火山群が活動する時代となる。伊東市の一碧湖やその南東

にならぶ東大池などの火口湖 (10万 年前)や小室山 (1万4500年前)、 大室山 (5000年前)と伊豆高原の

台地と城ヶ崎海岸、伊豆市の天城湯ヶ島では浄蓮の滝、中伊豆で地万城の滝などはこの時期の火山の噴

火や溶岩流によって形成された。そして2700年前に天城山の北東斜面にあたる矢筈山の火山列が噴火し

てから、1989年 の手石海丘の噴火まで、伊豆半島の火山は噴火のない静かな時代となった。

-6-



第Ⅱ章 伊豆石丁場遺跡をとりまく環境
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第 2図 伊豆半島の地質図 (藤枝孝善編2001よ り転載)
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2節 伊豆石の歴史
1 中世の伊豆石

伊豆石は伝統的な広域流通石材であることを指摘したが、その歴史は静岡市の賎機山古墳、駿河丸山

古墳の凝灰岩質の石棺が伊豆石とされることから、古墳時代にまで遡ると考えられる。

硬質な石材 「伊豆堅石」の広域流通については中世まで降り、鎌倉では永福寺や勝長寿院の礎石等と

して加工のない自然石が12世紀末の遺構より検出されている。文献史料からも12世紀の末に鶴岡八幡廻

廊中門の礎石を用いる石を酒匂川周辺から採石したことが指摘されており (小 田原市 1998)、 和賀江島

の築港や鎌倉幕府 (北条氏)とかかわりが深い大寺院などの土木・建築用石材として使用され、13世紀

前葉頃から14世紀代には庶民居住地の一部でも確認できるようになる (大河内1993)。

中世の伊豆堅石の利用は石塔類が顕著であり、東は鎌倉を中心に内房総あたりまで、西は遠江の海岸

部や宿場、在庁官人層の墓域で五輪塔・宝筐印塔などの石塔が確認され、各地にもたらされた伊豆の硬

質石材による石塔は在地で生産される石塔のモデルとなる高級石塔として考えられる (前 田1991・ 本間

1998)。

その硬質石材を石造物などに加工する技術の導入を主導したのは西大寺律宗であり、伊派、大蔵派な

どの石エグループであることが指摘されている (藤澤2000)。 西大寺系律宗は鎌倉幕府と密接な関係に

あり、交通の要衝に末寺を建立して津料、関料を徴収し、社寺や港湾を整備し、架橋などの土木工事、

石塔の造立事業を行ったことが知られており、宋人石工の伊派が東大寺の再建にあたり、数度に渡る入

宋経験のある重源によって招聘されたように、学僧の東アジアにおける国際的な交流を背景とした先進

技術の導入による技術力があったと考えられる。

伊豆地域の硬質石材の加工技術は関西の花筒岩より半世紀ほど遅れて導入され 「元箱根石仏・石塔群」

を端緒とし、伊派の分流である大蔵派石工により導入されたと考えられる (山川2008)。

この箱根山宝億印塔 (多 田満仲塔)を 出発点として関東の石造宝筐印塔は、関東形式 (型式)の確立

へ進み、14世紀の初頭には関東形式宝筐印塔が定型化する。五輪塔は鎌倉極楽寺の忍性塔をモデルとし

ていわゆる律宗系の五輪塔様式が確立され、律僧の墓塔として各地の律宗の拠点寺院などに存在する。

これより伊豆堅石の宝億印塔・五輪塔の型式変化は、大まかにはこれらの退化過程となる。

こうした石塔の造塔活動の背景には忍性を中心とする西大寺流律宗の教線拡大との関連が考えられて

いるが、熱海市内では、叡尊の高弟となる前の忍性が寛元元 (1243)年 7月 に吉野執行覚如と伊豆山の

湯屋に訪れており (『興正菩薩御教誡聴聞集』)、 弘安 5(1282)年 2月 18日 には梵鐘を熱海の地蔵堂に

寄進している『諸寺鐘銘』 (桃嶋2000)。

熱海市内にある伊豆山神社はかつて走湯権現、伊豆権現、走湯山などと呼ばれ、箱根権現とあわせて

「二所権現」と称され、三嶋社とともに東国政権の守護神として崇敬を受けたことはよく知 られ、鎌倉

時代後期には、走湯山の造営用途の賦課が 「一国平均役」とされており、走湯山が鎌倉幕府より国家祭

祀的な扱いを受けていたことが想定されている (静岡県 1997)。

走湯山は五堂燈油料船の存在などから鎌倉期には東国の海上交通拠点の一つと考えられ、金沢六浦の

称名寺と末寺の物資の移動や連絡に使われた 「あたみ舟」や酒匂川の水運と係わる 「楊下船」なども、

走湯山の船とも考えられる。また、鎌倉から室町時代初頭の西相模は鶴岡八幡領と伊豆権現領が圧倒的

に多く確認され、応永年間には小田原関所も伊豆権現に知行されていた (小田原市1998)。

これらの事実から石塔の石材の産地を多く所領にもち、水運を中心にこの地域の交通にも大きく関与

している一大宗教権門であつた走湯山は硬質石材の生産と流通に大きく関わつていたと思われるが、具

体的な関係の解明は今後の課題である。
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戦国期の伊豆地域は、小田原北条氏によって石工職人も掌握され、天文 3年 (1534)の鎌倉鶴岡八幡

宮の造営には伊豆長谷の石工15人が召し出されている『快元僧都記』。

特に小田原の石切棟梁であった青木家は多くの文書を伝え、関東でも有数の石工集団を形成していた。

青木氏は後北条氏の保護のもと、領内各地で石の見立て、切 り出しを行い、「土蔵」や寺社建築の建築

資材を切り出す一方、聯田工の公用」として 「石火鉢」などの石造物の製作作業もおこなっていたと考

えられる。

中世の具体的な採石場については現在のところ確認できず、河川敷や海岸部で採石されたとも推測さ

れている。青木家の所在する小田原市板橋から400m東側の距離にある小田原城下御組長屋遺跡、山角町

遺跡では、石塔、石製品の製作途上の未製品とその破材が出土しているが、これらの石材は早川で採集

できる河原石の転石であり、加工しやすい石材を選択して利用していたと考えられる (佐々木2008)。

しかし、大形の製品については、特別に山石を見立てた可能性もあり、石材の大割に使う矢穴技法も

小田原市居神神社板碑や鎌倉市極楽寺忍性塔の地覆石、安養院宝筐印塔の地覆石で確認でき鎌倉時代後

期には、使用されている (第 V章 2節参照)。

2 近世の伊豆石

江戸城について

伊豆石の生産史上最大の画期は日本史上最大の城郭である江戸城の大修築である。

天正18(1590)年 の豊臣秀吉による小田原攻めの後、北条氏旧領の関八州が徳川家康に与えられると、

江戸城を居城に定め、同年 8月 1日 (八朔)に公式に入城したと伝わる。天下普請以前の様子を伝える

東京都立中央図書館所蔵の『慶長江戸図 慶長 7(別本慶長江戸図)』 イこよると、江戸城直下の西の丸

下に日比谷入江が入 り込み、江戸城内郭は現在の本丸付近で 3つ の廓から構成されていたようである

(巻頭図版13-1参照)。

まず、局沢の本丸付近の寺院群等を移転させ、一門や譜代の家臣に命じて本丸の拡張、翌年には西丸

の普請を行つた。また、物資を運ぶために道三堀を開削し、平川を江戸前島中央郡へ移設したとされる。

文禄の役より中断されていた普請も慶長 3年 (1598年)8月 に豊臣秀吉が死去し、慶長 5年 (1600年 )

の関ヶ原の合戦ののちに、徳川家康が慶長 8年 (1603年)年 2月 に征夷大将軍に任ぜ られ江戸幕府を開

くに至 り、再開される。

これより、江戸城の増築は天下普請となり、徳川将軍の城としての城郭普請が始まる。工事はまず、

現在の駿河台にあった神田山を削りその土砂で入江を埋め立て市街地を造成した。この時に道三堀の延

長に水路を造り、ここに東海道を走らせ、渡る位置に「日本橋」が架けられることになった。また、こ

の工事によって次の石垣普請などの江戸城の本格的な工事のための大量の資材を搬入するための船着場

を造 られたとされる。

そして、慶長 9年 (1604)6月 1日 に江戸城の本格的な普請計画が発表され、西国の外様大名を中心

とした各大名には、石垣を築くための巨石を伊豆から運搬するための石舟の調達が求められた。

慶長10年 (1605)4月 に将軍職は秀忠に世襲され、その秋には石舟が江戸に廻漕され始める。翌H年

の 2月 には助役大名も江戸に出府し、 3月 1日 より本丸部分の天下普請が起工された。諸大名は伊豆の

石丁場に家臣を送り、採石、または購入した。『当代記』は3000を超える船が 1艘に百人持ちの石を2

個づつ乗せ、月に 2回伊豆と江戸とを往復したと伝える。

慶長12年 には関東・奥羽 。信越の大名達によって天守台を含む本丸の普請が行われた。この慶長期の

天守は、『慶長江戸図 慶長13(江戸慶長江戸絵図)』 力ゝら本丸の中央寄 りにあったことが確認でき、本

丸は虎日空間が連続した軍事機能を意識した縄張となっている (巻頭図版13-2参照)。
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第 Ⅱ章 伊豆石丁場遺跡をとりまく環境

慶長16(16H)年には西の丸の石垣普請がおこなわれ、西国の大名は名古屋城の普請に関わっていた

ため、東国の大名が担当し、 3月 1日 に起工し、西の丸龍ノロから外桜田門 。貝塚堀 。半蔵門などの普

請が行われた。

慶長期最後の普請は19(1614)年で、西国大名達により本丸・二の丸・西の丸下・虎ノ門までの外郭

東及び西側の石垣修築工事の途中で大阪冬の陣となる。

豊臣家が滅亡し、元和 2(1616)年 4月 に家康も没すると元和期の天下普請が開始される。まず、 5
月に神田と湯島の間を開削し、のちに外堀の一部になる神田川を通す工事を行った。

元和 5(1619)年より城の普請が再開され、まず大手門から桜田門付近の地形普請がおこなわれ、翌

6年には東国大名に命じて内桜田門から清水門までの石垣と和田倉門などの枡形の普請がおこなわれた。

元和 8(1613)年 には天守を北側に移し (元和天守)、 本丸を拡張して日常空間を広げ、治世の城への

転換が図られた。

寛永 6年 (1629)の普請では、親藩を含む譜代、東国大名中心に100家以上の助役が記録されている。

これにて江戸城内郭の石垣の枡形門がほぼ完成となる。

寛永13年 (1636)には江戸城史上最大の石垣方 6組62家、掘方 7組56家 の大名家が参加して江戸城外

堀 (惣構)普請がおこなわれ、江戸城が一応の完成となる。以後は多数の大名を大動員する普請は行な

われなくなり、以後は小規模な普請を個々の大名に賦課するようになる。

石丁場遺跡について

江戸城石垣の石材は安山岩系の火山岩や花南岩、堆積岩類の凝灰岩、砂岩などが確認されるが、その

築石のほとんどが伊豆地域から運ばれた石材であると考えられる (千代田区丸の内一丁目遺跡調査会

2005)。 石材として伊豆石が選ばれた理由は、比較的近距離で、水上輸送の便がよく、そして石垣とし

ての石材の質がすぐれていた (伊豆堅石)こ とが大きな要因と考えられる。

伊豆半島の石丁場遺跡は、硬質な安山岩系の石丁場と、軟質な疑灰岩系の石丁場の二種類に大きく分

類され (金子・岡田1994)、 そのうち安山岩系 (伊豆堅石)の石丁場は、小田原から河津町の東海岸、

沼津市の南部の海岸などで確認され、 1節の地質的環境で述べたように複成火山の分布と重なる。

伊豆堅石の石丁場は転石の露頭からの採石がほとんどであり、山中で確認できる採石遺構は地表面で

確認できる転石を割 り取って、その過程で見つかった第 2、 第 3の転石を採掘していくことによって、

採石遺構はクレーター状の窪地として確認できる例が多い。また、大きな岩石が存在する海岸の至る所

で矢穴痕を有する石材が確認でき、海岸部でもかなりの採石が行なわれたと思われる。

普遍的な伊豆堅石の石丁場の遺構は、矢穴痕であり、一般的に大きい矢穴は古く江戸城石垣の採石痕

とされるが、矢穴痕は近代の間知石にも確認されることや、石工道具としてノミなどの工具も伝わるこ

とから、近代まで基本的な採石方法のひとつとして使用されたと思われる ①。

刻印は石材にノミ等で穿かれた印や文字 (第 V章 2節参照)で元和の大阪城や大阪城、駿府城など天

下普請の城及びその採石場において多く確認されている。その種類は伊豆半島全体で200種は超えると

思われ、伊豆石丁場遺跡の大きな特徴のひとつとして多種多数の刻印が存在し、特に文字刻印が多く大

名家の人名、紀年銘や方位などを記し、文章的であることがあげられる。

大名との関連でいえば、在地の有力者に対して 「石場預り役」を任命している文献資料が確認できる

ことも伊豆石丁場の特徴にあげられ、石場預り役は世襲され幕末まで管理が続けられたとされる (金子

2008)。 今後 こうした文献と石丁場遺跡の実態とが具体的にどのように関係するのかは検討すべき課題

のひとつである。

凝灰岩系の石材 「伊豆軟石」は、一部は江戸城の石垣に使用された可能性があるものの、多くは江戸

時代中期以降に大都市江戸。東京の民需に応じて大量に生産されたと考えられている。しかし、中には
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河津町の沢田石のように皇居謁見所や帝国京都博物館に使用されるなど、高品質の石材も存在している。

伊豆軟石の丁場はほとんどが伊豆半島の西側から南部の海岸部に存在している。採石方法は転石利用

が標準的である堅石の丁場とは異なり、軟石の採石跡では岩盤から角柱状の石材を切出した痕跡が確認

される。

熱海市内には上多賀北部の海岸沿いに伊豆東海岸では珍しい曽我浦青石、白石といつた凝灰岩丁場が

存在し、青石は元和年間の江戸城本丸や天守台に使用されたと伝承される。

江戸 。東京の都市基盤としての伊豆石

いわゆる江戸遺跡からは石垣以外にも多くの石製品が出土し、遺物としては硯、砥石、石臼、七輪、

火打石、碁石、石塔など、遺構としては、石組、石組溝、石組枡、建物基礎などが確認できる。

遺物のうち石塔は近世においても伊豆石の主要製品のひとつであり、大名家や寺院の巨大な墓塔・燈

篭から庶民の墓石、石仏に至るまで使用され、その流通域は利根川を超え中世より拡大していると考え

られる (飛田2003)

遺構からも多くの伊豆半島の石材が出土し、石組溝等は硬質な安山岩系の石材から年代を降るに従い

凝灰岩系の軟質石材の比率が高くなってくることが指摘されている (内野2008)。

伊豆石は幕末の品川・横浜台場や明治前半期の公官庁などの近代建築で使用されており、鉄道輸送の

発達により、大谷石が大量に生産。供給されるまで、伊豆石は東京における主要な石材として用いられ

たと考えられる (金子2008)。 熱海市内では明治 9年の外務卿官舎は伊豆山から、明治35年 頃の三菱銀

行本店が泉 (嶽山石)よ り石材を供給したとされる (臨時議員建築局編 1921)。

こうした伊豆石の歴史を総括すると、鎌倉、江戸、明治と各時代の画期において東国の首都を創成す

るための、文字通 り礎の役割を果たしてきたといえよう。

註) 同じく安山岩系の転石を採石する金沢の戸室石では、幕末以降に比定されるV字型の矢穴はツルハシ等で彫られ、その段

階ではノミを使用しないことが指摘されている (石川県金沢城調査研究所2008)。

主要な伊豆石製五輪塔の分布 (中世)
呻
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第 4図 主要な伊豆石製五輪塔 (中 世)の分布図 (本間2008よ り転載)
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第Ⅱ章 伊豆石丁場遺跡をとりまく環境

西 暦 年 号 年 工   期 施 工 箇 所 助 役 大 名救 備 考

8 3月 3日 ～ 市街地造営 26家

3月 1日 ～ 5月 末
天守台・本丸・外郭石垣・西の丸大手内曲輪石垣・

富士見櫓・大手F日・虎ノ門石垣
34家 西国大名中心

慶 長 聞 4月 1日 ～ 天守台・本丸 10家 東国大名中心

3月 1日 ～ 7月 10日 西の丸・龍ノロ・外桜田門・貝塚堀・半蔵門等 12家 東国大名中心

3月 1日 ～ 9月 下旬
本丸 。西の丸 。二の丸・西の丸下 ,虎 ノ門・内桜
田門

34家 西国大名中心、大阪冬の陣で中止

一死

4 西の丸南堀・紅葉山の堀 3家他 館林藩

4 半蔵口地形普請 l家 真壁藩

5 大手～桜田地形普請 2家他 翌年の準備工事

6 4月 ～ 7年 H月 以後

二の丸・北の丸・三の丸・大手門・内桜田～清水
門石垣・外桜田門枡形・和田倉門枡形・竹橋門枡
形 。清水門枡形・飯田町日枡形・麹町日枡形

7家他 東国大名中心

1622 8 2月 18日 ～翌9年 3月 18日 天守台・本丸 5家他 西国大名は石材を献ず

寛永

1 清水門 l家 浅野長晟

3 西の丸堀 2家 内藤正勝・酒井忠世

4 日比谷門・梅林坂門石垣 各 1家 浅野長晟・稲葉正勝

6 1月 ～ 8月 頃 西の丸・二の丸・三の丸・紅葉山城門・吹上等
寄せ方38家

築き方 7組66家
譜代家臣・東国大名中心

西の丸石垣 1家 徳川頼房 (水戸)

盗月～ 6月 11日 二の丸拡張 7家 土井 。稲葉・藤堂と西国大名

1月 8日 ～ 7月 23日 惣 構
石垣方6組62家

掘方 7組56家
石垣方は西国・掘方は東国大名

1月 6日 ～ 8月 26日 天守台・本丸・二の丸・三の丸 10家他 譜代家臣中心、天守台石垣は西国大名

8月 ～ 12月 25日 西の丸・外郭の門 15家 譜代家臣中心

9月 16日 ～翌17年 4月 5日 本 丸 16家 譜代家臣中心

J

日日 西の九lli li〕 !

4〕(19年 に11

-イ「jlに 'lT

表 1 江戸城普請略年表

(平井聖監修2008よ り転載)
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第Ⅲ章 分布調査

要概

熱海市内伊豆石丁場の分布調査は平成18(2006)年度から開始し、市内全域の悉皆調査を目指した結

果、27地点の石丁場遺跡を確認した。基本的に担当職員が一人で分布調査を行ったが、調査の開始当初

より、ハンディーGPSを 使用することができたため、山中で迷うことなく採石坑、刻印石などの位置

データを得ることができたことが短期間での作業を可能にした。

ただし、急傾斜地や倒木の著しい地区、そして時間的な制約もあり、市内全域の踏査は完了していな

い。また、各石丁場遺跡の採石遺構、石材、刻印などの個別データについては一部を除いて把握ができ

ていない。単独での踏査による調査であり、調査済みの地域でも遺漏が多々あると思われ、今後の調査

で追加、修正が必要である。

分布調査で確認しえる普遍的な石丁場の遺構は、石材にノミで掘られた矢穴痕である。文献資料でし

か確認できない石丁場を除けば、矢穴痕が遺跡の指標であり、刻印や採掘坑が伴う。

熱海市内の石丁場での採石は第Ⅱ章で述べたように安山岩、玄武岩などの火山岩と凝灰岩が採石され

ている。安山岩などの硬質石材は転石の露頭からの採石がほとんどであり、地表面で確認できる転石を

割 り取って、その過程で見つかった第 2、 第 3の転石を採掘していくことによって、採石遺構はクレー

ター状の窪地として確認できる。江戸城石垣用のその直径が20mを超える程大規模なものから、近世末

以降の間知石を採石した 5m規模のもの、径100mを超え地形図で確認できるような近代の採石場まで

様々であった。石垣用採坑では、踏査では石材周辺に小端材がほとんど確認できないのに対して、間知

石が採石された遺構ではフレイク状の小端材が数多く確認される。また、石垣用石材の残石を利用した

問知石の採石も各地の石丁場遺跡で確認される。中張窪・瘤木や白子・地獄沢石丁場などの山間の奥地

では石垣用石材の採石坑がそのまま残されており、天下普請の石垣用石材が山間部まで入って採石を行っ

ていたのに対して、民需である間知石の採石では標高の高い所や急斜面地ではほとんど確認できない。

文献資料との関連でいえば、初島のように文献上、石丁場の記述のない所でも、江戸城の石丁場が確

認される一方で『山内文書』『細川家文書』等、文献にある大名家の石丁場と対応しない例が多く確認

された。現状で合致すると思われるのは稲村石丁場 (京極家)と弘法滝石丁場 (大村家)に とどまる。

また、初島や網代の玄武岩の露頭で岸壁に矢穴痕が確認でき、岩盤から直接採石する方法も行なわれ

ていた。

凝灰岩系の石材については、確実な近世以前の採石跡は確認できず、上多賀曽我浦の大規模な採石坑

や白石で角柱石を採石していた近代以降と思われる採石跡が確認されている。

泉地区 (1嶽山 2奥平沢 3黒崎 4大洞 I)

伊豆山地区 (5大洞Ⅱ 6稲村 7礼拝堂 8岸谷)

熱海地区 (9芦川 10来官神社 H熱海梅園)

多賀地区 (12曽 我浦 13白石 14上多賀北部 15上多賀海岸 16白子・地獄沢 17中張窪・瘤木

18小山海岸 19中野海岸 20南 ヶ洞・湯ヶ洞)

網代地区 (21大 西ヶ洞奥 22教安寺奥 23朝 日山 24弘法滝 25屏風岩)

初島地区 (26下古路山 27松崎山)

表 2 熱海市内石丁場遺跡群
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第Ⅲ章 分布調査

1.嶽山石丁場 2.奥 平沢石丁場

3.黒崎石丁場

泉地区ではいわゆる大名丁場と呼べるような近世前期に遡りえる採石の

痕跡は大洞石丁場を除くと確認できず、山中や蜜柑畑等で矢穴痕をもつ石

材破片が散見される。

嶽山石丁場と奥平沢丁場は幕末の石丁場請負証文が『伊豆山神社古文書』

に所収され、熱海市の北東端の尾根沿いにある「大獄」「立ヶ窪」「奥平沢」

といった字名から当地に推定される。

また『熱海道之記』には現在の県境となる千歳川河日付近が描かれ、石

材が集積されている様相に 「伊豆石此邊より出ルJと いう記述が確認でき

る (表紙参照)。

国会議事堂の建材として使用されることも検討されたようで『本邦産建築石材』には森山石の記載が

あり、丁場名に猪、奥平、前平、燈篭、嶽が確認できる。また 「嶽丁場ハ猪山ノ千歳川ノ下流二面スル

中腹ニアリ」とあり、千歳川上流の字西山 (猪山)、 字丁場や大丁橋などの地名から、流域に石丁場が

存在していたと考えられる。

黒崎石丁場は 「大黒崎」、「小黒崎」という字名よりに当地に推定される。近隣には 「大休場」の字名

や大名ヶ丘という地名もある。『伊豆石場之覚』では鍋島殿 (慶長～元和)岡部内膳・尾張様 (寛永六

年)と され、尾張藩によって黒崎新丁場の絵図が残されている (巻頭図版12-2お よび第Ⅵ章参照)。
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第Ⅲ章 分布調査

嶽山付近火山岩露頭奥平沢付近より湯河原方面

れ
鶴
たオ
．

．

移誌

門川河口付近の集石『熱海道之記一巻』 (武田科学振興財団杏雨書屋蔵)
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第Ⅲ章 分布調査

Ⅱ
鵬
洞

読
大

鵬
洞

誂
大４ 石丁場遺跡 5 石丁場遺跡

大洞 I石丁場遺跡は大黒崎海岸より約600m西側の斜面地に位置する。

近代まで利用されていたと思われる大規模な採石跡で、大量の小さな矢

穴痕を有する間知石の未製品やフレイク状の端材の中に深さ約10cmの 断面

縦長の矢穴痕を有する端材も確認できる。

大洞Ⅱ石丁場遺跡では矢日長軸約10cmを測る矢穴痕を有する石材が確認

できる。刻印は 「三」が 1点確認できるほかに 「小内川一夫 ?」 やアラビ

ア数字を有する石材を確認できる。

また『走湯山境内図』では大洞近辺に 「石場」が 2箇所確認できる (巻

頭図版H参照)。

Tぎ|

ド

'禁

ル
t
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町ii■
47o

亀石峠 ―|イ

大洞 I 矢穴石

大洞 Ⅱ 矢穴石 大洞Ⅱ 「′
Jヽ 内 川―夫」とアラビア数字刻印石
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第Ⅱ章 分布調査

6.稲村石丁場遺跡 7.礼拝堂石丁場遠跡

8.岸谷

稲村石丁場遺跡は伊豆山地区の北東側、稲村集落の海岸部に位置する。

沢筋や海岸に矢穴痕や刻印 「囲」「田Jを有する石材が確認でき、『伊豆石

場之覚』では稲村 (伊奈村)は京極丹後 (寛永六年)の丁場とされており

京極家関連の石丁場遺跡であると考えられる。

礼拝堂石丁場遺跡は伊豆山神社より l km北東の字名 「礼拝堂」より東側

の標高約200～260mの斜面地に位置する。かつての根府川街道 (伊豆東浦

路)周辺にあり、礼拝堂の字名は小田原方面より伊豆権現を礼拝すること

に出来する。

刻EFは 「羽柴丹後守 けい長九年」 と判読される文字や京極氏の家紋

「謡」 (平四つ目結)や囲が記号化された刻印、「団」のほか「御用」「余Jな どが確認できる。

また、矢穴痕は単独の矢 (試 し矢)に割付線を彫ったものしか確認できず、端材等も確認できていな

い 。

平成 18・ 19年度に測量とトレンチによる確認調査を行った (第Ⅳ章 1節をか照)。

また、伊豆山集落内では岸谷に四つ目結の刻印が存在し、文献では元禄期の国境争論で 「鳴沢石引道」

の記述が確認される 「伊豆山権現領百姓返答書写」 (熱海市 1972)。

|;― 令＼拿業豆1韓、み
与口|ィ

/TI常帝舟|

甲字山

'堵

F―lu

ェ昴『山
||Ft

卜,京ガ
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第Ⅲ章 分布調査

稲村 弁天岩遠景 (南西から)

稲村 刻印石 「田」

稲村 矢穴石

千幅本寸  亥JE口 7ヨ 「匠]」

稲村 矢穴石

―-20-

稲村 ノミ痕を有する石材



第Ⅲ章 分布調査

礼拝堂 旧根府川街道

礼拝堂 9号石材

礼拝堂 3号石材

9号石材刻印

礼拝堂 10号石材
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第Ⅲ章 分布調査

礼拝堂 1号石材文字刻印「羽柴丹後守 けい長九年」
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第Ⅲ章 分布調査

礼拝堂 3号石材刻印拓影

礼拝堂 2号石材刻印拓影

幹
■

礼拝堂 9号石材刻印拓影

鸞

持

■

五
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礼拝堂 2号石材矢穴割付拓影



第Ⅲ章 分布調査

あしかわ     きのみや             あたみばいえん

9.足川 10.来宮神社境内 11.熱海梅園

熱海地区では石丁場の痕跡を確認することがほとんどできない。

足川近くの旧三井造船芦川クラブ敷地内の斜面地に矢穴痕 (矢 日長軸約

10cm)を有する石材が確認でき、足川付近の急斜面地でも採石を行ってい

たと思われる。

糸川上流の来宮神社境内にも矢穴痕を有する石材が確認され、田端賓作

氏の調査記録ノー トでは刻印も記録されている。

初川沿い上流にある熱海梅園の庭石には矢穴痕や刻印を有する石材がい

くつか確認できる。その中でも奥の韓国庭園入日付近にある3.5m× 2m

程の大きな石材については、上面に十字状の矢穴痕が確認され、その大き

さから梅園造成以前より現在の位置にあったものと思われる。

この他にも享保十三 (1728)年の熱海村と網代村の漁場争いの中に 「碁盤岩丁場」という記述があり

(『熱海市史』上巻、 っ487)、 魚見崎付近にも石丁場が存在したと考えられる。また『本邦産建築石材』

には旧熱海町の和田石 (凝灰岩)が記述されているが具体的な採石場は不明である。

―-24-―



第Ⅲ章 分布調査

足川 矢穴石

来宮神社 大クス周辺矢穴石②

来宮神社 大クス周辺矢穴石①

梅園 矢穴石①

r tti基
半を1

増 1
勘 触 警

梅園 矢穴石②
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第Ⅲ章 分布調査

そ が うらあお           しろいし

12.曽 我浦青石丁場 13.白 石丁場

曽我浦青石丁場は上多賀北部の海岸沿いに位置する。直径70mを超える

大規模な採石跡が確認でき、採掘坑内には長軸 lmを超える石材で埋め尽

くされている。石材は捕獲岩を多く含む凝灰岩で全体に緑灰色を呈する。

冬でも下草が繁茂しているため、観察が不十分かもしれないが石材に矢穴

痕等の加工された痕跡は確認できない。

青石については元和年間の江戸城本丸や天守台に使用されたという伝承

があり、『聞間家文書』や『岡本家文書』など市内でも最も文献資料が残

されている石丁場である (第Ⅵ章参照)。 また『熱海道之記』には 「石町

場 大丸石漬出シ所」ヤゝう記述が確認できる (巻頭図版12-2参照)。

多賀神社境内 石燈篭

多賀神社境内 石燈篭銘文
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第Ⅱ章 分布調査

青石の製品は市内では多賀神社境内の石燈篭 「上多賀邑青石中買石工中 享和三戊歳七月吉日」ほか、

阿治古神社境内の石燈篭や市内の近世、近代の墓塔、建築材などで確認できる。

『郷土多賀村史』には石丁場の鎮護神として 2つの山神社が述べられており、曽我神社と国道135号

沿いの山ノ神に比定できる。また、上多賀から石丁場まで行くための道が字名 「町場道」として残され

ている (15。 上多賀北部石丁場群参照)。

白石丁場は字白石の海岸で角礫を多く含む褐白色の凝灰岩の層に小規模ながら採石跡が残されており、

岸壁の露頭から一定の大きさの角柱石を切出した痕跡が確認できる。確認した採石跡は近代の遺跡と思

われるが、『岡本家文書』に 「彼青石・白石之儀ハ…」 と記載があることから近世から石丁場があった

と思われる。白石には金鉱があったという伝承が伝わつており (大 田1998)、 採石跡近くに坑道跡を確

認している。

白石の北側の赤根崎では酸化した赤灰色の基質に角礫を捕獲していることによる独特の色調の凝灰岩

層となっており、小さな矢穴痕を有する間知石が確認できる。この石材は熱海市指定文化財である起雲

閣の和館 (孔雀)の沓脱石などにも確認できる。

曽我浦 遠景

れ一魏

曽我浦 採掘坑

赤根崎 間知石白石 採石跡
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第Ⅲ章 分布調査

か み た が

14.上多賀海岸

上多賀の集落の海岸にはかつて矢穴痕を有する石材が多くあったと伝え

られ、国道135号沿いの上多賀園地には 「千人石」 と呼ばれる巨石が展示

されている。矢穴痕は海食を受けているものの矢穴口長軸13cmを超え、深

さも10cm測る大きさである。このほかにも 3点の石材が展示されている。

上多賀園地 千人石

上多賀園地 千人石矢穴跡

―-28-―

上多賀園地 矢穴石



第Ⅲ章 分布調査

上多賀地区北部の山間部に位置する。かつての街道 (伊豆東浦路)沿い

で頼朝一杯水を100m程下つたあたりに 「OJの 刻印群が確認される。ま

た、真言院多賀大師境内地に「岩長大神」として祀られている巨石は長軸

4.7m、 短軸4.4mを測 り、矢六日長軸深さとも15cmを超える矢穴痕や刻印

が確認できる。また、境内石垣からも刻印が確認される。田端費作氏の調

査記録にはこのあたりの字名 「屏風岩」周辺に矢穴痕のある石材群が記述

されており、今後再調査をすべき地点の一つである。

また、字名 「町場道」が確認できるが、上多賀集落から曽我浦青石丁場

まで行くための道のことと思われる (山田・木村 1996)。

か み た が ほ く ぶ

15.上多賀北部石丁場群
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第Ⅱ章 分布調査

頼朝一杯水下 刻印石

岩長大神御神体

頼朝一杯水下 刻印

岩長大神御神体 刻印

岩長大神御神体 背面から
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し ら こ  じご くざわ

16.白 子 。地獄沢石丁場

第Ⅲ章 分布調査

」R伊豆多賀駅より西方1.2kmの大川支流の山間部の標高240～ 290mの

斜面地に位置する。刻印を有する石材が散在し、西側の植林地区では自然

石に拓影図に示した複数の刻印を同一面に彫つている石材がまとまって確

認できる。確認された刻印石の周辺には矢穴痕のある石材はほとんど無い

が、刻印群より東側には矢日長軸13cm、 深さ 8 cm、 矢底10cm程の稜線のはっ

きりした矢穴痕が確認できる石材が点在しており、一部に深くヤバ トリの

痕跡を確認できる石材もある。

全体に土砂の流失が著しく、採石坑はほとんど確認できないが、最大幅

5m程で南東方向に開日部をもつ採石坑が 1箇所確認できる。

¢ヽ

IS

亀石峠rイ

ヽ去

町flr70
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第Ⅱ章 分布調査

白子・地獄沢 風景

白子・地獄沢 刻印石②

白子・地獄沢 刻印石①

白子・地獄沢 刻印・矢穴石

白子・地獄沢 刻印拓影
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第Ⅲ章 分布調査

ちゅうはりくほ  こ ぶ ぎ

17.中張窪・瘤木石丁場遠跡

下多賀神社の北西約1.3kmの 上多賀、下多賀の大字境となる標高871.2m

の山 (通称大久保山、中張窪山)の南東側斜面を中心に広が り、面積が

40000� 以上になる熱海市内最大規模の石丁場遺跡である。その面積に比

して文字も含む多種の刻印群や石材、クレータ状の窪地となる採石坑が多

く確認できる。

標高300mあ たりまでは開墾による畑の造成や間地石の採石も行われ、

間知石採石地では採石坑内に多量のフレイク状端材石が確認できるが、そ

れ以上には確認できず、築城石採石時の遺構が良好に残されている。

ド与
=万

―-33-一



第Ⅲ章 分布調査

中張窪・瘤木 文字刻印①「是ヨリにし有馬玄蕃 石場 慶長十六年 七月廿一日」拓影

遺跡内で確認できる石材の母岩となる自然石は、長軸 2～ 3m程 とやや小さめである。矢穴痕を有す

る石材は遺跡内に散在しており、最大で矢穴日長軸15cmか ら大小様々な矢穴列痕が確認でき、ヤバ トリ

の痕跡を確認できる資料もある。

文字刻印が集中して確認できる遺跡であり「是ヨリにし 有馬玄蕃 石場 慶長十六年 七月甘一日」

「慶長十九年」呵可柴右近」「浅野紀伊守内 左衛門佐」などが確認されている (第 V章 2節参照)。

主な刻印群の分布は北の上多賀側では 「□」「◎」などが分布し、確認調査を行ったD・ E地区を頂

点にA地区北側の谷部にかけて 「〒」「風」「X」 の刻印群が確認でき、「△」は全体に点在する。

かつては 「慶長十八年」「慶長十六年Jと いつた文字を含む30種類以上の刻印群があつたとされ、今

回の調査でも30種 の刻印を確認したが、重複していない刻印もあり、まだまだ多種多数の未確認刻印が

存在すると思われる。また、有馬玄蕃刻印から山頂への尾根筋を境にして西側の羽柴右近刻印石までの

間は刻印が確認できないエリアとなる (鈴木 1981)。
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第Ⅲ章 分布調査

平成 9年には県道82号線拡幅工事のために「瘤木遺跡」として発掘調査された。その後に遺跡が字中

張窪を中心に広がっているため、平成18年 に「中張窪・瘤木石丁場遺跡」と遺跡の名称と範囲の変更を

行い、平成 18・ 19年度に測量とトレンチによる確認調査を行った (第Ⅳ章 2節を参照)。

市内における最も良好な遺跡であり、今後の詳細な調査によりさらなる資料の検出が期待できる遺跡

である。

文献資料では、多賀の石丁場を利用した大名は多く確認できるが、中張窪、瘤木といった地名までは

確認できない。ただ、『寛永十二年伊豆相模細川忠興組石場覚』の中に 「上たかノ内熊かとう」が 「福

島大夫」 (慶長～元和)、
「尾張」 (寛永六年)の丁場とされ、上多賀側の字名 「熊ヶ峠」のことと思われ

る。

また、下多賀集落には 「修理屋敷」「玄蕃屋敷」「雁木石」といった関連地名と考えられており、下多

賀神社境内には 「海上安全」と銘のある石燈篭、狛犬があり、石舟を有する有力村民による寄進である

と考えられている (熱海市教育委員会編 1989)。

1`‐曽
:｀ 11~・

中張窪・瘤木 文字刻印③「羽柴右近」拓影 (下 多賀園地移設)

中張窪・瘤木 文字刻印②「浅野紀伊守内左衛門佐」拓影
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中張窪・瘤本 文字刻印④「羽柴右近」拓影

第Ⅲ章 分布調査

中張窪・瘤木 文字刻印⑤「慶長十九年」「商」拓影

中張窪・瘤木 D地区6号石材刻印「〒」拓影

-36-

中張窪・瘤木 D地区24号石材刻印「〒」拓影



第Ⅲ章 分布調査

中張窪・瘤木 刻印「〒」築石① 中張窪・瘤木 刻印「〒」築石②

中張窪・瘤木 刻印「〇」 中張窪・瘤木 刻印「X」 ・矢穴石

中張窪・瘤木 刻印「q」 .矢穴石 中張窪・瘤木 刻印「O」

一-37-一
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下多賀の中野海水浴場の南側で刻印を有する石材が確認され、小山臨海

公園駐車場近くに展示されている。昭和61年 (1986)に 観光施設課によっ

て 4点の石材を引き上げられ、現在は 6点の石材が展示されている。内 2

点は小日面にノミの調整と刻印 「恵」を有する石材である。

また『郷土多賀村史』には近隣にあった孔雀園に「Ц」の刻印があった

ことが記録されている。

これらのことから、未踏査地である中野海岸に流れ込む鍛冶川、大久保

沢といつた河川の支流に石丁場遺跡が存在する可能性が高い。

南熱海マリンホールの南側の山裾の海岸には矢穴痕を有する石材が確認

できる。石材は約 2m弱の大きなものも有るが、矢穴痕は矢日長軸が 8 cm

程で刻印は確認できない。

第Ⅲ章 分布調査

^言

  下多
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川鶴  刻印石展示場

llЙ中海岸

鞘

小山臨海公園 刻印石展示場
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小山臨海公園 刻印「顕」



第Ⅱ章 分布調査

小山臨海公園 刻印「÷」

小山臨海公園 刻印「A」 小山海岸 矢穴石①

小山海岸 矢穴石②

-39-

小山海岸 矢穴石③



20。 南ヶ洞・湯ヶ洞石丁場遺跡

第Ⅲ章 分布調査

」R網代駅の南方1.3kmの水神川上流の斜面地に位置する。南熱海月見

ケ丘分譲地近くの谷地形の標高150mあたりに 「此ノ石ヨリ南西 京極丹

後守石場」の文字刻印が確認でき、周辺には刻印「丹」「◎」「⑨」「Φ」

などの刻印や矢穴痕を有する石材が散在している。

東側の網代南熱海ヶ丘分譲地内では北側の尾根、標高150m～ 270mの斜

面地に「e」 の刻印や矢穴痕を有する石材が集中して確認できる。

山間部で未踏査地が多いため、今後再調査をすべき地点の一つである。

km

湖
蝶
賜 燿

つ 場
鯵
礎

饉
湖
物

隠農
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第Ⅲ章 分布調査

文字刻印「此石ヨリ南西 京極丹後守石場」拓影
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第Ⅲ章 分布調査

刻印「丹」拓影 刻印「⑨」拓影

矢穴石刻印「⑥」

南熱海ヶ丘分譲地内矢穴石 南熱海ヶ丘分譲地内石材群

―-42-一



第Ⅲ章 分布調査

21.大西ヶ洞奥石丁場遺跡 22.教安寺奥石丁場

(網代石丁場 A遠跡群)

大西ヶ洞奥石丁場遺跡は JR網代駅の東方700mの下多賀字大西ヶ洞か

ら網代地区に入る谷に位置する。石材は谷の斜面地に殆んどなく、人為的

に谷底へ集められてきているように感じられ、その中に刻印 「C」 を有す

る石材を確認できる。

教安寺奥石丁場も同様で教安寺奥の谷に位置し、石材は谷の斜面地に殆

んどなく、その中に刻印 「丹」を有する石材を 1点確認した。『寛永十二

年伊豆相模細川忠興組石場覚』の中で 「大西ヶ洞」「京安寿谷」という丁

場が確認され、加藤肥後守 (慶長～元和)、 北条出羽守 (寛永六年)、 細川

忠興 (寛永十二年)の大名の石丁場と記述される (第Ⅵ章参照)。 なお、

埋蔵文化財包蔵地としては 2つ あわせて網代石丁場A遺跡群として登録されている。

また、網代町内の北側には 「丁場町」という町名がある。

著環 aィァて多
議%t'

郵

ヽ
パ
で
ヽ
ヽ
―
ノ
ヽ

報

代

第

２

配

氷
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第Ⅲ章 分布調査

大西ヶ洞奥 遠景

大西ヶ洞奥 刻印

大西ヶ洞奥 石材群

教安寺奥 石材群

教安寺奥 刻印「丹」・矢穴石

―-44-―

教安寺奥 刻印 「丹」拓影



第Ⅲ章 分布調査

23.

25.

朝日山石丁場遠跡 24.

屏風岩

(網代石丁場 B遠跡群)

こうぼうたき

弘法滝石丁場遺跡

朝日山石丁場は 」R網代駅の東方約1.6kmに あり、朝日山公園周辺の標

高95m～ 125mの 南東斜面に位置する。

4つ の採石坑を確認してお り、長軸2mを超える比較的大きな石材が露

頭している。 2号採石遺構より北東 3mにある長軸約 3mの石材でも3分

割しており、大きな原石でも比較的小さな石材を採石しようとしている。

また図示していないが、急斜面で石の自重を利用できたためか矢穴痕間

隔が長い石材も確認できる。

矢穴痕を有する石材は長谷観音奥の谷

部まで散在しており、境内地にはその石

材を利用した石垣がある。また、境内に

は市指定文化財の石造二十三所供養観音

像のほかに弘法大師の爪彫 りと伝承され

る磨崖仏が存在し、長谷寺で聞き取りを

行ったところ、かつては谷の反対側にあっ

たものを現位置に移し、昭和47年 に記念

碑として、磨崖仏を再刻したとのことで

あり、再刻された図像と異なる磨崖仏の

痕跡が確認できる。

刻EFは 「⑬」「△」の 2種類が確認でき

る。『聞間家文書』に 「御石二⑬印 黒

田様御町場 内田由左衛門預 り」とある

ことから黒田家の石丁場であつた可能性

がある (第Ⅵ章参照)。

弘法滝石丁場は網代地区の南東端にあ

り、南に約500mで伊東との市境となる

海岸沿いに位置する。別荘地帯の下の谷

地形にあり、海岸から標高約160mま で

の転石に刻印を有する自然石が 6点確認

できる。

刻FFは 「ハ」とその略字のみである。

刻印は大村家を示すものと思われ、大阪

城石垣でも同形態の刻印が確認されてい

る。また、細川家史料の『伊豆石場之覚』

には網代の丁場に大村民部 (慶長～元和)

の記述がある。

―-45-―
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第Ⅲ章 分布調査

石材は比較的小さなものが多く、長軸が 2mを超えるものはない。国道135号線下の海岸部に若千数

近世以前と思われる矢穴痕を有する石材が存在するが、国道より上ではほとんど確認できず、近現代と

思われる長軸 5 cm程 の小さな矢穴や円柱状の矢穴痕がわずかに確認できる。また、採掘坑なども現状で

は確認できない。

海岸の屏風岩の岩盤に矢穴痕を確認している。矢穴日長軸約 5 cmの 小さな矢穴で刻印等は確認できな

かった。

これら国道135号線沿いの海岸付近の石丁場遺跡群は網代 B石丁場遺跡群として埋蔵文化財包蔵地に

登録されている。

朝日山 2号採石遠構刻印拓影

朝日山 2号採石遠構 朝日山 2号採石遠構刻印採拓

朝日山 4号採石還構

一-47-―



第Ⅱ章 分布調査

朝日山 刻印「⑬」・矢穴石①

朝日山 刻印「○」・矢穴石③

朝日山 刻印「④」・矢穴石②

朝日山 間隔の長い矢穴石

―-48-一

長谷寺石垣



第Ⅲ章 分布調査

弘法滝 風景

弘法滝 刻印「穴」

弘法滝 石材群

弘法滝 刻印「∩J(熱海市史上巻より転載)

弘法滝 刻印 印負」拓影

―-49-―

弘法滝 刻印「rl」 拓影



第Ⅲ章 分布調査

26.下古路山石丁場遺跡

27.松崎山石丁場遠跡

下古路石丁場遺跡は初島の北東側の海岸部に位置する。海

岸より奥に約100mで玄武岩の岩盤による段丘があり、その

下の転石に矢穴跡のある石材を約400ゴ の範囲で確認してい

る。矢穴痕はほとんどが長軸 7 cm前後の小さなもので、面60

cm× 60cm控 え100cm位 の築石石材が多く確認される。また、

長軸12cm超える矢穴痕も一部に確認され、刻印石も確認され

ることから近世前期から採石された石丁場と考えられる。

松崎山石丁場遺跡は初島の南西側の海岸部に位置する。海

岸から段丘下の転石に矢穴痕のある石材を確認できる。矢穴痕はほとんどが長軸 7硼前後の小さなもの

で、刻印を有する石材は確認していない。

J           ′`        500m

下古路山 海岸部石材群 下古路山 海岸部矢穴石
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第Ⅲ章 分布調査

下古路山 石材群

下古路山 矢穴石

下古路山 刻印 「○」・矢穴石

矢穴石①

-51-

松崎山 矢穴石②



第Ⅳ章 確認調査

第Ⅳ章 確認調査

1節 礼拝堂石丁場遺跡
1 調 査 区の設 定

礼拝堂石丁場遺跡の発見は平成18年 6月 6日 に 「伊豆山をおもしろくする実行委員会」の案内で市観

光部局職員らが鎌倉古道 (根府川街道)を視察した際に、市教委の職員も随行し、同地の石材に刻印を

確認したことによる。その後の踏査により刻印を有する石材が周辺にまとまって確認できたこと、当時

は熱海市北部の石丁場遺跡がほとんど確認できず、貴重な例であることや遺跡内を通る根府川街道が

「二所詣」の参詣ルー トと重なり、鎌倉時代に遡る可能性も考えられたことから、周辺の測量とともにト

レンテ掘削による確認調査を行うことにした。

調査区は街道沿いから山側で石材の露頭が確認できなくなる標高約260mまでの間に位置し、区内に

は急斜面地の中の窪地で、斜面や平坦面に石材が散在する。TRlは 調査区の中央の平坦面に南北方向

へ段状の地形ごとに幅0.5mの トレンチを下からTRl-1・ TRl-2・ TRl-3に 分割して設定

した。TR2・ 3は近代まで峠の茶屋があったと伝えられている調査区の南西側の70∬程の平坦面に設

定した。幅0.5mの トレンチを十字形に設定し、南北方向をTR2、 東西方向をTR3と し、TR2の

長さは4.5m、 TR3の 長さはTR2を 挟んで西3.8mと 東5,Omと した。

2石 材

本調査区内において、刻印や矢穴痕を有する石材を13点確認している。

1号石材 標高242m、 調査区の北西側の平坦面から斜面へ地形が変わる地点に位置する。1.4m× 1.3

m× 0。 6m程の自然石に文字刻印が確認され、調査指導時に小和田哲男氏によって 「羽柴丹後守 けい

長九年」と判読された。

2号石材 標高239.5m、 平坦面中央の 1号石材より南東 5m程に位置する。2.7mXl.8m× 0.5mを測

り、隅丸長方形を呈する。上面に刻印「団」「■」に矢穴と割付線が確認できる。

3号石材 標高239m、 平坦面の南東側の尾根へ向かう道沿いで、 2号石材より東南東 7m程に位置す

る。2.8m× 1,3m× 1.3mを測 り、調査区内でも最大の大きさである。山側の下部に「麗も の刻印が彫

られている。

4号石材 標高257m、 調査区の北側の急斜面地に位置し、1.2m× lmの扁平な石材の海側に 「盟」の

刻印が彫 られている。

5号石材 標高246m、 調査区北側の急斜面地で 6号石材より南西 2m程に位置する。石材の海側に

「■」の刻印が彫 られている。

6号石材 標高250m、 調査区北側の急斜面地で 5号石材より北東 2m程に位置する。2.2m× 1.2m X

l.2mの 石材の上面に矢穴痕と割付線が確認できる。

7号石材 標高241m、 調査区東側の斜面地で 8号石材より南2.5m程 に位置する。 2m× 0,75mの石材

の上面に半裁するような矢穴痕と割付線が確認できる。

8号石材 標高244m、 調査区東側の斜面地で 7号石材より北2.5m程 に位置する。1.8m× 1.5m× 1.6

mの石材の海側に 「霞」の刻印が彫られている。

9号石材 標高232m、 TR2の 東端に位置する。1.6m× lm× 1.2mの 石材の上面に 「御用」「余」の

刻印が彫られて、矢日長軸 6 cm程の小さな矢穴痕と割付線が確認できる。

10号石材 標高246m、 街道の山側に位置する。石材の海側に 「孔」の刻印が彫られている。
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第Ⅳ章 確認調査

11号石材 標高245m、 街道の海側に位置する。1.8m× 1.lm Xl.2mの 石材の海側に 「■」の刻印が彫

られている。

12号石材 標高245m、 街道の山側で13号石材より南西 3m程に位置する。 2m× 0.9mの石材の上面に

刻印 「団」が 2つ と「■」が確認できる。

13号石材 標高245.5m、 12号石材より北東 3m程に位置する。1.lm× 1,lm× 0。 8mの石材に刻印 「孔」

が確認できる。

3 トレンチ

TRl-1 旧根府川街道と思われる部分に長さ5.3mで設定して掘り下げた。 トレンチ内からは礫が

出土したが石敷きのような様相は確認できなかった。

TRl-2 街道から道が分かれて登る坂道に部分に長さ1.5mで設定して掘り下げた。 トレンチ内か

らは拳大から人頭大ほどの礫が充填されるように詰まって出土し、簡易的な石敷きであつた可能性があ

る。

TRl-3 上位の平坦面に長さ4.3mで設定して掘 り下げた。採石作業に伴う掘 り込みや端材石など

採石の様相を示す痕跡は確認されなかった。

TR2・ TR3ト レンチ設定前に平坦面全体の腐葉土を除去した段階で遺構が検出された。表土下か

ら10cm程 のこの面を上位面とし、十字 トレンチで確認した遺構を下位面とする。

上位面から10cm程で、北側に1号石列が確認された。斜面にほぼ沿って、石の面をそろえて並べてお

り、土止め石と考えられる。石列に沿つて10cm前後の小さな扁平な礫が 3点、ほぼ直線的に並んで出土

しており、根石の可能性がある。

TR3ト レンチ束側から染付碗の破片が 5点出土した。また、東側に所在する石と刻印石の間からも

染付碗の破片がまとまって出土した。いずれも幕末から近代の染付碗の破片である。

下位面は地山に掘り込まれた遺構で 3基のピットが確認された。ピットの覆土はいずれも褐色である。

ほぼ直線的に並んでおり、柱穴の可能性がある。

4  /1ヽ率吉

本調査区内の石材からは矢穴痕が単独の矢 (試 し矢)に割付線を彫つたものしか確認できず、 トレン

チからも端材石等も確認できていないことから、少なくとも礼拝堂周辺では、石材の確保のみで実際の

採石は行われなかった可能性が高い。

刻印イま「□J「■Jが多く、熱海市内の刻印では比較的大きいサイズである。「団」は丹と判読できな

いほど形骸化しており、元和年間以降である大阪城石垣刻印と共通する。「■」は点刻の多い市内の刻

印群の中で例外的に面的に彫られた刻印である。そうした特長からこれら刻印は「羽柴丹後守 けい長

九年」とは時期差があり、年代が降るのではないかと思われる。なお「羽柴丹後守 けい長九年」につ

いては後述する (第 V・ Ⅵ章参照)。

調査区内の段状の平地が自然地形なのか、人工的な造成なのかは不明であり、TR2 TR3に て検

出した遺構は茶屋跡である可能性があるが、期待された近世以前の街道の痕跡は確認できなかった。
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2節 中張窪・瘤木石丁場遺跡
1 調査区の設定

地元の郷土史家や分布調査等によって40,000∬ にも及ぶ範囲に良好な石丁場遺跡が確認されている本

遺跡の確認調査については 「是ヨリにし 有馬玄蕃 石場 慶長十六年 七月廿一日」の文字刻印を有

する石 (以後 「有馬玄蕃石場」と表記する)か ら尾根筋をとおって 「慶長十九年」に向かう「中張窪石

丁場遺跡保存会Jが整備した散策ルー トを軸に便宜的に各調査区を設定し、一部の石材と地形測量を行つ

た。

A地区は 「有馬玄蕃石場Jよ り約100m北側の比較的なだらかで広い尾根上に設定した。ここは遺跡

内で最大の平坦地で、その南と北側の谷がそれぞれ別ルー トの石材搬出路と想定できることから、採石

作業におけるベースキャンプ的な役割を果たす空間であつた可能性を想定できたこと、確認調査に先立

ち実施した奈良文化財研究所による遺跡探査調査によって焼土遺構や配石による方形区画が想定され、

採石に伴う鍛冶作業に伴う遺構などの検出も期待されたことからトレンチを多く設定した。

原則的に50cm幅の トレンチによる掘削を行うこととし、探査で設定したグリッドを基に方形区画に推

定された遺構を立ち割るよう東西にTRl、 それに南北に直交して途中に樹根を避けてクランク状となっ

て 3号採石遺構方向に向うTR2を 設定した。次に 3号採石遺構を立ち割るようにTR3を 設定、また、

現地表面で確認できる石組から道路遺構が想定された部分にTR4・ 5を設定した。最後にTRlの 調

査で焼土遺構を検出したためTR6を 拡張設定した。

B地区は尾根筋より北東側で急斜面となる手前の標高290m以下あたりを目安に設定し、地形測量を

行なった。また、測量中に鉄鋏、鉄津を検出したため、その周囲については石材の潰I量 も行った。

C地区は尾根筋を挟んでB地点の反対側の南西に設定し、地形測量を行ない、 1号採石遺構は トレン

チを設定して掘削した。

D地区は尾根筋の北東側で「中張窪石丁場遺跡保存会」が整備した散策ルー ト上にある 2箇所の採石遺

構について地形と石材の測量調査を行い、 1号採石遺構には十字にトレンチを設定して発掘した。

E地区は分布調査によってD地区の西側の尾根筋で良好な採石遺構群を確認しため、地形測量を行なっ

た。

2A地 区

標高241m～255mの緩やかな斜面地に位置する。調査前の状況は矢穴痕を有する石材やフレイク状の

端材石が点在し、それらを使って区画を意図した配石も存在し、採石遺構としてはクレーター状の窪地

が 4ヶ所と「〒」の刻印石が確認できた。

トレンチ層序

第 1層 黒褐色土層。粘性、締まりが弱く、植物の根や葉が腐植したことによる土と火山灰が混ざつ

た表土層で厚さは約10～ 20cmである。

第 2層 暗褐色から茶褐色土層。粘性、締まりともにややあり、 1か ら3層への漸位層的でスコリア

と腐植上が混ざり合った層で厚さは約10～ 30cmである。

第 3層 橙色から黄褐色土層。火山噴出物である赤色から橙色のスコリアや巨石・礫を含む、自然崩

落や人為的な移動のない石材はこの層に包含されている。

3号採石遺構 A地区の北側端の標高251mに位置する。ほぼ円形を呈し、規模は径 6mを沢1る 。覆土

は表土とフレイク状の端材石からなり、間知石も確認できることから、近世中頃以降の間知石を採石し

た遺構と思われる。

5号採石遠構 標高252.5m、 TRl-1の 中央部位置する。規模は トレンチで確認できた範囲で上場
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幅が4.45m、 下場幅が3.81m、 深さは表土上面から約1.Omを 測る。覆土は黒褐色から暗褐色の一層で

粘性、締まりもにやや弱い。また覆土内に長径10cm前後の自然礫が充填されたように詰まっていたこと

から、人為的に埋め戻されたと推定される。石材は全体の約1/2が露頭しており、長軸2.21m、 短軸1.95

mを沢Iり 、矢穴列痕・ノミ痕を有する。矢穴痕は矢口が12cm程 を決1り 、矢割作業中にヒビが入ったこと

から廃棄されたと考えられる。ノミ調整痕は縦方向に細かく連続して施されてお り、矢穴を掘るために

石材の瘤を取 り除き平滑にしようとしたものと思われる。

1号焼土跡 標高250m、 TRl-2と TR6の 交点に位置する。不整楕円形を呈し、規模は長径が49

側、短径が32cm、 深さは 5 cmを 測る。覆土は赤褐色から橙褐色を呈し、焼土粒を多く含んでおり、粘性、

締まりともにやや弱い。焼土跡周辺からは西側に浅い掘 り窪めた段差、火を受けて表面が淡赤色化した

礫が 2点、北側にピットが確認された。

1号土坑 標高248.5m、 TRl-3の 中央に位置する。規模は断面実測部分で上場幅55cm、 深さ40cm

を狽1る 。覆土は 2層 に分かれ、第 1層は褐色上で粘性はやや弱く、締まりはやや強い。第 2層は黒褐色

土で粘性、締まりともにやや強く、黄褐色ブロック上が含まれる。採石作業に伴って発生する石屑が僅

かに確認された以外の遺物は出土しなかった。

6号採石遺構 標高249m、 TR2-2の 南側に位置する。検出した石材の周囲に掘 り込みが確認でき

たため、採石遺構とした。不整楕円形を呈し、規模は長軸 1.5m、 短軸1.Omを測る。石材は長軸1.lm、

短軸 0。 8mの不整精円形で矢穴・刻印等の加工の痕跡は確認できなかった。

3 B地 区

標高240～ 290m、 尾根筋の北西側の斜面地に位置する。区内には多数の採石遺構や石材が散在するが、

開墾に伴う石積もみられるように地形が改変され、倒木も多く、現状から遺構を確認するのが難しい地

区である。

9号採石遺構 標高274m、 B地区の北西に位置し、南側に 7・ 8号採石遺構、西側に10号採石遺構が

隣接する。採石坑は26m× 35m程の不整楕円形を呈し、東方向に開回する。間知石採石時のと思われる

フレイク状の端材石など、小さな石材群の中に27号・30号石材など2～ 3mの大きさで、矢穴痕も矢口

長軸15cm近 く、矢底もしっか り彫 られた石材が確認できる。また、30号石材上面の矢穴痕には風化した

自然面をノミによって取 り除いて矢穴を彫ったいわゆる 「ヤバ トリ」の痕跡が確認できる。

遺物は同石材の東に隣接する樹木根周辺で鉄鉗 1点、鉄滓21点を表採した。鉄鉗は発見時に直立して

お り、 これらの遺物は樹木根の浮き上がりによって出土したと思われる。また、 1号石列の南側では輔

の羽日の破片と考えられる土製品を表採した。

刻印は採石坑周辺に 「△」のほか、いくつか確認できるが判読不明なものが多い。

4C地 区

標高259～ 294m、 尾根筋の南西側の斜面地に位置する。 B地区から西側 「羽柴右近」の文字刻印を有

する石材があるあたりまでは近世初頭から近代までの大小様々な採石坑及び矢穴痕を有する石材が確認

でき、一部は平成 9年の調査で報告されている (熱海市教委 1997)。 また、 この地区においては刻印を

有する石材が確認できない。

1号採石遺構 標高259～ 267.5mに位置し、北側に 2号採石遺構が隣接する。採石坑は不整半円形を呈

し、南方向に開回する。上場の最大径が約 18.4m、 下場径は中央北寄 りで約8,4m、 深さも15m以上と

大規模である。開日部中央より南西側に4点の矢穴痕を有する石材が確認できる。 2号石材は230cm×

130cm程 の不整長方形で、割 り取 られた残存部が60cm× 150cm程 の直方体を呈する。
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トレンチは採石遺構中央の平坦面に東北東から西南西方向に長さ4.8m、 幅0.5mで設定して、基盤層

までの約40制を掘 り下げた。層序については、A地区と同様であり、フレイク状の端材石が僅かに確認

された。

2号採石遺構 標高270mに位置し、南側に 1号採石遺構が隣接する。採石坑は 5m× 5mの不整半円

形を呈し、南方向に開口する。石材は300cm× 250cm程 で矢日長軸10～ 12cmの 矢穴痕が十字に彫 られ、他

に試し矢穴痕や下取 り線の点刻が確認できる。また、上面に刻印らしき痕跡もあるが不明である。

3～ 10号採石遠構 10号を除くと比較的小規模な採石坑で、坑内にはフレイク状の端材石や矢日長軸 7

cm程 の矢穴痕を有する間知石の未製品が散在することから、近世中頃以降の間知石を採石した遺構と思

われる。

5 D地 区

標高325～ 345m、 「有馬玄春石場」か ら北北東方向に直線距離で約320mに位置する。周辺にはいくつ

かの採石坑が確認できるが、下草、倒木等により、十分な観察を行えていない。

1号採石遺構 標高325～ 335m、 2号採石遺構より18m南側に位置する。上場径が18m× 15m、 斜面の

山側で深さ6mを測る大規模な採石坑の中に長軸 2mを超える石材が多数確認できる。 6号と7号石材、

8号 と9号石材では矢穴痕の位置や割面の凹凸の観察から石材同士の接合関係を確認できる。特に 9号

石材は大割 りを行って横倒しになった石材から正面となる部分を割取つて築石を採石しようとする意図

が確認できる。完成した場合、山側の部分が小日面60cmで控長が160cm、 海側が正面65cm× 45cmで 控長

が200cm程 の築石になると思われる。また、大割 りと築石の面を割取る矢穴痕は、それぞれ 12～ 10cm前

後、 10～ 8 cm前後と小割の段階でやや小さくなっている。刻印は 4号石材に 「①」「の」「土」「羊」な

ど一面に4つ以上がまとまって彫 られてお り、 6・ 7石材には 「専」、 7・ 8。 9号石材には 「X」 の

刻印が施されている。

2号採石遺構 標高337m～ 345m、  1号採石遺構より18m北側に位置する。平面形は不整半円形を呈し、

上場径が18m× 15m、 斜面の山側で深さ 5mを測る大規模な採石坑の中に石材が多数確認できる。特に

小日面に大きく「〒」を刻印した築石を 3つ確認できる。築石の法量は 4号石材が小日面65× 50cm、 控

長 120cm、 5号石材が小日面75× 50cm、 控長 130cm、 H号石材が小日面90× 45cm、 控長H Ocmを測る。他

に刻印は12号石材の 「慶長十九年」「尚」、 13号石材に「久」「斗」、 10号石材に 「田J等が確認できる。

TR1 2号 採石遺構の中央に十字形に トレンチを設定して、基盤層まで掘り下げた。層序については、

A地区と同様であるが、 トレンチ内からは採石作業に伴って発生する小端材が少量確認されたのみで、

A・ B地区のような間知石の成形に伴う小破片が含まれていないことから、江戸時代初期の状況が残さ

れていると考えられる。また、 トレンチの東側の基盤層が大きく落ち込むことから、開口部の平坦面は

掘削排土により造成されたものと思われる。 12号石材はその排土上にあると考えられることから「慶長

十九年」が山側を向いていることか らも石材が原位置を保っていないものと思われる。

6 E地 区

標高331～ 351m、 D地区から南西方向にあたり、大久保山の頂上に向う尾根周辺に位置する。周辺に

は長軸 2m程の比較的大きな自然石が露頭 しており、その中で矢穴痕や刻印などが確認できる採掘坑に

ついて地形狽1量を行った。

1号採石遺構 標高330mに位置 し、北側に 2号採石遺構と 5号採石遺構が隣接する。採石坑は15m×

7mの隅丸長方形を呈し、南西方向に開口する。長軸 lm程の自然石が多く散在し、遺構の開口部に大

きさが2.7m× 1.2m程の矢穴痕を有する石材が確認できる。矢穴国の長軸が 10cm、 深さ 7 cm、 矢底が 7
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cmを測る。それに隣接して2.7m× 0.4mの雁木石状の石材が確認でき、矢穴痕は矢日長軸 7 cm、 深さ4

cm、 矢底 4 cmと 小さい。

2号採石遺構 標高332mに位置し、北側に 3号採石遺構、東側に 5号採石遺構、南側に 1号採石遺構

が隣接する。採石坑は10m× 8mの隅丸方形を呈し、西方向に開口する。長軸0.6m程 の自然石が充満

し、遺構の開日部に大きさが長軸 2m程の矢穴痕を有する石材が確認できる。矢穴日の長軸15cmを測る

大きな矢穴列と。それを小割にしようとする長軸10cmの矢穴列が確認できる。

3号採石遺構 標高341mに位置し、北側10m程に4号採石遺構があり、南側に 2号採石遺構、南東側

に 5号採石遺構が隣接する。採石坑は 8m× 8mの隅丸方形を呈し、西方向に開日する。長軸 2m程の

石材のいくつかに矢穴列痕が確認でき、矢穴痕は長軸 10cm、 深さ 7 cm、 矢底が 7 cm程 を測る。刻印 「呼」

がひとつ確認できる。

4号採石遺構 標高343mに位置し、南側10m程 に 3号採石遺構、東側10m程に6号採石遺構がある。

採石坑は 8m× 7mの隅丸方形を呈し、西方向に開口する。長軸 2m程の石材の多くに矢穴列痕が確認

でき、矢穴痕は長軸 12cm、 深さ 7 cm、 矢底が 9 cm程 を狽Iる。

5号採石遺構 標高341mに位置し、北西側に 3号採石遺構、西側に 2号採石遺構、南側に 1号採石遺

構が隣接する。採石坑は 9m× 7mの不整精円形を呈し、南西方向に開回する。採掘坑内外に長軸 2m

程の石材が散在し、採掘坑中央にある大きさが2.8m× 1.4m程の扁平な石材には、矢穴列痕と刻印が確

認できる。矢穴痕は長軸 10cm、 深さ 6 cm、 矢底が 6 cm程を測 り、刻印は 「〒」「H」 「X」 が上面に集中

して確認できる。

6号採石遺構 標高346mに位置し、西側10m程に4号採石遺構がある。採石坑は掘 り込みが浅く、形

状は不明だが南東方向に開口するように思われる。長軸 2m程の石材が散在し、中央の大きさが1.5m

×0。 7m程の扁平な石材には、矢穴列痕が確認できる。

7 小結

A地区については遺跡探査調査によって焼土遺構が推定された地点近くより、 1号焼土跡検出された

が、炉壁となるような硬質の焼き締まりなどは確認できず、鍛冶遺構などの採石関係の遺構であるとは

確認できなかった。また、配石による区画は発掘で確認することができなかった。

一方、 B地区の 9号採石遺構において鉄鉗、輔の羽日などの製鉄関連遺物を表採できた。時期は不明

であるが、鉄滓の出土によってこの近辺で本格的な鍛冶作業を行なっていたと考えられる。また、遺構

内の石材にヤバ トリや矢日長軸15cm程の市内最大規模の矢穴痕が確認できた。

C地区では 1。 2号採石遺構などが江戸城石垣用の採石抗と考えられる。石材に明確な刻印が確認で

きなかったことから、従来の尾根筋が境界として認識されているという所見を追認することになった。

ただし、E地区では尾根の西側に開口部を持つ採石抗の中に、刻印を有する石材も確認できることから、

周辺の状況を詳細に確認して検証する必要がある。東狽1の尾根上の 「有馬玄春石場」、西側谷部の 「羽

柴右近Jに挟まれたこの地区は文字刻印が示す通 りなら有馬家の石丁場であるが、「無刻印区域」であ

ることも含めて今後の課題としたい。

D地区の 2箇所の採石遺構は保存状態も良く、刻印や築石石材も多く確認できるなど今回最も詳細な

観察を行なうことが出来た。特に石材の接合関係が確認でき、 9号石材など採石工程を考察できる資料

も確認できた。

E地区は調査区内で最も標高が高い位置にある。採掘坑の開日部はそれぞれ西から南東と斜面地形に

沿っており、同じ刻印を持つ石材が別々のルー トでの搬出になる可能性がある。 C地区との関係もあり

西側の斜面地側の調査を行い再検討したい。
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第13図 中張窪・瘤木石丁場還跡 A地区 TRl付 近平面図 S=1/100
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第16図  中張窪・瘤木石丁場遺跡 B地区 9号採石遺構平面図 (一部) S=1/50
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第17図 中張窪・瘤木石丁場遺跡

50900
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C地区全体図 S=1/500
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第23図 中張窪・瘤木石丁場遺跡 E地区全体図 S=1/300
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B地区 9号採石遺構

B地区 9号採石違構 鉄鉗検出状況

D地区24号石材刻印採拓中

第24図  中張窪 。瘤木石丁場遺跡

B地区30号石材上面ヤバ トリ痕

D地区 6号石材

D地区16号石材刻印

確認調査写真

-72-



第V章 考古学的考察

第V章 考古学的考察

1節 矢穴 (割)技法について
矢穴とは石材を割るために各種ノミで穿たれた矢を差し込む穴であり、石の目にそって矢穴を掘 り、

これに矢を差し込み、叩いて石を割る技法を矢穴 (割)技法という(高砂市教育委員会2005)。 この採石

方法は、刃先ではなく、矢の厚みではらませて割るため、原則的に通常の石器加工のような剥離痕跡が

確認できないという特徴があり、接合関係は矢穴痕や割面の位置、形状によって判断している。

矢穴研究は兵庫県芦屋市の徳川大阪城石切丁場の調査を中心に精力的な調査が進められ、長年の研究

蓄積があり、矢穴の形態分類から編年、法量を悉皆的に測定し、測定データ表の作成から考察にいたる

精緻な研究が行われている。伊豆石丁場においては、矢穴の大きさによる年代差は指摘されてきたもの

の、計測等によって資料化していくことは今後の課題のひとつである (1)。

1 中世の矢穴技法 につ いて

今回の調査では近世の石丁場の調査だけでなく、中世伊豆石の生産状況についても検討することを課

題のひとつとして調査を進めてきた結果、関東地方を中心にいくつかの矢穴痕事例を確認することがで

きた。管見の限りで不十分な内容であるが、今後の矢穴技法研究の進展に寄与するべくここに提示する。

(1)関東の中世の矢穴痕事例

①小田原市居神神社境内大日―尊種字板碑

文保元年 (1317)紀年銘資料で現高で140cmを測る。いわゆる安山岩の相模型板碑で背面から向つて

左側に8つの矢穴痕が確認でき、矢底面に向って斜めに掘られたノミ痕が確認できる。矢穴の法量は矢

日長軸がHcm～ 14cm、 深さ6 cm～ 7 cmを測り、比較的平坦な矢底を呈する。

②鎌倉市極楽寺忍性塔地覆石

忍性の没年が乾元 2年 (1303)で あることから14世紀初頭の作と考えられる資料で塔総高309cmを測

る。石材は安山岩で解体修理報告書によれば、正面に位置する地覆石の内面下端に10の 矢穴痕が確認で

きる。

③鎌倉市安養院宝筐印塔地覆石

徳治三年 (1308)紀年銘資料で塔総高247cmを 測る。「石大工 心阿」銘は箱根宝億印塔 (多田満仲塔)

の正安二年 (1300)の追刻にもあり、いわゆる「関東形式」宝筐印塔の祖形とされ、大蔵派石工の代表

的な作品である。石材は安山岩で解林修理報告書によれば、各地覆石上面内端に矢穴痕が確認される。

④つくば市三村山五輪塔地覆石

忍性か頼玄の供養塔とされ、型式学的な検討からも14世紀初頭の作と考えられる。塔総高320.9cmを

測り、石材は花南岩で筑波山周辺で採石されたものと思われる。解体修理調査報告書によれば地覆石上

面内端に7～ 9つの矢穴痕が確認できる。

⑤つくば市毘沙門天種子碑

鎌倉後期と考えられる板碑 (2)で 総高170cmを測る。石材は筑波で採石される雲母片岩。いわゆる常

総型板碑で正面向って左側に8つ の矢穴痕が確認できる。矢穴日長軸が 5 cm～ 7 cm、 深さ4 cm～ 7 cmで

比較的平坦な矢底を呈する。

-73-



第V章 考古学的考察

翼
Ⅷ
≦

一，好

・

第25図 居神神社境内大日―尊種字板碑拓影図

―-74-―



第V章 考古学的考察

(2)矢穴技法の段階

次に中世の矢穴痕資料の年代と空間的な広がりを把握するために森岡・藤川氏の研究を元に、管見の

範囲で確認した中世の矢穴痕資料の事例を加えて一覧表を作成した (表 3)。

中世の矢穴痕資料は畿内以外でも関東をはじめ、九州や山陰でも各地で確認できる。しかし、硬質石

材のみであることは注目すべきであろう。また、畿内は少し古く13世紀中頃には出現し、各地では14世

紀から確認できるようになる。この日本での矢穴痕を確認できる出現期を第 1段階として、13世紀中頃

～14世紀後半が設定できる。また、畿内のみ確認される la(13世紀中頃)と各地の硬質石材に確認で

きるようになる lb(14世紀前半～)に細分できる。

そして第 2段階は15世紀末～16世紀に設定できるが、第 1段階と第 2段階の間におよそ一世紀の空白

期が存在する。この時期は前代の大形の石塔資料が少なく、次の高石垣の技術につながるような石積遺

構も確認できないことから、技術の系譜を考える上でも空白期の問題は重要であり、今後の課題の一つ

としたい。

第 2段階では矢穴痕資料は畿内と周辺に限定的となり、伊豆地域を含むその他の各地では確認できな

くなる。石垣等で 「観音寺技法」 (北原2008)と仮称される少数矢穴 (キ ャタピラ状にならない)の事

例が確認できる。

第 3段階は16世紀末以降で織豊城郭の石垣に使用される段階である。大形の定型的な石材の割取に使

用される。関東では、関東初の織豊城郭といえる天正18年 (1590)河 田ヽ原の石垣山城や慶長 3年 (1598)

に廃城 となった上野国箕輪城では、現在までの調査で矢穴痕事例を確認できず、関東では慶長 9年

(1604)以降の江戸城の天下普請からと考えられる。伊豆地域を含む関東では第 1段階の後に第 3段階

となり、第 2段階となる中世後期の石造物や城郭石積等、慶長以前の城郭に伴う矢穴技法は確認できな

い。

矢穴痕は本来、作業工程の中で痕跡が消えるため、基本的に見えない部分で石造物の地面と接する部

分や地覆石、板碑の側背面等、目立たない部分に例外的に矢穴が確認されることから、注意深く観察す

れば、今後、類例が増える可能性がある。中世の矢穴痕は畿内では先Aタイプ、古Aタイプと細分が試

みられているが、関東では類例が少なく、細分する段階に至っていない。主観的な印象的でいえば、下

取 りがあり、平面長方形の矢日と矢底の近世の丁寧な矢穴に比べ、中世は精円形の矢穴で矢底が狭く法

量のバラつきが多い矢穴であることは関東を含めて全国的に共通するようであり、つくば市毘沙門天種

子碑のように小さな矢穴痕でも、近世以降の小形の矢穴と違って矢底が狭く、法量のバラつきが多いよ

うに感じられる。

この点については、近世初期の築城ラッシュが大量の石材を必要とし、効率的な規格石材の割取技術

を発達させたため、矢穴も規格化するとも考えられるが、今後測定データを集積し、各地の状況を踏ま

えて検討 していきたい。

2 矢穴技術 による石割工程の一例 について

今回の確認調査では、中張窪・瘤木石丁場遺跡D地区1号採石遺構の接合資料、 8号 と9号石材で採

石工程を考察できる資料が確認できたので、それを基に石材を分割する工程をモデル化してみた (第 29

図)。

第 1段階 露頭や掘削で獲た自然石に刻印を彫る。

第 2段階 石の目を判断して割付線などを彫るなどして分割位置を決め、矢穴を列状に彫る。

第 3段階 矢を打ち、石材を分割する。割れた石材が90度回転し、割面が上面となる。この段階から第

5段階までの間に上面に刻印を彫られる。
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第 4段階 上面 (割面)に分割する矢穴を列状に彫る。

第 5段階 第 4段階の矢穴列に対して直角となる小さめの矢穴列を彫る。この石材はこの段階で採石を

断念している。

第 6段階 矢を打ち、石材を半裁し、端材石を割取って小日面をつくり、築石用石材となる。

この採石方法は兵庫県芦屋市の徳川大阪城石切丁場の調査で模式化されている 「回転分割技法」とい

う方法に類するが、端材石を取る矢穴列まで前段階の分割前に彫つている。

また、この石材にノミやハツリによる形や表面の調整が行われて、定型的な形に整えられる可能性に

ついては、D地区 1号採石遺構の発掘調査で、整形の際に生じる端材が検出できなかったことや、同地

区内で確認できる確認できる築石用石材が粗加工のままであることから、少なくともこの採石坑内では

行われていなかったと考えられる。

ここで取り上げたのは、一例であり、母岩や必要とする石材の大きさ、形、地形的条件等によって様々

な石割方法が確認できると思われる。今後のこうした検討を重ねることによって伊豆石丁場遺跡の採石

工程の実態を明らかにしていきたい。

註 (1)測定データの提示はないが、島田冬史氏が「宇佐美北部石丁場群分布調査報告」の中で、矢穴測定値によ

る統計的分析を試みている。

(2)矢穴痕などから江戸時代と考える説もある。

第26図 居神神社境内大日―尊種字板碑写真 (正面)

正
上

第28図 極楽寺忍性塔地覆石

第27図  居神神社境内大日一尊種字板碑写真 (背面左側)

面

―-76-―



avv薫 1鶉

鍵 Iコ輔勉

■ｐ

卿
　
　
　
醐

卸
一

141

1451

i501

］
　
　
嘲

盤:藝羅盤解 ,

lB81銀奮饒震盤部簿増掛謗争
―

12861灘 動 麟 躙

134C「 輸縞機 F罐�
針 華 鮒鋤

―

触 鰺 醐
瑠 辮 飴

―
鰯 .悴 轡 鞠 攀 辮翰

―

続珀雛i議薗触

矯略摩喘懲藍絲繊韓麟 (榊謡鉛

醐 :嚇 醐
Im311愛絲簸麟麟 建聰|

IB171剛盤繰 餡鞘

11=雛1筑噛 鞠 議 縮船)

醐 1鶏婢嬌篠碑霞鵡欄

働 鍛 酵 牌 擢 轟 騒 療 鰯

即.蹴謂 蜘 鰯
‐lec前 1日趣城焼百蒼越1硼

tatlx     忠,II路堡舞謀樹鞘日瞬ⅢO第樟X子仏  1峰有B誦粛け告静||

～
1638:1警 察湖消塩1翻磯船 |・ taT4i専揉謙当藤聾I俊W動

～渭監:“難餞確1爛
―   ～醒 鸞 建鷺曜争

～椰離
1勒 lul   ～ld80,▼騨鞘撃韓療質翻節韓〕

21

ユ

第■磯鑽

表3 申蟄知輔議状農

繁。睡

429図 「中張窪・瘤木石す場遼跡―D地区e号石打 石割1工程模式国

令

錯塗串購

第3.議贈 察牛議階

―VTI――.



第V章 考古学的考察

2節 刻印について
刻印は石材にノミ等で穿かれた印及び文字で、彫紋や刻紋とも呼ばれる。伊豆石丁場遺跡では未検出

であるが、消費地側である城郭側では墨書で表された印もあり、総称して符号と呼ばれることもあり、

天正14年 (1586)の 豊臣秀吉朱印状には「石にかき付有之というとも一」とあり、秀吉の大阪城段階以前

より採石場の専有を示す符号が付けられていたと思われる (藤井1982)。

天下普請の城郭の刻印は一般に大名家の印と考えられることが多いが、「大名丁場は、慶長の三度の

課役、寛永の三度の課役、この間に介存する大々名の献上石材などを通して、必ずしも石丁場を同一の

大名が確保するわけではない、石材調達のみの課役もあり、採石した大名と石垣を積んだ大名が異なる

例もあり、短絡的な結びつけは危険」 (北原糸子1995)であり、石丁場遺跡における刻印は所有権や採

掘権、その境界を表すほかに、作業工程の確認と考えられる例や、いわゆる商人丁場や近代の石丁場で

も刻印が存在することを考えるならば、まずは採石作業のための記号をノミで彫つた痕と包括的に捉え

て考える必要がある。今後消費地側である石垣の刻印も含めて、形状、ノミの痕跡などの考古学的な観

察を踏まえて、刻印データを集成した上で、分類することによって適切な議論ができると思われる。

今回の調査で熱海市内の刻印を60種確認した。特に中張窪・瘤木石丁場が多種多数で、市内全体の半

数と多く確認できる。伊豆石丁場全体では伊東で約120種、東伊豆で51種の刻印が確認され (金子2008)、

沼津市戸田で28種以上確認されており (高本 1996)、 各市町重複しているものもあるが、現段階で伊豆

半島では200以上の刻印が確認されていることになる。しかし、市内を悉皆調査できたわけでなく、刻

印の確認は季節、天候等、なによりも山間部の下草の状況によって大きく影響を受けるため、数回にわ

たり踏査したところでも新たに刻印を発見することがあり、今後の調査で今回確認された刻印に倍する

刻印が確認されてもおかしくない。

以下、今回の調査で刻印について確認できたことについて記述しておく。

1 文 字 刻 印

第 1章で述べたように、文字刻印が多数確認されるのが 伊豆石丁場遺跡の特徴のひとつである。特

に大名家の人名、年号や方位が彫られ、刻印というより金石文という呼称がふさわしいような文章的表

現の刻印も確認される。

今回の調査では、周知のものも含め、 5つ以上の文字刻印を確認することができた。その中で大名家

関連の文字刻印を有する石材についての簡単な所見を述べることにする。なお、人名についての考察は

第Ⅵ章をか照のこと。

(1)是 ヨリにし 有馬玄蕃 石場 慶長十六年 七月廿一日

標高243m、 尾根上に位置する。2.5m× 2.5m× 3.5mの大きな自然石の南東側の上部に文字刻印が彫

られている。刻印は55× 65cmの 範囲に点刻され、書体はかなりくずれている。

このほか、D地区13号石材に 「慶長十九年」が確認できたが、かつて中張窪・瘤木遺跡では 「慶長十

八年」「慶長十六年」なども確認できたと伝えられる (鈴木1981)。

(2)羽柴右近

羽柴右近の刻印石は 2つ確認できる。現在も中張窪・瘤木遺跡にある石材は標高200m、 有馬玄春刻

印へ向かう林道の山側に位置する。1.5m× 1.5m比較的小さな石材で山側の面に40cm× 15cmの 範囲に点

刻され、羽柴の 「柴」が草冠の具体字となっている。石材の基部が露出しており、刻印も山側であるこ

とから、原位置が動いている可能性がある。

県道の拡幅工事の際に下多賀園地に移設されている刻印石は 3m× 1.8mの石材の中央部に矢日長軸 6

cm程の矢穴痕列が確認され、長軸側に43cm× 14cm程 の範囲で点刻されている。二つの羽柴右近の刻印は
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大きさ、ノミの痕跡もよく似ている。移設時の記録によるとこの石材の原位置は平成 9年の瘤木石丁場

遺跡の報告書で石引道とされた谷筋の延長下の標高135m程 に位置し、前述の羽柴右近の原位置が大き

く動いていなければ、二つの刻印が谷筋で並ぶことになる。

(3)浅野紀伊守内 左衛門佐

標高129m程 に位置し、刻印部が露出していた石材で平成 9年の県道工事の際に掘 り出されたが、調

査後はそのまま埋められた。長軸約 5mの石材であり、報告書写真から矢穴痕が確認でき、倍位の石材

が半裁されていると思われ、それを文字刻印の部分でさらに半裁するような割付線が確認できる。この

ほか同じ面の下部に「○」右側面に「a」 の刻印が確認できる。人名は平成 9年の報告書では 「浅野紀

伊守内 右衛門佐」 と判読していたが、『武家閑談』や『金沢石垣構築技術史料 I』 の中に浅野但馬守

長晟の普請奉行として浅野左衛門佐の名前が確認できることもあり、ここに訂正する。

(4)此ノ石ヨリ南西 京極丹後守石場

標高150m程に位置し、3.5m× 3mの石材で北西側に長軸 13cm、 深さ12側、矢底10cmの 矢穴痕を残し

て割取られている。さらに北西から南東方向へ半裁するように割 り付け線を伴う矢穴痕が確認される。

刻印はその北側に約10cm角 の文字で長さ52cmと 68cmの 2列に彫 られている。

(5)羽柴丹後守 けい長九年

標高242m、 調査区の北西側の平坦面から斜面へ地形が変わる地点に位置する。 140c皿×130cm× 60cm

の自然石の海側に刻印が彫られていた (第Ⅳ章 1節参照)。

慶長 9年は江戸城の天下普請が始められた年であり、判読どおりであれば江戸城の天下普請では最古

の刻印となろう。しかし、文献史学の立場から慶長 9年の正式発令は疑問視されており、正式発令前に

石丁場の確保を行った可能性もある。また、羽柴性については、伊東市宇佐美の 「羽柴越中守石場」、

東伊豆町の「羽柴左衛門太夫」など伊豆東海岸各地で確認できるが、羽柴姓が徳川領である伊豆で憚る

ことなく使用されていることは慶長期の江戸城普請では豊臣家からも公儀普請奉行が派遣されていると

いう慶長期の政治体制の側面からも注目できる (白 峰2000)。

こうした文字刻印については標識石、境界石、献上石といった分類が行われており (島田1991・ 野中

2008・ 金子2008)。 今回の調査で確認した熱海市内の大名家の文字刻印については、礼拝堂 (羽柴丹後

守)を除けば、尾根筋 (有馬玄春守)と谷筋 (羽柴右近・浅野紀伊守内・京極丹後守)に位置している。

特に羽柴右近の刻印石については、現在、中張窪・瘤木遺跡内で確認されている刻印の原位置が大き

く動いていないことを前提とすれば、国道に移設された刻印石の元の位置を結ぶ線は谷筋で、境界ライ

ンを示す可能性がある。

2 大 名 家刻 印

このほか大名家関連の刻印と想定できるものは、礼拝堂石丁場の 「□」や稲村石丁場の 「囲」、南ヶ

洞湯ヶ洞石丁場の 「丹」が京極家、弘法滝石丁場の 「ハ」カミ大村家の石丁場を示すと考えられる。

朝日山石丁場の刻印 「⑬」は『聞間家文書』に 「御石二⑬印 黒田様御町 (丁)場 内田由左衛門預

り」とあり、大名家に石丁場の管理を任命された 「石場預り」役の記録と対応することが注目される。

一方、徳川期大阪城や駿府城などの石垣刻印群との対比から中張窪・瘤木石丁場を前田家の石丁場、

白子・地獄沢を鍋島家の石丁場といわれている (鈴木1981)が 、これら石丁場は多用な刻印が確認され

ることからも検討の余地があろう。

3 刻 印 と石 材

早川石丁場群関白沢支群では割石の前に 「八」の刻印、加工された石材の小日面に「③」と新旧関係
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から採石の工程を示す刻印が確認されている (三瓶2008)。 熱海市ではそれほど良好な資料は確認でき

ていないが、中張窪 。瘤木石丁場の粗加工の築石用石材の小日面「〒」の刻印は他の自然石や通常の割

石等に点刻で彫られた同じ形の刻印に比して大きく、深く彫ってあり、確認印的な意味合いがあった可

能性がある。 (分布調査写真図版参照)

なお、この石材は遺跡の南東斜面の一1定の範囲で確認されている。表 4に小日面と控えの法量を示し

たが、控えの長さと小日面の横幅はかなり個体ごとにばらつきがあるが、角柱状の10を除くと縦幅は40

～60cmである程度そろつており、小日面の高さを2間弱に意識した規格の築石と思われる。

(日〔るとcn)

No. 小日面縦 小日面横 控 え 備  考

1
（
υ

（
Ｖ D地区24号石材

（
υ 75

（
υ D地区15号石材

０
０ 40

（
υ

Ａ
υ D地区11号石材

4

（
υ 60

（
υ

7
（
υ

拓
生

７
‘

（
Ｖ A地区磁気探査グリッド内

０
０

ハ
υ

刀
生

（
υ

ウ
‘

（
Ｖ

9
切
■ 70

ハ
Ｖ

（
Ｖ

た
■ 角柱状石材

表4 「専」刻E口築石計測表

・‰築城石船積場跡

ヽ
池 田 港

浄 ぷ

第30図  「〒」刻E口築石分布図
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地 区 No 石丁場名 ,そ
ll

ロ
ド

広
ト

泉 嶽 山

奥 平 沢

黒 崎

大  洞   I
伊豆山 5 大   辛同   Ⅱ 小内川―夫 =

6 稲 村 囲 田
7

―
し

ウ
↑ 拝 堂 羽柴丹後守けい長九年・御用 □ 詔 孔 余

8 中序 谷 詔
熱海 9

10

上

戸

来 宮 神 社

熱 海 梅 園

多賀
９

留 曽  我  浦
Ｏ
じ 白 石

14

15

16

上 多 賀 海 岸

上 多 賀 北 部 ○ 回
白子 。地 獄 沢 面

~画~ё~⑮
」

~~~~~~~―
―

是ヨリにし有馬玄蕃石場慶長十六年七月廿一 日
慶長十九年・市川福治郎・好天吉日・羽柴右近
浅野紀伊守内左衛門佐

〒X
◎○

久
ω

Ｘ

卍
① �

雹
田
①

竿
①

エ
ロ

土
大

の
○

△

ワ
‘ 中 張 窪 ・ 瘤 木

Ｏ
Ｏ 小 山 海 岸 181÷ A
∩
υ 中 野 海 岸

此石 ヨリ南西京極丹後守石場 一①
一

一⑨一◎一丹20 南 ヶ洞 。湯 ヶ洞

網 代
０
ね 大西ヶ洞 (網代A)

教安寺 (網代A)

朝日山 (網代 B)

一〇
Ｏ
ｂ

９

２ 椰
Ｏ
υ

９

μ ○ △
24 弘法滝 (網代 B)

屏風岩 (網代 B)

魚 八 A
戻
Ｊ

Ｏ
ｂ

初 島
食
υ

９

留 下 古 路 山 O‐O‐

27 松  崎  山

表 5 熱海市内刻印一覧
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銘 文 所 在 地 人 名

1

此尾北南谷川切水/た り下原まて北ハ大峯

/い り舟帰ロノ北かの/村山切いしを下

/松平土佐守いし者

南足柄市塚原向坂 山内忠義

2
つるまき山いりから/沢切くほ入まて

/松平土佐守/石者
小田原市久野字鶴巻 山内忠義

3 加藤肥後守/石場 小田原市久野字上柳河原 加藤忠宏

4 此石かき左右/加藤肥後守/石場 小田原市早川字梅ヶ窪 加藤忠宏

5 此左□ 小田原市早川字梅ヶ窪

6 □長十七子/羽柴右近石場/六月甘 日 小田原市早川海蔵寺前 森忠政

7 従是東二十八間/水戸殿石場 真鶴町岩 水戸徳川家

8 羽柴丹後守/けい長九年 熱海市伊豆山字礼拝堂 京極高知

9 御用 熱海市伊豆山字礼拝堂

慶長十九年 熱海市下多賀字中張窪

是ヨリにし/有馬玄春/石場/慶長十六年

/七月甘一日
熱海市下多賀字中張窪 有馬豊氏

市川福治郎 熱海市下多賀字中張窪

好天吉日 熱海市下多賀字中張窪

羽柴右近 熱海市下多賀字中張窪 森忠政

羽柴右近 熱海市下多賀字瘤木 森忠政

浅野紀伊守内/左衛門佐 熱海市下多賀字瘤木
浅野左衛門佐

(浅野家普請奉行)

此石ヨリ南西/京極丹後守石場 熱海市下多賀字南ヶ洞 京極高知・高広

松平官内少石場 伊東市宇佐美字御石ヶ沢 池田忠雄

羽柴越中守石場 伊東市宇佐美字ナコウ山 細川忠興

田 中 伊東市宇佐美字洞ノ入

これより 北みなミ いよ松山石場 伊東市新井字前山丁場 松平定行

これより】ヒ西 いよ松山丁ば 伊東市新井字前山丁場 松平定行

是より松平大□□ 伊東市富戸 毛利綱広

24 これよ り南/竹中伊豆守 伊東市鎌田 竹中重利

大久保石見守御石場 東伊豆町北川平滑 大久保長安

羽柴左□門大史内□□□□ 東伊豆町大川字細久保 福島正則

御進上/松平土左守/十内 東伊豆町稲取 (畳石) 山内忠義

進上/松平土左守 東伊豆町稲取 (畳石 ) 山内忠義

進上/松平土左守 東伊豆町稲取 (十王堂 ) 山内忠義

進上/松平土左守 東伊豆町稲取 (八幡神社) 山内忠義

進上/松平土左守 東伊豆町稲取字愛宕山 山内忠義

進上/松平土左守 東伊豆町稲取字磯脇 山内忠義

越前 東伊豆町稲取字磯脇 百々安行 (山 内家普請奉行)

これよりにし/ほそかわ越中守石場 沼津市戸田田代山 細川忠興 。忠利

鍋島信濃守 沼津市戸田小山田洞 鍋島勝茂

※□は不明、/は改行を表わす

表 6 伊豆石丁場遠跡文字刻印一覧

―-82-―



第V章 考古学的考察

3節 石材搬出ルートと関連施設
石丁場遺跡のある熱海市から江戸城まで直線距離にして約100kmで あり、その間のほとんどが海上輸

送となる。熱海市内で確認された石丁場遺跡は特に海に近く、最奥の石丁場でも白子。地獄沢、南ヶ洞・

湯ヶ洞が海岸より直線距離にして約2kmであり、標高は中張窪。瘤木石丁場の約860mが最高点である。

伊豆地域の石丁場は主に露頭する転石を利用した採石場で、海岸線までの距離が短く、谷などの自然

地形を利用した採石運搬が行われていたと考えられている。海岸部までの石材搬出ルー トについては

「石曳 (引)道」 と呼ばれ、各地の石丁場では現状観察から石曳道が推定されているが、考古学的な調

査により遺構として検出されているのは早川石丁場群関白沢支群の調査事例のみである。

ここでは、兵庫県芦屋市の徳川大阪城石切丁場の研究を参考に現地形の踏査、石材の分布、地名研究

によって比較的資料豊富な中張窪・瘤木石丁場について石材搬出ルー トを推察してみたい。

まず、陸地測量部による明治19年 (1886)作成 「網代村」を基本図面として、石丁場から谷地形ごと

に石材搬出ルー トを想定してみた。

最も有力な搬出ルー トとしては中張窪・瘤木石丁場のA地区北側の谷郡から下っていく道が現在の県

道80号線 (熱海 。大仁線)へ繋がり、下多賀集落中心部を通つて河日の「船揚場」へ向かうルー トであり、

他の谷筋からも同じく現在の県道沿いか、もしくは宮川を利用しておおよそこのルー トに合流すると想

定する。下多賀集落には 「修理屋敷」「玄蕃屋敷」「雁木石」といった地名や下多賀神社境内にある忠魂

碑の台石として海食を受けた石材 (角石か ?)が確認できるが、現在のところ周辺に石材の集積地を示

す具体的な資料は確認できない。

もうひとつは同じく中張窪 。瘤木石丁場のA地区北側の谷部からその谷を下り、北側を通つて 「伝築

城石船積場跡」に向かうルー トである。このルー ト沿いになる海岸近くの墓地から、踏石に転用されて

いる「〒」刻FFを有する築石を確認しており (表 4 睫 10)、 「伝築城石船積場跡」では現在も干潮時に

は石積の残存が確認できることから搬出ルートのひとつと考えられる。

また、上多賀側の字名「熊ヶ峠」となる部分は『寛永十二年伊豆相模細川忠興組石場覚』 (第Ⅵ章参

照)の中に「上たかノ内熊かとう」とあり、刻印群も「□」「◎」で異なることから上多賀側に運ばれて

いたと想定する。

これらルートの推定は十分な踏査を踏まえたものとはいえず、机上の空論に等しいものであり、今後

のより悉皆的な実地踏査と文献、聞き取り調査等の総合的な検討によって具体的な搬出ルートを明らか

にしていきたい。

第31図 伝築城石船積場跡
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第33図 中張窪・瘤木石丁場遺跡 石材搬出ルート①断面図 (カ シミールにて作成)
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第34図 中張窪・瘤木石丁場遺跡 石材搬出ルート②断面図 (カ シミールにて作成)

第32図 中張窪・瘤木石丁場遺跡 石材搬出ルー ト推定図
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第Ⅵ章 熱海市域の石丁場で採石した大名たち

はじめに
熱海市域における石丁場は、 これまでの現地踏査によって27ヵ 所程度存在することが確認されている

(第Ⅲ章および表 2参照)。 これ らの中には、地元に所在する古文書のほか細川家史料など大名家旧蔵文

書に記録されているものもある。

石丁場に関する文献調査は、地元の郷土史家によって1970年頃から、こつこつ積み重ね られ、近年は

江戸城外堀など江戸遺跡に関わる埋蔵文化財調査の一環としても行われている。 しかし、城郭石垣用の

石材調達に関する絵図・文献調査は、なお個別・分散的であり、研究機関・行政機関等が主導した悉皆

的な所在調査はほとんど行われていない。近世城郭や石垣を理解するうえで、石丁場 。石工および石材

流通に関する絵図・文献調査の充実は今後の課題である。

したがつて、本論では従前の研究成果に依拠し、主に熱海市域における石丁場が、近世初頭か ら近世

末期にかけ、どのように稼働され近代を迎えたのか、限られた文献史料にもとづき概要を述べたい。そ

の際、熱海市域だけでなく、隣接する小田原市・伊東市に残る絵図・文献等も参照し、石丁場・石切職

人に関する動向をみていきたい。

最初に戦国期における石切職人のあり方を、小田原の青木家文書を通して考察し、慶長以後に本格稼

働する伊豆石丁場の前史を確認したい。そのあと慶長期以後の江戸城公儀普請の概要をおさえたうえで、

熱海市の岡本家文書・聞間家文書・伊豆山神社文書などにもとづき、熱海市域での石材調達の実態が、

どのように理解されるのか、石丁場に残る残石に刻まれた金石文 (以下では、刻印・刻文と表記する)

に出てくる人名と合わせて検討する。

最後に、江戸城のため幕府・諸大名主導で行った採石事業の熱狂が醒めた17世紀中葉以後、熱海周辺

の石丁場の村々は、石丁場をどう利用 し管理したか、ごく簡単に言及したい。

石丁場の歴史は、近世初頭の城郭石垣の採石と運搬に、もっぱら関心がむけられ、地元では、それに

誇 りを感 じ多くの研究がなされてきたが、近世中・後期さらには明治以後、石工の生業は石丁場を舞台

にどのように営まれたのか、検討していくことも必要であろう。つまり、幕府や大名の視点からだけで

な く、石丁場をもつ村の側から、石工の労働実態や石材の生産・流通の問題を考えていくことも重要な

課題である。

末尾に、本論で主に利用した熱海石丁場関連文献史料を 「史料編」として付載 した。それゆえ、本文

では史料の原文引用はやめ、論拠として史料番号を括弧で表記するか、「書き下し文」で部分引用を行っ

た。

1節 相模の石工集団と「石切棟梁」

1 戦国期相模の石工集団
相模国足柄下郡板橋村 (現在の小田原市板橋)の青木家文書 (史料 1～ 20)か ら、石切棟梁となった

青木氏 (石屋善左衛門)が、戦国大名後北条氏 (小 田原城主)に直属し、関東でも有数の石工集団を形

成 していたことがゎかる。戦国期すでに 「公儀」 として地域的支配権を確立させていた後北条氏の保護

のもと、石切職人の頭であった青木氏は、各地で 「切石」と称される石材を切 り出し、土蔵や寺社建築

の建築資材として提供しただけでなく、建物の石造部分の普請 。作事に従事 したことも判明する。さら

に、戦国末期には、城郭での 「切石」御用 も仰せつかっている。
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地元の郷土史などでは、石屋善左衛門は、後北条氏の城石垣作 りに参画したと、さらりと叙述するも

のを間々見受けるが、青木家文書のうち 「由緒書」の記述に依拠したものである。また、青木家文書に

いち早く注目した笹本正治氏も、石工棟梁であつた石屋善左衛門について 「新編相模国風土記稿」の記

述をもとに、戦場の道案内や隠密の仕事に従事したほか城石垣も築いたとする (笹本 1988、 139。 145頁 )。

しかし、青木家文書を子細に検討すると、石屋善左衛門の率いる石工集団が得意とするのは 「切石Jの

技術であり、そこで使われる 「切石」という用語からは、①凝灰岩など加工しやすい石材か ら火鉢・髯

石・墓石 。石塔などを加工・製作する技術や②よき採石地を探 りあて石材を切り出す技術、を有 してい

たことまでは読み取れるが、一定の高さのある石垣を積み上げる技術を駆使したとまで読めない。また、

戦国期の関東で 5mを超えるような石垣は、ほとんど見ることができず、粗割石 (矢穴痕があり、表面

調整のあるような石材)がなく自然石 (野面)積み石垣が大半であつた点からすると (齋藤2002・ 2003

など)、 織豊政権期に先行する石垣造 りの担い手として石屋善左衛門を位置付けることはできない。彼

らが、城郭石垣の築造にどの程度関与したか、その経緯を検討することは重要な課題であるが、その際、

16世紀後半の相模・武蔵における中世城館で確認される石垣遺構と、石屋善左衛門らの石切技術に相関

関係があることを明確にしなければ、空論となることを肝に銘じておかなければならない。

天文 5～ 9年 (1536～ 40)に再建された鎌倉鶴岡八幡宮の造営記録 (快元僧都記)に よれば、八幡宮

の敷石や基檀に使う切石の調達や石造 りの普請にあた り、相模石工や伊豆石工が動員されていたことが

わかる。天文 3年 3月 1日 条には 「石切等被召上、座不冷前被築了」とあり、小田原大窪の石工 5人、

伊豆長谷の石工 15人 が召し出されたと記される (快元僧都記 )。 この鎌倉鶴岡八幡宮再建は北条氏綱に

よつて行われた大事業であり、関東の覇者として面目を施す重要な意義を担っていた。だから鎌倉大工・

伊豆大工のほか奈良大工・京大工まで招聘し、石工や山造、塗師・瓦師・檜皮師・白壁塗 り 。鍛冶屋な

ど諸職人を領国内外から集めたのである。

天文 3年 6月 16日 条には 「石切十人、鎌倉旧跡切石等相尋、回廊之四方下地被築畢、東者屋形御中間

次郎右衛門、西者彦九郎殿御中間孫右衛門奉行之」 とあり、同年 7月 9日 条でも「上宮東西之自縁下切

石改之、新築之、永安寺・報国寺・古跡切石共召寄、此奉行御中間孫右衛門手自誘石畢」 と記すが、こ

こにみえる、氏綱直属の御中間次郎右衛門と玉縄城主北条為昌に属する御中間孫右衛門は、石切職人の

棟梁である (岩崎宗純 1988)。 北条氏の中間に召抱えられた石切職人が、鎌倉の古跡や古社寺か ら使え

そうな切石を探 しだし、回廊の敷石や基壇にしたことがわかる。石切棟梁でもある次郎右衛門や孫右衛

門は、石屋善左衛門に先行して後北条氏に重用された石工集団の棟梁であつた。この事業に動員された

のは、選ばれた職人であり北条領国を代表する石工とみてよい。

このあと北条氏は、天文22年 (1553)、 新石切 5人 を召し出し 1人に 1貫200文の扶持銭を支給、公儀

である後北条家の御用に無沙汰なく精勤することを求めた (史料 1)。 弘治 3年 (1557)に は 「新石切

五人衆」への貫高知行を 2貫文にせよと指示、一定の給分を保証し無足人扱いを改めている (史料 2)。

永禄年間になると「新石切五人衆」に代わ り、石切の左衛門五郎と善左衛門の両名が北条氏の御用職

人として登場する。善左衛門は石屋善左衛門、つまり青木氏であったが、左衛門五郎も青木氏に属する

同族の者とみる見解が多い。しかし、果たして同族なのであろうか。確証がないのなら、左衛門五郎は

別家に属するとみるのが自然ではないか。

左衛門五郎の父は一右衛門という (史料 4)。 永禄 2年 (1559)、 石切棟梁一右衛門の配下にいた番子

の清七が証人を立て、毎月10日 分の手間賃を支払うという約束が近年無沙汰となり履行されていないと

訴えてきたが、北条氏は、番子に非があると判断し、一右衛門に厳罰に処するよう下達している (史料

3)。 この一右衛門は、石切棟梁を勤めていたのであるが、永禄 11年 (1568)、 子の左衛門五郎にその職

を受け継がせた (史料 4)。 その結果、左衛門五郎は営業面でも優先権を得たのであろう。
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同じ永禄 11年、左衛門五郎と善左衛門は、北条氏から「御土蔵の石、切合わせ申すべし」という命を

うけ、七人の石工を従え、 これに従事 した (史料 7)。 また、屋敷の裏山の山石を石切棟梁が見立てて

切石にし、土蔵の根石などに使っていることか ら (史料 5)、 疑灰岩のような柔 らかい石を加工すると

きや、土蔵壁面の石材や礎石などを据え付けるとき善左衛門らの技量が発揮されたのではないか。石の

火鉢の注文が北条氏から急に届いたこともあったが (史料 14)、 そうした御用が何度も北条氏から申し

付けられたことから、公用伝馬の利用がしば しば許可されている (史料 6・ H。 13)。

永禄 12年、小田原城の北条氏康は武田信玄の猛攻をうけた。そこで石切棟梁の善左衛門や左衛門五郎

にも忠節と精勤を要求し、石切職人10人 を召し連れ足柄への出役を指令、氏康から伝馬一匹差し下した

(史料 8・ H)。 翌年 4月 には、石切棟梁左衛門五郎に、武蔵国での 「切石の儀」を公認するかわり相模

での営業は禁止とし、江戸城 。川越城・岩付城などで 「かの切石の事に走 り廻るべし」と下達した (史

料 12)。 ここで、相模国での 「切石の儀」は石切棟梁善左衛門に独占させ、左衛門五郎と石屋善左衛門

の営業範囲を明確に区分した点は注意すべきことである。左衛門五郎に武蔵での「切石」業務を独占さ

せることで、相模国で切石を行っていた善左衛門 (青木家)の営業権が安堵され、両名そろって北条家

に仲良く奉公できるという思惑なのであろう。こう理解すれば、左衛門五郎家と善左衛門家は別の家筋

の石切職人とみるべきであろう。

元亀 3年 (1572)に は、石屋善左衛門の嘆願をうけ、北条氏は直接11貫500文の貫高知行を与え、今

後仰せ付ける 「細工の公用」は永代 この知行分をもって賄えと指示した (史料 15)。 聯田工の公用」「切

石の儀」「土蔵」「石火鉢」 といった史料文言から、北条氏に直属する戦国期石切棟梁の職務内容は、基

本的には石材を加工し火鉢などの小型石造品を細工すること、および細工された石材で土蔵や建物土台

を築 くことにあった。 したがって、城郭石垣を積む技術をもっていたかのごとく言うことは避けるべき

であろう。永禄13年 4月 に、江戸・川越 。岩付はじめ多くの城において 「切石の事」に馳走せよと伝達

した文面 (史料12)についても、ここから軽々に石積み作業に関与した可能性を想定すべきではない。

関東の中世城館の石積みと、石屋善左衛門らの得意とする「切石」技術との間にある落差を解決するこ

とが先決なのである。

近江坂本の穴太衆は中世後期、「穴太散所法師」 と呼ばれ、比叡山における土木工事に従事した石工

集団であったが、15世紀後半に東山山荘 (のちの銀閣寺)の石蔵 (石垣)を築いたほか、畿内一円で切

石の業務を請負い出稼ざしたという (中村博司2006)。 また彼 らは、切石の技術だけでなく石積みの技

術 も擁する職人集団であったという (北垣 1987・ 2007)。 戦国期に各地に存在 した石工集回は、それぞ

れ どのような技術を持っていたのか、中世城郭を築造する中でどのような役割を果たしたのか、個々に

検討 し、近江坂本の穴太衆と比較することが、いま求められている。近江坂本の穴太についても、戦国

末期までに、石を積む技術をどの程度獲得していたかは、謎のままである。 したがって、後北条氏配下

の石工集団も、同じ視点から、さらなる検討が必要である。石屋善左衛門ら切石を得意とする石工集団

は、坂本の穴太衆のように石垣積み職人に転換する可能性を秘めていたのかどうか、また、坂本の穴太

衆が、石積み職人として台頭 し名声を得たのは豊臣政権下であったが、相模の石工集団が石積み分野に

進出したのはいつ頃か、坂本の穴太 と平行して転身を進めたのかなど、す こぶる興味ある課題が、つぎ

つぎと出てくるのである。

2 徳 川幕府 による相模石 工の編成

青木家の由緒書 (享和 3年 「由緒書覚」、神奈川県史 :資 9)に よれば、天正18年 (1590)の 小田原

落城と北条氏滅亡の際、石屋善左衛門も浪人となり、相模の板橋村に隠棲したという。ところが、徳川

家康が小田原城を見分したとき、切石が見事に積まれた焔硝蔵をみて、建設した職人を探し出せと命じ
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たことが機縁となり、石屋善左衛門は徳川家に仕え二人扶持を拝領、「関八州石屋棟梁」 となり板橋村

で1843坪 の居屋敷を得たという。江戸城普請の御用につき、石切番子を召し連れ江戸に行き、日本橋に

一町四方の屋敷を拝領したとも主張する。徳川家に奉公した時期については 「天正寅年より寛永午年ま

で、四拾年余御奉公」 と述べる。つまり天正 18年 (1590)か ら寛永 7年 (1630)までの40年間、善左衛

門とその子の二代にわたり奉公したらしい。 しかし、寛永 7年の三代目への代替わ りにあたり、三代目

が幼少で柔弱であることから、江戸 日本橋の屋敷を返上し、小田原の拝領屋敷への移住が許されたが、

二人扶持はその後も拝領し続け、享和 3年 (1803)の 十二代目に至るも連綿と安堵された。

徳川家に当初奉公した、初代・三代の石屋善左衛門が奉公した内容について、由緒書は、「慶長年中、

江戸・駿府両御城御作事の節、仕上ケ井山切の御用Jを勤めたといい、また、 昨,上様御石垣築 く前の

仕方に、御好み遊ばされ、御石垣の御土台木、御土台柱・ぬり杭 。しからみ 。沼留め、陰陽仁義剛柔の

堅メ方、かつまた諸木の伐 り時井御石堅め七通 りの鉄物、御石垣角平十三石の堅メ石等、御上様御上意

の通 り、少しも相違なく御用向き勤仕奉 り候」 と述べる。つまり前者では、作事の仕上げ段階で行われ

た石工事や山からの石材切出し御用を勤めたと理解される。土蔵や櫓 (長屋)の石工事や石材調達に従

事 したのであり、石垣構築の御用でなかった。後者では、石垣の土台となる木材 (胴木・杭木)や石固

めの鉄材、そして石垣の角石や平石の 「十三石の堅め石」などを特別に調達している。 これも石垣普請

そのものではなく、その周辺の用務を果たしたという印象をうける。

しかし、このあと江戸城の 「御天守下通宇津美御門、大手下、御本丸御水道・御下水・御穴蔵数ケ所J

について、初代善左衛門は石切番子の頭として、支配下の関東の石切職人の先頭にたって尽力したと述

べる。 このような書き方からすると、石垣作 りの技術系の総指揮者というより、作事場や石垣土台の現

場の要所に関東の石切職人を送 り出し、その差配を行つたという印象をうける。つまり善左衛門を、江

戸城石垣普請の技術部門の最上位者とみることはできない。善左衛門は中間的なテクノクラー トであり、

関東の石切職人のまとめ役として石垣作 りに協力したのであろう。彼の得意分野は、作事に関係の深い

切石積み (雁木階段や石壁施工)、 水路 。地下室作 り、石垣土台・杭木などの調達 。施工であつた。さ

らに、駿河 。相模・伊豆三カ国の山々から「切出シ石の御用等」を仰せ付けられ精勤したと述べるので、

石丁場での 「矢」による石割 り、石材加工、石材調達でも手腕を発揮したのであろう。

江戸城の石垣普請の中でも花形といえる高石垣築造の指導は、穴太頭や藤堂高虎のようなテクノクラー

トが別に存在し担当したのであり、彼 らの指揮下にあって、石屋善左衛門は石丁場からの石材調達、作

事に関わる切石施工、杭木・胴木や沼地などで使う根固め用材の確保などを担当した。それが、幕府か

ら二人扶持を江戸後期まで下付された要因であり、小田原藩の時代になっても一日置かれた理由であろ

う。

石屋善左衛門家 (青木家)の 由緒書に書かれたことを裏付ける古文書がいくつか同家に所蔵する。そ

の重要な一つが、申10月 2日 付徳川家康奉行衆違署 「石切伝馬手形」 (史料17)で ある。「ネ申奈川県史」

は慶長元年に比定するが、由緒書では慶長13年 とする。この伝馬手形は、北条氏が石切棟梁善左衛門に

与えた石切伝馬手形を受け継ぐものであり、二人扶持給与とともに、家康が北条氏時代の特権 (伝馬手

形 と貫高拝領)を再興し安堵したものと解釈できよう。

このほか、年号が推定できる石屋善左衛門宛 とみられる幕閣書状が 3点ある。①元和 3年 2月 の酒井

忠利・土井利勝・安藤重信・伊丹康勝連署状 (史料 18)、 ②元和 6年 6月 の安藤重信・伊丹康勝等 5名

連署状 (史料 19)、 ③元和 9年間 8月 の青山忠俊書状 (史料 20)、 の 3点であるが、ほかに年不詳の④ 3

月 3日 付板倉勝重書状、⑤ 5月 9日 付酒井忠世家来衆 5人連署状、⑥ 10月 8日 付代官守屋左大夫書状、

⑦ 12月 16日 付石屋善左衛門拝領屋敷地坪数書上 (神奈川県史 :資 9)も ある。 これ らの史料から慶長 10

年以後の江戸城普請において、善左衛門の協力と馳走が不可欠であったことがわかる。
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とくに元和 3年には切石を一万個用意させ、手持ちの切石の数量を問い合わせている。これは、幕府

が城郭普請用に買い取る予定の切石であり、一万個 という数か らみて雁木石や建物土台等に使うもので

あろう。さらに 「この跡は、切石はや り申し候へども、今ほどは切石御普請も御座なく候」 (史料 18)

と幕府の年寄・奉行 らが述べた点は注目される。この一万個の切石すべて、建材用石材、敷石、雁木な

どに限定され使用されたものであるなら、城郭普請における切石 (精加工石材)需要は、中世寺社造営

の場合 と比べ、比較にならないくらい大量の需要があったといえる。「この跡、切石はやり」 と述べた

ときの 「この跡」は 「今後」の意か 「これまで」の意か決定しにくいが、今後の見通しとして述べたと

解釈すれば、今後の切石の需要予測を行ったものとして重要であり、その予測の上に 1万個もの切石の

ス トックを善左衛門に確認し発注したと理解できる。

慶長期の江戸城石垣の隅角は割石が主体であり、切石を使った普請箇所はごくわずかであったらしい。

しかし元和期になると、切石を石垣の角石などに利用する普請が、かなり広まったと推狽Iさ れる。幕府

年寄が元和 3年の普請では 「切石御普請」箇所はないと述べたので、切石を使用した石垣普請が、なお

十全に展開していない状況を知ることができる。しかし、城内の石垣遺構の状況からみて、江戸城石垣

が、自然石や割石ばかりで積まれた段階から切石も加えた段階に転換したことは明確なので、そのよう

な転換が、元和・寛永期の江戸城普請で、どのように展開したか検討することは大きな課題といえよう。

この転換にあたり、石垣以外の建築用材 (敷石 。雁木石など)と して大量の切石が、城内に運ばれ施工

されていた動向に影響されていないのか、という点も検討すべきであろう。このように切石が城作 りの

様々な場で多用される時代になると、もともと「切石」に優れた技術を持っていた石屋善左衛門らの役

害1は高まったと推測される。

その後、善左衛門は元和 6年 (1620)の大手門裏側の土居普請や、元和 9年の天守台脇の辰巳御門脇

石垣普請において、それぞれ腕のよい石切職人を配下から提供するよう求められた (史料 19。 20)。 土

居裏側での雁木石の階段施工だけでなく、門台など低い石垣での切石積み普請箇所に動員されたのであ

る。予想通 り、切石積みが城内で多用されはじめたのである。 これ ら幕閣書状は、元和年間から江戸城

で切石積みの技術が珍重されはじめ、小田原石工が注目され、重要な役割を果たしはじめたことが窺え

る貴重な文献史料であった。

こうして元和以後、切石の普請箇所が増加するにつれ、小田原石工の役割が大きくなったが、寛永 7

年、三代善左衛門に代替わ りするとき、当主幼少のため小田原に引き込まねばならなくなった。技量な

き棟梁が出てくると、然るべき人材の輩出を待たなければならない。それが技術者集団の棟梁の宿命で

あった。したがって、寛永期後半から石屋善左衛門家の活動は低迷期に入 り、17世紀後半以後の公儀普

請の衰退とともに、江戸城普請の表舞台から去ったと思われる。その後、江戸中期 (宝暦12年)に、か

つての名声をあてにした久野村の名主・組頭らは、村領で採石される石材を 「地売 り」だけなく「江戸

売 り」も日論見、板橋村の石屋棟梁善左衛門に落への採石許可や江戸販路確保において協力を依頼した

(神奈川県史 :資 9、 884頁 )。 石屋棟梁のブランドに期待 したわけであるが、その後の顛末は不明であ

る。

2節 熱海の石丁場における諸大名の採石活動
熱海の石丁場に関する文献史料は、さほど多くない。しかも断片的なので、文献史料だけで系統的に

石丁場の変遷を追うことは難 しい。石丁場の残石・標識石に刻まれた刻文や刻印、さらには発掘調査等

の成果 と関連させ検討するのが課題に迫る近道であ/Dう 。発掘調査担当の栗木崇氏より多くの助言を得

たので、これまでに得 られた調査知見をできるだけ参照したうえで、史料編に掲げた主要な史料群を読

み解いていきたい。
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まず熱海市域に散在する石丁場の稼働の実態を窺う前に、伊豆石を必要とした江戸城に関し、その公

儀普請の実施過程の概要を簡単に押さえ、伊豆・西相模からの石材搬送を伴った公儀石垣普請を絞 り込

みたい。

1 江 戸 城 普 請 の 実施 過 程 と伊 豆 石 丁 場

江戸城における公儀普請は、関ヶ原 (慶長 5年)での東軍勝利をうけ、徳川家康が征夷大将軍に就任

(江戸幕府開設)した慶長 8年 (1603)以後に現実のものとなる。それ以前は、徳川家といえども豊臣

政権下の一大名にすざず、江戸城も地方城郭の一つであった。公儀の城郭として、慶長 9年 6月 ようや

く公儀普請の動員令が出され、東国大名に堀方、西国大名に石垣方の普請が命ぜ られ、約30の大名 (知

行総高約530万石)が伊豆で採石を開始 した。慶長H年 になると二代将軍秀忠の命令で約20家が動員さ

れ、約三千艘の石船が動員され、毎月一万三千個の大石が江戸に運ばれたという。 12年 にも東国大名が

動員され石材運搬や天守台改造などが行われ、同年、慶長期の江戸城天守が成った (皇城編 1、 竹井

1980、 小松 1985、 鈴木1995な ど)。

慶長 9～ 12年 に行われた一連の公儀普請を、江戸城石垣普請の第 1期 としておこう。続いて慶長 15・

16年 に、西ノ丸の堀普請や西ノ丸下の石垣・堀普請があり東国大名が動員されたが、これを 2期 とした

い。第 3期は慶長 19年の本丸・三ノ丸・西ノ丸などの石垣普請である。動員令は慶長18年 10月 に発令さ

れ、西国大名34家以上が動員されたが、 19年 9月 末、大坂陣のため普請途中で中断となった。なお 「明

良洪範」によれば、 19年 8月 6日浅野家担当丁場の石垣が雨のため 3度 も崩れ、 9月 には黒田家の担当

丁場でも石垣が崩壊したという (皇城編 1、 小松 1985な ど)。

元和年間の江戸城普請は、元和 6年に東国大名 9家以上で石垣普請が行われたが、 4年から関連の普

請があったので、元和 4～ 6年を第 4期 とする。続いて元和 8年に本丸で石垣や堀の大がかりな普請が

あり、元和 9年の天守改築につながっていくが (小松 1985)、 これを第 5期 とする。

寛永年間になると、寛永 4年の日比谷門・梅林坂門の石垣普請ののち寛永 6年に、内堀の浚渫、西ノ

丸での総延長1750間にわたる石垣普請などが行われた。寛永 5年 11月 に動員令がでた、この石垣普請を

第 6期 とする。第 6期 の普請では石材を運ぶ寄方に38家以上、寄せた石で石垣を築 く築方に約70家、合

わせて100家以上の大名が動員された。領知高の小さい東国大名が多いか ら大名数が多くなったのであ

る。寄方では彦根藩井伊家と御三家の尾張徳川家、紀州徳川家、大和郡山城の松平忠明、姫路城主本多

忠政などが有力大名であり、築方では水戸徳川家、仙台藩伊達家、福井藩松平家、高田藩松平家 。米沢

藩上杉家などが有力大名であり、西国外様大名からは広島藩浅野家、熊本藩加藤家などが例外的に加わつ

ていた (松尾 1986、 北原糸子 1999)。 このように第 6期普請では、御三家や御家門が陣頭にたち、東国

大名や有力譜代が主体となって普請を進めた。

伊豆からの石材運送は寛永 5年から始まり、酒井忠世・土井利勝・酒井忠勝 。永井尚政 ら老中クラス

の譜代大名が組頭となり、伊達政宗 ら東国大名中心に編成した組と競いあった。伊豆における石材採取

を監督するため、伊豆石奉行 (佐藤継成 。大久保康村など5人 )、 伊豆船奉行 (向井忠勝 ら3名)が任

命された (皇城編 1)。

このあと寛永 7年、寛永12～ 20年 にニノ丸の普請 。作事がなされたが、むしろ寛永 12・ 13・ 16年 に行

われた外堀の堀普請と石垣普請が大きな工事であった。 とくに寛永 13年の外堀普請は全国から諸大名を

動員 し、伊豆でも大がかりな採石が行われたので、これを第 7期 としておこう。

第 7期の外堀普請は、寛永 9年の大御所秀忠死後に行われた公儀普請として最大といってよく、H3

家もの大名・小名が堀方52家 と石垣方61家 に分かれ動員された。前年から伊豆での石材調達が始まり、

多 くの大名が奉行・下代を伊豆に送 り込み、石丁場確保でしのぎをけずった (北原 1999)。 まさに家光
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親政の真価を占う大事業であった。

この外堀普請と平行 して、寛永 15年の天守改築にむけた関連工事があり、 16。 17年 にも本丸で石垣な

どの普請も行われたが、大名の動員等については不明である。その後、慶安 3年にかけ建築中心の工事

や関連の普請がなされ、明暦 3年の大火 (明暦大火)に至る。明暦大火後の万治元 。2年 (1658。 9)

の公儀普請では、前田家による本丸天守台石垣修築が著名であるが、これは瀬戸内海の犬島産花南岩で

築かれ、伊豆石を使っていない。

したがつて、伊豆で大がか りに石材を求めた公儀普請としては、上記のごとく、第 1期の慶長 9～ 12

年、第 2期の慶長 15・ 16年、第 3期の慶長 19年、第 4期の元和 4～ 6年、第 5期の元和 8年、第 6期の

寛永 5。 6年、第 7期の寛永 12・ 13年の外堀普請、にとくに注 目しなければならない。

白峰旬氏によれば、『東京市史稿 (皇城編 1)』 イこ掲載された古文書のうち、石材運漕や石垣普請に関

わる文言が見 られるものをリス トアップすると、慶長H年 (1期)34点、慶長19年 (3期)3点、元和

4・ 6年 (4期)14点、寛永 5・ 6年 (6期)14点、寛永 12・ 13年 (7期)12点、となり、ほかに寛永

12年 のニノ丸普請関係 2点、寛永 14年 の本丸普請関係 3点、寛永 16年 の西の丸関係 2点などとなってい

る (白 峰2009)。 古文書史料の残 り方からも、上記の 7期が重要な石垣普請であったことが窺える。

2 熱 海 の村 々 と石 丁 場

ここで、熱海の石丁場が所在する村の概況を、『日本歴史地名大系 (静 岡県)』 や『熱海市史』『網代

村史』などによって紹介 しておこう。

本文の熱海市内石丁場群位置図には、泉・伊豆山・熱海・多賀 。網代・初島の 6地区に27カ所の石丁

場を掲げるが、 6地区はそれぞれ行政上異なる来歴をもつので、簡潔に整理しておく。泉地区は近世の

泉村、伊豆山地区は近世の稲村・伊豆山村、熱海地区は熱海村、多賀地区は上多賀村・下多賀村・下多

賀和田木村、網代地区は網代村に、ほぼ対応する。初島は近世の支配関係は熱海村と同じなので、熱海

村 といっしょに説明したい。

まず、近世の泉村と稲村は、相模国足柄下郡の官上村 (現在の神奈川県湯河原町)の飛び地 (枝村 )

であり、宮上村262石余の一部をなしていた。元亀元年 (1570)の 今川氏真判物に 「泉之郷Jと あるが、

近世になると最初幕領となり寛永初期から小田原藩領となった宮上村の枝村として扱われた。これ以外

の 7カ村 (伊豆山村・熱海村・初島・上多賀村・下多賀村・下多賀和田木村・網代村)はいずれも伊豆

国賀茂郡に属す。このうち伊豆山村は中世から近世末まで伊豆山権現 (走湯権現・伊豆山神社)の社領

であり、元禄郷帳では村高300石、明治 3年の家数は110あ り、そのうち伊豆山神社の神主 。社僧が19軒

あつた。村は伊豆山神社の別当股若院の支配をうけたので名主をおかず、年寄を置いて統治した。宮上

村の飛び地稲村は、明治 12年、伊豆山村に併合された。村内の 「森山」に置かれた石丁場については、

土肥門川村の庄兵衛が運上金 7両で営業を請け負ったと、天保11年 (1840)の 「石丁場請負証文」 (史

料37)にみえる。

熱海村・初島は、江戸初期か ら幕領で、寛文 3年 (1663)か ら小田原落領 となったが、貞享 3年

(1686)再び幕領とな り幕末に至る。初島には文禄 4年 (1595)の 検地帳があり、家数38と 約14町歩の

畠地・屋敷地が掌握され、元禄郷帳の村高は93石余であった。熱海の慶長H年の検地帳にみる村高は613

石余、元禄郷帳では643石余で、 17世紀末の家数は143(湯持 27、 百姓 76、 水呑39、 医者 1)で、人口約

900の 大きな村であった。天保 15年 の 「村々様子大概書」 (江川文庫)によれば、家数269、 人口H85と

増えてお り、温泉湯治の村として、観光漁業や雁皮紙・干物・柑橘類などの生産で繁栄していた。なお

熱海も初島も漁業が盛んであり、網代村の漁民と漁場争論を何回も引きおこしている。江戸初期は石材

輸送用の船も相当数あったと思われる。
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上・下多賀村は、天文年間から「多賀郷」と呼称された地域であるが、近世初頭に上多賀・下多賀・

下多賀中村・下多賀和田木などの枝郷に分かれた。上多賀と下多賀に分かれたのは慶長 15年 (1610)以

前であつたことが、同年の検地帳か ら確認される。 しかし、元禄年間までに下多賀中村は下多賀村に併

合され、下多賀和田木村は天保末期に下多賀村に併合された。したがって、幕末には上多賀と下多賀の

2カ村となっていた。多賀郷 4カ村の支配の変遷は同じである。近世初頭から幕領で、寛文 3年 (1663)

に小田原藩領になったのは熱海村・初島と同じだが、その後天明 5年 (1785)に石見国浜田落領となり、

寛政 4年 (1792)に幕領にもどり、文化 8年 (1811)か ら旗本鈴木領となり幕末に至る。

網代村の変遷も多賀郷 4カ村と似ている。寛文 3年に幕領から小田原藩領になったのは同じだが、貞

享 3年にいったん幕領にもどったあと、宝永 8年に再び小田原藩領となり、天明 5年から石見国浜田藩

領、天明 6年から幕領 (韮 山代官領 )、 文化 8年からは族本酒井領と幕領の相給村となり幕末に至る。

上・下多賀村と網代村の村高と家数 。人日の状況は、以下の通りである。

○上多賀 :元禄郷帳295石余。宝永 7年家数 120、 人口564。 天明 8年廻船 2、 天当船 3。

○下多賀 :元禄郷帳216石余。宝永 7年廻船 2、 天当船 2。 宝暦 9年家数132(村役人 6。 本百姓48・ 水

呑借家78)、 人口666。

○網 代 :慶長15年村高36石余、家数289。 元禄郷帳44石余。宝永 3年家数 283、 人口1543、 船81。 宝暦

7年船数62(廻船 6、 小廻船 2、 押送船 14、 小押送船 2、 大天当船 15、 小天当船20、 丸木船

3)。 天保15年船数84、 役永H貫900文。

上・下多賀村の地先の漁業権は網代村が独占してお り、網代は漁業と海運に従事する船を80艘以上所

持 し、わずか44石の土地に1500人以上の人口を維持する非農業村落であった。石丁場が多いのは上・下

多賀の 9ヵ 所と、網代の 5カ所であったが、石丁場での稼ざが慶長年間以後、大きな収入源となったこ

とも人口が多い要因の一つであろう。

なお、石丁場関連の古文書を所蔵するのは、伊豆山神社と、網代の旧家、岡本家と聞間家であった。

網代の名主をつとめた聞間家の先祖は、楠正成に味方 した菊池武敏の一族といい、奥州で兵を起こした

が敗走 し伊豆半島に漂着し、伊東氏の家来 となり網代の湯ケ洞に城を構えたという (網代村史)。 また

永正元年 (1504)聞間七郎大夫実次が臨済宗慈恩寺 (も と真言宗利権院、来宮神社・阿治古神社の別当

寺)を再興し善修院 (曹洞宗)と改めたという伝承もある。

同じく網代の名主をつとめた岡本家は、もと大和岡本出身の上豪であったが、戦国時代に伊豆に定着

し、村落土衰として地位を固めたという。北条氏が天正 17・ 18年に、豊臣政権 との戦争に備え領内全体

に臨戦態勢をしいたとき、北条氏規から馳走を求められた。天正年間の岡本善左衛門は、北条氏被官と

なっていたのである。また在地の代官・百姓に兵糧米を貸与する前貸支配も行い、在地土豪としての基

盤も形成されていた (岡本家文書 )。 北条家滅亡後の動向は不明であるが、在村の郷士的存在として生

き延び、百姓身分の名主となり、天下普請にあたっては幕府や諸大名の御用にこたえた。加藤清正が慶

長年間に岡本弥一郎あてに書状を出したのも、在地土豪としての地位が確保されていたためであろう。

3 熱 海 の石 丁場 と諸 大 名 によ る採 石

ここで、文献史料や残石・標識石の刻文・刻印などを手がかりに、熱海の石丁場が江戸城の公儀普請

にどのように関わっていたのか検討しよう。

(1)慶長11年の加藤清正書状

最初に慶長 11年 (1606)と 推定される、加藤清正書状 (史料21)力 らゝ検討する。 この書状の冒頭は

「未だ案内なく候といえども、 この両人の申すに任せ、一書を申し遣わし候」で始まる。使者の両名か

ら聞いたところにより、この手紙を送るという、素っ気ない前置きである。宛名の岡本弥一郎と発信者
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である加藤清正の間に全く面識がなかったことがわかる。本題に入ると「しからば石舟の下積の割 り木

の儀、馳走ありたきの由に候。様子の儀は、両人申ししだい馳走あるべく候。重ねてそこもとに見廻 り

候刻、面にて申さしむべく候」と記し、石舟の下積みとして積載する割 り木の調達について馳走するよ

う頼む。そちら (熱海)へ使者両名を再び見廻 りに行かせるので、割 り木積み込みに関する詳細な注文

は両名から面談し綾々頼むことになろう、と述べるので、弥一郎に具体的に何を期待しているのかわか

りにくい。さらイこ「江戸に参着も候はば、その節を期し候。なお両人申すべく候」と締め括るが、江戸

に参着する時があれば会いたいという点から、清正としても岡本氏に気遣いはしている。しかし、ここ

でも詳しくは両名の使者が回頭で伝えると述べるので肝心の用向きを具体的に知ることができない。

加藤清正は慶長 8年 (1603)従四位下肥後守 とな り、慶長16年に病没したので、 この書状の年次は

1603～ H年のものと、まず特定できる。さらに書状の内容か ら、江戸普請のため清正が江戸にいたとき

発給された可能性がたかい。加藤清正は慶長 8年に江戸市街の公儀普請に動員されたあと、慶長10年、

江戸に屋敷を拝領 した (新熊本市史)。 これは西国外様大名が慶長 10年前後から順次江戸屋敷を持ち始

める動向と符号する。つづいて慶長11年、江戸城桜田門付近や西丸大手門橋で石垣普請を担当したが、

その石材を伊豆で調達 したのは慶長 9・ 10年 とみられる。 したがって、この書状の発給時期は、慶長 9

～H年の幅で考えるべきであり、慶長H年に特定するのは拙速であろう。慶長 10年 も候補となるように

思われるからである。清正はそのあと、同年末からの駿府城、慶長 15年の名古屋城、慶長16年の禁裏 と

立て続けに公儀普請に動員された。

「伊豆石場之覚」 (史料24)に よれば、多賀と網代の石丁場について、「先年」つまり慶長年間は細川

越中守の石丁場として利用されたが、寛永 6年は、細川家は大坂城普請に出た直後でもあり江戸城普請

に出役 していないので、紀伊徳川家など他大名の石丁場となっていた。そこで寛永H年には 「石多く湊

よし、堅石」 と評価 し、 12・ 13年の江戸城普請の石丁場として再び確保しようとしていた。しかし、寛

永 12年 の 「伊豆相模細川忠興組石場覚」 (史料25)をみると、慶長年間に加藤肥後守 (清正または忠広 )

が、多賀と網代に石丁場を持っていたと書き上げてお り、次にみる慶長18年の上佐藩山内家の石奉行の

覚書 (史料22)で も、網代で加藤忠広が採石し船に積んだと報告 している (表 7)。 したがって網代に

残る、この加藤清正書状は、上記の細川家史料 (史料25)の書上げの裏付けとなると同時に、加藤家が

慶長 9年から、すでに網代・多賀の石丁場を利用し始めたことを示す有力な証拠でもあった。

岡本弥一郎は、岡本家に属する人物であるが、生没年・続柄等は不明である。岡本弥一郎のもとに使

者 にたった 2名は、清正の側近家臣もしくは御用商人かと推定される。江戸普請の資材調達に精通した

者 と推定され、清正の信頼をうけ、石舟手配、石材・材木などの調達にあたり、岡本氏の協力が不可欠

と考え清正に紹介したと推測される。

ただ、石垣石材や石輸送にどれほど岡本氏の役割を期待していたのか、この書状では不分明である。

それが、この清正書状の難点であるが、石材輸送や石材調達に岡本氏は何 らかの関与をしたと、今は推

定 しておきたい。書状の文面では、割木の回漕のことのみ依頼 しているので、岡本家は石垣を据える土

台木や杭木の調達において評判の実力者であったことは間違いなかろう。それは、小田原の石切棟梁青

木家が杭木や土台木の調達や施工に精通していたことと似通っている。石丁場での巨石の切 り出し作業

と、石垣土台の割木調達は、兼営しやすい事情があったのかもしれない。

ともあれ、こうした使者を介し肥後54万石の大名、加藤清正が、伊豆の漁村 (網代村)の名主である

岡本氏に書状を出し協力を依頼したことは重要である。慶長H年の江戸城公儀普請にあたり、網代・多

賀 の石丁場から、加藤家が使者を派遣し石や材木を運び出した。 吻日藤肥後守清正」の名が刻まれた残

石 は、熱海市域の石丁場では確認されていないが、小田原市などでは確認されている (大島1999)。
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(2)石 丁場 に残 る刻文

熱海市域の石丁場で確認された刻文では (A)「是ヨリにし有馬玄蕃 石場 慶長十六年 七月廿一

日」、 (B)「羽柴右近」、 (C)「浅野紀伊守内 左衛門佐」、 (D)吐ヒノ石ヨリ南西 京極丹後守石場J、

(E)「羽柴丹後守 けい長九年」、の 5つが、 とくに重要な文字史料といえるので、ここに刻まれた近

世大名の経歴 と江戸城普請との関わ りを簡潔におさえておこう。 (A)「有馬玄蕃」 (B)「羽柴右近」

(C)「浅野紀伊守」の三つは下多賀の中張窪 。瘤木の石丁場内にあり、 (D)「京極丹後守」は同じ下多

賀の南ケ洞・湯ケ洞石丁場、 (E)「羽柴丹後守 慶長九年」は伊豆山の礼拝堂石丁場にあったものであ

る。

(A)「有馬玄春石場 慶長十六年」は、有馬玄蕃 (有馬豊氏)の石丁場であることを明瞭に示す標識

石である。慶長 16年の江戸城普請 (第 2期)は、東国大名を中心に13家以上が動員されたが、江戸城西

の丸および吹上まわりの上居普請と石垣修築が主林であった (皇城編 1、 小松 1985)。 しかし、慶長 7

年か ら丹波福知山城主となり8万石を得ていた有馬豊氏が動員されたという記録はない。また寛永H年

(1634)「伊豆石場之覚」の多賀の石丁場の 「先年」の記述のなかにも有馬氏の名はみえない。しかし、

慶長 16年 に 「有馬玄蕃」と名乗る武将は豊氏しかないので、この標識石が後年の造成でない限り、彼が

下多賀の中張窪・瘤木に石丁場を設定 したことは間違いない。

有馬豊氏は、永禄12年 (1569)播州三木に生まれ、豊臣秀吉の家臣とな り3000石 を得て文禄 3年

(1594)に従五位下玄蕃頭となった。秀吉死後、徳川方に付き奔走し慶長 7年に福知山城主となり、父

の遺領 2万石を加増され 8万石の大名となり、慶長 12年 の駿府城、慶長 14年 の篠山城、慶長19年の江戸

城の公儀普請に動員されたという。大坂の陣でも手柄をたて元和 4年・ 6年の大坂城修築にも従事した。

元和 6年 13万石の加増があり、久留米城主として転封、筑後21万石の大名となった。その後も、寛永 12

年の江戸城ニノ丸普請に動員され、寛永15年 に島原の乱で活躍し、寛永 19年久留米で死去、69歳であつ

た (寛政譜)。

このように周知の系譜では、慶長H年・ 16年 の江戸城普請動員についてふれていないが、慶長H年 2

月に発令された江戸城石垣普請の助役大名の中に有馬豊氏の名前が入ってお り、伊豆石を3000艘の船で

運んだ事業に加わつている (皇城編 1)。 したがつて、標識石は 「慶長十六年」 と記すが、有馬豊氏が

最初に中張窪・瘤木石丁場に入ったのは慶長 9～ 11年 とみたほうがよい。では、慶長16年 に動員されて

いないのに、何故こうした年号を刻んだのだろうか。慶長 16年 の江戸城普請には、慶長11年 の江戸城石

垣普請に動員された西国大名はほとんど出ていないので、他の大名に石丁場を取られないよう、あえて

こうした標識石を設置したのかもしれない。

あるいはまた、結果的に動員されなかったが、動員があると想定し、あらかじめ石丁場確保を行い、

動員がないと決まったあと、幕府へ石材献上だけ行ったとも想定できる。 これだけ明確な標識石を残し

た以上、慶長16年 に有馬家は伊豆で何 らかの採石活動を行ったとみるべきであろう。

(B)「羽柴右近」は津山城主森忠政に比定されている。 しかし、忠政の嫡男忠度も右近大夫と名乗る

ので合わせて確認しておきたい。

森忠政は、織田信長の家臣森可成の三男であり、次男長定は蘭丸の通称で知 られる信長の小姓で、天

正10年 (1582)本能寺で主人とともに討ち死にした。天正 12年 には長兄長―も小牧・長久手で戦死した

ので、兄長―の跡を継ぎ、美濃金山にあって 7万石を相続。天正13年早くも従五位下右近大夫となり、

天正 15年 には従四位下侍従に昇進 し羽柴の姓を与えられた。太閤死後、徳川家康に重用され慶長 5年、

信濃川中島城主となり13万 7500石を領知し、同年、徳川家の上杉征伐に従軍し上田城で軍功をあげた。

慶長 8年に美作に転封し津山城主 18万 6500石 となり、そののち美作守と改める (寛政譜)。 慶長10年、

江戸城普請の命をうけ、慶長11年の江戸城普請に動員されたことは 「徳川実紀」「慶長見聞録案紙」な
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どイこ「森右近大夫忠政Jと あることからわかる (忠義公紀 1)。 少なくとも慶長H年頃までは右近大夫

と称していたようである。その後、慶長12年 の駿府城、 14年 の篠山城・亀山城、15年の尾張名古屋城と

公儀普請に従事 した (寛政譜)。 大坂陣で活躍 したのち元和 3年 5月 、領知判物を拝領したが、その際

の宛名は 「美作侍従」であった (藤井2008)。 忠政が 「美作侍従」 と称した頃は羽柴姓を使 うことは憚

られたはずであり、「羽柴右近」の名乗 りを使ったのは大坂陣以前までである。忠政はその後、寛永 3

年の将軍上洛に供奉し、従四位上中将に昇進し寛永H年に死去 した。

忠政の嫡男忠廣は、慶長 9年美作生まれで、元和元年はじめて 2代将軍秀忠に拝謁し従五位下侍従と

なり右近大夫と称 した。寛永 3年、前田利常の娘を正室に迎えたが寛永10年父より先に30歳で早逝した。

そ こで、忠廣の弟長継が養子となり、寛永 10年早速将軍家光に拝謁し従五位下内記と称し、翌年遺領相

続が認められた。その後、寛永 12年の市ヶ谷御門石垣修築や寛永 15年 の島原の乱、万治 2年の江戸城二

ノ丸石垣普請などに従事し、延宝 2年に隠居 した。

したがつて、元和元年から寛永 10年までの津山藩森家で 「右近」を名乗るのは忠廣であるが、羽柴と

名乗ることはなく、この時期に森家が動員されるような江戸城普請もなかった (大坂城に動員されたが)。

したがって、「羽柴右近」と刻んだ標識石を置いた時期は慶長 10～ H年の 1期か、慶長19年の 3期 に特

定されるが、最初に中張窪・瘤木石丁場を利用 しはじめたのは、慶長 10。 11年の第 1期 とみるのが自然

であろう。

(C)「浅野紀伊守内 左衛門佐」の浅野紀伊守は、浅野長政の嫡男浅野幸長である。元和 5年に和歌

山か ら広島に転封 した浅野家において紀伊守を得たのは、浅野家二代の幸長だけなので (但 し四代光晟

が隠居 した延宝元年から紀伊守を名乗るが、 この標識石 とは結びつかない。寛政譜)、 この理解で間違

いない。その家来である 「左衛門佐」については、加賀藩の穴生方後藤家六代目の彦二郎が編さんした

「文禄年中以来等之記」 (石垣技術史料 I)において、慶長19年 の江戸城普請に動員された浅野家の丁場

で 3度にわたって石垣が崩落した事件の逸話を記録 したなかで、浅野家の家臣「浅野左衛門佐」 として

全場する。慶長 19年 の江戸普請は幸長の跡を継いだ但馬守長晟が担当し、その江戸普請の担当総奉行が

左衛門佐であった。左衛門佐は、先代の幸長が動員された慶長 9～ H年の第 1期普請においても、中張

窪・瘤木石丁場を確保し、主君のため奔走したことを、 この刻文が雄弁に物語る。

彼の主人である幸長は、天正 4年 (1576)、 近江坂本に生まれ、天正 17年従五位下左京太夫 となり、

秀吉の寵愛をうけたが、関白秀次事件に連座し能登に流された。慶長元年罪を赦され、翌年か ら朝鮮の

再役に出陣しウルサン城などに籠もって戦った一人であった。慶長 3年帰国したあと、石田三成と対峙

し、関ヶ原合戦では先手衆として岐阜城を攻めた。大坂城西ノ丸接収で功をあげ、戦後紀州38万石を得

て和歌山城主となった。慶長 6年には従四位下紀伊守となり、慶長 15年の尾張名古屋城普請に参加した

が、慶長 18年 8月 和歌山で死去した。このあと弟長晟が跡を継ぎ但馬守と称したが、元和 5年の福島正

則の改易により広島に転封した (寛政譜)。 幸長が紀伊守と名乗った時期に該当する江戸城普請は、 1
期・ 2期であるが、 2期は前述の通 り東国大名中心であり、浅野幸長の動員記録はないので、 この刻文

石は第 1期のものと見るのが妥当である。

したがつて、多賀の中張窪 。瘤木の石丁場は、慶長 9～ H年に初めて開設され、当初から津山城主森

家、和歌山城主浅野家、福知山城主有馬家の石丁場とな り、競合していたのである。つまり中張窪・瘤

木の石丁場はそれほど広大で、良き石材に恵まれていたことの証左となろう。だから、慶長16年に有馬

豊氏は、 この丁場をいち早く確保しようと標識石を立てたのであろう。慶長19年には、慶長 H年 と同じ

西国大名が数多 く動員されたので、森家・浅野家 。有馬家は、再びこの丁場を利用したと推定される。

ただし、さきに見た加藤清正・忠広が利用した丁場は、多賀の大西ケ洞、網代の京案寿 (教安寺)谷で

あり、中張窪・瘤木の石丁場とは場所が異なっていた。
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(D)「京極丹後守石場」 と (E)「羽柴丹後守 慶長九年」は京極高知とされている。高知は京極高吉

の次男で、兄の高次は淀殿の妹 (浅井長政女子)常高院を正室とし、織田・豊臣両家に仕えた。のち徳

川家の取 り立てをうけ、若狭の小浜城主などとなった。高知は元亀 3年、近江小谷に生まれ、天正 19年

蒲生郡で 5千石を領し、文禄 2年外舅毛利秀政の遺領を相続 し、信濃伊那郡 6万石を得て飯田城主とな

り、従四位下、羽柴伊那侍従 と称した。秀吉死後は徳川方に付き、慶長 5年、徳川家に従い上杉征伐に

出役、岐阜城攻めでも奮戦した。兄高次は大津城で東軍のため孤軍奮戦し敗退したが、高知の説得で高

野山か ら徳川家に復帰した。 こうした功績により高知は慶長 5年、丹後で12万石を得、田辺城主ついで

宮津城主となった。その頃丹後守となったとみられ、大坂の陣でも活躍し元和 8年死去した。高知の跡

を継いだ高広は、元和 2年従五位下采女正となり、元和 8年から宮津藩 8万石を領知し、寛永 2年か ら

丹後守と称し、承応 3年隠居 した (寛政譜)。

したがって、京極家で慶長～万治期に、丹後守を名乗った人物は 2人いた。慶長年間から元和 8年ま

での高知と、寛永 2年か ら承応までの高広の 2人である。 しかし、「慶長九年」 という刻文もあるので、

「羽柴丹後守」にふさわしいのは高知であり、高知が慶長 9年、伊豆山村の礼拝堂石丁場で採石を行い

江戸に運んだ。伊豆山村の稲村丁場や岸谷丁場も、そこで京極家の刻印が確認されているので、同様に

慶長 9～ H年の 1期普請か ら京極家の石丁場であつたとみてよい。多賀の南ケ洞・湯ケ洞石丁場に残る

「京極丹後守」の標識石も、慶長 9～ H年に始まる京極家の石丁場であつたことを示す証拠とみてよか

ろう。

なお土佐山内家史料を見ると、慶長H年 2月 上旬の江戸城普請の助役大名として京極高知の名がみえ

る。ただし、その氏名表記は不正確で 「慶長見聞録案紙」には 「京極丹後守忠高」 とあり高知と間違え

ている。また 「御手伝覚書Jは 「京極修理高知」、「慶長 日記」は 「京極丹波守」 とし三者三様の表現を

とる (忠義公紀 1、 皇城編 1)。 しかし、 (D)(E)の 標識石や刻印 (囲)の分布から、丹後守高知の

石丁場が、多賀や伊豆山村に存在したことは間違いない。また慶長H年のあと、慶長19年や寛永13年 の

江戸城普請にも京極氏は参画 しているので、その際も南ケ洞・湯ケ洞丁場や伊豆山の石丁場が利用され

た可能性は高いが、史料24・ 25に は記述がなかった。

なお寛永 11年の 「伊豆石場之覚」は、伊豆山の稲村の石丁場について、寛永 6年の江戸普請の際、京

極丹後守高広の石丁場であつたと記すが、高広が寛永 6年の江戸城普請に動員されたという記録はない。

文献にみえるのは丹後峰山藩の京極高通 (1万 3千石)であり、支家のほうと間違えた可能性がたかい。

京極の支家は、かつて本家が利用した石丁場の用益権を借 り受けて採石したのではないか。

(3)大名家史料にみえる熱海の石丁場

このほか土佐山内家の石奉行由比元之が、慶長19年 の第 3期普請にあたり、伊豆山・熱海・多賀 。網

代方面での諸大名の採石活動の様相を、同役と推定される団権助に報告した覚書 (史料22)力 あ`る。竹

井敦子氏はじめ、多くの論文が紹介するが (竹井 1980、 北原1995な ど)、 今回の調査でも原本を確認で

きなかった。この書状によれば、伊豆山 (史料22は 「伊豆ノ山」 とするが伊豆山村と解した)は姫路城

主池田玄隆 (利隆)の石丁場であり、採石が終り、人影なく石番だけ残ると記す。熱海は津山城主森忠

政の石丁場であつたが、ここでも今は石番だけとなり、多賀では佐賀城主鍋島勝茂が採石を終えてお り、

広島城主福島正則の石丁場では300人程の人足が働いていたという。網代は熊本城主加藤忠広の石丁場

であ り、600人程の人足が働いていたと報告する (史料 22)。

この書状にみえる池田 。森・加藤・福島・鍋島の五家いずれも、慶長 11年の第 1期に動員されている

ので、慶長 11年 に続き、慶長 18・ 19年 も伊豆山や多賀の石丁場を稼働させたと思われる。切 り出したが

使わずに終わった残石に関し、石番を置いたというから、 2期、 3期 と再三にわたり動員をかけられた

大名側として、同じ場所で石丁場確保を行つたとみるのが妥当であろう。
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同じ土佐山内家文書のなかに、伊豆に派遣された石奉行 2名から国元の家老生駒監物木工・普請惣奉

行桐間兵庫に宛てた、慶長18年 と推定される書状 (史料23)があり、石丁場確保の仕方について興味深

い指摘を行っている (北原 1995)。 この書状も、早川から橋取までの石丁場の状況を前提にしているの

で、熱海市域の石丁場も見分したうえでの報告とみなければならない。書状の内容については、北原糸

子氏が詳 しく検討しているが、さらに付言すれば、その 5条 目は石丁場の争奪状況の一端が読み取れ注

目される。

慶長11年以来、上述のとおり熱海から稲取にかけ、池田家・森家・福島家・鍋島家 。加藤家・黒田家・

田中家・細川家・生駒家・毛利家・寺沢家・山内家などが石丁場を設定していたが (表 7)、 そこに紀

伊徳川家と尾張徳川家の 「御石場改」の役人が乗 り込み、山内家の石丁場についても詮索しはじめた、

という文言で 5条 日は始まる。そのあと紀伊・尾張両家の役人は 「ここもとの年寄団十郎・六郎左衛門

に手形仕 り候へと申され、余浦の手形御みせ候」 とあるから、地元の村役人 (国十郎・六郎左衛門)に、

他の村で取 り決めた石丁場手形を見せ、山内家との石場提供契約の変更をせまったものと解釈できる。

そ こで村役人は紀伊家・尾張家から示された石丁場手形を、山内家の奉行に見せにきた。提示された手

形をみた山内家の役人たちは、これでは石丁場を奪い取られると思ったのか、山内家の石丁場手形の条

件を書き直し、それを村方に渡し石丁場の変更を食い止めたらしい。それで、書き直した証文や紀伊・

尾張の示 した手形写を国元の家老たちに送っている。ここから、うかうかしていると、他の有力大名に

石丁場を横取 りされかねない状況が窺える。石丁場の激しい争奪があったがゆえに、すでに石丁場とし

て確保 した場所は、そう簡単に手放せなかったのではないか。

また、石丁場での労働編成には、各大名が直接 日用を雇い、石切作業を行う大名直営もあれば、石切

り出しを得意とする江戸の請負師に委託する方法もあったらしい。さらに請負師らが売 りに出した石を

購入することもあった (北原 1995)。 したがって、石丁場の確保は大名だけでなく江戸の請負師も行っ

たはずであり、こうした点の検証も必要である。

細川家史料 (永青文庫所蔵)に残る、伊豆石場記録2点 も史料編に載せた。周知のものだが簡単に説

明しておこう①

いずれも寛永12,13年の江戸城外堀普請の際に作成されたものである。「伊豆石場之覚」 (史料 24、 表

2)は伊豆半島全域74の石丁場について、 これまで利用した大名、港の利便性、石材の特徴などを書き

上げるが、作成時期は寛永11年 と推定される (北原 1995)。 細川家による新たな石丁場確保を目指した

調査であったが、その探査の結果、細川家が確保した石丁場を列記したものが 「史料 25」 である。ここ

に記された 「巳年」は寛永 6年、「亥年」は寛永 12年である。上多賀の 「熊かとう (熊ケ峠)」 丁場など

にみえる 「先年」は、「伊豆石場之覚」の 「先年Jと 同じであり、慶長年間に利用した大名を記載 した

ものである。したがって、多賀の 「熊かとう」石丁場は慶長の 1期 。3期普請時は、広島城主福島正則

が利用 し、元和 5年に福島家が改易されたあと、寛永 6年は尾張徳川家が利用、寛永 12年 には立花宗茂

以下 9人の大名組が利用した (表 1)。 立花宗茂以下 9人の大名組は、史料25の 「亥年」欄に書かれた

大名であり、寛永H。 12年 に行われた伊豆での採石に動員された大名を対象に構成された組合で、石垣

構築 の大名組と別に組織されたものであった。史料25の 標題がそのことを雄弁に物語る。なお網代の

「鈴木沢外ケ浦」石丁場と多賀の 「熊かとう」石丁場は細川家以外の 9家共同の大名丁場であり、網代

の 「京案寿 (教安寺)谷」石丁場と多賀の 「大西か洞」石丁場は細川家の丁場であった (表 7)。

史料25に みえる北条氏重は、保科正直の四男として文禄 4年に生まれたが、後北条氏の家臣で小田原

落城後、豊臣政権に服属し、関ヶ原で徳川方に付いた北条氏勝の養子となり慶長16年跡 目を継いだ。同

年早速江戸城普請に参画し、慶長 18年 8月 か ら小田原城番をつとめ、 9月従五位下出羽守となった。同

年下野国冨田に領地を得たが、元和 5年遠江国久能城に移転し 1万石を得、寛永 5年 10月 江戸城西の丸
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の石垣普請を命ぜ られ、伊豆より石運送の役をつとめた。氏重は寄方の動員大名38家のうちの 1人であっ

た (北原 1999)。 その後、寛永 9年の江戸増上寺御廟の普請役をつとめたほか、寛永17年 には下総の関

宿城、正保元年は駿河田中城、慶安元年は掛川城と転封 し、万治元年死去 した (寛政譜)。 以上か ら、

寛永 6年に動員された氏重の石丁場は多賀の大西ケ洞 と網代の京案寿石丁場の 2カ所に置かれたことも

わかる。

熱海市域の周辺で、加賀藩前田家の刻印のある残石が残るので、前田家の石丁場があったという記述

をよくみかけるが、加賀藩前田家 (119万石)が江戸城普請に動員されたのは、前田家史料を検討 した

限 りでは、①慶長H年の第 1期普請、②寛永 12・ 13年 の外堀筋違橋門普請、③万治元年の天守台石垣普

請、の 3回だけである (木越2008)。 このうち、万治元年の天守台石垣普請の時使用した石材は瀬戸内

海の花蘭岩であり、伊豆石ではないので、伊豆で石丁場を稼働させたのは①慶長H年②寛永 12・ 13年の

2回だけである。

北原氏が紹介 した 「伊豆石場之覚」の一覧表では、巳年 (寛永 6年)に稲取の石丁場を前田家が利用

したことになっているが、 これは寛永 12年 の 「史料 25」 のデータも追記したことによる錯誤である。

「伊豆石場之覚」だけでみると、前田家 (松平肥前守利常)は慶長年間に新井・和田の石丁場を利用 し

たとあるだけで、寛永 6年に伊豆で石場を確保 した記載はない。寛永12年 3月 の「史料25」 では稲取の

「巳年」欄に 1回だけ登場するが、 これは 「亥年」つまり寛永 12年 の誤記と思われる。また、北原氏の

表で 「先年」の欄に書かれた 「松平筑前」を黒田長政と表示 しているが、これも誤 りである。慶長期の

黒田は 「黒田筑前」 と称するので、これは前田利常とすべきであった。こうした誤解や誤植が多かつた

ので、改めて 「伊豆石場之覚」の大名名の一覧を表 8と して末尾に掲載した。

前田家は寛永 13年 の外堀普請では、筋違門造営を担当した。そのため、前年の 8月 26日 、本多政重・

横山長知の両年寄は、加賀・能登 。越中の宿場町に「当年、伊豆山・江戸へ遣し候一年切の奉公人、侍・

小者によらず来年江戸御普請中は、あい替らず、召し仕 うべ く候。然る上は、請人手前、当請状のごと

く裁許せ しむべき事」 (噺日賀藩史料』 2、 木越2008)と いう触書を高札に掲げ、伊豆 。江戸に派遣 し

た一季居 (年季一年の武家奉公人)の、来年の江戸普請中の継続雇用を指令した。年季がきたからといっ

て、今回は奉公先の入れ替えはしない、戦争中と同様、年季は普請が終わるまで延長するというわけで

ある。この高札か ら公儀普請は何が何でもや り遂げなければならぬという必死さがわかる。同時に、動

員された武家奉公人からすると、伊豆や江戸での労務は厳 しく、奉公を辞めたくても辞められないとい

う、封建的従者身分なるがゆえの悲哀を味わっていた。以上から、はるか北陸の村や町で雇われた多 く

の武家奉公人が、伊豆の山中で石の切り出しや積み出しにあたったことがわかる。

前田家は寛永12年の早い時期から、伊豆山に家中の武家奉公人 (小者)たちを送り出し採石を始めた

が、その石丁場は新井 。和田であつた。なお前田家は、慶長H年正月、石運搬に従事する水主1000人 を

加賀・能登 。越中 3カ 国から動員し江戸に送 り出したが (木越2008)、 彼 らは伊豆と江戸の間を往復す

る石舟で働いたものと推定される。上述の史料22に よれば、松平筑前守 (前田利常)は伊東の石丁場に

500人程の人足を使って採石していたから、慶長期の前田家の採石場所は伊東にもあった可能性が高い。

3節 熱狂が醒めたあとの石丁場管理 ―結びにかえて一
江戸城の公儀普請に必要とされた石材を伊豆から大量に採取したことは、従来の研究ですでに明 らか

だが、その喧喋と熱狂は万治年間の江戸城普請のあと沈静 した。17世紀後半には、江戸の商人資本によ

る石材流通が大きく展開し、石垣に適した安山岩 。花闘岩のような堅石ではなく、加工しやすい凝灰岩

が好まれ、建築用材、土木資材、墓石・灯篭などの石造物資材として柔らかい石の需要が大きく伸びた。

石材市場は幕府 。大名からの御用石を求める公的需要より、江戸の町人や江戸在住の武士たちか らの私
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的需要によって大きく伸びた (北原1995な ど)。

その結果、伊豆の石丁場は多様化し、城石垣用丁場に代わって江戸の民需にこたえた商人丁場が大き

く展開し、これを副業として現金収入につなげようとする村方と、江戸商人・地元商人との争論が増え

た (湯河原町史・真鶴町史など)。 その結果、江戸初期からの城石垣用の石丁場の多くは、 17世紀後半

以後、休眠状態となったが、各大名は江戸初期に開いた丁場の用益権をもち続け、 17世紀後半以後は石

番人 (管理人)を置いて、残石等の管理にあたらせた。これが 「石場預か り人」である。網代の聞間家

に残る 「諸用留」に、網代の石場預か り人に関し、次のような記事がみえる (史料 32)。

網代村の 「若宮」「山洞」 という二つの丁場は、かつて福岡藩黒田家の石丁場であり、残石に 「○」

の刻印を付け、残石管理人として内田由左衛門なるものをたて一人扶持が黒田家から下付された。また

網代村内の幕府直轄林の中にある 「鈴木沢」「三左衛門」の 2つの丁場は、かつて熊本藩細川家の石丁

場であり、「○」 という刻印を付した残石があり、名主の岡本善左衛門が預か り人であった。なお内田

由左衛門も網代の有力百姓であった。

栗木崇氏によれば、網代で確認されている 5つの丁場のうち 「朝 日山」石丁場は、朝日山山頂に若官

神社があるので、「若宮」は朝日山石丁場に該当するという。また 「鈴木沢」「三左衛門」は、現在は宇

佐美地内に属する 「御石ケ沢」石丁場に 「O」 の刻印石が数多く残っているので、「御石ケ沢」である

可能性が高いという。網代に福岡藩黒田家の丁場があったという記録はないが、宇佐美では慶長 19年 に

黒 田家の石丁場があった (史料 22)。 「若宮」「山洞」丁場の黒田家の石預 /9hり 人が置かれた事実から、

黒 田家はおそらく万治年間頃まで、ここを石丁場として利用したことは間違いなく、石丁場の帰属村名

に関する認識は、大名側と地元で食い違っていた可能性がある。細川家は寛永 6年、宇佐美の石丁場を

確保 していたが (史料24・ 25)、 それは 「鈴木沢」「三左衛門Jの石丁場のことかもしれない。「鈴木沢J

「三左衛門」石丁場は、現在は宇佐美地内であるが、江戸初期の帰属地は網代地内であったのかもしれ

ない。村領の入 り組み、飛び地などの整理や再編が今 日までに何度もあったので、その点の検証も課題

で ある。

史料 33・ 34は、尾張徳川家の石丁場と残石の管理を委託された村方から、残石の保存状態を絵図とと

もに書き上げた一連の史料の中から2点だけ取 り上げたものである。伊豆山村の黒崎丁場と川奈村の丁

場 が、寛永 6年普請のとき尾張徳川家の石丁場であったことは、「伊豆石場之覚」から確認されること

で あるが、史料33・ 34か ら、これらの石丁場に残された利用可能な石材は、いずれも明暦 3年 に幕府に

献 上するため切 り出した残石であったことがわかる。寛永 6年に続き、明暦大火後の万治年間の石垣普

請 の際、尾張大納言家は、黒崎や川奈の丁場で巨石を切 り出し幕府に上納したが、その残石が、黒崎で

は 412本 もあった。内訳は平石が356本 と圧倒的に多く、角石や角脇石は17本、枡形石は39本であった。

ほかに延宝 7年 (1679)の 石改めの時、村方で用意した21本 も追加して保管していた。享保10年 (1725)、

これ らの残石の管理状況を報告したのは、相模国の吉浜村・門川村の村役人であったが、飛び地として

黒 崎丁場の土地を所持していたためである。

以上から、初期に盛んに採石した他大名の石丁場や残石の管理は、 17世紀後半以後、村の名主クラス

の有 力者に個人請負させる網代のようなケースもあれば、村方に村請させる黒崎丁場のようなケースが

あ った ことがゎかる。かつて北原氏が、戸田 (東伊豆)の個人で請負った石丁場と村惣中が請負った岩

本寸 (小 田原市)の丁場を紹介したが (北原 1995)、 これに照応した事実であろう。小豆島でも同様の事

例 があり比較検討が課題となる。

江戸の民需にこたえる伊豆石の商人丁場の動向については、多賀の曽我浦と白石の石丁場から採れる

青石・白石 (凝灰岩)の事例が、岡本家の年不詳の 「書留」から具体的にうかがえる。

上多賀村の曽我浦にあった青石丁場について 「先年、善左衛門 (岡本氏)が見立て、さらに幕府へ訴
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訟も行い創設 した石丁場なので、今も (江戸後期に至るも)他の村 。町の船は曽我浦丁場で採石された

石を積み出す ことはない」 (「諸用留」史料32)と書いた由来書上もあり、青石の魅力を幕府にアピール

したのは網代の岡本氏であり、彼が石丁場の草分けであつたという。それゆえ曽我浦の青石運送は網代

の船主が独占できたのである。

そ こで、岡本家に残る年不詳の 「青石積廻方出入書留J(史料31)について検討したい。

この書留は条書となっているが、前・後欠の文書であるため、正確な年号や作成目的は特定できない。

しかし、現存する条書冒頭の肩書きに 「寛文拾年いぬ年霜月」 とあり、寛文10年の事件が原因で年貢に

難渋 したことを主テーマとする点からみて、網代の岡本善左衛門が、寛文11年 に、前年の上多賀の年貢

不納理由を書き付けた草案とみられる。冒頭に書かれた、多賀村と網代村の船持衆の間でおきた寛文 10

年の争論はつぎのようなものであった。

上多賀村か ら網代村の船持衆に 「当年は青石の売れ行きが悪く、 1万 8千個の青石が石丁場にたまっ

ている。石買い取 りのため得た、前払金45両は借金としたい」 と願い出たが、網代の船持衆からは 「船

持か ら前金として渡し置き切らせた石であるから、買い置きはできない (前払金は返せ)」 と返答があっ

た。であるなら「この石を宇佐美村へ売り、宇佐美村の船を雇い石材を運搬させ (換金し返済し)たい」

と答えたら、「たとえ借金ができても、宇佐美の船は入港させてはならない」と網代の船持衆は反対 し

た。そこで多賀の石工 (村人)たちは小田原藩に目安を上申し「年貢を皆済するための現金収入を目あ

てに 1万 8千個 もの石を切 り貯めておいたが、 (売れ行き不振のため)網代の船持衆は買い取れない

(前貸金を返せ)と いい、また他村の者に売 り渡す交渉をしたところ、他村の船で運んではな らないと

主張するので迷惑 している」 と訴えたのである。

最後の箇条で 「(買 い手がなく)余剰石となった 1万 8千余の青石の処置に関し、冬場に 5,6万 個

もなければ正月から始まる石積み (運搬)に毎年不足をきたすはず。 10月 10日 頃までに必要とする石数

を切 り出しておかないといけない。正月に30日 丸ごと丁場に出て作業できるわけではないか らだ。だか

ら 1万 8千個程度の余剰が出たぐらいは (心配ない)、 他村の船を頼み広く積み出す覚悟をすればよい。

当年は格別に突然の難題を申しかけ迷惑をかけたが、そちらで起きた問題は、ありそうなことだと殿様

も受け止めている」 と小田原藩側から返答があったことがわかる。 この返答内容を深読みすれば、青石

1万 8千個が売れ残ったのは、小田原藩が発注取 り消 しを行ったことが原因とも読める。

判明した事件の顛末は以上であるが、上記か ら少なくとも、①多賀では年貢上納を果たすため、諸稼

ぎの一つとして青石の採石と販売を行い、年貢不足を補っていた、②多賀の採石の稼ぎは、網代の船持

の前払金をあてに営まれ、販売と輸送は網代の船持が独占していた、③網代の船持にとって、宇佐美の

船持衆が石材輸送の強力なライバルであったこと、④青石需要が1670年頃は、毎年 5～ 6万個あったこ

と、⑤寛文10年には小田原藩の発注キャンセルのため 1万 8千個の売れ残 りが発生したらしいこと、な

どが確認された。

以上か ら17世紀中葉には、青石のような凝灰岩を売買する市場が江戸を中心に関東一円に形成されて

いたことが窺え、石材生産者 (採石業者)は、船持衆や商人の前貸し支配に服属していたことがわかっ

た。

この書留の 2・ 3・ 4条 日では、寛文10年より50年前 (1620年 頃)の元和年間、江戸城本丸や本丸天

主の建設にあたり、岡本善左衛門が青石を持参し幕府勘定頭の伊丹康勝・松平正綱に、その価値をアピー

ルし御用石として公認されたと述べる。これが、善左衛門が青石丁場の草分けだという伝承の根拠であっ

た。

また27～ 8年前 (1633年 頃)の出来事として、伊豆代官を勤めていた伊奈忠公に岡本善左衛門が上申

し、山の石は網代の船持衆に任せておけば切 り尽くす ことがないと説明し、善左衛門と伊左衛門は、も
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し切 り尽くすような事態となれば、石切 りを禁止すればよいなどと主張し、売 り石として公認されたの

だという。また、「それ以前は御用石 とされていたので石丁場は『留山』であった。他村の船を自由に

入れると切り絶やすおそれがあるので、他村の船入 りを禁上した」とも記す。このように、御留山となっ

ていた石丁場の石材売買の解禁を働きかけた善左衛門の功績をうたっている。

このほか、 22・ 3年以前のこととして、「伊左衛門の弟で江戸在住の嘉兵衛なる者が船頭でもないの

に船で青石を積み出そうとし、網代の船持衆に身柄を押さえられた。そこで伊左衛門は代官の伊奈兵蔵

に訴訟を起こした。その結果、宇佐美村 。下多賀村の名主がその裁定の扱いにあたった」とも述べる。

この書留は、寛文10年の争論の顛末とともに、50年前に公認された多賀の青石丁場の変遷を説明した

覚書であるが、50年前に御用石として認定され留山となったあと、販売目的の採石が公認されたときの

岡本家の功績を全体として主張している。なかでも、1633年頃から青石の売買が容認された点は注目す

べきことであり、それが寛文年間の青石売買盛行の前提となっていた。

寛永 8年に幕府代官小林重定などが発 した青雁木石請取状 (史料27・ 30)や寛永 12年 の平石請取状

(史料 28・ 29)は、青石売買が公認された頃の石材売買証文であろう。多賀の青石 。白石が売買された

のは、寛永中期からであり、石材市場発展の基盤が形成された時期であった。

嘉永 7年の門川村名主の詫証文 (史料36)と 文久元年の石丁場請負証文 (史料38)は、いずれも伊豆

山村領にある石丁場であり、領主である伊豆山の御役所に提出した証文である。前者は、尾張藩の石丁

場 を村請けしている門川村の名主から、尾張藩の石丁場 (黒崎)であることを示す目印を勝手につけた

のはけしからんと、伊豆山権現か ら叱 られたので、必ず前もって届け出ることを約束したものである。

尾張藩の石丁場といっても、土地所有権は領主である伊豆山権現がもってお り、尾張藩は用益権・採石

権 しかないので、その残石などを預かる村方は、領主に必ず現状変更の許可を求めなければならなかっ

た。

後者は、伊豆山権現領に属する奥平沢石丁場の採石について、年限をきって用益権を得た宮川村の採

石請負人勇右衛門が、その代償として運上金を上納する契約をかわした証文である。地主である伊豆山

権現 と採石請負師 (商人)の間の石丁場の採石契約書である。このような採石契約やその履行をめぐる

争論は、小田原市など周辺の石丁場では、元禄期以後数多く発生している (「神奈川県史」資 9、 湯河

原町史など)。 それらは別途、検討すべき課題である。

大名や幕府が公儀普請のため御用石を直営で採石し運搬するのは、近世初頭の石材調達の基本形態で

あつたが、このほかに商人や請負師を介在させた石材調達が、どの程度の広が りで行われたのか、これ

も今後検討する必要がある。また現存する石丁場は、明治以後も稼働したことがないのか確認する必要

が あ り、明治以後の区有文書や石材採掘に関する文献調査も不可欠である。 (木越 隆三)
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[主な典拠史料]

*基本史料 ⇒で本文での略記表示を示す

『神奈川県史』資料編 3(3下 )・ 6・ 9 ⇒ (神奈川県史 :資 3下、資 6、 資 9)

「快元僧都記」『神道大系 神社編20 鶴岡』⇒ (快元僧都記)

『東京市史稿 (皇城編 1)』 1911年、東京市⇒ (皇城編 1)

『寛政重修家譜』⇒ (寛政譜)

『山内家史料 第二代忠義公紀 1編 。2編』 1980。 81年、山内神社宝物資料館⇒ (忠義公紀 1・ 2)

『金沢城石垣構築技術史料 I』 2008年、金沢城調査研究所⇒ (石垣技術史料 1)

『熱海市史』⇒ (熱海市史)

『郷土多賀村史』1972年⇒ (多賀村史)

『新熊本市史』通史編 3巻 (近世 1)⇒ (新熊本市史)

☆は寛永12年 「伊豆相模細川忠興組石場覚」*は 「伊豆石場之覚」

◎慶長18年 山内家奉行書状

表 7 熱海市域の石丁場を利用 した大名

丁場名 慶長年間の大名 寛永 6年 (巳年)の大名 寛永12年 (亥年)の大名

伊豆 山 ◎ 池田玄隆

黒 崎 *鍋島信濃守勝茂 *岡部内膳長盛

黒 崎 *尾張大納言義直

伊奈村 (稲村) *京極丹後守高度

熱海 ◎森右近忠政 *紀伊大納言頼宣

多賀 *細川越中守忠興

*一柳監物直盛

刻文 森忠政 (中張窪瘤木)

刻文 浅野幸長 (中張窪瘤木)

刻文 京極高知 (南 ヶ洞)

刻文 有馬豊氏 (慶長16年 )

☆加藤肥後守 (大西ケ洞)

☆◎福島正則 (熊が峠)

◎鍋島信濃守勝茂

*紀伊大納言頼宣

*小笠原右近大夫忠政

*小笠原幸松

*水野 日向守勝成

*松平山城守忠国

☆尾張大納言義直 (熊が峠)

☆北条出羽守氏重 (大西ケ洞)

☆細川忠興 (大西ケ洞)

☆立花以下 9人 (熊が洞)

網代 *細川越中守忠興

*松平中書

*松平宮内家次

*大村民部 (純頼)

☆◎加藤肥後守 (京安寿谷)

*井伊掃部直孝

*松平紀伊守家信

*☆北条出羽守氏重 (京安寿谷)

☆松平中務 (木沢外浦)

細川忠興 (京安寿谷)

立花以下 9人 (木沢外浦)
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場

号
丁
番

丁場名 村 高
「先年J(慶長)の大窪

*は年不明
「巳年」寛永6年の大名 石材・湊の評価、距離など

l 早川新丁場 376石 8斗余
三大納言 (徳川義直・

頼宣 。忠長)

石多く湊よし。

2 大ケ窪 小笠原右近大夫 (忠政) 石多く湊よし。早川より石橋まで10丁

3 石 橋 26石 2斗余 石川主殿 (忠総) 小笠原幸松 石多く湊よし。石橋より米神へ10丁

4 米 神 19石 8斗余 井伊掃部 (直孝) 石多く湊よし。米神より根府川へ半道

根府川 25石 9斗余
三大納言

井伊掃部 (直孝 )

石すくなし、湊は中。根府川より江之
浦へ 5町

江之浦 12石 4斗 堀尾山城 (忠晴) 松平下総 (忠 明)

石多く湊よし。江之浦より久津見岩ヘ

10町

7 久津見
中川内膳 (久盛)

松平阿波 (蜂須賀至働
三大納言 但、岩の内、石多く湊よし。

8 岩村 63石 5斗余
松平宮内 (家次)

浅野但馬 (長晟)

三大納言 石多く湊よし。岩より自磯へ 4町

真名鶴 111石 4斗余
加藤左馬助 (嘉明)

秋月長門 (種長)
本多美濃 (忠政 )

11 しとど笠嶋 鍋島 (勝茂) 井伊掃部 (直孝 )
但、真名鶴の内。石多く湊よし。笠嶋
より円山へ 5町

12 円山 黒田筑前 (長政) 三大納言
但、岩の内、石多く湊よし。舟場へ 9

町あり。円山より川ふリヘ 5町

ナ「|〆 りヽ 196石 5斗余 尾張 (徳川義直)

新丁場。石すくなし、湊は中。川ふ り
より新井へ 3町。但、舟場へ23町

新井 19石 5斗余 加藤左馬 (嘉明) 松平山城 (忠国) 石多く湊よし。新井より黒崎へ15町

黒 崎 390石 3斗余 鍋島 (勝茂) 岡部内膳 (長盛)

但、土肥門川之内。石多 く湊よし。堅

石。黒崎より間 1町

黒 崎 尾張 (徳川義直) 石多く積場悪し。黒崎より伊奈村へ半道

伊奈村 縮ホ→ 573石 9斗余 京極丹後 (高度) 土肥入谷の内。伊奈村より熱海へ 1里

熱 海 600石 紀伊大納言 (頼宣)
石す くなし、湊悪 し、丁場遠 し。熱海
より多賀へ 1里 10町

多賀
610Z]

細川越中 (忠興 )

一柳監物 (直盛)

紀伊大納言 (頼宣)

小笠原右近 (忠政)

小笠原幸松

水野 日向 (勝成 )

松平山城 (忠国)

石多く湊よし。多賀より網代へ 1町

網代村 40そ]

細川越中 (忠興 )

松平中書 (務か)

松平宮内 (家次 )

大村民部 (純頼 )

井伊掃部

松平紀伊

北条出羽

孝

信
重

直
家

氏

舟500艘 も700般 も入る。石多く湊よし。
堅石。網代より宇佐美へ 1里半

宇佐美
900Z]

立花飛騨 (宗茂)

伊藤修理 (祐慶)

木下左衛門 (延俊)

稲葉彦六 (典通)

森摂津守 (毛利高成)

松平隠岐 (定行)

細川越中 (忠利)

石多く荒浜。

宇佐美より湯川へ 1里

湯 川 180石
鍋鳴信濃 (勝茂)

生駒讃岐 (一正)
本多美濃 (忠政)

石多く候へども荒浜にて候。湯川より
新井へ20町

松 原 218石 藤堂和泉 (高虎 ) 石多く候へども荒浜にて候。

和 田 180石 松平筑前 (前 田利常) 紀伊国大納言 石すくなし、湊はよし。川湊なり。

新 井 70晃]
松平筑前 (前田利常)

生駒讃岐 (一正)

脇坂淡路 (安元 )

本多美濃
石多く候へども荒浜にて候。

海士舟あり。新井より川奈へ 1里

)‖ 奈 9075
寺沢志摩 (広高)

松平長門 (毛利秀就 )

尾張・紀伊国 (義直・

頼宣)

石すくなし、湊よし。舟20艘程入申候、
石場遠御座候。川奈村より冨戸 1里

表 8 寛永11年 「伊豆石場之覚」にみる大名石丁場一覧
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丁場

番号
丁場名 村 高

「先年」 (慶長)の大窄
*は年不明

「巳年J寛永6年の大名 石材・湊の評価、距離など

冨戸 70ヱ] 寺沢志摩・松平長門

石有 り荒浜な り。但、伊東の中嶋理兵

衛、石切候て尾張様へ上申候。冨戸よ

り八幡へ 1里

八幡野 72石 7斗余

嶋津陸奥守殿 (嶋津

家久)丁場商人切上

申候

荒浜にて御座候。八幡野よ り赤沢へ 1

里。河名・稲取に舟をかけ、 日和を見

候て石をツミ申候。

赤 沢 14石 6斗余 *本多下総 (俊次)

荒浜にて御座候。河名・稲取に舟をか

け、 日和を見候て石をつませ申候。赤

沢より堀川まで 1里半

大 川 101石 5斗余 有馬左衛門佐 (直純)

尾張大納言 (徳 川義

直)

荒浜にて御座候。河名・稲取に舟をか

け、日和を見候て石を積せ申候。

堀河 (北川)

247]

幸良本の枝郷

紀伊国大納言 (徳川

頼宣)へ商人切上申

候

荒浜にて御座候。河名・稲取に丹をか

け、 日和を見候て石をつみ申候由申候。

石は多く御座候由申候。

稲 取 275ヱ]
*松平土佐 (山 内忠

義)

松平隠岐 (定行)殿
丁場石多 く、湊能 く

御座候

湊西風には大船 30艘程も懸 り申候。稲

取より耳高へ 1里半

耳高 (見高) 240冤]

尾張大納言様

御石少出候由申候、

石ハ多候へ共湊悪 く

御座候

湊にてはこれな く候、然共風によ り舟

四、五艘も懸 り候 由申候。耳高よ り河

津へ半道

田子  × 344石 8斗余

青切石少御座候 由申

候間、公儀御用之た

めに候之間、去年 7

月よ りきらせ 申さす

候由、代官申候

本湊大船500艘 もかかり申べく候。

田子より荒里へ18町

荒里 (安良里) × 207石 7斗余
青切石 あ り、 断右 同

胃IJ

本湊大船200艘 もかかり申べく候。

荒里より久須へ25町

戸 田 777石余 細川越中・鍋嶋

駿河様 (徳川忠長 )、

紀伊国様、尾張様

高力摂津守 (忠 房 )、

小笠原右近、菅沼織

部 (安芳)

本湊大船500艘 も懸り申べく候。

但上ノ青石也 戸田より古宇へ 2里

井 田 12石 3斗余 *駿河 (徳川忠長)様 石は能く候へども石場悪く御座候。

江 梨 27石 2斗余 *駿河様

中石の石場も能く御座候。丑寅の風に

ては大船50般 も懸 り申すべく候。其外
の風にては懸り申さず候。

久 料 12石 9斗余
*駿河様・本多伊勢
守、松平主殿

上石の石場も能く律H座候。

足 保 13石 4斗余 *駿河様 上石の石場も能く御座候。

古 宇 98石 9斗余
*駿河様・本多伊勢

守、松平主殿

上石の石場も能く御座候。古宇より三

津へ 2里

立 保 46石 5斗余 *駿河様 中石の石場能 く御座候。

平 沢 57石 5斗余 *駿河様 上石の石場能く御座候。

重 寺
*駿河様・高力摂津

守 。松平幸松

沼津境。あわ嶋石は悪く候へども石場

能く御座候。

第Ⅵ章 熱海市域の石丁場で採石した大名たち

☆細川家史料のうち 「公儀御普請」 (永青文庫所蔵、活字化された「部分旧記」『熊本県史史料 3』 にも掲載)に収録する記録の

うち、「伊豆石場之覚」と題する旧記をもとに表示した。すでに北原1995で、詳細な表示で紹介されたが、寛永12年 3月 の 「石

場之覚」 (史料25)の 情報も加えたため、誤解を与える表となっている。そこで、改めて原本と照合したうえで、寛永■年の

「伊豆石場之覚」のみに限定して作表した。また、史料原文では伊豆西海岸の重寺まで74の石丁場地名を掲げるが、ここでは原

則大名の名前が記載されたものに限定し表示した (但 し×印の 2件は例外で参考のため掲げた)。

☆丁場番号とは、史料原文での記載順を示し、北原1995の 表とも対応する。また、大名の名前表記は、原文では 「尾張様J聯田ナ||

越中殿」というように、通称や官途名で大名を表記するので、原文の表記を優先し敬称は略した。また実名が特定できたもの

のみ、 ( )内 に実名をのせた。実名については、不明とせざるを得ないものが多くあり、今後解明すべき課題である。また、

筆者の誤解もあるかもしれない。読者諸賢による、批判的考証によって、さらに史料価値の高いものになることを願つている。

表 8 寛永11年 「伊豆石場之覚」にみる大名石丁場一覧
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一ｒ

土
肥
村
弐
ヶ
所
之
内

レ
』

引
＝

西

長
登
り
三
拾
間
余

干朱
引
之
内

黒
崎
御
丁
場

第Ⅵ章 熱海市域の石丁場で採石した大名たち

長六拾大高

―
石二尾之字

切付置

長
磯
迄
五
拾
五
間
余

此石二尾之字

切付置

此間拾六間程

磯通り(未 )「士ヒ御T身 郷暫赤客
り
⊆暑目棄碧今」

長八拾四間余

均 と
や   置 之

字

第35図 土肥村黒崎丁場見取図 (『駿州豆州相州御石場絵図』よリトレース)

f評

第36図 土肥村川振丁場見取図 (『駿州豆州相州御石場絵図』よリトレース)

東

ｌ
Γ
爾
乱

石

．
相
州
足
柄
下
郡
土
肥
村
二
カ
所
ノ
内

「
日
預
ド
ユ
一と
■
■
・

．警

ド 浄

ｒ
十

一・　

・．・一一
碑

一」
」

此石二尾之字

切付置

長六拾八問余

朱引之内                    長
拾

§   川振御丁場    谷  貢
余
       (朱 )「此 御 丁 場 二型 げ 1中 f亘 四

塗 亨 李
御自分作り石 五本有り」
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第Ⅵ章 熱海市域の石丁場で採石した大名たち

３５
　
嘉
永
３
年
３
月
　
小
浜
上
石
丁
場
営
業
に
つ
き
道
作
り
等
願
書
　
。巷
死家
文
書

（端
裏
書
）

「字
小
浜
上
石
丁
場
宗
伯
持
山
之
内
願
書
」

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
此
度
、
字
小
浜
之
上
、
宗
伯
所
持
之
薮
二
お
ゐ
て
、
石
切
出
し
申
度
、
為
試
、
少
々
相
始
候
処
、
至
極

柔
之
直
生
二
付
、
往
々
條
石
二
も
可
相
成
欺
与
奉
存
候
間
、
右
浜
之
置
場
等
、
為
御
益
、
金
弐
両
、
宗
伯
よ

り
為
御
冥
加
、
金
壱
両
、
都
合
三
両
宛
、
年
々
極
月
八
日
迄
二
丁
場
相
続
次
第
、
追
々
出
情
御
上
納
支
度
、

就
而
は
、
上
下
作
道
之
儀
二
付
、
差
障
等
二
相
成
候
節
は
、
外
場
所
江
道
造
替
候
而
成
共
、
何
れ
往
還
之

妨
二
不
相
成
候
様
二
取
計
可
申
候
、
且
伊
八
所
持
之
畑
二
差
障
候
節
は
、
以
別
紙
、
奉
申
上
候
通
、
替
地
新

開
発
、
為
仕
可
申
候
間
、
右
以
　
御
仁
恵
願
通
、
御
宥
免
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
村
内
小
前
末
々
迄
も
潤
、
稼

助
成
二
も
可
相
成
候
間
、
何
卒
願
之
通
、
被
　
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
難
有
仕
合
可
奉
存
候
、
以
上
、

嘉
永
三
庚
成
年
三
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
右
衛
門

（印
）

（蕪
）二
郎
日
□

□
右
衛
門

（印
）

３６
　
嘉
永
７
年
２
月
　
門
川
村
名
主
詑
証
文
　
。伊
一品
神
社
文
書
『熱
海
市
蕃

一
札
之
事

一
、
今
般
御
境
内
為
御
見
廻
、
御
役
人
衆
中
海
岸
黒
崎
江
御
越
被
成
候
節
、
尾
州
様
御
丁
場
目
印
相
建
候
ニ

付
、
右
者
御
境
内
江
無
沙
汰
ニ
ロ
印
相
建
候
段
、
拙
者
御
呼
立
之
上
預
御
尋
、　
三
言
之
申
訳
も
無
御
座
、

依
之
早
速
目
印
引
抜
、
村
役
人
衆
御
願
御
詑
申
上
候
処
、
格
別
之
御
憐
愁
ヲ
以
御
聞
済
被
下
、
難
有
仕
合

二
奉
存
候
、
此
後
目
印
相
建
候
節
者
、
前
以
御
届
可
申
上
候
、
以
後
御
山
法
堅
相
守
、
右
様
心
得
違
之
義
、

一
切
仕
間
敷
候
、
為
後
日
、
依
而
如
件
、

嘉
永
七
甲
寅
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
川
村

二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
彦
五
郎

（印
）

伊
豆
山

御
院
内

御
役
人
中

前
書
之
通
り
、
相
違
無
御
座
候
二
付
、
奥
印
仕
候
、
以
上
、

嘉
永
七
寅
年

伊
豆
山
村
役
人

二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
右
衛
門

３７
　
天
保
１１
年
８
月
　
石
丁
場
請
負
証
文
　
。伊
一孟
神
社
文
書
『熱
海
市
き

石
丁
場
御
請
負
証
文
之
事

一
、
御
境
内
嶽
山
丁
場
間
口
六
間
、
先
年
開
発
仕
候
口
壱
ケ
所
、

尚
又
東
方
続
九
間
相
□
、
都
合
拾
五
間
、
　

但
し
石
切
場
関
数
也
、

右
は
今
般
奉
願
上
候
処
、
御
聞
済
被
下
置
、
難
有
仕
合
二
奉
存
候
、
御
運
上
金
之
儀
は
金
七
両
二
相
定
、
当

金
三
両
弐
分
上
納
仕
、
残
り
金
三
両
弐
分
者
十
月
中
無
相
違
上
納
仕
保
筈
二
而
、
当
子
年
八
月
よ
り
来
ル
卯

八
月
十
五
日
限
り
御
請
負
仕
候
処
、
無
相
違
御
座
候
、
尤
御
院
内
御
用
石
被
仰
出
候
節
は
、
相
成
支
下
直
ニ

致
、
無
御
差
支
差
出
可
申
、
尚
石
屑
丁
場
之
内
江
捨
置
不
申
、
悉
取
捨
、
後
々
請
負
人
迷
惑
二
不
相
成
様
取

計
可
申
段
、
承
知
奉
畏
候
、
万

一
御
請
負
中
如
何
様
之
儀
出
来
仕
候
共
、
御
願
ケ
間
敷
義
仕
間
敷
候
、
依
之
、

為
後
日
、
御
請

一
札
奉
差
上
候
処
、
如
件
、

天
保
十

一
子
年
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
負
人間

川
村

庄

兵

衛

（印
）

石
切
代

茂

兵

衛

（印
）

同

吉

〓
一
郎

（印
）

２
ユ
山
御

孵
響
人
中
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姓
代

源
左
衛
門

（印
）

３８
　
文
久
元
年
７
月
　
石
丁
場
請
負
証
文
　
。伊
一岳
神
社
文
書
『熱
海
市
き

石
場
御
請
負

一
札
之
事

一
、
奥
平
沢
丁
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
ヶ
所

右
者
場
所
是
迄
請
負
到
来
候
処
、
当
西
歳
年
季
明
二
付
、
次
年
御
願
申
上
候
処
、
先
々
之
通
り
被
仰
附
、
難

有
仕
合
二
奉
存
候
、
御
運
上
金
之
儀
者
、
金
六
両
弐
分
御
定
被
成
下
、
当
酉
年
よ
り
来
ル
牛
年
迄
、
右
之
割

合
フ
以
、
七
月
二
日

・
十
二
月
八
日
両
度
二
上
納
可
仕
候
、
然
上
者
御
山
法
急
度
相
守
、
猥
成
義
、　
一
切
仕

間
敷
候
、
且
御
用
石
等
二
而
多
分
之
石
切
出
シ
候
節
者
、
別
段
御
冥
加
御
上
納
可
申
候
、
為
後
日
御
請
負
証

文

一
札
、
枡
而
如
件
、

文
久
元
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
村

西
七
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
負
人

勇
右
衛
門

（印
）

御
院
内御

役
所

前
書
之
通
り
、
卵
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、

伊
豆
山年

寄
　
重
左
衛
門

（印
）
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第Ⅵ章 熱海市域の石丁場で採石した大名たち

一、
五
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節粒酎詳歳
ぷ卿頬耐雇
寸迄
　
　
　
山石破
石

一、
七
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
師正駅麹対Ｆ蜘輌贖駅九寸
　
　
　
大
脇
石

一
、
拾
四
本
　
　
　
　
　
　
　
　
師
嘘
駅
賊
討
総
脚
弐
尺
迄
　
　
　
　
　
平
石

〆弐
拾
六
本
　　　
　　
触麓
啄蝉腑嗣撤触穂謂

内

五
本
　
　
　
岩
破
石
　
　
川
振
御
丁
場
二
有

儲
囃

本
　
　
敦
袖
石
　
　
黒
崎
御
丁
場
二
有

右
者
今
度
御
見
分
之
上
、
川
振

・
黒
崎
弐
ケ
所
御
丁
場
井
先
年
被
遊
御
預
り
候
御
自
分
造
石
共
御
改
、
御

帳
面
之
通
、
御
預
り
、
永
々
堅
相
守
、
若
御
丁
場
之
儀
二
付
、
相
替
品
茂
御
座
候
ハ
ヽ
、
早
速
御
注
進
可

申
上
旨
、
被
　
仰
渡
、
奉
畏
候
、
末
々
御
預
主
代
り
候
儀
も
御
座
候
節
者
、
其
境
早
速
御
注
進
可
申
上
候
、

為
其

ギ
脚
抑
］
『
独
庁
剤
煽
焼
騨

柄
下
割
障
ぷ
鰤
　
平
左
衛
門
　
（

「貼
判
時
名
主
彦
右
衛
門
」

平
左
衛
門
よ
り
四
代
目

同
村
名
主

ｏ
彦
右
衛
門

同
卸
脚
冽
鰤
　
八
郎
右
衛
門

鳳
哨
堀
芹
右
衛
門
　
「目古嗣
肛
郷
啄
税
聯
岬
帥
立
輔
ば
無
糾
並
蜘
承
潮
徽
膀
ニ

預
二
仕
候
」

（後
筆
）

「
ｏ
安
永
九
子
年
三
月

勝
野
二
五
七
殿
　
　
　
　
　
　
今
般
吉
浜
村
名
主
彦
右
衛
門

門
川
村
与
次
右
衛
門
預
人
別
朱
書
付
札
二
相
改
申
候

西
垣
友
七
」

３４
　
一早
保
１０
年
９
月
　
伊
豆
加
茂
郡
川
奈
村
石
丁
場
御
石
預
り
証
文
　
。聴釧醐戯史

（内
題
）

「豆
州
加
茂
郡
川
奈
村
御
石
丁
場
壱
ヶ
所
御
預
り
帳
」

一
、
五
百
五
拾
本
　
獅
難
駅
逓
吋
鳳
即
笙
尺
迄
　
　
　
平
石

一、
拾
八
本
　
　
師峨
駅五対
鳳卿一柱思艇
　
大ゴ
石

一
、
弐
拾
三
本
　
　
輌
峨
駅
ｍ
〕
症
啄
絶
尺
迄
　
　
　
角
脇
石

一
、
拾
九
本
　
　
　
揃
峨
駅
通
吋
総
脚
」
尺
五
寸
迄
　

升
形
石

〆
六
百
拾
本
　
公
儀
江
御
上
ヶ
石
、
明
暦
三

百
年
御
預
り
石
高

右
者
今
度
御
見
分
之
上
、
川
奈
村
御
丁
場
二
有
之
、
先
年
公
儀
御
上
ケ
石
御
改
御
帳
面
之
通
、
被
遊
御
預

ケ
、
永
々
堅
相
守
、
　

公
儀
御
役
人
衆
よ
り
右
之
石
受
取
被
申
候
ハ
ヽ
、
御
帳
面
之
通
、
無
相
違
相
渡
、

其
上
一希
御
注
進
可
仕
旨
、
被
　
仰
渡
、
奉
畏
候
、

一
、
三
百
弐
拾
五
本
　
師
楚
駅
�
吋
ｍ
脚
圧
尺
迄
　
　
平
石

延
宝
八
申
年
御
改
被
遊
、
御
預
り
候
御
自
分
御
石
高

右
者
今
度
御
見
分
之
上
、
川
奈
村
御
丁
場
壱
ケ
所
井
先
年
被
遊
御
預
ヶ
候
御
自
分
造
石
共
、
御
改
御
帳
面

之
通
御
預
り
、
永
々
堅
ク
相
守
、
若
御
丁
場
之
儀
二
付
、
相
替
品
茂
御
座
候
ハ
ヽ
、
早
速
御
注
進
可
申
上

旨
、
被
　
仰
渡
、
奉
畏
候
、
末
々
御
預
主
代
り
候
儀
も
、
御
座
候
節
ハ
、
其
境
早
速
御
注
進
可
申
上
候
、

為
其
御
預
り
証
文
、
例
如
件
、

享
保
十
年
巳
九
月

豆
州
賀
茂
郡
川
奈
村
　
　
　
　
　
　
　
　
（後
筆
）

源
八
郎
　
　
　
　
　
「一一代
目

ｏ
平
四
郎
」

同
　
　
　
　
　
　
　
（後
筆
）

次
郎
兵
衛

「三
代
目
名
主

ｏ
四
郎
左
衛
門
」

勝
野
二
五
七
殿

（後
筆
）

「安
永
九
子
年
二
月

川
名
村
名
主
四
郎
左
衛
門
平
百
姓

平
四
郎
預
二
人
別
相
改
申
候
」
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第Ⅵ章 熱海市域の石丁場で採石した大名たち

り
舟
共
二
お
さ
へ
候
ヘ
ハ
、
伊
左
衛
門
兵
蔵
様

へ
公
事
二
申
上
、
其
上
に
て
、
う
さ
ミ
名
主
庄
右
衛
門
、

下
多
賀
名
主
太
郎
兵
へ
扱
、
あ
た
ミ
舟
壱
そ
う
、
江
戸
舟
壱
艘
、
う
さ
ミ
庄
右
衛
門
舟
壱
般
、
此
三
艘
ハ

証
拠
之
た
め
二
積
申
は
つ
二
、
か
た
く
証
文
御
座
候
二
付
、
其
証
文
小
田
原
二
而
御
覧
被
成
候
事
、

一
、
石甚
疵
甦
ｆ
余
之
青
石
之
返
答
ハ
、
冬
時
分
ハ
五
六
万
も
無
之
候
ヘ
ハ
、
正
月
つ
ミ
ま
て
之
石
毎
年
た
り

不
申
候
二
、
拾
月
ハ
十
日
時
分
ま
て
石
切
申
候
、
正
月
ハ
対
日
丁
場

へ
出
不
申
候
所
二
、
壱
万
八
千
計
之

石
あ
ま
り
申
候
と
申
事
、
余
村
之
舟
入
、
ひ
ろ
く
つ
ミ
可
申
覚
悟
ま
て
、
当
年
俄
之
な
ん
だ
い
申
、
め
い

わ
く
候
段
申
候
、
尤
も
け
に
も
と
御
意
に
て
候
、

（後
欠
）

３２
　
（天
保
以
後
）

上
多
賀
村

「諸
用
留
」
（抄
出
）
　

。聞
問
家
文
書
『熱
海
市
き

（前
略
）

一
、
上
多
賀
曽
我
浦
青
石
町
場
、
先
年
当
村
善
左
衛
門
見
立
、
御
公
儀
様
江
御
訴
訟
仕
、
草
分
い
た
し
、

依
之
、
今
二
他
所
船
二
者
積
不
申
候
、

（中
略
）

御
大
名
様
方
御
石
町
場

一
、
若
宮
井
山
洞

黒
田
様
御
町
場

御
石
二
⑬
印
　
　
内
田
由
左
衛
門
預
り

御
扶
持
壱
人
分
被
下
置
候
、

一
、
御
林
之
内
鈴
木
沢
井
三
左
衛
門
町
場

細
川
様
御
石
町
場
　
御
石
に
Ｏ
印

岡
本
善
左
衛
門
預
り

（中
略
）

一
、
黒
田
様
御
石
番
　
当
村
内
田
多
二
郎

（中
略
）

一
、
庚
申
山
ハ
往
古
鞠
期
だ
先
祖
開
基
二
而
造
立
、
是
ニ
ヨ
ツ
テ
厳
昌
院
支
配
二
相
成
、

一
、
黒
田
様
御
先
祖
之
御
代
二
御
買
置
候
当
村
石
帳
場
之
儀
、
御
林
之
内
井
観
音
山
二
在
之
、
御
石
二
〇
ノ

印
在
、
石
番
ハ
内
田
多
二
郎
也
、

一
、
細
川
様
御
石
場
ハ
、
御
林
ノ
外
御
石
ノ
沢
、
三
左
衛
門
町
場
在
之
、
御
石
印
Ｏ
也
、

一
、
伊
豆
詩
二
在
之
候
網
代
ノ
城
卜
云
ハ
、
当
所
教
安
寺
洞
二
城
地
在
之
、
城
主
聞
間
七
郎
太
夫
卜
申
也
、

即
当
村
之
御
領
主
也
、

一
、
当
所
ハ
草
ワ
ケ
五
軒
、
ソ
レ
ヨ
リ
三
拾
六
軒
二
相
成
、
尚
亦
御
入
国
以
後
追
々
フ
エ
ル
、

一
、
久
須
美
性
惣
鎮
守
ハ
、
伊
東
岡
村
久
須
美
ノ
社
是
也
、

（後
略
）

３３
　
一早
保
１０
年
９
月
　
足
柄
下
郡
土
肥
村
石
丁
場
御
石
預
り
証
文
井
付
図
　
。徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵

（内
題
）

「相
州
足
柄
下
郡
土
肥
村
之
内

弐
ヶ
所
御
石
丁
場
御
預
り
帳
」

一、
三
百
九
拾
壱
本
　
師試
駅報
対
量卿鋭
駅妹対逆　
　
平
石

一、
五
本
　
　
　
　
　
師症
駅量コ猷
映札対連　
　
　
　
大
角
石

一、
拾
壱
本
　
　
　
　
師斌
駅嚇
対量］峨
駅麹
�崖　
　
小
角
石

一、
五
本
　
　
　
　
　
麺
唯駅逮卿ヨ
駅勘対睦
　
　
　
大
脇
石

一
、
弐
本
　
　
　
　
　
師
峨
駅
勘
寸
よ
り
弐
尺
八
寸
迄
　
　
小
脇
石

一、
三
拾
九
本
　
　
　
師載
駅劫
対逮卿載
駅仁対艇　
　
升
形
石

〆
四
百
五
拾
三
本
　
　
酸
輔
脚
甦
レ
蔀
謂
明
暦
三

内

紡
柱
拾
五
本

　
　
料
筋

石
　
　
　
肝
吋
御
丁
場
二
有

五
本
　
　
　
　
大
角
石

五
本
　
　
　
　
　
小
角
石

麺
林
　
　
　
　
　
撤
脇
柄
　
　
　
黒
崎
御
丁
場
二
有

三
拾
九
本
　
　
　
升
形
石

（一一一）
弐
百
五
拾
六
本
　
平
石

右
者
今
度
御
見
分
之
上
、
川
振

・
黒
崎
弐
ケ
所
御
丁
場
二
有
之
、
先
年
　
公
儀
御
上
ケ
石
御
改
、
御
帳
面

之
通
、
被
遊
御
預
ケ
、
永
々
堅
相
守
り
、
公
儀
御
役
人
衆
よ
り
右
之
石
請
取
被
申
候
者
、
御
帳
面
之
通
無

相
違
相
渡
、
其
上
二
而
、
御
注
進
可
仕
旨
、
被
　
仰
渡
、
奉
畏
候
、
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一
、
弐
千
弐
百
貫
目
　
　
　
　
　
　
　
鉄

一
、
百
五
拾
貫
目
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
ね

一、
千
貫
目
鰺れ
に腕産よブ、卵
煙
ス　
　
網
苧

一
、　
事硲
五
粒
い
伊
豆
二
在
之
ハ
伊
豆
二
て
　
す
り́
板
い
帥
つゝ長
対
脚
綱
蒟
綱
泣
酬

一
、
五
拾
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
つ
き

一
、
四
拾
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
は
し

一、
三
百
石
節
ね聴
貶戸ブ、聯
嘘
にて　
　
か
ち
炭

一、
百
丁
　
節海席
貶み却咆
に
て　　小
て
こ

以
上

２７
　
寛
永
８
年
７
月
　
小
林
重
定
青
石
請
取
状
　
。岡
本
家
文
書
『熱
海
市
蕃

一
、
青
が
ん
き
石
、
其
許
よ
リ
ノ
送
状
之
通
り
惟
手
つ
け
取
申
候
、
切
賃
壱
分
銀
拾
匁
、
舟
賃
弐
分
銀
七
匁

三
分
之
由
、
弐
口
合
金
壱
両
銀
三
匁
也
、
重
而
勘
定
可
申
候
、
以
上
、

寛
永
八

紺
之
七
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
彦
五
良

（印
）

岡
本
又
八
郎
殿

賀

藤

平

六
殿

ま
い
る

２８

　

寛

永

１２

年

７

月

　

平

石

請

取

状

　

。
岡
本
家
文
書

『熱
海
市
讐

請
取
申
平
石
之
事

〈異

塗

官
本
麺
駄
都
縮
陀
Ｆ
り
之
請
取
石
也
、
　

　

凱
轟

夫
舟

此
運
賃
此
方
二
而
不
相
渡
候
、
以
上
、

寛
永
十
弐
年
七
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
西
七
太
夫

（印

・
花
押
）

上
田
三
太
夫

（印

ｉ
化
押
）

網
代

岡

本

又

八

殿

加
藤
七
右
衛
門
殿

２９

　

寛

永

１２

年

８

月

　

平

石

請

取

　

。
岡
本
家
文
書

『熱
海
市
慾

請
取
申
平
石
之
事

合
弐
拾
本
　
但
大
小
在
之
、　
　
　
　
　
　
勘
六
舟

此
運
賃
、
東
儀
左
衛
門
よ
り
相
対
可
有
之
由
二
候
間
、
灸
元
二
而
運
賃
不
相
渡
候
、
以
上
、

寛
永
拾
弐
年
八
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
西
七
太
夫

（印

・
花
押
）

岡

本

又

八

殿
　
　
　
　
　
上
田
三
太
夫

（印

・
花
押
）

加
藤
七
右
衛
門
殿

３０
　
子
正
月
　
圭日
雁
木
石
請
取
状
　
。河
日
家
文
書

積
廻
申
青
か
ん
き
請
取
申
□

石
数
合
六
拾
本
者
　
初
鳴
市
右
衛
門
腋
壱
艘
分
、

右
之
通
惟
二
請
取
申
所
実
正
也
、
運
賃
之
儀
は
其
元
一語
御
渡
シ
可
被
成
候
、
以
上

子
ノ
正
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梗
田
清
二
郎

（花
押
）

岡
本
ヌ
八
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
野
又
　
郎

（花
押
）

３‐
　
寛
文
年
間
　
圭同
石
積
廻
方
出
入
書
留
　
。岡
本
家
文
書
『熱
海
市
慾

寛
文
拾
年
い
ぬ
年
霜
月

一
、
上
多
賀
よ
り
網
代
村
舟
持

へ
申
分
ハ
、
当
年
ハ
青
石
う
れ
か
ね
、
壱
万
八
千
余
丁
場
二
た
ま
り
申
候
、

買
お
き
被
致
金
四
拾
五
両
借
り
可
申
く
舟
持
へ
申
来
り
候
と
、
あ
し
ろ
よ
り
返
事
ニ
ハ
、
舟
持
よ
り
毎
金

渡
し
き
ら
せ
申
上
ハ
、
か
い
お
き
候
事
無
之
申
候
、
左
様
二
候
ハ
ヽ
う
さ
ミ
村
へ
う
り
、
う
さ
ミ
舟
ま
わ

し
、
石
積
可
申
由
又
断
二
候
返
事
、
た
と
へ
金
か
り
被
申
候
共
、
船
ハ
う
さ
み
ミ
よ
り
入
申
事
成
間
敷
な

と
申
候
、
其
上
二
而
、
小
田
原

へ
御
訴
訟
申
候
ハ
、
御
年
貢
御
納
所
之
た
め
二
石
壱
万
八
千
余
切
た
め
申

候
所
二
、
あ
し
ろ
二
而
も
か
い
申
間
敷
な
と
申
、
其
上
余
村
へ
う
り
候
而
も
舟
差
ま
わ
し
、
つ
ミ
申
候
は

お
さ
へ
可
申
由
申
候
、
め
い
わ
く
仕
候
、
ケ
様
二
も
御
年
貢
御
納
所
仕
義
、
罷
成
間
敷
候
段
、
目
安
上
ケ

申
候
、

一
、
網
代
返
答
ハ
彼
青
石

。
白
石
之
儀
ハ
五
十
年
以
前
、
御
本
丸

・
同
天
守
之
御
普
請
之
朝
、
親
善
左
衛
門

召
出
し
、
青
石
持
参
申
、
其
時
分
之
御
森
帷
伊
丹
轟
翔
助
様

・
松
平
腿
期
だ
夫
様
御
目
か
け
御
用
石
二
罷

成
候
段
者
、
忠
節
者
と
御
老
中
御
意
被
成
候
御
状
も
御
座
候
、
其
外
代
官
衆
ノ
書
状
も
数
多
御
ロ
ニ
か
け

申
候
ハ
ヽ
、
善
左
衛
門
二
も
弥
市
二
も
状
共
大
事
二
仕
取
置
候
へ
と
、
小
田
原
御
老
中
も
被
仰
候
事
、

一
、
其
後
廿
七
八
年
以
前
、
善
左
衛
門
伊
奈
兵
蔵
様
へ
申
上
候
ヘ
ハ
、
山
見
立
之
者
二
候
ま
ゝ
、
山
之
石
さ

へ
あ
し
ろ
舟
計
二
而
申
候
而
、
切
つ
き
不
申
候
は
、
売
買
石
二
さ
せ
可
被
成
旨
二
而
、
伊
左
衛
門
と
善
左
衛

門
よ
り
何
ほ
と
切
申
候
而
も
、　
つ
き
い
た
し
候
山
二
而
無
之
候
、
若
切
つ
く
し
申
候
ハ
ヽ
、
御
法
度
二
可

被
仰
付
候
と
申
証
文
指
上
、
其
時
分
よ
り
う
り
石
に
罷
成
候
、
其
跡
之
ハ
む
さ
と
御
用
石
に
て
、
と
め
山

二
而
候
、
と
か
く
他
舟
入
申
候
て
、
山
も
切
た
や
し
可
申
候
由
、
御
意
二
被
成
候
而
、
他
舟
ハ
前
々
よ
り
入

不
申
候
事
二
御
座
候
と
答
申
候
、

一
、
其
後
廿
二
三
年
以
前
二
、
伊
左
衛
門
弟
、
江
戸
之
か
兵
へ
と
申
舟
頭
も
無
之
つ
ミ
申
候
間
、
あ
し
ろ
よ
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桑 九 稲

空 異 蓑
衛 和 路
門 守 守
佐

功孵
藤
肥
後
守

巳
ノ
年

北
条
出
羽
守

先
年加

藤

肥

後

守

巳
ノ
年

北
条
出
羽
守

麟

嶋
大
夫

巳
ノ
年

尾
張

新
丁
場
巳
年

渓
川

亥
年細

川
越
中
守
　
渡

細
川
越
中
守
　
渡

立
花
飛
騨
守

同
民
部
少

有
馬
左
衛
門
佐

土
川
土
佐
守

亥
年平

岡
石
見
守
　
渡

山
崎
甲
斐
守

稲
葉
淡
路
守

九
鬼
大
和
守

桑
山
左
衛
門
佐

立
花
飛
騨
守

同
民
部
少

有
馬
左
衛
門

上
川
土
佐
守
　
渡

平
岡
石
見
守

山
崎
甲
斐
守

同
一
、
網
代
ノ
内
京
安
寺
谷

一
、
下
た
か
ノ
内

大
一西
め
嘘
れ
共

回
一
、
上
た
か
ノ
内
熊
か
と
う

韓
添
の
浦西

浦

瑶
嘉
洋
し
ノ
内
東
崎

瀧
一蜘掏佐渡

石
棒

け
ん
の
う

は
つり
け
ん
のう
一翻離鶏読町付而

た
か
ね
但
壱
複
付
五
百
目

一
稲
葉
淡
路
守

一同
ヽ
へ
た
ノ
内
南
丁
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

ル
鑢
熙
紗
近

一
、
江
な
し
の
大
く
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辺
軋
怪
ノ
年
　
　
　
　
立
花
飛
騨
守

合
拾
弐
ヶ
所
内
　
勤無
鉄
赫

以
上

寛
永
拾
弐
年

三
月
朔
日
　
　
　
　
　
　
　
坂
崎
半
兵
箱

佐
藤
安
右
衛
門

２６
　
（寛
永
１１
年
）
１１
月
　
細
川
家
伊
豆
石
場
道
具
覚
　
。鉄
離劇普き

伊
豆
へ
御
国
よ
り
持
せ
被
遺
道
具

一
、
五
拾
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
石
切
小
つ
ち

一
、
弐
百
五
拾
本
　
　
　
　
　
　
石
切
の
ミ

一
、
百
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
鍬

以
上

寛
永
拾
壱
年
十

一
月
甘
八
日

伊
豆
全
二
百
人
一被
遣
侯
御
普
請
道
具
ノ
覚

江
戸
二
在
之
を
但
下
屋
敷
二
在
之
、
是
も
伊
豆
に
て
調
や
す
く
候
ハ
ゝ

伊
豆
二
て
調
可
申
候

一
、
三
拾
本

一
、
八
丁
ハ

内
　
斌
百
崩峨
妨線蒙
醒

一
、
八
拾
枚

帷
韓
　
寸
方
　
矢

一
、
八
丁
ハ

一
、
八
枚
　
石
を
は
つ
り
候

ξ旨目g
佐

渡

第Ⅵ章 熱海市域の石丁場で採石した大名たち
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第Ⅵ章 熱海市域の石丁場で採石した大名たち

２４
　
寛
永
１１
年
　
伊
豆
石
場
之
覚
　
。胎
籍蜘聘
（請溝青文喜

伊
豆
石
場
之
覚

（中
略
）

だ

期

噌

一耳

余

彩

湊
吉

　

御
代
官

同

人

但
土
肥
門
川
之
内

黒
崎
よ
り
間

一
町

先
年
ハ
鍋
鳴
殿
丁
場

，
巳
年
ハ
岡
部
内
膳
殿
丁
場

一
、
同
所
　
石
多
積
場
蕃
ン
　
　
　
御
代
宮
同
人

黒
崎
よ
り
伊
奈
村
へ
半
道

巳
ノ
年
ハ
尾
張
様
御
丁
場

高
五
百
七
拾
三
石
九
斗
余

一
、
伊
奈
村
　
土
肥
入
谷
之
内

御
代
官
同
人

伊
奈
村
よ
り
熱
海
へ
一
里

巳
年
塗
爪
極
丹
後
殿
丁
場

胡
嗚
絡
海
　
涌
討
ス
稔
易
遠
　
　
　
御
代
官
小
林
十
郎
左
衛
門

熱
海
よ
り
多
賀
へ
一
里
拾
町

巳
年
ハ
紀
伊
大
納
言
様
御
丁
場

高
六
百
拾
石

一
、
多
賀
　
石
多
湊
ヨ
ン
　
　
　
御
代
官
同
人

多
賀
よ
り
網
代
へ
一
里

先
年
ハ
一
柳
監
物
殿
　
先
年
細
川
越
中
殿

巳
年
ハ
紀
伊
大
納
言
様
巳
小
笠
原
右
近
殿

小
笠
原
幸
松
殿
巳
水
野
日
向
殿

松
平
山
城
殿
丁
場

高
四
拾
石
　
舟
五
百
艘
も
七
百
艘
も
入

一
、
網
代
村
　
石
多
湊
士口堅
石
　
　
御
代
官
同
人

網
代
よ
り
宇
佐
美
へ
一
里
半

先
年
ハ
細
川
越
中
殿
同
松
平
中
書
殿

松
平
宮
内
殿
同
大
村
民
部
殿

巳
年
ハ
伊
井
掃
部
殿
巳
年
松
平
紀
伊
守
殿

北
条
出
羽
殿
丁
場

（後
略
）

２５
　
寛
永
１２
年
３
月
　
伊
豆
・相
模
細
川
忠
興
組
石
場
覚
　
。細「陸森期解

（請李
艶
畔
１
３８‐
４

伊
豆
相
模
之
内
細
川
越
中
守
組
へ
相
渡
申
石
場
之
覚

東
浦

先
年

翌追ゥ噺なとリノ内桜木沢　　　　　　　　　　　　　　　臣聰醐」鋭麟殿　一』囀時期卸佐

亥
年

四蜘曲曽醐　　一獅麟翔脚曽　渡

一
、
大
川
ノ
内
大
塚
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶏
婢
帥
大
夫
殿

　
亥

一
沖
］
『
拗
中
　

渡

一勢蜘菊的階左

先
年

一、うさ見ノ内大丁場　　　　　　　　　　　　　　　　妃蜘『醐囀曽嘲　｛』囀時鶏抑佐渡

亥
年

同越中守殿　　一痴癬鼎脚曽

「
同小丁場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犯脚『醐嘩曽卿　一噛輔蜘脚守

同
越
中
守
殿

　

亥
一
揺
］
尋
］
呻

佐
渡

巳
ノ
年

一
、
網
代
ノ
内
於
木
沢
外
浦
丁
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
中
務
殿

山 平 土 有 同 立
崎 岡 川 馬 民 花
甲 石 土 左 部 飛
斐 見 佐 衛 少 騨
守 守 守 門  守

佐
渡
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一
一　
熱
海
の
石
丁
場
史
料

２‐
　
（慶
長
１１
年
）
３
月
　
加
藤
清
正
書
状
　
。
『岡継朦紋鮮

以
上

雖
未
無
案
内
候
、
此
両
人
任
申
、　
一
書
申
遣
候
、
然
は
石
舟
下
積
に
わ
り
木
之
義
、

子
之
儀
は
、
両
人
申
次
第
可
有
馳
走
候
、
重
而
其
元
見
廻
候
刻
、
面
に
て
可
令
申
候
、

期
其
節
候
、
猶
両
人
可
申
候
、
謹
言
、

加
肥
後

慶^
長
十

一
年
）

二
月
甘
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
正

岡
本
弥

一
郎
と
の

ま
ゐ
る

人
不
レ
居
、
石
番
者
計
、

人
不
レ
居
、
石
番
者
計
、

人
数
三
百
人
程
、
石
切
り
舟
に
も
つ
み
申
候

２２
　

（慶
長

１８
年
）

６
月
　
山
内
家
伊

豆
石
場
之
覚

　

。
『土陀
剌
納
鯨
政
端
章
一爺

ふ
　
　
と
　
人
数
三
百
人
程
、
石
切
り
舟
に
も
つ
み
申
候
、　
　
　
　
　
　
　
　
毛

利
　
宰

相
殿
衆

（山
内
忠
義
、高
知
城
主
）

稲
　
　
取
　
人
数
百
人
余
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
　
土
佐
守
殿
衆

原
本
に
は
六
月
二
十
八
日
の
日
付
と
差
出
入
由
比
元
之
、
宛
名
団
権
助
の
記
述
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

２３
　
（慶
長
１８
年
）
１１
月
　
伊
豆
石
場
に
つ
き
山
内
家
奉
行
書
状
　
。山
内
家
文
書

尚
々
御
石
之
儀
、
小
田
原
早
川
よ
り
稲
取
ま
て
道
筋
二
御
座
候
平
石
、
少
々
御
石
二
似
申
石
ハ
無

御
座
候
、
見
事
な
る
御
石
二
て
御
座
候
、

去
十
五
日
之
御
尊
書
、
十
八
日
二
拝
見
仕
候
、

一
、
当
地
御
石
随
分
念
を
入
、
角
石

・
平
石
寸
尺
相
改
申
候
、
石
書
付
急
度
指
上
候
へ
と
被
成
御
意
候
間
、

石
数
帳
面
之
通
、
書
付
上
申
候
事
、

一
、
売
石
聞
立
候
へ
と
被
仰
下
候
、
当
浦
二
は
無
御
座
候
、
何
も
余
浦
二
御
座
候
は
、
重
而
罷
帰
可
申
上
候
事
、

一
、
御
石
、
舟
付
ま
て
出
申
候
事
、
日
養
又
は
請
之
義
被
仰
下
候
、
灸
元
一語
立
聞
申
候
処
二
、
在
々
数
多
御

座
候
間
、
日
養
は
可
有
御
座
候
由
申
候
、
請
な
と
之
儀
は
、
無
案
内
二
御
座
候
間
、
罷
成
間
敷
由
申
候
、

請
二
被
仰
付
候
共
、
江
戸
よ
り
能
請
之
衆
、
不
参
候
ハ
ハ
、
罷
成
間
敷
由
申
候
、
日
養
二
被
仰
付
候
而
は
、

御
失
墜
に
て
、
可
有
御
座
か
と
奉
存
候
事
、

一
、
運
賃
船
之
儀
、
相
尋
申
候
、
伊
豆
浦
々
二
舟
数
い
か
程
も
御
座
候
間
、
舟
は
当
浦
二
て
被
成
御
借
候
事
、

御
手
廻
よ
く
可
有
御
座
と
申
候
、
何
も
ね
段
は
、
未
被
相
極
候
御
事
、

尾
張

・
紀
伊
　
両
大
納
言
様
よ
り
御
石
場
改
二
伊
豆
浦

へ
被
成
御
越
候
、
当
地
へ
も
去
十
五
日
之
晩
二
、

此
書
付
之
衆
四
人
御
越
候
而
、
灸
元
年
寄
団
十
郎

・
六
郎
左
衛
門
手
形
仕
候
へ
と
被
申
、
余
浦
之
手
形
、

御
ミ
せ
候
、
則
団
十
郎
我
等
共
方
へ
持
参
仕
、
ミ
せ
申
候
二
付
、
此
方
よ
り
別
紙
書
候
て
、
遣
申
候
ヘ

共
、
共
分
二
は
合
点
不
被
仕
、
又
如
此
書
直
相
渡
申
候
、
則
跡
書
、
又
余
浦
之
手
形
う
つ
し
共
二
懸
御

目
申
候
、
将
又
灸
元
御
石
拾
四
ヶ
所
二
御
座
候
、
先
年
未
年
二
被
仰
付
候
御
石
共
一語
御
座
候
故
、
山
々

石
場
森
や
し
け
り
申
候
故
、
寸
尺
も
大
形
二
不
罷
成
、
存
之
外
、
手
間
を
取
申
候
、
少
も
油
断
不
仕
二
、

御
普
請
道
具
相
改
、
小
や
ふ
き
直
申
二
、
三
日
は
灸
元
二
可
罷
有
候
、
仕
舞
次
第
二
急
土
肥
岩
之
谷
へ
罷

越
、
相
改
、
早
々
可
罷
帰
候
、
猶
委
細
之
段
は
、
前
田
源
五
口
上
二
可
被
申
上
候
、
恐
僅
謹
言
、

霜
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
助
左
衛
門

（花
押
）

村
　
与
左
衛
門

（花
押
）

た 熱 伊茜
呈

ノ
か  海  山

網
　
　
代

宇

佐

美

同  川  伊  は  同  同

所  奈  東  ど 所  所
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岡
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岐
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仕
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第Ⅶ章 熱海市内石丁場の石材分析

はじめに

伊豆半島および箱根地域には、江戸時代に江戸城や大名屋敷などに供給された石材の石丁場が各所に

存在する。しかし、各石丁場に関する地質学的・岩石学的な情報は少ないため、消費地である江戸の石

材 との比較は十分なされないままでいる。

今回の自然科学分析調査では、岩石学的なデータを得ることを目的として熱海市内各石丁場を現地調

査 し、石材分布の状況や岩質を記載すると共に、試料採取を行った。代表的な試料については、薄片を

作製し、鏡下における観察記載を行い、その特徴を把握した。さらに、江戸城および大名屋敷などの石

材の肉眼鑑定や鏡下観察データと比較検討をした。以下に、その結果を報告する。

1 分 析 方 法

(1)石材原産地調査

当社技師 3名が現地に赴き、 4日 間に亘る調査を行った。現地では、石材の分布状況や岩質について

記載を行 うと共に、写真撮影や試料採取等を行った。なお、行程の関係上、初島については現地調査を

行わず、試料は熱海市教育委員会から提供された。

(2)薄片作製鑑定

薄片観察は、岩石を0.03mmの 厚さに研磨して薄片にし、顕微鏡下で観察すると、岩石を構成する鉱物

の大部分は透光性とな り、鉱物の性質・組織等が観察できるようになるということを利用している。

薄片の作製は、まず試料をダイヤモンドカッターにより22mm× 30mm× 15mmの 直方体に切断して薄片用

のチップとする。そのチップをプレパラー トに貼 り付け、 #180～ #800の研磨剤を用いて研磨機上で厚

さ0.lmm以下まで研磨する。さらに、メノウ板上で #2500の研磨剤を用いて正確に0,03mmの 厚さに調整

する。プレパラー ト上で薄くなった岩石薄片の上にカバーガラスを貼 り付けたものが、観察用の薄片プ

レパラー トとなる。薄片プレパラー トは偏光顕微鏡下において観察記載を行う。

2 結 果

(1)石材原産地調査

調査地点は、第36図 に示す初島を除いた熱海市内の石丁場23箇所である。以下に、各地点における露

頭および転石の観察結果を示す。なお、調査地域の地質については、久野 (1952)を参照している。

1)嶽丁場 (その 1)

本調査地点には、湯河原火山の輝石安山岩溶岩か らなる 8m× 5m程度の露頭が存在する。塊状を呈

し、微～少量程度の孔隙が発達する。数10cm～ 2m程度の間隔で節理が発達するものの、築石として利

用可能な部分は多い。輝石安山岩は、径 2～ 4 mm大 の斜長石の斑晶を多含し、微量の輝石斑晶を散含す

る。本丁場は、大名丁場としての記録は無く、地主である伊豆山権現から宮川村が採石を請負っていた

ようである。

2)嶽丁場 (その 2)

本調査地点には、尾根の両翼30× 30mの範囲に、湯河原火山に由来する径50cm以上の礫が20個程度分

布する。径 2mに達するものも2～ 3個程度認められる。操は角礫～亜円礫状を呈し、緻密質塊状を呈

するものが多いが、一部流理組織が発達し、やや板状に剥がれる性質を有するものもある。径 1～ 3 mm

大で柱状～不定形板状を呈する斜長石斑晶を少量程度含み、径 2 mm以下の輝石斑晶をごく微量伴う。稀
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に、径 2 mm以下の石英斑晶を含むものもある。その他、一部、微量の孔隙を有 し、孔隙中にクリス トバ

ライ トや黒雲母が晶出しているものもある。

3)黒崎海岸

本調査地点には、亜角礫～亜円礫状を呈する角礫状の安山岩、無斑晶質安山岩、輝石安山岩、多孔質

安山岩などの転石が分布する。大部分は湯河原火山由来の安山岩類とみられ、20mの範囲に径 lm以上

の礫は200個以上認められる。セメン トの護岸部下には幅10m程度で角礫化 した安山岩が露岩する。安

山岩は、径 5 mm以下の孔隙を少量程度含む。基質の一部は酸化 してお り、赤灰色を呈する。

4)黒崎露頭

本調査地点には、20m× 5mの範囲で湯河原火山の輝石安山岩が露岩する。露頭の中央部は、緻密塊

状を呈する輝石安山岩であるが、露頭の端では径数cm～ 30cm大で角礫化している。塊状溶岩部には数 10

cm～ 2mの間隔で節理が発達する。

5)大洞 Ⅱ石丁場

本調査地点には、杉林の中に角礫～亜角礫状を呈する湯河原火山由来の礫が点在する。およそ30× 30

mの範囲に径50cm以上の礫が30個以上認められる。径 2m以上のものも数個程度点在する。矢穴のある

石材や刻印石も数個程度確認できる。礫は、塊状緻密質な輝石安山岩で、径 1～ 3 mm大の斜長石斑晶を

少～中量程度含み、径 5 mm以 下の輝石斑晶を微量程度伴う。比較的軟質な石材で、加工は容易と判断さ

れる。

6) イ雨本寸

本調査地点の海岸には、角礫～亜角礫状を呈する転石が多量に分布する。礫径の大きいものが多く、

300mの 範囲に径 lm以上のものはおよそ1000個以上認められる。一部、図版に示されるように径 6m
に達するものもある。礫には、京極丹後守とされる 「丹Jと彫 られた刻印や、「田」の刻印が認められ

る。大礫は、稲村安山岩由来の輝石安山岩が主体で、灰色～淡灰色を呈し、長さ 2 cm～ 30cm、 幅数mm～

5 cmの 餅板状を呈する孔隙が配向性を示 して散含される。短柱状の単斜輝石が散含され、斜長石斑晶は

目立たず、ごく微量である。礫種はほとんど輝石安山岩であるが、その他に多孔質安山岩、湯ヶ島層群

由来 とみられる火山礫凝灰岩なども認められる。

7)礼拝堂石丁場

本調査地点には、湯河原火山の輝石安山岩の転石が散在する。輝石安山岩の転石は、角礫～亜円擦状

で、緻密質塊状を呈する。径 1～ 3 mm大 の輝石を微量に含有し、径 1～ 3 mm大の斜長石斑晶を多含する

ものもある。20m× 20mの範囲に径 lm以上の礫は、20個以上認められる。京極家の家紋の刻印石や、

「けい長九年」 と彫 られた標識石が認められる。

8)礼拝堂石丁場東側

本調査地点には、径20～ 30cmの角礫～亜角牒状を呈する湯河原火山の輝石安山岩が10m× 10mの範囲

に30個程度分布する。径160cm程度のものも 1個認められる。輝石安山岩は、緻密質塊状で、径 2 mm以

下の斜長石斑晶が少～中量程度含まれる。単斜輝石は、短柱状～柱状を呈するものが多く認められる。

一部、孔隙が酸化鉄によって赤褐色に汚染されているものもある。

9)曽我浦青石丁場

本調査地点には、20m× 20mの範囲に径30cm～ 2m大の礫が100個以上分布する。矢穴や刻印を有す

る石材は認められない。礫は径 2～ 30mm大の角礫～亜角礫を50%以上含む湯ヶ島層群由来の火山礫凝灰

岩である。緑色の変質鉱物によって交代されてお り、全体に緑灰色を呈する。含有礫は、花南岩、玄武

岩、安 山岩、凝灰岩などである。変質鉱物としては、沸石やサポナイ トが認められ、サポナイ トによっ

て置換 された軽石を多含する軽石凝灰岩も認められる。
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10)上多賀北部石丁場群 (頼朝一杯水付近)

本調査地点には、杉林の谷部に角礫～亜角礫状を呈する礫が分布する。およそ20m× 10mの範囲に径

50cm以 上の標は、80個以上分布する。礫は塊状緻密質～多孔質な安山岩からなり、径 1～ 3 mm大の斜長

石斑晶を多含する。まれに径15mmに 達する斜長石斑晶をごく微量含むものもある。また、酸化鉄で汚染

され、褐色を呈する石英斑晶を含むものも認められる。水酸化鉄による汚染を受け、風化が進行してお

り、軟質岩となっている。

11)赤根崎

本調査地点には、角礫状の安山岩、凝灰角礫岩、火山礫凝灰岩、安山岩などの転石が散在する。幅 5

～10cm程度の矢穴を有する石材も認められる。角礫状の安山岩は、径数cm～ 30cm大で角礫化 してお り、

基質は酸化 して赤灰色を呈し、酸化鉄や二次石英などで埋められる。

12)白 石石丁場

本調査地点には、切 り出し痕の残る湯ヶ島層群の火山礫疑灰岩が露出する。火山礫凝灰岩は褐色の岩

相を示し、径 5 mm～ 15cm大の角礫～亜角礫状を呈する礫を30～ 50%程度含む。礫は暗紫色～黒灰色を呈

し、多孔質な玄武岩、スコリア、凝灰岩、安山岩などの火山礫質な岩石から構成される。稀に径50cm大

の玄武岩礫もわずかに含まれている。ラミナを示す砂質部を含む部分も認められ、エピクラステイック

な火砕岩とみられる。スダレ状の切り出し痕が認められ、かなり新しい時代のものである可能性がある。

13)白 子・地獄沢石丁場

本調査地点には、杉林の中に角礫状を呈する礫が散在する。礫はおよそ50m× 30mの範囲に径50cm以

上のものが100個以上認められる。径 lm以上のものは、20個程度認められる。礫は、多賀火山に属す

る灰色塊状の輝石安山岩からなり、徹密質なものや多孔質なものが認められる。径 1～ 2 mm大 の斜長石

斑晶を多含 し、径 3 mm以 下の石英斑晶をごく微量含むものもある。また、径 3 mm以 下の輝石斑晶をごく

微量含むものや、径10mmに 達する斜長石斑晶を含むものもある。比較的加工のしやすい軟質岩が多い。

刻印石も多数認められている。

14)中張窪・瘤木石丁場 (羽柴右近刻印付近 )

本調査地点には、径 lm以上の礫が 5個程度認められる。径 2m以上のものも存在し、大部分は角礫

状を呈する。石材は、多賀火山に属する輝石安山岩である。

15)中張窪・瘤木石丁場 (有馬玄蕃石場付近)

本調査地点には、「是ヨリにし 有馬玄蕃 石場 慶長十六年…」 と記された大岩が存在する。その

周囲の杉林には、20m× 30mの範囲に径50cm以上の礫が、100個以上分布する。径 2m以上のものも10

個以上認められる。石材は、多賀火山に属するかん らん石含有輝石安山岩で、淡灰色を呈し、表皮は風

化 して褐色化 しているものが多い。径 1～ 3 mm大 の斜長石斑晶を多含し、径10mmに 達する大型の斑晶を

稀に含む特徴がある。輝石斑晶は、径 2 mm以下で微量含まれ、稀に径 8 mmに 達する大型のものも認める

ことができる。かんらん石斑晶は径 3 mm以下で粒状を呈し、橙色～褐色を示してごく微量含まれる。

16)中張窪・瘤木石丁場 (D地区)

本調査地区では、「慶長十九年」 と記された石材が発見されている。角礫状の転石が散在 し、20m×

20mの 範囲に径50側以上のものが50個程度認められる。転石は多賀火山に由来する輝石安山岩であり、

やや孔隙を多く有する。

17)中張窪 。瘤木石丁場 (B地区)

本調査地区では、鍛冶場跡が検出されている。周囲には、多賀火山由来の輝石安山岩の転石が数百個

分布 している。矢穴を穿たれた残石も幾つか認められる。
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18)中 張窪・瘤木石丁場 (北部露頭)

本調査地点には、多賀火山由来の安山岩溶岩の露頭が認められる。 10m× 4m程度の露頭で、数cm～

2m間隔の不規則な節理が発達 し、ブロック化 している。溶岩は、塊状を呈し、かんらん石を含有する

輝石安山岩からなる。角板状の斜長石斑晶を多含 し、径 5 mmに 達するものも存在する。岩質は堅硬で、

風化がほとんど進んでいない新鮮な岩相を示す。

19)小 山

本調査地点には、網代玄武岩に属する玄武岩質な火砕岩の露頭が分布する。径教cm～30cm大の玄武岩

礫を多含 し、基質は黒灰色を呈するが、一部、酸化 して赤灰色を呈する部分も認められる。露頭を構成

する石材は軟質であり、築石用の石材としては不適である。一方、海岸の磯石には、径 lm以上の玄武

岩礫が多量に散在しており、径 2m以上のものも認められる。磯石は、斑晶の目立たない玄武岩が多く、

灰色を呈し、やや緑色を帯びる。定向配列するパイプ状の孔隙が特徴的に発達する。幅 8 cm前 後の矢穴

を有するものも認められる。刻印を有する石材は認められない。

20)屏風岩

本調査地点には、80m× 8mの規模で網代玄武岩に属する無斑晶質な安山岩溶岩の露頭が分布する。

無斑品質安山岩は、径 2 mm程度の斜長石斑晶をごく微量含み、全体に塊状緻密質であるが、弱い流理構

造が発達する。流理構造の走行傾斜は、N80～ 90° W60～ 90° Nである。露頭には、幅 8 cm前 後の矢穴

を穿たれた箇所も認められる。屏風岩の南側には、20× 8m程度の露頭があり、塊状多孔質な安山岩か

らなる。径 1～ 3 mm大 の斜長石斑晶を中量程度含み、多斑晶質な特徴を有する。流理組織は認められな

いが、精円状を呈する孔隙が配向性を示す部分もある。海蝕により、露頭表面は球状の孔が形成されて

いる。屏風岩周辺の礫は、円礫～角礫状を呈し、斜長石の斑晶を多含する多斑晶質な安山岩が主体となっ

てお り、その他、多孔質安山岩、無斑晶質安山岩などが認められる。径 lm以上の礫は、50mの範囲に

およそ数百個分布する。

21)朝 日山石丁場

本調査地点には、網代玄武岩に由来する無斑晶質玄武岩や、かんらん石含有輝石玄武岩などの転石が

分布する。およそ30× 20mの範囲に径50cm以 上の転石が100個程度分布する。径 2m以上のものも10個

以上認められる。黒田藩の刻印が発見されている大名丁場のため、矢穴の穿たれたものも多く、30個以

上認められる。矢穴の幅は 15cmとこ達する大型のものも認められる。岩質はきわめて堅硬緻密質で、塊状

を呈 し、灰色を示す。径 1～ 4 mm程度の柱状～不定形柱状を呈する斜長石斑晶を多含するものもある。

径 2～ 5 mm大のかんらん石斑晶をきわめて微量含むものや、径 2 mm以下の輝石斑晶をごく微量含むもの

などがみられる。

22)大西ヶ洞奥石丁場

本調査地点には、谷部の30m× 10mの範囲に径50cm以 上の礫が300個程度分布する。両側の斜面には

露頭はなく、谷部に転石が集積されたような産状を示す。礫は網代玄武岩に属する玄武岩質安山岩～玄

武岩か らなり、灰色を呈し、塊状緻密質である。斜長石斑晶を微量程度含み、柱状のかんらん石斑晶を

ごく微量伴う。硬質岩で、加工は容易ではない。刻印石も見つかっている。

23)弘法滝石丁場

本調査地点には、刻印のある石材の周辺30m× 10mの範囲に径 lm以上の撰が20個以上分布する。径

2m以上のものも 5個程度認められる。林道の両側の斜面には、径 lm以上の礫が多量に分布する。礫

は、亜角篠～亜円礫状を呈し、塊状緻密質で灰色を示す。径 1～ 4 mm大 の斜長石斑晶を多含する。径 2

mm以下の輝石斑晶もごく微量散含される。径 2～ 5 mm大のオリーブ色を示すかんらん石斑晶が稀に含ま

れる。
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(2)薄片鑑定

偏光顕微鏡下の観察から岩石の構成鉱物および組織の記載岩石学的な特徴を明らかにした。各構成物

の量比は、薄片上の観察面全林に対 して、多量 (>50%)、 中量 (20～ 50%)、 少量 (5～ 20%)、 微量

(<5%)、 および、きわめて微量 (<1%)と いう基準で日視により判定した。各試料の構成物の量比

表は、火山岩類については表 9に、火山砕屑岩類については表 10に示した。顕微鏡観察に際しては下方

ポーラーおよび直交ポーラー下において代表的な箇所を撮影した。以下に各試料の鏡下観察結果につい

て述べる。

1)嶽丁場-01

岩石名 :かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石   :中 量存在し、粒径2.8～ 0.3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片双

斜方輝石

晶および累帯構造が発達する。結晶内部に火山ガラスを散含するものもある。最大

対称消光角は45° で、バイ トウナイ ト質な組成と判断される。斜長石のみで集斑状

組織を形成しているものが散見される。

微量存在 し、粒径1.71～ 0.3mmの他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色～淡褐色

の多色性を示す。細粒な単斜輝石によって反応縁状に取 り囲まれているものも認め

られる。

微量存在し、粒径1.90～ 0。 3mmの他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

集片双晶を示すものが散見される。

きわめて微量存在し、粒径1.40～ 0.3mmの 他形で六角粒状～不定形柱状を呈し、無

色透光性を示す。斜方輝石によって皮膜されているものが認められる。

石基 石基はインターグラニュラー組織 (intergranular texture)を 示す。

クリス トバライ ト:微量存在し、粒径最大0.22mmの 他形で屋根瓦状～不定形板状を呈し、孔隙中

に晶出している。一部、斑晶の結晶表面部に沿って晶出するものもある。

斜長石  :中 量存在し、粒径最大0.3mmの半自形～他形で不定形板状～柱状を呈し、集片双晶

斜方輝石

を示す。配向性は認められない。

きわめて微量存在 し、粒径最大0.3mmの 他形で柱状を呈し、淡褐色～淡緑色の多色

性を示す。大部分は粒径0.2mm以上で、細粒な斜長石や単斜輝石などとは共生しな

い。

少量存在し、粒径最大0.3mmの他形で柱状～不定形状を呈し、淡緑色～淡褐色を示

す。石基斜長石の粒間に散在する。かんらん石や斜方輝石の結晶表面部を取 り囲む

ものもある。

微量存在し、粒径最大 0。 3mmの他形で粒状～不定形柱状を呈し、無色透光性を示す。

イディングサイ ト化しているものが多い。

少量存在し、粒径最大0,071n14の他形で角柱状～不定形粒状を呈し、石基斜長石の粒

間に散在する。一部、かん らん石を反応縁状に囲む単斜輝石中に虫食い状をなして

分布するものもある。

微量存在し、無色透光性～淡褐色を示して石基鉱物の粒間を埋めるものや、斜長石

の斑晶中にも分布するものがある。

微量存在し、隠微晶質で褐色を呈し、孔隙の壁に沿って分布するものや、石基を局

所的に汚染するものがある。

単斜輝石

単斜輝石

かんらん石

かん らん石

不透明鉱物

火山ガラス

変質鉱物

水酸化鉄
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孔隙 微量存在 し、孔径最大 0.58mmで不定形状 を呈 して散在 し、 ク リス トバ ライ トが晶出 している。配

向性は認められない。壁に沿って水酸化鉄が付着しているものもある。

2) 不渭オ寸7雪 J上昇-01

岩石名 :か んらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石  :中 量存在 し、粒径3.2～0.3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片双

斜方輝石

晶および累帯構造が発達する。結晶内部には、再溶融により生じたとみられる火山

ガラスが脈状に分布する。蜂の巣状組織をなすものや、細粒な単斜輝石を包有する

ものがある。最大対称消光角は52° で、バィ トウナイ ト質な組成を有するとみられ

る。

微量存在 し、粒径1.50～ 0。 3mmの 半自形～他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色

～淡褐色の多色性を示す。単斜輝石によって取 り囲まれ、平行連晶しているものも

認められる。

微量存在 し、粒径1.65～ 0.3mmの 他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

集片双晶を示すものが散見される。客晶としてかんらん石をポイキリティックに包

有するものもある。

きわめて微量存在 し、粒径0.62～ 0.3mmの 他形で粒状～不定形柱状を呈 し、無色透

光性を示す。不透明鉱物によって皮膜されているものが多い。

単斜輝石

不透明鉱物 :き わめて微量存在 し、粒径0,42～ 0.3mmの 他形で不定形粒状～不定形状を呈し、細

粒な斜長石を包有する。

石 基 石基はインターサータル組織 (intersertal texture)を 示す。

クリス トバライ ト :微量存在 し、粒径最大0.66mmの 他形で屋根瓦状～不定形板状を呈し、孔隙中

単斜輝石

や石基中に晶出している。

中量存在 し、粒径最大 0。 3mmの 半自形～他形で不定形板状～柱状を呈し、集片双晶

を示す。配向性は認められない。

きわめて微量存在 し、粒径最大0.3mmの他形で柱状を呈 し、淡褐色～淡緑色の多色

性を示す。大部分は粒径0.2mm以上で、細粒な斜長石や単斜輝石などとは共生しな

しh。

少量存在 し、粒径最大 0。 3mmの他形で柱状～不定形状を呈 し、淡緑色～淡褐色を示

す。石基斜長石の粒間に散在する。かんらん石や斜方輝石の結晶表面部を取り囲む

ものもある。

微量存在 し、粒径最大0,3mmの 他形で粒状～不定形柱状を呈し、無色透光性を示す。

結晶表面部には、単斜輝石および不透明鉱物の反応縁が形成されている。

不透明鉱物 :少量存在 し、粒径最大0.3mmの 他形で粒状～不定形粒状を呈し、石基斜長石の粒間

に散在する。一部、かんらん石を反応縁状に囲む単斜輝石中に虫食い状をなして分

布するものもある。

火山ガラス 少量存在 し、無色透光性～淡褐色を示して石基鉱物の粒間を埋めるものや、斜長石

の斑晶中にも分布するものがある。晶子が晶出している部分では脱ガラス化してお

り、スフェルライ ト様となっている。

晶子   :き わめて微量存在 し、粒径最大 0。 10mmで 、グロビュライ ト、マーガライ ト、毛状晶

子が認められる。石基の火山ガラス中に晶出している。

かんらん石

斜長石

斜方輝石

かんらん石
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変質鉱物

水酸化鉄 :きわめて微量存在し、隠微晶質で褐色を呈し、石基を局所的に汚染する。

孔隙 きわめて微量存在し、孔径最大 0。 20mmで 不定形状を呈して点在する。大部分はクリス トバライ ト

によって充填されている。

3) 不渭本寸ア雪「「
W勇-02

岩石名 :斜方輝石かんらん石単斜輝石安山岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

中量存在し、粒径2.18～ 0。 3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片

双晶および累帯構造が発達する。結晶内部に、細粒な単斜輝石や火山ガラスを包有

するものも認められる。最大対称消光角は47° で、バイ トウナイ ト質な組成を有す

るとみられる。

微量存在 し、粒径1.95～ 0。 3mmの 半自形～他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色

～淡褐色の多色性を示す。単斜輝石によって取 り囲まれ、平行連晶しているものも

認められる。

微量存在し、粒径1.05～ 0.3mmの他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色～淡褐色

を示す。集片双晶を示すものが散見される。

微量存在し、粒径2.23～ 0。 3mmの 他形で粒状～不定形柱状を呈し、無色透光性を示

す。細粒な斜方輝石、単斜輝石および斜長石に取り囲まれているものも認められる。

きわめて微量存在 し、粒径0,46～0.3mmの他形で不定形粒状～不定形状を呈し、細

粒な斜長石を包有する。

きわめて微量存在し、粒径最大0.63mmの 他形で不定形粒状を呈し、結晶内部に不規

則な割れ目を有する。細粒な単斜輝石によって反応縁状に取 り囲まれている。

石 基 石基はインターサータル組織 (intersertal texture)を示す。

クリス トバライ ト :微量存在 し、粒径最大0.45mmの 他形で屋根瓦状～不定形板状を呈し、孔隙中

や石基中に晶出している。

中量存在し、粒径最大0.3mmの 半自形～他形で不定形板状～柱状を呈 し、集片双晶

を示す。配向性は認められない。

きわめて微量存在 し、粒径最大0.3mmの 他形で柱状を呈し、淡褐色～淡緑色の多色

性を示す。大部分は粒径 0。 2mm以 上で、細粒な斜長石や単斜輝石などとは共生しな

い。

少量存在し、粒径最大 0。 3mmの 他形で柱状～不定形状を呈し、淡緑色～淡褐色を示

す。石基斜長石の粒間に散在する。かんらん石や斜方輝石の結晶表面部を取 り囲む

ものもある。

微量存在し、粒径最大0.3mmの他形で粒状～不定形柱状を呈し、無色透光性を示 し

て点在する。結晶表面部は、斜方輝石、単斜輝石および不透明鉱物による反応縁が

形成されている。

少量存在し、粒径最大0.3mmの他形で粒状～不定形状を呈し、石基斜長石の粒間に

散在する。一部、かんらん石を反応縁状に囲む斜方輝石中に虫食い状をなして分布

するものもある。

少量存在し、無色透光性～淡褐色を示して石基鉱物の粒間を埋めるものや、斜長石

の斑晶中にも分布するものがある。

斑 晶 斜長石

斜方輝石

単斜輝石

かん らん石

不透明鉱物

捕 獲斑晶

石英

斜長石

斜方輝石

単斜輝石

かんらん石

不透明鉱物

火山ガラス
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変質鉱物 水酸化鉄 :きわめて微量存在し、隠微晶質で褐色を呈し、石基を局所的に汚染する。

孔隙 きわめて微量存在 し、孔径最大0.80mmで 不定形状を呈して点在する。大部分はクリス トバライ ト

によって充填されている。

4)礼拝堂石丁場-01

岩石名 :かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石   :中 量存在 し、粒径2.6～0.3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片双

晶や累帯構造が発達する。結晶内部には、再溶融により生じたとみられる火山ガラ

スが脈状をなして分布する。細粒な単斜輝石を包有するものや、リムに汚濁帯を有

するものもある。最大対称消光角は46° で、バイ トウナイ ト質な組成と判断される。

微量存在 し、粒径2.H～ 0,3mmの 半自形～他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色

～淡褐色の多色性を示す。

微量存在 し、粒径1.98～ 0.3mmの 他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

集片双晶を示すものや弱い累帯構造を有するものが認められる。一部、細粒な斜方

輝石を包有するものもある。

微量存在 し、粒径1.03～ 0,3mmの 半自形～他形で六角粒状～不定形柱状を呈し、無

色透光性を示す。一部、骸晶状を示すものもある。イディングサイ ト化して、結晶

表面部が褐色化 しているものが散見される。

きわめて微量存在し、粒径1.03～ 0.3mmの 他形で不定形粒状～不定形状を呈し、細不透明鉱物

粒な斜長石を包有する。

石基 石基はインターサータル組織 (intersertal texture)～インターグラニュラー組織 (intergranular

texture)を 示す。

クリス トバライ ト :きわめて微量存在 し、粒径最大0.15mmの 他形で不定形板状を呈し、孔隙中や

石基中に晶出している。

トリディマイト :きわめて微量存在し、粒径最大0.27mmの 半自形～他形で楔状～不定形板状を

呈し、孔隙中に晶出している。

斜方輝石

単斜輝石

かんらん石

斜長石

斜方輝石

単斜輝石

かんらん石

中量存在 し、粒径最大0.3mmの半自形～他形で不定形板状～柱状を呈し、集片双晶

を示す。配向性は認められない。大部分は粒径 0.0711111以 下と細粒である。

きわめて微量存在し、粒径最大0.3mmの 他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡褐色～

淡緑色の多色性を示す。大部分は粒径0,2mln以 上で、細粒な斜長石や単斜輝石など

とは共生しない。

少量存在 し、粒径最大0.3mmの他形で柱状～不定形状を呈し、淡緑色を示す。石基

斜長石の粒間に散在する。

きわめて微量存在し、粒径最大0,3mmの 他形で粒状～不定形状を呈し、無色透光性

を示 して点在する。イディングサイ ト化して結晶表面部から褐色化しているものが

散見される。

少量存在 し、粒径最大 0。 3mmの他形で粒状～不定形状を呈し、石基斜長石の粒間に

散在する。一部、かんらん石を反応縁状に囲む斜方輝石中に虫食い状をなして分布

するものもある。

不透明鉱物

火山ガラス :少量存在 し、無色透光性を示して石基鉱物の粒間を埋めるものや、斜長石の斑晶中

にも分布するものがある。

変質鉱物 水酸化鉄 :き わめて微量存在し、隠微晶質で褐色を呈し、石基を局所的に汚染する。
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孔隙 きわめて微量存在し、孔径最大0.90mmで不定形状を呈して点在する。クリス トバライ トや トリディ

マイ トが晶出している。

5)礼拝堂石丁場-02

岩石名 :かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石  :中 量存在し、粒径3.1～ 0.3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片双

不透明鉱物

晶や累帯構造が発達する。結晶内部には、再溶融により生じたとみられる火山ガラ

スが脈状をなして分布する。細粒な単斜輝石を包有するものや、 リムに汚濁帯を有

するものもある。最大対称消光角は50° で、バイ トウナイ ト質な組成と判断される。

微量存在し、粒径2.6～ 0.3mmの 半自形～他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色～

淡褐色の多色性を示す。細粒な単斜輝石の反応縁を有するものが多い。

微量存在し、粒径6.3～ 0.311mの他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。集

片双晶を示し、集斑状組織を形成するものが認められる。

微量存在し、粒径3.2～ 0.3m14の他形で粒状～不定形状を呈し、無色透光性を示す。

輝石類および斜長石を伴って集斑状組織を形成しているものもある。イディングサ

イ ト化して、結晶表面部が褐色化している場合が多い。

きわめて微量存在 し、粒径 1.0～ 0.3mmの 他形で不定形粒状～不定形状を呈し、輝石

類と接して分布するものが多い。

石基 石基はインターサータル組織 (intersertal texture)～ インターグラニュラー組織 (intergranular

texture)を 示す。

クリス トバライ ト:きわめて微量存在 し、粒径最大 0。 16mmの 他形で不定形板状を呈し、孔隙中や

不透明鉱物

石基中に晶出している。

中量存在し、粒径最大0.3mmの 半自形～他形で不定形板状～柱状を呈 し、集片双晶

を示す。配向性は認められない。大部分は粒径0.05mm以下と細粒である。

きわめて微量存在 し、粒径最大0,3mmの 他形で柱状～不定形柱状を呈 し、淡褐色～

淡緑色の多色性を示す。大部分は粒径 0。 lmm以上で、細粒な斜長石や単斜輝石など

とは共生しない。単斜輝石の反応縁を有するものが多い。

少量存在し、粒径最大0.3mmの 他形で柱状～不定形状を呈し、淡緑色を示す。石基

斜長石の粒間に散在する。

きわめて微量存在 し、粒径最大0.3mmの 他形で粒状～不定形状を呈し、淡緑色を示

して点在する。イディングサイ ト化 して結晶表面部から褐色化 しているものが散見

される。

少量存在し、粒径最大0.3mmの 他形で粒状～不定形状を呈し、石基斜長石の粒間に

散在する。一部、かん らん石を反応縁状に囲む斜方輝石中に虫食い状をなして分布

するものもある。

少量存在し、無色透光性を示して石基鉱物の粒間を埋めるものや、斜長石の斑晶中

にも分布するものがある。

きわめて微量存在 し、隠微晶質で褐色を呈し、不透明鉱物か ら拡散して石基を汚染

斜方輝石

単斜輝石

かん らん石

斜長石

斜方輝石

単斜輝石

かん らん石

火山ガ ラス

変 質鉱物

水酸化鉄

している。孔隙の周辺に分布するものもある。

子し隙 きわめて微量存在し、孔径最大0.40mmで不定形状を呈して点在する。クリス トバライ トが晶出し

ているものもある。
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6)曽我浦石丁場-01

岩石名 :玄武岩質火山礫凝灰岩 岩石の組織 :火砕状組織 (pyrOclastic texture)

鉱物片 斜長石

斜方輝石

単斜輝石

不透明鉱物

岩片 安山岩

きわめて微量存在 し、粒径最大 0。 191■mの他形で破片板状を呈し、弱い集片双晶が発

達する。炭酸塩鉱物、石英、沸石などによって交代されている。

きわめて微量存在し、粒径最大 0。 48mmの 他形で柱状～破片柱状を呈し、淡褐色～淡

緑色の多色性を示す。

きわめて微量存在し、粒径最大0.36mmの 他形で不定形柱状～破片柱状を呈し、淡緑

色を示す。

きわめて微量存在 し、粒径最大 0。 43mmの 他形で不定形粒状～不定形状を呈して点在

する。

微量存在し、粒径2.6～ 0.30mmで亜角操状～亜円礫状を呈する。石基はインターサー

タル組織を示し、斜長石の斑晶を含むものもある。粘土鉱物、石英、炭酸塩鉱物、

沸石などによって交代されている。

多量存在 し、粒径5.7～ 0。 10mmで 角礫状～亜円礫状を呈し、粒径は不均質である。

アミググルを有するものが多く、一部、スコリア質なものもある。斜長石や輝石類

の斑晶を含むものもある。石基は粘土鉱物、炭酸塩鉱物、沸石などによって著 しく

交代されている。

玄武岩

基質 (変質鉱物)

石英   :き わめて微量存在 し、粒径最大 0。 23mmの他形で不定形状を呈し、基質中に分布する

沸石

ものや岩片を交代するものがある。

少量存在し、粒径最大0.30mmの他形で不定形板状～塊状を呈し、斜長石を交代する。

等方性で方沸石とみられるものもある。主に、基質や岩片中の斜長石を交代する。

緑泥石  :中 量存在し、粒径最大0.06mmの 他形で放射繊維状～繊維状を呈し、緑褐色～褐色を

示す。岩片中のアミグダルや基質を交代する。

プレーナイ ト :きわめて微量存在 し、粒径最大0.06mmの 他形で放射板状を呈し、炭酸塩鉱物と共

に斜長石の斑晶や基質を交代する。

炭酸塩鉱物 :少量存在し、粒径最大0。 40mmの他形で不定形状を呈し、基質および岩片を交代する。

水酸化鉄  :微量存在し、粒径最大0.01mmの 他形で微細不定形状を呈し、暗褐色～褐色を示して

岩片や基質を汚染する。

粘土 :   少量存在し、隠微晶質で微細不定形状を呈 し、淡褐色を示して砕屑片の粒間を埋め

る。

7)曽 我浦石丁場-02

岩 石名 :玄武岩質火山礫凝灰岩 岩石の組織 :火砕状組織 (pyrociastic texture)

鉱 物片 斜長石  :きわめて微量存在し、粒径最大1.43mmの 他形で板状～破片板状を呈し、集片双晶が

斜方輝石

発達する。炭酸塩鉱物や沸石によって交代されているものが多い。

きわめて微量存在 し、粒径最大0.52mmの 他形で柱状～破片柱状を呈し、淡褐色～淡

緑色の多色性を示す。

単斜輝石  :微量存在し、粒径最大1.04mmの他形で不定形柱状～破片柱状を呈し、淡緑色を示す。

不透明鉱物 :きわめて微量存在し、粒径最大0.27mmの 他形で粒状～不定形状を呈して点在する。

岩 片 安山岩 :微量存在 し、粒径0。 92～ 0.54mmで 亜角礫状～亜円礫状を呈する。斜長石あるいは単斜輝

石の斑晶を含み、石基はインターグラニュラー組織を示すものなどが認められる。
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玄武岩

基質 (変質鉱物)

石英

沸石

緑泥石

斜方輝石

単斜輝石

石 基 石基はインタ

texture)を 示

斜長石

斜方輝石

多量存在し、粒径 15～ 0。 10mmで角礫状～亜円礫状を呈し、粒径は不均質である。斜

長石や単斜輝石の斑晶を含むものもある。石基には斜長石や単斜輝石が一部、残存

するが、火山ガラスは褐色を呈する粘土鉱物や水酸化鉄などによって交代されてい

る。アミググルを有するものや、スコリア質なものが認められる。

微量存在し、粒径最大0.4711mの 他形で不定形状を呈し、沸石や炭酸塩鉱物と共生し

て斜長石を交代するものや、基質を交代するものがある。

少量存在し、粒径最大 0。 52mmの他形で不定形板状～塊状を呈し、斜長石を交代する。

等方性で方沸石 とみられるものもある。

中量存在し、粒径最大0.07111mの 他形で繊維状を呈し、緑褐色～褐色を示す。玄武岩

の岩片や基質を交代する。

プレーナイ ト :微量存在 し、粒径最大0.07mmの 他形で放射板状を呈し、炭酸塩鉱物と共に斜長石

の斑晶や基質を交代する。

パンペリー石 :きわめて微量存在し、粒径最大0.05mmの 他形で放射針状を呈し、淡緑色を示す。

沸石と共生する。

炭酸塩鉱物 :少量存在 し、粒径最大0.52mmの 他形で不定形状を呈し、基質および岩片を交代する

ものや、細脈を構成するものがある。沸石と共生するものが散見される。

水酸化鉄  :微量存在し、粒径最大0.01mmの 他形で微細不定形状を呈し、暗褐色～褐色を示して

岩片や基質を汚染する。

粘土   :少 量存在 し、隠微晶質で微細不定形状を呈し、淡褐色を示して砕屑片の粒間を埋め

る。

糸田脈 微量存在し、脈幅最大0.08mmで炭酸塩鉱物からなり、岩片や鉱物片を切って、枝分かれ状をなし

て分布する。薄片上に10条以上認められ、0.5～4mm程度の連続性を示す。

8)上多賀北部石丁場群 (頼朝一杯水付近)-01

岩 石名 :かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

III晶 斜長石   :中 量存在 し、粒径2.8～0.3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片双

晶および累帯構造が発達する。結晶内部には、再溶融により生じたとみられる火山

ガラスが脈状に分布する。最大対称消光角は50° で、バイ トウナイ ト質な組成と判

断される。

微量存在 し、粒径0.46～ 0.3mmの 他形で柱状を呈し、淡緑色～淡褐色の多色性を示

す。単斜輝石によって薄膜状に取 り囲まれているものも認められる。

微量存在 し、粒径1.58～ 0.3mmの 他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

集片双晶を示すものが散見される。

―サータル組織 (intersertal texture)～ インターグラニュラー組織 (intergranular

す。

中量存在 し、粒径最大 0。 3mmの 半自形～他形で柱状を呈 し、集片双晶を示す。局所

的に流理配列を示すが、全体的な配向性は認められない。

きわめて微量存在 し、粒径最大0.3mmの 他形で柱状を呈し、淡褐色～淡緑色の多色

性を示す。大部分は粒径0.2mm以上である。石基を構成する細粒な斜長石や単斜輝

石などとは共生しない。

少量存在 し、粒径最大0.3mmの 他形で柱状～不定形状を呈し、淡緑色を示す。石基単斜輝石
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斜長石の粒間に散在する。

かんらん石

不透明鉱物

火山ガラス

変質鉱物

水酸化鉄  :微量存在し、隠微品質で褐色を呈し、孔隙の壁に沿って分布するものや、石基を局

所的に汚染するものがある。

孔隙 少量存在 し、孔径最大3.9nlmで球状～不定形状を呈 して散在する。配向性は認められない。壁に

沿って水酸化鉄が付着しているものが散見される。

9)白子・地獄沢石丁場-01

岩石名 :単斜輝石斜方輝石安山岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石 中量存在し、粒径2.7～0.3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片双

晶や累帯構造が発達する。結晶内部には、再溶融により生じたとみられる火山ガラ

スが脈状をなして分布する。最大対称消光角は54° で、バイ トウナイ ト質な組成 と

判断される。

少量存在し、粒径1,27～ 0.3mmの 半自形～他形で柱状～不定形柱状を呈 し、淡緑色

～淡褐色の多色性を示す。細粒な単斜輝石の反応縁を有するものが多い。一部、ク

リスクロス組織を示すものもある。

微量存在し、粒径1.32～ 0.3mmの 他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

双晶を有するものが多く、一部、累帯構造を示すものもある。

きわめて微量存在し、粒径最大0.34mmの他形で不定形状を呈し、無色透光性を示 し

て斜方輝石の斑晶に包有される。

斜方輝石

不透明鉱物 :きわめて微量存在 し、粒径0.40～ 0。 3mmの他形で不定形粒状～不定形状を呈する。

結晶内部に不規則な割れ目を有する。

石基  石基はインターサータル組織 (intersertal texture)～ インターグラニュラー (intergranular

texture)を 示す。

きわめて微量存在し、粒径最大0.31mmの 他形で粒状～不定形柱状を呈し、無色透光

性を示す。結晶表面部からイディングサイ ト化している。

少量存在し、粒径最大0.3mmの 他形で粒状～不規則粒状を呈し、石基斜長石の粒問

に散在する。

少量存在し、無色透光性～淡褐色を示して石基鉱物の粒間を埋める。一部、斜長石

の斑晶中にも分布する。

単斜輝石

かんらん石

斜長石

斜方輝石

単斜輝石

不透明鉱物

中量存在 し、粒径最大0,3mmの 半自形～他形で不定形板状～柱状を呈し、集片双晶

を示す。粒径0.lmm以下のものが多く、無方向性で散在する。

きわめて微量存在 し、粒径最大0.3mmの他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡褐色～

淡緑色の多色性を示す。大部分は粒径0.2mm以上で、細粒な斜長石や単斜輝石など

とは共生しない。単斜輝石の反応縁を有するものが多い。

少量存在 し、粒径最大0.3malの他形で柱状～不定形状を呈し、淡緑色を示す。石基

斜長石の粒間に散在する。

少量存在 し、粒径最大 0。 3mmの他形で粒状～不定形状を呈し、石基斜長石の粒間に

散在する。

火山ガラス :少量存在 し、無色透光性を示 して石基鉱物の粒間を埋めるものや、斜長石の斑晶中

にも分布するものがある。
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変質鉱物

水酸化鉄 :き わめて微量存在 し、隠微晶質で褐色を呈し、斑晶や石基を汚染している。

孔隙 微量存在し、孔径最大0.40mmで不定形状を呈して点在する。大部分は斑晶の脱落孔で、晶出鉱物

は認められない。

10)白 子・地獄沢石丁場-02

岩石名 :単斜輝石斜方輝石安山岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石  :中 量存在し、粒径1.75～ 0。 3mmの半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片

双晶や累帯構造が発達する。最大対称消光角は48° で、バイ トウナイ ト質な組成と

判断される。結晶内部には、再溶融により生じたとみられる火山ガラスが脈状をな

して分布する。一部、完全に溶融し、仮像状となっているものも認められる。

斜方輝石  :少量存在 し、粒径1.80～ 0.3mmの 半自形～他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色

～淡褐色の多色性を示す。細粒な単斜輝石の反応縁を有するものが多い。一部、ク

リスクロス組織を示すものもある。

単斜輝石  :微量存在 し、粒径0.98～ 0.3mmの 他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

双晶を有するものが多く、一部、累帯構造を示すものもある。斜長石を伴つて集斑

状組織を形成するものもある。

石基 石基はインターサータル組織 (intersertal texture)～ インターグラニュラー (intergranular

texture)を 示す。

斜長石

斜方輝石

単斜輝石

不透明鉱物

火山ガラス

中量存在 し、粒径最大0.3mmの 半自形～他形で不定形板状～柱状を呈し、集片双晶

を示す。粒径 0。 lmm以下のものが多く、無方向性で散在する。

きわめて微量存在し、粒径最大0,3mmの 他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡褐色～

淡緑色の多色性を示す。大部分は粒径0.2nlm以 上で、細粒な斜長石や単斜輝石など

とは共生しない。単斜輝石の反応縁を有するものが多い。

少量存在 し、粒径最大0,3mmの 他形で柱状～不定形状を呈し、淡緑色を示す。石基

斜長石の粒間に散在する。

少量存在 し、粒径最大 0。 30mmの他形で粒状～不定形状を呈し、石基斜長石の粒間に

散在する。比較的粗粒なものは、輝石類と接して分布する。

少量存在し、無色透光性～褐色を示して石基鉱物の粒間を埋めるものや、斜長石の

斑晶中にも分布するものがある。

変質鉱物

水酸化鉄 :きわめて微量存在 し、隠微品質で褐色を呈し、斑晶や石基を汚染している。

孔隙 きわめて微量存在し、孔径最大0.60mmで 不定形状を呈して点在する。充填鉱物は認められない。

11)中張窪・瘤木石丁場-01

岩石名 :単斜輝石かんらん石玄武岩質安山岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石  :中 量存在し、粒径5.7～ 0。 3mmの半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片双

晶や弱い累帯構造が発達する。結晶内部には、再溶融により生じたとみられる火山

ガラスが脈状に分布する。最大対称消光角は48° で、バイ トウナイ ト質な組成と判

断される。斜長石のみで集斑状をなすものもある。

単斜輝石  :微量存在 し、粒径1.52～ 0。 3nlmの他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色～淡褐色

を示す。やや波動消光を示す。

かんらん石 :少量存在 し、粒径1.48～ 0.3mmの 他形で六角柱状～粒状または不定形状を呈し、無
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色透光性を示す。一部、骸晶状を呈するものもある。大部分は結晶表面部からイディ

ングサイ ト化してお り、完全に置換されているものもある。

石基 石基はインターグラニュラー組織 (intergranular texture)を 示す。

クリス トバライ ト :微量存在し、粒径最大0.15mmの 他形で屋根瓦状～不定形板状を呈し、孔隙の

壁に晶出しているものや、石基中に晶出するものなどが認められる。

斜長石

単斜輝石

かん らん石

不透明鉱物

火山ガ ラス

斜長石

単斜輝石

かんらん石

中量存在し、粒径最大0.3mmの 半自形～他形で柱状を呈し、集片双晶を示す。局所

的に流理配列を示すが、全体的な配向性は認められない。

少量存在 し、粒径最大 0。 3mmの他形で不定形柱状を呈し、淡緑色～淡褐色を示す。

石基斜長石の粒間を埋める。ごく一部、砂時計構造を示すものもある。

微量存在し、粒径最大0.3mmの 他形で粒状～不定形状を呈し、無色透光性を示 して

点在する。イディングサイト化しているものが多い。

少量存在し、粒径最大0.07mmの 他形で粒状～不規則粒状を呈し、石基斜長石の粒間

に散在する。

少量存在し、無色透光性を示して石基鉱物の粒間を埋める。一部、斜長石の斑晶中

にも分布する。

孔隙 微量存在 し、孔径最大2.08mmで 不定形状を呈して点在する。配向性は認められない。孔隙の壁の

一部には、クリス トバライ トが晶出しているものもある。

12)中張窪・瘤木石丁場-02

岩石名 :単斜輝石かんらん石玄武岩質安山岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石   :中 量存在し、粒径2.7～0.3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片双

晶を示す。弱い累帯構造を有するものもある。結晶内部には、再溶融により生じた

とみられる火山ガラスがスポット状または脈状に分布する。最大対称消光角は45°

で、バイ トウナイ ト質な組成と判断される。

単斜輝石  :微量存在し、粒径2.9～ 0。 3mmの他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色～淡褐色を

示す。やや波動消光を示す。一部、砂時計構造を示すものもある。

かんらん石 :少量存在し、粒径2.6～ 0.3mmの他形で柱状～粒状または不定形状を呈し、無色透光

性を示す。ややイディングサイ ト化してお り、結晶表面部は褐色を呈する。

石基 石基はインターグラニュラー組織 (intergranular texture)を 示す。

クリス トバライ ト :微量存在し、粒径最大0.12mmの 他形で不定形板状を呈し、孔隙の壁に晶出し

不透明鉱物

ているものや、石基中に晶出するものなどが認められる。

中量存在し、粒径最大 0。 3mmの半自形～他形で板状～柱状を呈し、集片双晶を示す。

局所的にやや流理組織を示す。

少量存在し、粒径最大0.3mlllの 他形で不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。石基斜長

石の粒間を埋める。

微量存在し、粒径最大0.3mmの 他形で粒状～不定形状を呈し、無色透光性を示して

点在する。イディングサイ ト化しているものが散見される。ごく一部、単斜輝石に

ポイキリティックに包有されているものも認められる。

少量存在し、粒径最大0.Hmmの他形で柱状～不定形状を呈し、石基斜長石や単斜輝

石の粒間を埋めて散在する。一部、かんらん石を取り囲む石基単斜輝石中において

虫食い状をなすものもある。

微量存在し、無色透光性を示して石基鉱物の粒間を埋める。一部、斜長石の斑晶中火山ガラス
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にも分布する。

変質鉱物 水酸化鉄 :きわめて微量存在し、隠微晶質で褐色を呈し、孔隙の壁に沿って分布するものや、

石基を局所的に汚染するものがある。

孔隙 微量存在し、孔径最大0.65111mで不定形状を呈して点在する。配向性は認められない。孔隙の壁の

一部には、クリス トバライ トが晶出しているものもある。

13)刺 山ヽ-01

岩石名 :単斜輝石含有玄武岩 (単斜輝石含有かんらん石玄武岩 )

岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石   :中 量存在 し、粒径2.8～ 0。 3mmの半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片双

晶を示す。一部、弱い累格構造を有するものもある。結晶内部にポイキリティック

に単斜輝石や火山ガラスを包有するものもある。最大対称消光角は53° で、バイ ト

ウナイ ト質な組成とみられる。弱い配向性を示して分布する。

単斜輝石  :きわめて微量存在し、粒径0.36～ 0.3mmの 他形で不定形桂状を呈し、淡緑色を示す。

双晶を有するものもある。

イディングサイト:微量存在し、粒径最大0.501■mで粒状～不定形柱状を呈し、褐色を呈する水酸

化鉄および粘土鉱物からなる。細粒な単斜輝石の反応縁を有するものが多い。

石基 石基はインターグラニュラー組織 (intergranular texture)を 示す。

斜長石

単斜輝石

不透明鉱物

火山ガラス

中量存在 し、粒径最大 0。 3mmの半自形～他形で不定形板状～柱状を呈 し、集片双晶

を示す。弱い配向性を示して分布 し、局所的に流理配列を示す。

中量存在 し、粒径最大0.3mmの 他形で不定形柱状を呈 し、淡緑色を示す。石基斜長

石の粒間を密に埋めている。

少量存在 し、粒径最大0.12mmの 他形で粒状～不定形を呈して散在する。石基斜長石

が透入しているものや、斜長石を包有するものが多い。

微量存在 し、無色透光性～褐色を示し、石基鉱物の粒間を埋めるものや斜長石の斑

晶中に分布するものが認められる。

変質鉱物

スメクタイ ト:き わめて微量存在し、粒径最大0.005mmの 他形で微細不定形状を呈し、褐色を示

す。かんらん石を交代し、イディングサイトを形成している。

水酸化鉄 :きわめて微量存在し、隠微晶質で微細不定形状を呈し、褐色を示す。イディングサ

イ トを形成 しているものや、石基を汚染するものがある。

14)大西ヶ洞奥石丁場-01

岩石名 :単斜輝石斜方輝石含有かんらん石玄武岩質安山岩

岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石  :中 量存在 し、粒径3.5～0.3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片双

晶を示す。一部、弱い累帯構造を有するものもある。結晶内部には、再溶融により

生じたとみ られる火山ガラスが脈状に分布する。最大対称消光角は48° で、バイ ト

ウナイ ト質な組成と判断される。

斜方輝石  :きわめて微量存在 し、粒径1.39～ 0.3mmの 自形～他形で六角柱状～不定形柱状を呈

し、淡褐色～淡緑色の多色性を示す。

単斜輝石  :きわめて微量存在 し、粒径 0。 37～ 0,3malの他形で不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

波動消光を示す。
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かんらん石 :微量存在し、粒径1,15～ 0。 3mmの他形で柱状～粒状または不定形状を呈し、無色透

光性を示す。ややイディングサイ ト化しており、結晶表面部は褐色を呈する。

石基 石基はインターグラニュラー組織 (intergranular texture)を 示す。

不透明鉱物

火山ガラス

するものも比較的多く認められる。

15)大西ヶ洞奥石丁場-02

岩石名 :単斜輝石含有かんらん石玄武岩質安山岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石   :中 量存在し、粒径2.8～0.3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片双

晶を示す。一部、弱い累帯構造を有するものもある。結晶内部には、再溶融により

生じたとみられる火山ガラスが脈状に分布する。最大対称消光角は51° で、バイ ト

ウナイ ト質な組成と判断される。石基斜長石の流理配列と同様な配向性を示 して分

布するものが多い。斜長石のみで集斑状組織を形成しているものもある。

単斜輝石  :きわめて微量存在し、粒径 0。 37～ 0.3mmの 他形で不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

波動消光を示す。

かんらん石 :微量存在し、粒径1.25～ 0.3mmの他形で柱状～粒状または不定形状を呈 し、無色透

光性～淡褐色を示す。一部、骸晶状を示すものもある。イディングサイ ト化 してお

らず、新鮮である。

石基 石基はインターグラニュラー組織 (intergranular texture)を 示す。

斜長石

斜方輝石

単斜輝石

かんらん石

斜長石

単斜輝石

かん らん石

不透明鉱物

中量存在し、粒径最大0.3mmの 半自形～他形で不定形板状～柱状を呈し、集片双晶

を示す。配向性は認められない。

きわめて微量存在し、粒径最大0.3mmの他形で不定形柱状を呈し、淡褐色～淡緑色

の弱い多色性を示す。細粒な石基斜長石や単斜輝石とは共生していない。

中量存在し、粒径最大 0。 3mmの他形で不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。石基斜長

石の粒間を埋める。

微量存在し、粒径最大0.3mmの 他形で粒状～不定形状を呈し、無色透光性を示して

点在する。結晶表面部は単斜輝石と共生する虫食い状の不透明鉱物によって取 り囲

まれているものが多い。

少量存在し、粒径最大 0。 23mmの他形で粒状～不定形粒状を呈し、石基斜長石や単斜

輝石の粒間を埋めて散在する。大部分は粒径0.01mlll以 下と細粒である。かん らん石

を取 り囲む石基単斜輝石中において虫食い状をなすものが散見される。

微量存在し、無色透光性を示して石基鉱物の粒間を埋める。斜長石の斑晶中に分布

中量存在 し、粒径最大0,3mmの 半自形～他形で不定形板状～柱状を呈 し、集片双晶

を示す。配向性を示して分布する。

中量存在し、粒径最大0,3mmの 他形で不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。波動消光

を示すものが多い。石基斜長石の粒間を埋める。

微量存在し、粒径最大0.3mmの 他形で粒状～不定形状を呈し、無色透光性を示 して

点在する。結晶表面部は単斜輝石 と共生する虫食い状の不透明鉱物によって取 り囲

まれているものが多い。一部、骸晶状を示すものもある。

少量存在し、粒径最大 0。 10mmの他形で粒状～不定形粒状を呈し、石基斜長石や単斜

輝石の粒間を埋めて散在する。大部分は粒径0.01mm以 下と細粒である。かん らん石

を取 り囲む石基単斜輝石中において虫食い状をなすものが散見される。

微量存在し、無色透光性を示して石基鉱物の粒間を埋める。斜長石の斑晶中に分布火山ガラス
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するものも比較的多く認められる。

変質鉱物

水酸化鉄  :きわめて微量存在し、隠微晶質で褐色を呈 し、石基をスポット状に汚染して点在し

ている。

16)屏風岩-01

岩石名 :単斜輝石含有玄武岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石   :少 量存在 し、粒径1.18～ 0.3mlnの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片

双晶を示す。一部、弱い累帯構造を有するものもある。結晶内部に火山ガラスを脈

状に包有するものも認められる。最大対称消光角は48° で、バイ トウナイ ト質な組

成と判断される。

単斜輝石  :きわめて微量存在し、粒径0.72～ 0.3mmの 他形で不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

波動消光を示す。

石基 石基はインターグラニュラー組織 (intergranular texture)を 示す。

トリディマイ ト:き わめて微量存在し、粒径最大0.10mmの 半自形～他形で楔状～不定形柱状を呈

し、孔隙の壁に晶出している。

中量存在 し、粒径最大0.3mmの 半自形～他形で不定形板状～柱状を呈し、集片双晶

を示す。配向性を示して分布する。

きわめて微量存在し、粒径最大 0。 19mmの他形で不定形柱状を呈し、淡褐色～淡緑色

の弱い多色性を示す。

中量存在 し、粒径最大0,3mmの 他形で不定形柱状を呈し、淡緑色～淡褐色を示す。

石基斜長石の粒間を埋める。

微量存在 し、粒径最大0.27mmの 他形で粒状を呈し、無色透光性を示して点在する。

少量存在 し、粒径最大0.26mmの 他形で粒状～不定形粒状を呈し、石基斜長石や単斜

輝石の粒間を埋めて散在する。孔隙の周辺部に部分するものは、樹枝状を呈する場

合が多い。

微量存在 し、無色透光性を示して石基鉱物の粒間や、斜長石の斑晶中に分布する。

きわめて微量存在し、隠微晶質で褐色を呈し、不透明鉱物から拡散し、石基をスポッ

斜長石

斜方輝石

単斜輝石

かんらん石

不透明鉱物

火山ガラス

変質鉱物

水酸化鉄

卜状に汚染している。

孔隙 少量存在し、孔径最大2.8mmで球状～餅板状を呈 して点在する。餅板状を呈するものは、石基斜

長石の配列と同様な配向性を示して分布する。稀に トリディマイ トが壁に沿って晶出しているもの

もある。

17)屏風岩南側-01

岩石名 :単斜輝石含有かんらん石玄武岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石   :中 量存在 し、粒径1.92～ 0.3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片

双晶を示す。一部、弱い累帯構造を有するものもある。結晶内部に火山ガラスを散

含するものも認められる。最大対称消光角は52° で、バイ トウナイ ト質な組成と判

断される。

単斜輝石  :きわめて微量存在し、粒径0.92～ 0。 3mmの他形で不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

双晶を有するものが認められる。

かんらん石 :微量存在 し、粒径0.83～ 0,3mmの他形で六角粒状～不定形状を呈し、淡褐色を示す。

-132-



第Ⅶ章 熱海市内石丁場の石材分析

結晶内部には不規則な割れ目が発達し、水酸化鉄が生じている。一部、骸晶状を示

すものもある。

石基 石基はインターグラニュラー組織 (intergranular texture)～ インターサータル組織 (interse

rtal texture)を 示す。

クリス トバライ ト :微量存在し、粒径最大 0。 27mmの他形で屋根瓦状～不定形板状を呈 し、石基を

構成する。

斜長石

単斜輝石

かん らん石

不透明鉱物

中量存在し、粒径最大0.3mmの 半自形～他形で不定形板状～柱状を呈し、集片双晶

を示す。非常に弱い配向性を示 して分布する。

中量存在 し、粒径最大 0。 3mmの 他形で柱状～不定形柱状を呈し、淡緑色～淡褐色を

示す。石基斜長石の粒間を埋める。

微量存在 し、粒径最大0.3mmの他形で粒状～不定形状を呈し、淡褐色を示して点在

する。ややイディングサイ ト化 しているものも散見される。

少量存在し、粒径最大 0。 32mmの 他形で粒状～不定形粒状を呈し、石基単斜輝石と接

して散在する。一部、単斜輝石を伴ってかんらん石の周囲を反応縁状に取 り囲むも

のもある。

少量存在し、無色透光性～褐色を示し、石基鉱物の粒間を埋めるものや、斜長石の火 山ガ ラス

斑晶中に分布するものがある。

変質鉱物

水酸化鉄 :きわめて微量存在し、隠微晶質で褐色を呈し、かんらん石を汚染している。

18)朝 日山石丁場-01

岩石 名 :単斜輝石含有かんらん石玄武岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑 晶  斜長石   :中 量存在し、粒径3.2～ 0。 3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈 し、集片双

晶が発達する。一部、弱い累帯構造を有するものもある。結晶内部に火山ガラスや

細粒な単斜輝石を散含するものも認められる。最大対称消光角は52° で、バイ トウ

ナイ ト質な組成と判断される。斜長石のみで集斑状組織を形成するものもある。

単斜輝石  :きわめて微量存在し、粒径 0。 46～ 0.3mmの他形で不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

波動消光を示すものが認められる。

かん らん石 :微量存在 し、粒径 0。 94～ 0.3mmの他形で柱状～不定形粒状を呈し、淡褐色を示す。

結晶内部には不規則な割れ目が発達する。

石基  石基はインターグラニュラー組織 (intergranular texture)を 示す。

トリディマイト:きわめて微量存在し、粒径最大0。 13mmの 半自形～他形で楔状～不定形板状を呈

し、石基や孔隙中に晶出している。結晶度は不良である。

斜長石   :中 量存在 し、粒径最大0.3mmの 半自形～他形で不定形板状～柱状を呈 し、集片双晶

を示す。配向性は認められない。

単斜輝石  :中量存在 し、粒径最大 0。 3mmの 他形で不定形柱状～粒状を呈し、淡緑色を示す。石

基斜長石の粒間を埋め、波動消光を示すものが多い。一部、砂時計構造を示すもの

もある。大部分は粒径0.02mm以下 と細粒である。稀にサブオフィティックな組織を

示す部分もある。

かんらん石 :微量存在 し、粒径最大0.3mmの他形で粒状～不定形状を呈し、淡褐色を示 して点在

する。不透明鉱物および単斜輝石の反応縁を有し、一部、反応が進行 し、オパサイ

ト化しているものもある。斜長石斑晶に接して分布するものが散見される。
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不透明鉱物

火山ガ ラス

晶子

変質鉱物

水酸化鉄

少量存在 し、粒径最大0.3mmの 他形で粒状～不定形粒状を呈し、石基斜長石や単斜

輝石の粒間に散在する。大部分は粒径0.0 1nlm以下ときわめて細粒である。かんらん

石を取 り囲む単斜輝石中に虫食い状をなして分布するものも多く認められる。かん

らん石を完全に置換し、オパサイ ト状となっているものもある。

微量存在し、無色透光性色～淡褐色を示し、石基鉱物の粒間を埋めるものや、斜長

石の斑晶中に分布するものがある。

きわめて微量存在し、粒径最大0.03mmでマーガライ ト、グロビュライ トおよび毛状

晶子が認められる。一部の斜長石斑晶の周囲に晶出している。

きわめて微量存在 し、隠微晶質で褐色を呈 し、かんらん石を交代するものや、斜長

石、石基 を汚染するものがある。

孔隙 微量存在し、孔径最大0.50mmで 不定形状を呈して点在する。孔隙中にはトリディマイトが晶出し

ている。

19)朝 日山石丁場-02

岩石名 :単斜輝石含有かんらん石玄武岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石   :中 量存在し、粒径2.58～ 0.3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片

双晶が発達する。一部、弱い累帯構造を有するものもある。結晶内部に火山ガラス

や細粒な単斜輝石を散含するものも認め られる。最大対称消光角は50° で、バイ ト

ウナイ ト質な組成と判断される。石基斜長石と同様な配向性を示すものもある。

単斜輝石  :きわめて微量存在 し、粒径0,75～ 0.3almの 他形で不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

波動消光を示すものが認められる。

かんらん石 :微量存在し、粒径1.05～ 0.3mmの 他形で柱状～不定形粒状を呈し、淡褐色を示す。

結晶内部には不規則な割れ目が発達し、割れ日からイディングサイト化が進行して

いる。

石基 石基はインターグラニュラー組織 (intergranular texture)を 示す。

トリディマイ ト:きわめて微量存在し、粒径最大0。 12mmの他形で楔状～不定形板状を呈し、石基

中に晶出している。

斜長石  :中 量存在し、粒径最大0.3mmの 半自形～他形で不定形板状～柱状を呈し、集片双晶

単斜輝石

を示す。非常に弱い配向性を示して分布する。

中量存在し、粒径最大0.3mmの 他形で不定形柱状を呈し、淡緑色～淡褐色を示す。

石基斜長石の粒間を埋め、波動消光を示すものが多い。砂時計構造を示すものも認

められる。稀にサブオフィティックな組織を示す部分もある。

微量存在し、粒径最大 0.31111nの 他形で粒状～不定形状を呈し、淡褐色を示して点在

する。ややイディングサイ ト化 しているものも散見される。斜長石斑晶に接して分

布するものが散見される。

少量存在し、粒径最大0.06mmの 他形で粒状～不定形粒状を呈し、石基斜長石や単斜

輝石の粒間に散在する。大部分は粒径0.01mm以下と細粒である。かんらん石を取 り

囲む単斜輝石中に虫食い状をなして分布するものも多く認められる。かんらん石を

完全に置換し、オパサイ ト状となっているものもある。

微量存在し、無色透光性色～淡褐色を示 し、石基鉱物の粒間を埋めるものや、斜長

かんらん石

不透明鉱物

石の斑晶中に分布するものがある。

火山ガラス
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晶子    :き わめて微量存在し、粒径最大0.04mmで マーガライ ト、グロビュライ トおよび毛状

晶子が認められる。一部の斜長石斑晶の周囲に晶出している。

変質鉱物

石英   :き わめて微量存在し、粒径最大0.12mmの 他形で不定形状を呈し、石基斜長石の粒間

を埋めて局所的に分布する。

水酸化鉄  :きわめて微量存在 し、隠微品質で褐色を呈し、かんらん石を交代するものや、斜長

石、石基を汚染するものがある。

20)弘法滝石丁場-01

岩石名 :単斜輝石含有かんらん石玄武岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑 晶 斜長石   :中 量存在し、粒径2,7～ 0.3mmの半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片双

晶が発達する。一部、弱い累帯構造を有するものもある。結晶内部に火山ガラスや

細粒な単斜輝石を散含するものも認められる。最大対称消光角は45° で、バイ トウ

ナイ ト質な組成とみられる。

単斜輝石  :きわめて微量存在し、粒径 0。 75～ 0.311111の 他形で不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

波動消光を示すものが認められる。

かん らん石 :微量存在し、粒径1.75～ 0。 3mmの 半自形～他形で六角柱状～不定形粒状を呈 し、淡

褐色を示す。結晶内部には不規則な割れ目が発達し、割れ目からイディングサイ ト

化が進行している。

石基  石基はインターグラニュラー組織 (intergranular texture)を 示す。

クリス トバライ ト :微量存在し、粒径最大 0。 21mmの他形で屋根瓦状～不定形板状を呈 し、石基鉱

物の粒間を埋めて点在する。

斜長石

単斜輝石

かん らん石

不透明鉱物

火山ガラス

変質 鉱物

水酸化鉄  :きわめて微量存在し、隠微品質で褐色を呈し、かんらん石を交代するものや、石基

を汚染するものがある。

21)弘法滝石丁場-02

岩石 名 :単斜輝石含有かんらん石玄武岩 岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑 5證  斜長石  :中 量存在し、粒径4.3～ 0.3mmの半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈 し、集片双

晶が発達する。一部、弱い累帯構造を有するものもある。結晶内部に火山ガラス、

中量存在し、粒径最大0.3mmの 半自形～他形で不定形板状～柱状を呈 し、集片双晶

を示す。配向性は認められない。

中量存在し、粒径最大 0。 3mmの 他形で不定形柱状を呈し、淡緑色～淡褐色を示す。

石基斜長石の粒間を埋め、波動消光を示すものが多い。

微量存在 し、粒径最大0.3mmの他形で粒状～不定形状を呈し、淡褐色を示して点在

する。単斜輝石および不透明鉱物によって包有されているものが多い。斜長石と接

するものが散見される。

少量存在し、粒径最大0.09mmの他形で粒状～不定形粒状を呈し、石基斜長石や単斜

輝石の粒間を埋める。大部分は粒径0.02mm以 下と細粒である。かんらん石を取 り囲

む単斜輝石中に虫食い状をなして分布するものも多く認められる。かんらん石を完

全に置換し、オパサイ ト状となっているものもある。

微量存在し、無色透光性色～淡褐色を示し、石基鉱物の粒間を埋めるものや、斜長

石の斑晶中に分布するものがある。
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細粒な単斜輝石およびクリス トバライ トを散含するものも認められる。最大対称消

光角は48° で、バイ トウナイ ト質な組成とみ られる。稀に集斑状組織を示すものも

ある。

単斜輝石  :きわめて微量存在 し、粒径0,72～0.3mmの他形で不定形柱状を呈し、淡緑色～淡褐

色を示す。波動消光を示すものが認められる。

かんらん石 :微量存在 し、粒径1.55～ 0.3mmの 自形～他形で六角柱状～不定形粒状を呈し、淡褐

色を示す。結晶内部には不規則な割れ目が発達する。斜長石と接するものが散見さ

れる。

石基 石基はインターグラニュラー組織 (intergranular texture)を 示す。

クリス トバライ ト :少量存在し、粒径最大0。 32mmの他形で屋根瓦状～不定形板状を呈し、石基鉱

かん らん石

物の粒間を埋めるものや、孔隙を充填するものがある。

中量存在し、粒径最大0.3mmの 半自形～他形で不定形板状～柱状を呈し、集片双晶

を示す。配向性は認められない。

中量存在 し、粒径最大0.3mmの 他形で不定形柱状を呈し、淡緑色～淡褐色を示す。

石基斜長石の粒間を埋め、波動消光を示すものが多く、一部、砂時計構造を示すも

のもある。また、サブオフィティック組織を示すものも認められる。

微量存在 し、粒径最大0,3mmの 他形で粒状～不定形状を呈し、淡褐色を示して点在

する。単斜輝石および不透明鉱物によって包有されているものが多い。斜長石 と接

するものが散見される。

少量存在し、粒径最大0.07mmの 他形で粒状～不定形粒状を呈し、石基斜長石や単斜

輝石の粒間を埋める。大部分は粒径0.02mm以下と細粒である。かんらん石を取 り囲

む単斜輝石中に虫食い状をなして分布するものが多く認められる。かんらん石を完

全に置換し、オパサイ ト状となっているものもある。

微量存在し、無色透光性色～淡褐色を示し、石基鉱物の粒間を埋めるものや、斜長

不透明鉱物

火山ガ ラス

石の斑晶中に分布するものがある。

22)初島石丁場①-01

岩石名 :単斜輝石含有かんらん石玄武岩

岩石の組織 :斑状組織 (porphyritic texture)

斑晶 斜長石  :中 量存在し、粒径3.2～0.3mmの 半自形～他形で厚板状～不定形板状を呈し、集片双

晶が発達する。一部、弱い累帯構造を有するものもある。結晶内部には、再溶融に

よって生じたとみられる火山ガラスが脈状をなして分布する。一部、単斜輝石やか

ん らん石を包有するものが認められる。最大対称消光角は50° で、バイ トウナイ ト

質な組成とみられる。かんらん石の斑晶を伴つて集斑状組織を示すものもある。

単斜輝石  :きわめて微量存在 し、粒径0.42～ 0.3nlmの他形で不定形柱状を呈し、淡緑色を示す。

かんらん石 :少量存在 し、粒径1.90～ 0.3mmの 半自形～他形で六角柱状～不定形粒状を呈し、無

色透光性を示す。一部、骸晶状を呈するものもある。結晶内部には不規則な割れ 目

が発達し、割れ目に沿つてイディングサイ ト化が進んでいる。不透明鉱物および単

斜輝石による反応縁を有するものが多い。

石基 石基はインターグラニュラー組織 (intergranular texture)を 示す。

クリス トバライ ト :きわめて微量存在し、粒径最大0.34mmの 他形で屋根瓦状～不定形板状を呈 し、

孔隙に晶出している。

斜長石

単斜輝石
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単斜輝石

かん らん石

不透明鉱物

火山ガラス

変質鉱物

水酸化鉄
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中量存在し、粒径最大0.3mmの半自形～他形で不定形板状～柱状を呈 し、集片双晶

を示す。配向性は認められない。

中量存在し、粒径最大0,3mmの他形で不定形柱状を呈し、淡緑色～淡褐色を示す。

石基斜長石の粒間を埋め、波動消光を示すものが多い。

微量存在し、粒径最大0.3mmの他形で粒状～不定形状を呈し、無色透光性を示して

点在する。単斜輝石および不透明鉱物の反応縁を有するものが多く、完全にオパサ

イ ト化しているものもある。

少量存在し、粒径最大 0。 17mmの他形で粒状～不定形粒状を呈し、石基斜長石や単斜

輝石の粒間を埋める。かんらん石を取 り囲む単斜輝石中に虫食い状をなして分布す

るものが多く認められる。

微量存在し、無色透光性色～淡褐色を示し、石基鉱物の粒間を埋めるものや、斜長

石の斑晶中に分布するものがある。

きわめて微量存在 し、隠微品質で褐色を呈し、かんらん石を交代するものや、石基

を汚染するものがある。

孔径最大0.51mmで 不定形状を呈 して点在する。孔隙中にはクリス トバライ トが晶出孔隙 微量存在し、

している。

3 考 察

(1)熱海市内石丁場石材の岩質の特徴

熱海市内の石丁場は、海岸や海岸近くの山地を中心とした地域に点在する他、離島の初島にも石丁場

跡が確認されている。熱海市内には新第三紀～第四紀の火山岩類や火山砕屑岩類が分布 してお り、主な

地質 としては、基盤を構成する新第三系中新統の湯ヶ島層、鮮新統の天昭山玄武岩類・稲村安山岩類・

網代玄武岩類・初島玄武岩類および第四紀火山の多賀火山・湯河原火山が知られている。各石丁場にお

ける石材は、 これらの地質を反映した岩質を有している。以下では、今回の調査分析結果に基づき、主

要な地質毎にまとめて岩質の特徴について述べる。なお、以下の記載について、表Hにまとめた。

1)湯河原火山分布域の石丁場

湯河原火山由来の噴出物は熱海市内の北部に広 く分布する。湯河原火山の分布域には、嶽丁場、黒崎、

大洞石丁場および礼拝堂石丁場が点在する。塊状黒灰色～灰色を呈する安山岩類が主要岩相で、流理組

織はほとんど発達せず、緻密質～やや多孔質なものがある。硬質ではあるが、小型ハンマーにて加工で

きる程度の硬さである。肉眼的には、径 3 mm以下程度の斜長石斑晶および輝石斑晶を微量含む。稀に多

斑品質なものも存在する。嶽丁場および礼拝堂石丁場の石材の鏡下観察では、かんらん石含有斜方輝石

単斜輝石安山岩と鑑定され、肉眼では識別の難 しいかんらん石斑晶が検出される。孔隙中や石基には、

クリス トバライ トが晶出している。単斜輝石 +斜方輝石 +かんらん石という斑晶組合せおよび石基のク

リス トバライ トの存在が、これらの石丁場における岩石学的な特徴といえる。

2)多賀火山分布域の石丁場

多賀火山の噴出物は、熱海市内の中央部か ら南部にかけて広 く分布する。多賀火山の分布域には、上

多賀ゴヒ部石丁場群、白子石丁場、中張窪・瘤木石丁場、朝 日山石丁場、大西ヶ洞奥石丁場、弘法滝石丁

場な どが存在する。上多賀北部石丁場群、白子石丁場および中張窪・瘤木石丁場においては、安山岩質

溶岩力ゞ主体 となっているのに対し、朝 日山石丁場、大西ヶ洞奥石丁場および弘法滝石丁場においては玄

武岩質溶岩が分布する。
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上多賀北部石丁場群、白子・地獄沢石丁場および中張窪・瘤木石丁場に産する安山岩は、灰色～淡灰

色を呈し、塊状でやや多孔質である。安山岩の中では軟質な部類に入り、加工は比較的容易である。転

石の表面部は風化 している場合が多い。肉眼的には、径 3 mm以下の斜長石が多含されるものが多い。上

多賀北部石丁場群および中張窪・瘤木石丁場の石材においては径5mm以上の粗粒な斜長石斑晶をごく微

量含むものが存在する。鏡下においては、かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩、単斜輝石斜方輝石

安山岩、単斜輝石かんらん石玄武岩質安山岩などと鑑定され、岩相の不均質さが認められる。上多賀北

部石丁場群および白子・地獄沢石丁場の石材では、単斜輝石および斜方輝石の斑晶を含み、細粒なかん

らん石を伴っている。また、白子・地獄沢石丁場の試料においては、斜方輝石のクリスクロス組織が認

められる。一方、中張窪・瘤木石丁場では単斜輝石およびかんらん石の斑品は含まれるが、斜方輝石は

含まれず、石基にはクリス トバライ トの晶出が認められる。

朝 日山石丁場、大西ヶ洞奥石丁場および弘法滝石丁場に産する石材は、黒灰色を呈し、緻密質で塊状

を呈する玄武岩質安山岩または玄武岩である。きわめて堅硬な岩質を有する特徴があり、加工は容易で

はない。径 4 mm以下程度で粒径の不均質な斜長石斑晶が多含される。径 5 mm以下のかんらん石斑晶や輝

石斑晶も散含され、肉眼的に認められる。鏡下においては、単斜輝石およびかんらん石の斑晶が認めら

れ、石基は比較的結晶質でインターグラニュラー組織を示す。朝 日山石丁場および弘法滝石丁場の石材

においては、細粒なかんらん石が斜長石斑晶と接する産状を示す特徴がある。また、朝日山石丁場にお

いては、 トリディマイ トや晶子の含有が認められる。弘法滝石丁場の石材では、クリス トバライ トが含

有される。

3)稲村安山岩類分布域の石丁場

稲村の海岸付近には、稲村安山岩類が分布する。海岸には、径 lm以上の磯石が1000個以上散在 して

いる。石材は、かんらん石をごく微量含有する輝石安山岩であり、灰色～淡灰色塊状を呈し、長さ 2～

30cm幅数mm～ 5 cm程度の餅板状を呈する孔隙を散含する特徴がある。堅硬なものが多く、加工は容易で

はない。径 3 mm以下の斜長石斑晶が多含されるが、粒径は不均質で目立たず、無斑晶質な岩相を示す。

鏡下においては、孔隙や石基にクリス トバライ トが認められ、石英の捕獲斑晶を有するものや、晶子を

含むものもある。また、稀にかんらん石の微晶を包有する単斜輝石の斑晶を含むものもある。

4)網代玄武岩類分布域の石丁場

網代玄武岩類は網代周辺に分布し、その分布域には小山および長谷の北側の屏風岩付近などの石丁場

が知 られている。石材は、黒灰色～灰色塊状を呈する玄武岩からなり、多孔質なものや緻密質なものが

存在する。堅硬なものが多く、加工は容易ではない。斜長石斑晶を多含するものや、無斑晶質なものな

どがあり、岩相は多様である。鏡下においては、かんらん石は微晶として含まれており、小山の採取試

料では完全にイディングサイ ト化している。また、小山の試料においては、柱状を呈する石基斜長石が

不透明鉱物に包有された り、透入しているものが認められる。

5)初島玄武岩類分布域の石丁場

初島玄武岩類は初島に分布し、数ヶ所の石丁場が存在する。多斑晶質で、灰色塊状緻密質な岩相を示

す。比較的堅硬であるが、表皮は褐色に風化している場合が多い。肉眼的には、径 3 mm以 下の斜長石斑

晶が多含され、径 2 mm以下のかんらん石斑晶も散含される。鏡下においては、斜長石斑晶の一部に、単

斜輝石やかんらん石を客晶として包有するものが認められる。孔隙中にはクリス トバライ トがごく微量

晶出している。

6)湯ヶ島層分布域の石丁場

湯 ヶ島層は上多賀地域などに分布し、その分布域の海岸付近には曽我浦青石丁場、赤根崎および白石

石丁場が点在する。湯ヶ島層は火山砕屑岩類を主とする地質であるため、各石丁場で岩相は著しく異なっ
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ている。曽我浦青石丁場の石材は、径 2～ 30mm程度の火山礫を多量に含む火山礫凝灰岩であり、緑灰色

の岩相を示す。赤根崎の海岸には、角礫状の安山岩、疑灰角礫岩、火山礫凝灰岩などの転石が分布 し、

ハイアロクラスタイ トとみられる赤灰色を呈する角礫状の安山岩が特徴的に分布する。白石石丁場では、

径 5～ 15mm程度の火山礫や凝灰岩などの撰を含む火山礫凝灰岩が切 り出されており、褐色の岩相を示す。

曽我浦青石丁場産の石材は、鏡下観察では、多量の玄武岩礫から構成され、緑泥石、沸石、炭酸塩鉱物、

プ レーナイ トなどの変質鉱物が多量に生成 している。観察した 2試料では、砕屑片の種類や変質鉱物の

種類はほぼ同様であり、曽我浦青石丁場における火山礫凝灰岩はほぼこのような組成を有 していると判

断することができる。

(2)江戸の遺跡の石材との比較

江戸城の石垣や、江戸市中の武家屋敷の石垣には、 これまでの石材調査から伊豆―箱根地域産の安山

岩類が主要石材として使用されていることが明らかとなっている。安山岩類については、パリノ・サー

ヴェイ株式会社 (2001)以 降、岩石学的な特徴から真鶴系安山岩、宇佐美―多賀系安山岩、東伊豆系安

山岩 という識別が可能になった。肉眼鑑定による岩種の構成比率は、いずれの石垣においても真鶴系安

山岩が90%以上を占めることが多く、宇佐美―多賀系安山岩および東伊豆系安山岩は使用されていると

しても数%程度の割合である。江戸城半蔵濠石垣では、真鶴系安山岩90.3%、 宇佐美―多賀系安山岩2.1

%、 東伊豆系安山岩 1.1%、 ディサィ ト2.1%、 その他3,7%と いう構成比を示す (パ リノ・サーヴェイ

株 式会社,2001)。 外堀石垣については、丸の内一丁目遺跡および文部科学省構内遺跡における調査例

カミあ り、丸の内一丁目遺跡においては真鶴系安山岩95,1%、 東伊豆系安山岩2.4%、 デイサイ ト1.2%お

よ び花商岩1.2%(パ リノ・サーヴェイ株式会社,2005a)、 文部科学省構内遺跡においては真鶴系安山

岩 90.9%、 東伊豆系安山岩8.3%、 凝灰角礫岩 0。 4%および火山礫凝灰岩0.4%(パ リノ・サーヴェイ株

式 会社,2005b)と なっている。外堀赤坂御門における枡形水路に使用されている石材にも、真鶴系安

山 岩が多量に使用されており、ごく僅かに宇佐美―多賀系または東伊豆系とみられる安山岩も認められ

て いる (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1995a)。 汐留の仙台藩・会津藩屋敷における護岸の石組におい

て は、主要な安山岩類は真鶴系安山岩 と鑑定されてお り、宇佐美―多賀系および東伊豆系安山岩は認め

ら れていない (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1996)。 神田上水石垣においても、構築材は真鶴系安山岩

力 主ゞ材 となっていることが明らかにされている (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1991)。

赤坂御門 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1995a)、 汐留の仙台藩・会津藩屋敷 (パ リノ・サーヴェイ

株 式会社,1996)お よび尾張藩麹町邸 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1995b)とこおける石材分析では、

鏡 下観察を実施しており、今回の分析結果 と比較が可能である。既存の鏡下観察データは、比較のため

とこ表 9お よび表10に併記している。火山岩類について比較すると、表 9において真鶴系と推定される江

戸 の遺跡の石材の特徴は、多孔質で、単斜輝石および斜方輝石を斑晶として含み、石基にトリディマイ

ト を伴 うことを特徴としている。一方、宇佐美―多賀系と東伊豆系の安山岩については、両者が鏡下に

発 いても識別し難い場合がしばしばある。表 3における赤坂御門および尾張藩麹町邸の一部の試料では、

芋 佐美―多賀系または東伊豆系としている。宇佐美―多賀系および東伊豆系は、かんらん石および単斜

燻 石斑晶を含む点が共通した特徴といえるが、東伊豆系のものはそれに加えて斜方輝石斑晶も比較的多

く 含 まれ、しばしば捕獲斑晶として石英を含むという点が異なっている。また、肉眼的には、宇佐美―

多 賀系のものは優黒色であるのに対し、東伊豆系のものは淡色系で捕獲岩片が含まれるという特徴を有

づ干る。表 9における構成鉱物の種類・量比から、熱海市内石丁場の石材と比較した場合、尾張藩麹町邸

の かん らん石単斜輝石安山岩が、多賀火山由来の石材 と類似 していることが指摘される。

火 山砕屑岩類については、表 10に おいて曽我浦青石丁場の石材と江戸の遺跡の石材とを比較した場合、

宮許屑片の種類や、その他の構成鉱物の種類に違いが認められる。曽我浦青石丁場の石材には、玄武岩岩
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片が多量 に含 まれ、変質鉱物 としてプ レーナイ トや、パ ンペ リー石が伴われている点などが相違点 とい

える。 曽我浦青石丁場産の火山礫疑灰岩は、肉眼的には江戸城な どで認め られる火山礫凝灰岩や凝灰角

礫岩 と酷似 しているが、鏡下では このような岩石学的な特徴 の違いが存在する。

以上のことにより、現段階では江戸城や江戸市中における熱海市内石丁場の石材の利用はごく僅かで

あったとみることができる。しかし、江戸の遺跡の石材における鏡下観察データはまだまだ不足してお

り、十分な比較ができているとは言い難い。今後、肉眼的に宇佐美―多賀系と判定される安山岩類・玄

武岩類の石材については可能な限り鏡下観察を行い、今回の多賀火山やその周辺の安山岩類・玄武岩類

の調査分析データと比較検討することが望まれる。その結果、前述した鏡下での特徴的な組織などが観

察された場合には、石丁場を特定できる可能性が十分にあると考える。また、曽我浦青石丁場について

も、江戸の遺跡の石材データの蓄積により、酷似する組成を有するものが発見される可能性がある。い

ずれにしても、江戸遺跡における石材調査にあたっては、肉眼鑑定による岩石名の特定だけに留めず、

鏡下観察を始めとした岩石学的な分析調査を実施することにより、当時の石材の流通状況がより具体的

に把握できると考える。 (パ リノ・サーヴェイ株式会社 )
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量比 ◎ :多量 ○ :中 量 △ :少量 十 :微量 ± :き わめて微量

程度 ◎ :非常に強い ○ :強い △ :中程度 十 :弱い 土 :非常に弱い

江戸城外堀赤坂御門のデータはパ リノ・サーヴェイ (1995a)を 、尾張藩麹町邸のデータはパ リノ・サーヴェイ(1995b)を 、仙台藩屋敷のデータはパ リノ・サーヴェイ (1996)

を引用 した。

表 9 火山岩類の構成鉱物量比表
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かん らん石含有斜万輝石

稲村 01 稲村安山岩類
か ん うん ね 言 月 斜 力 fLHね

望 斜 涯 石 を 山 岩

稲 TN1 02 稲村安山岩類
糾 万 輝 ね が ん らん ね

菫 傘 糧 石 を III岩

ネL拝堂石丁場 01 湯河原火山安山岩溶岩
か ん らんね 言 れ 料 万 輝 4H

望 慰 脱 万 孝 11t岩
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か ん らんね 奮 石 ボr万 輝 伯
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白子 地獄沢石T場 02 多賀火山後期安山岩溶岩 華斜輝石斜方輝石安山岩

中張窪・瘤木石T場 01 多賀火出後期安山岩溶差
早 糾 輝 ね か ん り ん ね

中張建 瘤木石丁場 02 多賀火山後期安山岩溶岩
早 料 lIFね か ん らん ね

サ 社 井 暫 警 II岩
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早 斜 輝 る 含 石 か ん らん 冶

屏風岩露頭 01 網代玄武岩類 単斜輝石含有玄武岩

屏風岩南側露頭 01 網代玄武岩類 単斜輝石含有かんらん石玄武岩

朝 日山石丁場 01 多賀火山玄武岩溶岩 単斜輝石含有かんらん石玄武岩

朝 日山石丁場 02 多賀火山玄武岩溶岩 単斜輝石含有かんらん石玄武岩

弘法滝石丁場 01 多賀火山玄武岩溶岩 単斜輝石含有かんらん石玄武岩

弘法滝石丁場 02 多賀火山玄武岩溶岩 単斜輝石含有かん らん石玄武岩

初島石丁場① 01 初島玄武岩類 単斜輝石含有かん らん石玄武岩

2
江戸城外堀赤坂御 問

`宰

杵羊―男智系妻たlA東 伊●系)
多孔質かんらん石玄武岩

6
社 声 頻 グ剛 亦 映 III日

`辛

作 羊― 勿智 素ヤ″ ,■ 東 II言系Ⅲ
含か ん らん石・ 石英・ 斜万輝石

1
r■声頻外堀亦坂″,F司

`藩

III不明ゝ 斜方輝石単斜IF石安山岩

止 声 叛 外 弧 亦 叛 TllF句

r宣催 素 】 斜方輝石単斜輝石安山岩

社声城外堀亦狭 Tll門
r女換 率、 斜方輝石単斜輝石安山岩

社声城外堀赤 llktt F句
斜方輝石単斜輝石安山岩

江戸城外 1/1HttllxII門
多孔質斜方輝石単斜輝石安山岩

江戸城外堀赤坂征〕門
値 後系 )

斜方輝石単斜輝石安山岩

社 声 叛 タト弧 亦 狭 411「 l

`宣

催 索 】 多孔質斜方輝石単斜輝石安山岩

社 ″ 城 外 堀 亦 叛 llu門

`萱

艇 率】 斜方輝石単斜輝石安山岩

654-1
江戸城外堀赤狭,1日

`宣

娘 素ヽ 多孔質斜方lfF石単斜輝石安山岩

社 声 城 外 堀 赤 坂 仕I門
r苗 艇 素 ゝ 多孔質斜方輝石単斜輝石安山岩

江戸城外 llJ赤坂π‖門
斜方輝石単斜輝石安山岩

江戸城外堀赤坂 lal円

(宣催系 )
斜方輝石単斜輝石安山岩

l かん らん石単糾輝石安 山岩

14
rll山 」▲ト

=オ
サ☆吏和戸素】 かんらん石単斜輝石安山岩

2
尾張消

r萱
硼
箪

斜方輝石単刹輝石安山岩

尾 張 活 理 Wl引

`r吉 を盛率 )
斜方輝石単斜輝石安山岩

7
尾張藩麹山T邸

斜方輝石単斜輝石安山岩

8
尾張藩廻 W丁邸

値 終系 )
斜方輝石単斜輝石安山岩

9
lt張 潜 郷 Jぶト

`童

催系Ⅲ 斜方輝石単斜輝石安山岩

10
,電張
r彦

麹四」よト
斜方輝石単斜輝石安山岩

13
尾張覇

r萱

141山 J▲ト
斜方輝石単母輝石安IL岩

(3号溝⑥
r7留道跡仙曾活屋取班

r萱 催率ゝ 刹方輝石単斜輝石安山岩

14号溝④
汐留遺朋仙含藩屋敷 ITN

多孔質斜方輝石単斜輝石安山岩

42号溝⑥
汐留道跡仙台暦屋敷跡

斜方輝石単斜輝石安山岩

77号 IVI④
汐留遺跡仙台活屋敷跡

`真

終系)
斜方輝石単斜輝石安山岩
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量比 ◎ :多量 O:中 量 △ :少量 十 :微量 ■ :き わめて微量

江戸城外堀赤坂御門のデータはパ リノ・サーヴェイ(1995a)を 、尾張藩麹町邸のデータはパ リノ・サーヴェイ (1995b)を 、仙台藩・会津藩屋敷のデータはパ リノ・サーヴェ

イ (1996)を 引用 した。

表10 火山砕屑岩類の構成鉱物量比表

表11 各石丁場の岩石学的な特徴

試料名 地質・ 地点 岩石名 鉱物片 岩片 基質 (変質鉱物)

細

　

　

脈

斜

長

石

斜

方

輝

石

単

斜

輝

石

不
透
明
鉱
物

安

山

岩

玄

武

岩

凝

灰

岩

ス

リ

ア

石

　

　

　

英

斜

長

石

沸

　

　

　

石

セ
リ
サ
イ
ト

緑
　
泥
　
石

プ

レ

ー

ナ

イ

ト

バ

ン

ペ
リ

ー

石

緑
　
廉
　
石

不
透
明
鉱
物

炭
酸
塩
鉱
物

水

酸

化

鉄

,レ

ト

粘
　
　
　
土

曽我浦青石丁場 01 湯ヶ島層 玄武岩質火山礫凝灰岩

曽我浦青石丁場 02 湯ヶ島層 玄武岩質火山礫凝灰岩

江戸城外堀赤坂御門
(湯 ケ島層)

凝灰角礫岩

江戸城外堀赤坂御門
(湯 ヶ島層)

凝灰角礫岩

江戸城外堀赤坂御門
(湯 ヶ島層)

凝灰角礫岩

江戸城外堀赤坂御門
(湯 ヶ島層)

凝灰角礫岩

江戸城外堀赤坂御門
(湯 ヶ島層)

凝灰角礫岩

江戸城外堀赤坂御門
(湯 ヶ島層)

凝灰角礫岩

5
尾張藩麹町邸
(湯 ヶ島層)

火山礫凝灰岩

86号濤⑤
汐留遺跡仙台藩屋敷跡
(湯 ヶ島層 :南伊豆町)

火 山狭凝灰岩

114号溝③
汐留遺跡会津藩屋敷跡
(湯 ヶ島層 :南伊豆町)

火山礫凝灰岩

地質 石丁場 特徴的な鉱物はか 肉限的な特徴 鏡下における特徴 硬 さ

湯河原火 山

嶽丁場

黒崎

大洞石丁場

礼拝堂石丁場

単斜輝石十斜方輝石
十かんらん石
クリストバライト

斑 晶

石 基

塊状、黒灰色～灰色、径 3 mm以 下程度
の斜長石斑晶および輝石斑晶を微量含
む。多斑晶質なものもあり。真鶴産の

安山岩に似る。

肉限では識別の難 しいかんらん石斑晶

が検出される。孔隙中や石基には、 ク

リス トバライ トが晶出している。
やや堅硬

上多賀火山

安山岩溶岩

上多賀北部石T場群

自子・地獄沢石丁場

中張窪・瘤木石丁場

斑 晶 単母輝石±斜方輝石
±かんらん石
±クリス トバライ ト石 基

塊状、灰色～淡灰色、やや多孔質。径
3 mm以 下の斜長石が多含されるものが

多い。径 5 mm以 上の粗粒な斜長石斑晶
をごく微量含むものもある。

自子 :斜方輝石のクリスクロス組織。
中張窪 :斜方輝石が含まれず、石基に
クリストバライト。

やや軟質

上多賀火山

玄武岩溶岩

朝 日山石丁場

大西ヶ洞奥石丁場

弘法滝石丁場

斑 晶

石 基

かんらん石十単斜輝石
士糾方輝石
±クリストバライト
土トリディマイト

塊状緻密質、黒灰色。径 4 mm以下程度
で粒径の不均質な斜長石斑晶が多含 さ

れる。

石基は比較的結晶質でインターグラニュ

ラー組織を示す。

朝 日山・弘法滝 :細粒なかん らん石が

斜長石斑晶と接する産状を示す特徴が

ある。

堅 硬

稲村安山岩類 稲 村

斑 晶 単斜輝石十斜方輝石
十かんらん石
クリストバライト石 基

塊状、灰色～淡灰色。長さ 2～ 30cm幅

数mm～ 5 cm程 度の餅板状を呈する孔隙
を散含する。径 3nm以下の斜長石斑晶
が多含されるが、粒径は不均質で 日立

たず、無斑晶質な岩相を示す。

石英の捕獲斑晶を有するもの、晶子を

含むもの、かん らん石の微晶を包有す

る単斜輝石の斑晶を含むものなどがあ

る。

堅硬

網代玄武岩類
小山

屏風岩

斑 晶 単斜輝石士かんらん石
■イディングサイト
±クリストバライト
±トリディマイト

石基

塊状、黒灰色～灰色、多孔質～緻密質。

斜長石斑晶を多含するものや、無斑晶

質なものなどがあ り、岩相は多様であ
る。

かんらん石は微晶として含まれている。

小山 i柱状を呈する石基斜長石が不透

明鉱物に包有される。
堅硬

初島玄武岩類 初島
晶
基

斑

石
かんらん石
クリストバライト

塊状、灰色、緻密質。径 3 mm以 下の斜

長石斑晶が多含され、径 2 mm以下のか

んらん石斑晶も散含される。

斜長石斑晶の一部に、単斜輝石やかん

らん石を客晶として包有するものがあ

る。

やや堅硬

湯ヶ島層

曽我浦青石丁場

赤根崎

自石石丁場

曽我浦青石丁場

岩片 :玄武岩十安山岩

鉱物片 :斜長石十斜方輝石
十単斜輝石

変質鉱物 :沸石十緑泥石
十プレーナイ ト
十炭酸塩鉱物

曽我浦青石丁場 :塊状、緑灰色、径 2

～30mm程度の火山礫を多量に含む。

赤根崎 :角 礫状安山岩 (ハ イアロクラ

スタイ ト)

自石 :褐色の火山礫疑灰岩、砂層を挟

在する。

曽我浦青石丁場

玄武岩礫が多含され、緑泥石、沸石、

炭酸塩鉱物、プレーナイ トなどの変質

鉱物が生じている。
軟質
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8.黒崎露頭-02

第38図 採取試料 (1)

1.嶽丁場 (その 1)-01 2.嶽丁場 (その 1)-02

3.嶽丁場 (その 2)-01 4.嶽丁場 (その 2)-02

5.黒崎海岸-01 黒崎海岸-02

7.黒崎露頭-01
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9.大洞 Ⅱ石丁場-01 10.大洞 Ⅱ石丁場-02

11. T商オ寸-01 12. 下雨ホ寸-02

礼拝堂石丁場-01 14.礼拝堂石丁場-02

1社|1中 |||!1,2001`イ !,i.1!Ⅲ i.千 11li,十 11,

15.礼拝堂石丁場東側-01

第39図 採取試料 (2)

16.礼拝堂石丁場東側-02
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19.上多賀北部石丁場群 (頼朝一杯水付近)-01

1吋
i「

i`1110

23.白子・地獄沢石丁場-01

ど|∞
24.白子・地獄沢石丁場-02

第40図 採取試料 (3)

曽我浦青石丁場-01 18.曽我浦青石丁場-02

20.上多賀北部石丁場群 (頼朝一杯水付近)-02

21.赤根崎-01

1,0 210 210 240 2,0 240

白石石丁場-01
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中張窪・瘤木石丁場 (有馬玄蕃)-01 26.中張窪・瘤木石丁場 (有馬玄蕃)-10

継中棚♯協柑淵儲1中淵#‖ |#オ粋1峠#中締
27.中張窪・瘤木石丁場 (北部露頭)-01

30.ノ1ヽ 山-02

32.屏風岩南側露頭-01

第41図 採取試料 (4)

28。 中張窪・瘤木石丁場 (北部露頭)-02

29./↓ 山ヽ-01

31.屏風岩露頭-01
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粋硝絆鞘幣辮
朝 日山石丁場-01 34.朝 日山石丁場-02

‖
|‖ |||||‖ J I IIIIIIIIII

35.大西ヶ洞奥石丁場-01 36.大西ヶ洞奥石丁場-02

弘法滝石丁場-01 38.弘法滝石丁場-02

39.初島石丁場①-01 40.初 島石丁場②-01

第42図 採取試料 (5)
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1.嶽丁場-01 湯河原火山安山岩溶岩 かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩

2.稲村-01 稲村安山岩類 かんらん石合有斜方輝石単斜輝石安山岩

3.稲村-02 稲村安山岩類 斜方輝石かんらん石単斜輝石安山岩

4.礼拝堂石丁場-01 湯河原火山安山岩溶岩

PI:斜長石 Opx:斜方輝石 Cpx:単斜輝石 01

第Ⅶ章 熱海市内石丁場の石材分析

かん らん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩

0.5mm
:かん らん石 Op:不透明鉱物

岩石薄片 (1)第43図
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5礼拝堂石丁場-02 湯河原火山安山岩溶岩 かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩

玄武岩質火山礫凝灰岩

7曽 我浦石丁場-02 湯ヶ島層 玄武岩質火山礫凝灰岩

8頼朝一杯水付近 01多賀火山後期安山岩溶岩

PI:斜長石 Opx:斜方輝石 Cpx:単斜輝石 01
Ze:沸石 Cc:炭 酸塩鉱物 Bs:玄 武岩 FeO:

かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩

:かんらん石 Op:不透明鉱物     o5mm
水酸化鉄 Vg:火 山ガラス P:孔隙

岩石薄片 (2)

6曽我浦石丁場 01 湯ヶ島層群

第44図
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9.白 子・地獄沢石丁場 01多賀火山後期安山岩溶岩 単斜輝石斜方輝石安山岩

10 白子・地獄沢石丁場-02多賀火山後期安山岩溶岩 単斜輝石斜方輝石安山岩

11 中張窪・瘤木石丁場 01多賀火山後期安山岩溶岩 単斜輝石かんらん石玄武岩質安山岩

12.中張窪・瘤木石丁場 02多賀火山後期安山岩溶岩 単斜輝石かん らん石玄武岩質安山岩

PI:斜長石 Opx:斜方輝石 Cpx:単斜輝石 01:かん らん石 Op:不透明鉱物     0 5mm
Vg:火 山ガラス P:孔 隙

第45図  岩石薄片 (3)
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13.小 山-01網代玄武岩類  単斜輝石含有玄武岩 (単斜輝石含有かんらん石玄武岩)

14.大西ヶ洞奥石丁場-01多賀火山玄武岩溶岩 単斜輝石斜方輝石含有かんらん石玄武岩質安山岩

15,大西ヶ洞奥石丁場-02多賀火山玄武岩溶岩 単斜輝石含有かんらん石玄武岩質安山岩

16.屏風岩露頭-01網代玄武岩類

PI:斜長石 Opx:斜方輝石 Cpx:
Op:不透明鉱物 Vg:火 山ガラス

単斜輝石合有玄武岩

単斜輝石 01:かんらん石

P:孔隙

第46図 岩石薄片 (4)

ld:イ ディングサイト  0.5mm
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17.屏風岩南側露頭 01網代玄武岩類 単斜輝石合有かんらん石玄武岩

18.朝 日山石丁場-01多賀火山玄武岩溶岩 単斜輝石含有かんらん石玄武岩

19.朝 日山石丁場-02多賀火山玄武岩溶岩 単斜輝石含有かんらん石玄武岩

PI:斜長石 Opx:斜方輝石 Cpx:単斜輝石 01:かんらん石 Op:不透明鉱物

第47図  岩石薄片 (5)

第Ⅶ章 熱海市内石丁場の石材分析

0 5mm
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22.初 島石丁場①-01

Cr:ク リストバライト
Vg:火山ガラス

単斜輝石合有かんらん石玄武岩

初島玄武岩類

PI:斜長石
0.5mm

単斜輝石合有かんらん石玄武岩

Cpx:単斜輝石 01:かんらん石

第48図 岩石薄片 (6)

弘法滝石丁場-02多賀火山玄武岩溶岩
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1.嶽丁場 (その 1)み かん畑に露岩する
安山岩溶岩の露頭

3.嶽丁場 (その 2)転 石分布状況 湯河原火山 4.黒 崎海岸 転石分布状況

第Ⅶ章 熱海市内石丁場の石材分析

湯河原火山 8.黒 崎露頭 塊状安山岩溶岩の接写

第49図 現地調査 (1)

嶽丁場 (その 1) 安山岩露頭 湯河原火山

5.黒崎海岸 角礫化した安山岩 湯河原火山 6.黒崎海岸 流理構造の発達する多孔質安山岩

閣

四

田

隠

麟

Ｂ

Ｅ

■

7.黒崎露頭 塊状安山岩溶岩の露頭
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9.黒崎露頭 角礫化した安山岩の露頭
湯河原火山

16.稲村

第50図 現地調査 (2)

ｏ
判

鐵

頭

罐

隠

鞠

種

。
日

10.黒崎露頭 角礫化した安山岩の接写

11.大洞 Ⅱ石丁場 転石分布状況 湯河原火山 12.大洞 Ⅱ石丁場 矢穴のある石材

13.大洞 Ⅱ石丁場 刻印のある石材 14.稲村 転石分布状況

「丹」 と記された刻印15.稲村 径 6mの巨礫 稲村安山岩
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23.曽我浦青石丁場
火山礫凝灰岩

礼拝堂石丁場 転石分布状況 湯河原火山

第Ⅶ章 熱海市内石丁場の石材分析

,     24.上 多賀北部石丁場群 (頼朝一杯水付近)

転石分布状況 多賀火山

第51図 現地調査 (3)

18.礼拝堂石丁場 12号石材刻印

ド

■

吼

■

Ｅ

Ｆ

■

鴫

19.礼拝堂石丁場 12号石材刻印 接写 20.礼拝堂丁場東側 転石分布状況 湯河原火山

21.曽我浦青石丁場 転石分布状況 湯ヶ島層群 22.曽我浦青石丁場 海岸部の転石分布状況

火山礫を多合する

-157-



第Ⅶ章 熱海市内石丁場の石材分析

営鰯

■

■
0■

■

、日|
26

31.白石石丁場 火山礫を多合する火山礫凝灰岩 32.白子・地獄沢石丁場
多賀火山

第52図 現地調査 (4)

25.上多賀北部石丁場群 (頼朝一杯水付近)

刻印のある石材

27.赤根崎 転石分布状況 湯ヶ島層群

上多賀北部石丁場群 (頼朝一杯水付近)亥lE日

28 赤根崎 角礫化した安山岩

29.白石石丁場 露頭状況 湯ヶ島層群

転石分布状況
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33.白子・地獄沢石丁場 刻印のある石材 中張窪・瘤木石丁場 (羽 柴右近刻印付近)

転石分布状況 多賀火山

中張窪・瘤木石丁場 (有馬玄蕃石場)

多賀火山
36.中張窪 P瘤木石丁場 (B地区)

中張窪・瘤木石丁場 (D地区)

多賀火山
転石分布状況  38.中張窪・瘤木石丁場 (D地区)

矢穴の残る石材

転石分布状況 40.中張窪・瘤木石丁場 (北部露頭)

多賀火山

第53図 現地調査 (5)

露頭状況39.中張窪・瘤木石丁場 (B地区)
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41.中 張窪・瘤木石丁場 (北部露頭)

露頭下の転石

小山 矢穴の残る石材

42.小山 海岸の転石分布状況 網代玄武岩

立岩付近の転石分布状況

立岩付近の安山岩露頭 網代玄武岩 46.屏風岩付近の露頭 網代玄武岩

屏風岩の露頭に残る矢穴跡 48.朝 日山石丁場 転石分布状況 多賀火山

第54図 現地調査 (6)
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第Ⅷ章 石丁場周辺に産する火山岩類の全岩化学組成

第Ⅷ章 石丁場周辺に産する火山岩類の全岩化学組成
はじめに

岩石の同定には、岩石プレパラー ト (岩石薄片)を作成してからの偏光顕微鏡による観察は不可欠で

ある。 しかし、隣接した地域に産出する火山岩や、岩石学的特徴が類似した火山岩の対比では、岩石プ

レパラー トの顕微鏡観察だけで火山岩を区分することは難しい。そのため、岩石の全岩化学分析による

化学組成の比較が必要となる。また、産出した石材の給源を特定するためにも、全岩化学分析は必要不

可欠となる。今回、熱海市内の石丁場もしくは石丁場の周辺の露頭より岩石試料を採集し、全岩化学分

析を試みた。本データは、熱海市内における火山岩類の地球化学的特徴を示すだけではなく、今後、石

材が化学分析された場合の比較資料としても有用となる。

全岩化学分析は、神奈川県立生命の星 。地球博物館設置の蛍光X線分析装置 (島津製作所XRF 1500)

を用 いた。分析方法は、小出ほか (2000)に従った。

全岩化学組成

岩石試料を採集 した地点を図 1に、主要元素の全岩化学組成を表 1に 示す。採集 した試料は、久野

(1972)の 地質図に基づいて、大きく4つ に区分される。すわなち、伊豆山から湯河原町にかけて採集

した湯河原火山の噴出物 (15点 )、 市街地の南に広 く分布する多賀火山の噴出物 (9点 )、 網代周辺に露

出す る網代玄武岩類 (2点 )、 初島に分布する初島玄武岩類 (1点)である。なお、岩石の詳細な記載

につぃては、第Ⅶ章で行なっているので省略した。

湯河原火山の分布域より採集した試料は、非アルカリ岩系の玄武岩 (2点 )、 玄武岩質安山岩 (9点 )、

安 山岩 (3点 )、 デイサイ ト (1点)であった (分類はWi H son,1989,周 藤・小山内,2002に よる)。

久野 (1972)で湯河原火山の溶岩の90%近 くがソレアイ ト系列 (ピ ジョン輝石)であると指摘 したが、

本試料は 1点がカルクアルカリ系列で、数点がソレアイ ト系列とカルクアルカリ岩系の境界付近、それ

以外 はソレアイ ト系列であった。また、Si02~K20図 では低カリウム系列に区分される。     
‐

多賀火山の分布域より採集した試料は、非アルカリ岩系の玄武岩 (5点 )、 玄武岩質安山岩 (3点 )、

安 山岩 (1点)であった (分類はWi H son,1989,周 藤・小山内,2002による)。 すべての試料がソレア

イ ト系列であった。Si02 K20図では低カリウム系列に区分される。             ｀

網 代玄武岩類の分布域より採集 した試料は、非アルカリ岩系の玄武岩 と安山岩であった (分類は

WillsOn,1989;周 藤・小山内,2002に よる)。 2点 ともソレアイ ト系列で、低カリウム系列に区分され

る。

初 島玄武岩類の分布域より採集した試料は、非アルカリ岩系の玄武質安山岩であった (分類はWi Hson,

1989;周 藤 。小山内,2002に よる)。 ソレアイ ト系列で、低カリウム系列に区分される。網代玄武岩類

お よび初島玄武岩類については、分析点数が少ないため、今後さらなる分析が必要となる。

化学 組成の対比

湯 河原火山と多賀火山の溶岩類は極めて類似 しているため、 これらの区分は非常に難 しい (久野 ,

1972)。 また、第Ⅶ章の報告にもあるとお り、岩石名はいずれもかんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山

岩で あ り、岩石学的に区分することは困難である。そ こで今回分析した試料とあわせて、神奈川県内に

分布 す る湯河原火山の噴出物 (山下ほか,2008)、 丹那盆地に産する多賀火山の溶岩類 (松本ほか ,

1993)、 東伊豆単成火山群の溶岩類 (Hamuro, 1985)と の比較を行った。湯河原火山および多賀火山と

も、 今 回の熱海市内産の試料と他地域の試料 とでは地球化学的に目立った差が見 られなかった。
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第Ⅷ章 石丁場周辺に産する火山岩類の全岩化学組成

Si02 FeO/MgO図 による多賀火山と湯河原火山の溶岩類の比較では、同量のSi02含有量に対 して、多

賀火山の溶岩類のほうがより高いFeO/MgO比を示す ことがわかつた。 このことは、湯河原火山と多賀火

山の噴出物を見分ける手がかりとな りうる。東伊豆単成火山群の溶岩類は、ほとんどがFeO/MgO比が低

いことからカルクアルカリ系列に属するために、湯河原火山や多賀火山の溶岩類とは明らかに区分され

る。網代玄武岩類および初島玄武岩類については分析点数が少ないので、対比は控えたい。Si02 K20図

では、東伊豆単成火山群の溶岩類が中間カリウム系列に区分されるために、明らかに違いが見 られるも

のの、湯河原火山および多賀火山の溶岩類は、ほど同量のK20含有量を示すために、差は見 られなかっ

た。 この他、図示 しなかったが、多賀火山の溶岩類は湯河原火山に比べてややTi02含有量が高い傾向に

ある。

(山下 浩之 )
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SamplcNo 産地 標高(m)産状

湯河原火山

NLOO01314熟海市兵    N3S° 7′ 481″ EIa9° 6′ 297″

NLOO01348熱海市泉    N35° 3′ 64″  E139° S′ 512″

NLOO01349熱海市泉    N35° 7′ 506″ E139° S'452″

NL0001350熱海市泉    N35° ク
′

S05″ EB9° 5′ 452″

NLOO013SI 熱海市伊豆山稲村 N35° 7′ 89″  E139° 5′ 55ド

NLOO01352熱海市伊豆山  N35° 7′ 162″ E139° 5′ 241″

NLl1001 353熱 海市伊豆山  N35° 7′ 162″ E139° 5′ 24ド

NLO001354熱海 市泉    N35° /481″ E13,° 6′ 299″

NLl100 1355熱海市来    N35° 7′ 4B I″ E13つ
°

6′ 297″

NLOO013う 6熱 海市伊豆山  N35° メ 402″ E139° 5′ 039″

NL0001357熟海市伊豆山  N35° 7′ 340″ E139° う
′

535″

NLOO01358熱海市伊豆山  N35° 7′ 402″ E139° S′ 539″

NLO001359熟海市伊豆山  N35° 7′ 265″ E139° 5′ 437″

NL0001360熱海市伊豆山  N35° 7′ 255″ E139° 5′ 437″

NLOOO1361 熱海市伊豆山  N35° 7′ 265″ E139° 5′ 437″

多賀火山

NL0001318熱海市 ド多賀   N35° 2′ SO″  E139° 4′

NL0001320熱海市網代    N35° 2′ 295″ E139° 5′

NLOOO1321熱海市下多賀   N35° r57″  E139° 4′

NL0001362熱海市上多賀   N35° 3'394″ E139° 5′

NLOOO1363熱海市上多賀   N35° 3′ 394″ E13つ
°

5′

NL0001364熱海市上多安   N35° 4′ 311″ E13つ
°

5′

NLOO01365熱海市上多賀   N35° 4′ 311″ E139° 5′

NLO001366 口方郡函南町畑毛 N35° 5′ 195″ E138° 58′

NLl1001367 口方郡画南町畑毛 N35° 5′ 195″ E138° 58′

Ｏ

Ю

ｂ

ロ

ロ

４‐

４‐

２５

２５

14 JTr頭       5344
180 山石 (可 場) 5324
309 山石 (T場) 5030

7 山石 (丁場) SS 13
251 山石 (丁場) 5493

204 ,石 (丁場) 5573
189 山石 (丁場) 6325

188 薩頭 (採石場)5456
188 露頭 (採石場) 5441
188 露頭 (採石場) 54 SI

憶石      5158

転石      5088

卿

０２４３

ｍ

切

・Ｏ０３９

脚

０８２９

０００４

０３３０

‐‐２９

０‐６０

‐２２４

０‐７２

０２９８

０３５８

“

４２

‐７

２２

５。

、

５２

４３

３‐

４６

７４

４８

５３

５２

５４

３８

都

７‐

７４

８５

６Ｓ

コ

々

４０

６５

４６

れ

７６

６４

７‐

８６

Ｓ８

４９

５４

６５

３８

７７

８７

７２

０４

４０

６３

％

９２

７‐

４３

郵

‐２

‐２

３６

９５

わ

５３

７８

細

”

夢

卵

３２

３２

７９

７７

”

朽

８‐

９０

８７

８３

８６

８５

“

箭

８８

８９

９０

４３

３７

ｎ

２０

４６

‐５

つ

。６

¨

‐８

ヽ

‐８

‐８

‐８

２２

‐６

２７

И

初島玄武岩頼

HS卜1   熱海 市初島   N35° 2′ 14″  E139° 10′ づ
″

絹代玄武岩類

NL0001322 Jt海 市下多賀   N35° r57″  E13つ
°

4′ 25″  215 転石

NLOO01324熱海 市下多賀   N35° 2′ 50″  E139・ 4′ 4S″   O 磯石

表12 石丁場遺跡および石丁場周辺から産出した火山岩類の全岩化学組成表
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丁場 (その 2)

1314,η 354,1355
黒崎海岸

疑始SP子360,1361 
剰奇露頭

大洞Ⅱ石丁場
135司

曽我浦青石丁場

赤根崎

自石石丁場

中張窪 瘤木石丁場 (北部露頭 )

大西 ヶ洞奥石丁場

房風岩

1320

朝日山石丁場

弘法滝石丁場

第55図 岩石試料採集地点位置図

脅
速

空

議

熱

海

市

鰤庁
軽攣

初島石丁場②

0     1km

-

初島石丁

熟 海 市

初島南東部海岸

―-163-―



第Ⅷ章 石丁場周辺に産する火山岩類の全岩化学組成

表 13

5

4

q3
遷
〇

出 2

1

0
45     50     55     60     65     70

Si02徹 t.°/o)

困 Si02~FeO/MgO比 。ソレアイ ト系列およびカルクアル

カリ系列の領域はMivashiro(1974)に 基づく。

□ Si02 K20含有量。高カリウム、中間カリウム、低カ

リウムの領域は周藤・小山内 (2002)に 基づく。

6

4

2

0

Si02~Na20+K20に基づく石丁場遺跡および石丁場周辺から産出した火山岩類の区分
(Willson1989;周藤・小山内2002よ り転載)

区∃    ゾレアイト系アU

口 。

●
◆′′́

′

◆
◆

　

　

ノ
イ
袴

カルクアルカリ系列

□         /́´

高カリウム岩系   ″/     _… …

′/  中間カリウム岩系   ´
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第Ⅸ章 総括―調査成果と今後の展望―
1節 調査の成果 とこれか らの課題

1 調査の成果
熱海市内伊豆石丁場の分布調査の結果、当初の想定を大幅に上回る27地点の石丁場を確認した。従前

より石丁場の刻印群がある程度把握されていた伊東市、東伊豆町に対 してほとんど把握がなされなかっ

た熱海市であったが、刻印については 「羽柴丹後守 けい長九年」の新たな紀年銘刻印を、その他にも

「有馬玄蕃 石場」や 「京極丹後守」など、地元では知 られていたが公に報告がなかった文字刻印を掲

載し、「浅野紀伊守内 左衛門佐」が浅野家普請奉行であったことなど、人名同定の考察も行うことが

できた。

文字刻印の検出地点については、その多くが尾根筋、谷筋で確認できるところから、石丁場の境界を

示すと思われ、羽柴右近の刻印例か らは複数の石で境界ラインを示す可能性を指摘した。

文字刻印以外については詳細な分布を提示し考察できなかったが、文字を含めて60種の刻印を確認し

ている。特に中張窪・瘤木石丁場では30種 と市内全域の半数となる圧倒的に多くの種類と多数の刻印が

確認され、文字刻印の多さも注目される。

従来の刻印研究は大名家との対応関係で論じられることが多い。しかし、今回の調査では『山内文書』

『細川家文書』等、文献にある大名家の石丁場と、必ず しも対応するものとはいえず、現在のところ、

合致すると思われるのは、稲村石丁場の 「囲」 (京極丹後)と弘法滝石丁場 「魚」 (大村民部)に とどまっ

ている。

いつぽう、朝日山石丁場の刻印 「〇」は、大名家が石丁場の管理を、地元の 「石場預 り」役に任命 し

たことを記す文献史料と符合することで注目される。

なお、伊東市の刻印事例でいえば約120種、東伊豆町では51種 (金子2008)、 沼津市戸田で28種以上確

認されてお り (高本 1996)、 各市町重複 しているものもあるが、現段階の伊豆半島では200種以上の刻印

が確認されていることになる。

伊豆山地区の礼拝堂石丁場遺跡、多賀地区の中張窪・瘤木石丁場遺跡、網代地区の朝 日山石丁場遺跡

などでは地形測量を実施した。また礼拝堂、中張窪・瘤木においては トレンチによる発掘調査もおこな

い、採石遺構の規模や石質形状、石材の矢穴痕、刻印などを観察し、遺跡の残存状況などを把握するこ

とができた。

とくに中張窪・瘤木遺跡では、 B地区の 9号採石遺構において鉄鉗、輔の羽日などの製鉄関連遺物を

表採できた。時期はまだ不明であるが、この近辺で本格的な鍛冶作業を行なっていたことがうかがえる。

またD地区では 1号採石遺構で石材の接合関係が確認でき、具体的な採石工程を考察できる資料も確認

できたことは大きな成果である。また、 2号採石遺構で確認される小日面に大きく「〒」を刻印した粗

加工の築石用石材が遺跡の南東斜面の一定の範囲で確認され、中張窪・瘤木遺跡内で採石されたひとつ

の規格品であることが確認できた。 これ らのことは地形、石材を測量するため落葉、下草等を除去する

ことにより、詳細な観察ができたことによる成果である。

いつぱう、発掘調査自体は安全性か ら細い トレンチによる調査という影響もあり、あまり効果をあげ

ることが出来なかったが、それでも中張窪D地区のように端材石の有無や採掘抗の開日部の平坦面の状

況など一定の情報が得 られた。

文献 。資料については市内の石丁場遺跡に関連する資料を中心に集成し、熱海市史未収録の文献の掲

載や既出文献の訂正なども行なうことができた。また、熱海市内での大名家の採石活動や在地の様相な
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ど、文献資料に基づいて論じることによって、現時点で明らかにできる具体的な考察を行った。

石塔については市内で最も集中して石塔群が存在する伊豆山地区の般若院、寺山遺跡の石塔の調査を

行い、中世の大形石塔を中心に資料化し、寺山遺跡では新たな 「正中二年」「康暦二年」の紀年銘を発

見できた。中世の矢穴技法については、従来未確認であつた関東の事例を中心に考察を行つた。

岩石学的な調査・分析については、現地での岩相観察から薄片サンプルの顕微鏡下による観察を行い、

今までなかった熱海市内の地質学的・岩石学的基本データを作成できた。さらに江戸遺跡出土石材の岩

石学的データと比較を行った。また、化学分析ではSi02含有量に対するFeO/M80比 率が湯河原火山と多

賀火山の噴出物で違い、両者を同定するひとつの手がかりを得た。

2 今後 の課題

分布調査によって予想以上の石丁場を確認することが出来た反面、全市域に広がる遺跡群の調査となっ

た ことで、悉皆調査を目指した当初計画は果たせず、結果的に中途半端な分布調査であったことが大き

な反省点である。今後の調査で追加、修正し、各遺跡ごとの詳細な分布図の作成していきたい。

また、石丁場遺跡は調査中よリー部は周知の埋蔵文化財包蔵地としたが、まだ周知化されてない部分

や、調査により範囲が変更になった部分もあり、 これも早急に追加・訂正していきたい。

石丁場遺跡の年代については、近世初頭の石垣採石と近世中葉以降の問知石採石などの遺構の違いは

はっきりしているが、慶長期、寛永期といつた期間での時期区分は不明である。考古学の基本である編

年は主要課題のひとつであり、遺構、石材の特徴を把握し今後良好な採石遺構を指標に規模や形状、石

材 の矢穴痕、刻印を類型化することによって遺構の年代観、空間的な広がりについて検討する必要があ

る。そのためにも、採石遺構、石材ごとにデータ化し、遺構・石材台帳を作成して基本的な資料を積み

重ねていくことが重要である。

刻印については今回60種の刻印を確認したが、未踏査部分もあり、刻印は季節、天候によって確認で

きる時、できない時があり、数回にわたり踏査したところでも新たに刻印を発見することがあつたこと

か ら、今後も確認例が増えると思われる。

中張窪・瘤木石丁場の築石石材の小日面の刻印と、他の刻印にみる同形刻印との違いや、さらに稲村

石 丁場と礼拝堂石丁場での「囲」の刻印など、刻印もつ意味合いや成立時期を推しはかる資料も確認で

きた。今後、こうした資料の検討を通じて、刻印のもつ多様な意味あいを考古学的に検証できるのでは

な かろうか。

そのほか、中張窪 。瘤木石丁場で採石工程を検討できる資料も入手できた。今後こうした調査研究を

積 み重ねることで具体的な採石方法、技術・技能の議論が可能となろう。

伊豆石はすでに広域流通石材であることが注目されているが、生産地近辺での消費のありかたを明ら

か にすることも重要な課題のひとつである。とくに中世での明確な採石遺構が確認されていないことも

あ り、製作過程が明らかにされつつある石塔や、他の石造物の製作技術からの検討も必要であろう。静

岡県東部の各市町では石造物の悉皆調査が行われ、中世、近世の石造物が把握されているが、本市のみ、

こ うした遺物・遺構のデータの蓄積が皆無に等しかった。また、今回の調査でも伊豆山地区の般若院、

寺 山遺跡といった主要な石塔の調査のみである。伊豆地域でも屈指の石塔の存在する地域だと注目され

て いる本市の石塔遺構についていえば、こうした限られたデータのみでは、その製作技術、流通といつ

た 大テーマを語ることはできない。幸い本市には中世の石塔だけでも1000基は優に超える部材が存在す

る 。市内各地に残る中世、近世石造物の悉皆調査こそ、中世の伊豆石の総合的な研究の基本材料となる。

そ の生産と流通に大きく関わつていたと推定される走湯山は熱海市にある。この調査は本市にとっては

必 須事業のひとつとして位置づけされるものであり、伊豆石の持つ歴史的意味は、江戸城の石垣のみが
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主題ではない。実は先行する中世の伊豆石の生産様相の解明こそが、近世の石丁場同様に、本市に課せ

られた重要な課題だといえよう。

石工道具調査や、石に関わる伝承、また、その持つ技能と技術に関する聞き取り調査は、これからの

課題である。もっとも、中張窪石丁場遺跡保存会や多賀小学校では石工道具が保管されており、市内に

はまだ未発見の普請関係の道具類が残されているのではないか。こうした石工道具の把握 と石工やそれ

にまつわる伝承等の聞き取 り調査については、話者の高齢化の問題もあり、緊急の課題である。

石丁場に関する文献調査は、地元や江戸遺跡に関わる研究者等によって成果が紹介されている。第Ⅵ

章の冒頭でもふれたように、個別・分散的であり研究機関・行政機関等が主導した悉皆的な所在調査は

ほとんど行われていない。石丁場 。石工および石材流通に関する絵図・文献調査の充実は、本市でも今

後の緊急課題である。とくに近隣他市町では、旧来の市町村史を改訂 し、歴史資料の再調査を行ってい

る現在、熱海市内の文献・資料収集に関していえば30年以上前の市史の編さん以来、調査が行われてい

ない状況だといえる。今後、市史掲載分も含めた関連文献資料の調査も必要であり、それによって、江

戸時代の天下普請以外の村々での、採石の状況、石場預の実態、採石権をめぐる争論など、石丁場を含

めた地域の歴史をあらためて見直す時期にきているといえる。

また、地質学的・岩石学的調査において、江戸城や江戸市中での熱海市内産の石材利用は、現在のと

ころごく僅かしか確認できていない。 しかし、江戸遺跡出土石材の薄片サンプルデータはごく一部であ

ることを考慮すれば、今後の江戸遺跡出土石材の岩石学的な分析調査によって市内に産地同定される石

材例が増える可能性はある。今回熱海市内の分析データが公になったことによって、今後、生産地であ

る各地の伊豆石丁場のデータと消費地の江戸遺跡出土石材のデータが集積され、比較検討される結果に

期待 したい。

また、全岩化学分析による化学組成の比較も現段階では有効ではないが、他の分析との併用等によっ

て、石材の産地同定に有効な分析方法のひとつとなる可能性がある。同様なことは石材の帯磁率測定に

もいえる。その他、調査の方法で掲げた採石環境の復原、東国各地の存在する伊豆石製品の集成と分析

な どの課題が山積みであるが、 これもひとつひとつ石段を登るように継続 した調査から取 りかかるべき

であろう。

今回の調査は西相模から、伊豆半島全客に広がる広大な遺跡である伊豆石丁場遺跡の一部に取りかかっ

たものである。だから、熱海市が行った調査は市全体のわずかな部分を垣間見たに過ぎない。それでも、

伊豆石丁場遺跡が重要な文化遺産であることはあらためて確認できたと思う。全体像の把握には、調査

の継続と資料の蓄積が不可欠であり、今後、考古学を中心とした学際的な総合調査を長期にわたって地

道 に着実に継続していく必要がある。そのためには伊豆石丁場遺跡が存在する自治体、および消費地で

ある都市遺跡を持つ自治体、さらには市民が連携して取 り組むことが重要となる。

伊豆石丁場遺跡の調査は、遺跡の保存を求める市民の声をもとに始まった調査である。だとすれば、

従来の行政主導の文化財保護から、国と地方公共団体、国民が一体 となり、文化財を保存 して次世代に

継承し、積極的に公開・活用を行 う時代への過渡期と、現在をみるならば、伊豆石丁場遺跡の調査、保

存運動そのものが、今後の熱海市の文化財行政のありかたを問う試金石となるのではないか。
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2節 今後の調査への期待

伊豆石丁場遺跡群の一部がある熱海市には、石丁場遺構と周辺との環境だけを取 り上げても、文化財

として往時の様相の一端がよく残されている。 ここで重要なことは、これからの文化財行政の役割のあ

りかたである。それは、その地域にとって、壊せば三度とふたたび得ることのできない 「本物」の遺跡

や、文化的景観を地域住民や子どもたちのために未来へどう残すか、残せるかであり、それをどう整備

し活用するのかが、間われる時代になってきたことであろう。

それだけに文化財としての石丁場遺跡の本質的価値を、確立するための施策が不可欠となる。そうし

た観点か ら、幅広い角度での基礎的調査を行 うことが必要である。また、社会教育的観点からみれば、

すでに調査で得られた成果を地域住民に遇元することで、地域で活動する住民にも具体的な夢、目的と

して提供することが可能となる (「精神的生産性Jの獲得)。

こうして得た 「精神的生産性」の高揚は、当然 「まちづくり」構想や観光の面にも積極的な相乗効果

を生むはずである。そのためにも、今回の調査結果に基づき、長期の調査計画を立案し、今後も調査を

継続的に行 うことが必要であろう。

また 「他に類例のない」伊豆石丁場遺跡がもつ価値を、全国に発信できるのは、熱海市だけでなく、

伊東市、東伊豆町、沼津市、小田原市といった伊豆半島の近隣自治体が有する「石丁場」 という共通の

土俵 のなかで、その情報をどう共有化することができるかが重要なポイントになるだろう。

例 えば、沼津市南西の海岸にある戸田地区の田代山石丁場では 「鍋島信濃守」の刻文が検出している。

この地域は江戸時代、大名丁場を預かる請負商人の勝呂氏が管理したことが文献・資料か ら明らかであ

る。 同様の例は、同じく沼津市の内浦湾、江浦湾の石丁場でも確認されている。しかも、当地には東海

岸では確認されていない石丁場での具体的な生活内容を記す文献と絵図、さらに多くの資料が残されて

いる。そうしたところか ら、文化庁の指導のもとに、静岡県と神奈川県、伊豆地域の近隣自治体をまじ

えた総合的な調査を緊急に実施することを期待 したいのである。

伊豆半島の石切 り丁場の調査は、一自治体単位 としては大きな成果がえられない。一方、 この地域の

高齢化は急速に進んでお り、そうしたことでいえば、聞き取 り調査は、おそらく最後の機会ではなかろ

うか。 (小和田哲男・北垣聰一郎)

―-168-―



引用参考文献
秋池武2005『 中世の石材流通』古志書院

熱海市編1967『熱海市史』上巻

熱海市編1972『熱海市史』資料編

熱海市教育委員会編1989『下多賀神社水浴せ式』

熱海市教育委員会編1997『瘤木石丁場遺跡』

五十嵐俊雄2006『考古資料の岩石学』パリノサーヴェイ株式会社

池谷初恵2008「帯磁率測定は石材研究に有効か ?」 中世東アジアにおける技術の交流と移転 中間報告会資料

石川県金沢城調査研究所2008『戸室石切丁場確認調査報告書』 I

伊東市教育委員会編1991『宇佐美北部石丁場群分布調査報告書』 I

伊束市教育委員会編2005『伊東市の石造文化財』伊東市史調査報告 第二集

井鍋誉之ほか2008『原分古墳』 (調査報告編)静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告第184集

岩崎宗純1988「戦国大名と石切衆」『湯河原町史研究』 5号

岩田隆1994『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡 平成 6年度発掘調査環境整備事業概要』

岩田隆1989『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡―昭和63年度発掘調査整備事業概報』

内田清2001「足柄・小田原産の江戸城石垣石一加藤肥後守石場から献上石図屏風まで」 F/Jヽ 田原市郷土文化館研究報告』No.37

大河内勉1994「都市鎌倉における石材利用の実態と動向―考古成果にみる土木・建築用材の消費について一」『中世都市研究』第

3号

大島慎-1999「資料紹介史跡石垣山一夜城跡発見の加藤肥後守銘金石文について」『小田原市郷土文化館研究報告』No.35

大高吟之助1972『郷土多賀村史』

大高吟之助1974『網代郷土史』

太田君男1998「 白石J『熱海歴史散歩』第68回 デーリー熱海新聞連載コラム

岡田善十郎・金子浩之1994「伊豆石丁場遺跡調査の現状」『江戸時代の生産遺跡』   ´

奥田尚2002『石の考古学』学生社

小沢詠美子1995「第 8章 江戸における石材流通」『江戸城外堀跡 赤坂御門・喰違土橋―地下鉄 7号線溜池・駒込間遺跡発掘調

査報告書 3-』

小田原市編1998『小田原市史』通史編 原始吉代中世

加藤清志1994「火山の国に住んで」『ほっといず』第49号他連載コラム

金子浩之2000「近世伊豆産石材研究ノー ト」『考古学論究』第 7号

金子浩之2008「伊豆半島の石丁場遺跡調査の現況」『発掘調査発表会・公開セミナー発表要旨』財団法人かながわ考古学財団

金子浩之・杉山宏生2003「江戸城の石切丁場」『石垣普請の風景を読む』

川勝政太郎1957『 日本石材工芸史』綜芸社

川西宏幸2007「東アジアの石工技術」『日中交流の考古学』

神奈川県立生命の星 。地球博物館2008『箱根火山―箱根火山および箱根地域の新しい形成発達史 』神奈川県博物館調査研究報告

(自然科学)第 13号

木越隆三2006「城郭石垣を築いた人々J『金沢城研究』 4号 石川県金沢城調査研究所

木越隆三2008「村の役負担」、同「江戸城天守台普請に動員された百姓たち」『日本近世の村夫役と領出のつとめ』校倉書房

北垣聰一郎1971「近世城郭における石垣符号の一考察」『関西城郭研究会』NO.72

北垣聰一郎1987『 ものと人間の文化史58石垣普請』法政大学出版局

北垣聰一郎2007「修復工事を通してみた石割 りと石作り」『日引』第10号 石造物研究会編「築城石と石切場J特集号

北原糸子1995「第 7章 伊豆石丁場と都市江戸の構築」『江戸城外堀跡 赤坂御門・喰違土橋一地下鉄 7号線溜池・駒込間遺跡発

―-169-―



掘調査報告書 3-』

北原糸子1999『江戸城外堀物語』ちくま新書

北原治2008「矢穴考」『紀要』第21号 滋賀県文化財保護協会

京都市埋蔵文化財研究所1996『平成 5年度京都市埋蔵文化財調査概要』

京都府埋蔵文化財調査研究センター1997「府道八幡木津バイパス関係遺跡J『京都府遺跡調査概報』第77冊

朽木史郎1978「城石垣の符号」『探訪日本の城』別巻築城の歴史 小学館

後藤守―・斎藤忠1953『静岡賤機山古墳』

小松和博1985『江戸城一その歴史と構造―』

小山真人1993「伊豆半島の火山とテクトエクス」『科学』第63巻 岩波書店

小山真人2007～ 「伊豆の大地の物語」『熱海新聞』連載コラム

斎木勝1986「関東形式宝憶印塔の研究」『千葉県文化財センター研究紀要』 10

齋藤慎-1997「戦国期東国の石工と石積み」『織豊城郭』第 4号 のちに齋藤慎-2002『 中世東国の領域と城館』に所収

齋藤慎-2003「関東・山梨における織豊期城郭研究10年の現状と課題」『織豊城郭』第10号

斉藤彦司2000「中世石塔における相模型の成立と展開」『考古論叢神奈河』第8集

佐伯和也ほか1994『根来寺坊院跡―広域営農団地農道整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』和歌山県文化町センター

佐々木健策2008「小田原市内の石丁場について」『発掘調査発表会・公開セミナー発表要旨』財団法人かながわ考古学財団

笹本正治1988『 戦国大名と職人』吉川弘文館

静岡県編1997『静岡県史』通史編 2中世

白峰旬2000「慶長十一年の江戸城普請について」『織豊期研究』第2号 のちに白峰旬2003『豊臣の城・徳川の城―戦争・政治と城

郭』に所収

白峰旬2009「全国穴太・石垣関連史料Ⅱ」『金沢城研禿』第 7号 石川県金沢城調査研究所

鈴木茂1974「伊豆石と江戸城」『歴史手帖』1974-2巻 9号

鈴木茂1981「江戸城と伊豆石」 1～ 5『伊豆新聞』連載コラム

鈴木茂1995「江戸城石垣と伊束の石切場J『伊東・文化財とその周辺』伊東市教育委員会

鈴木理生1976『江戸と城下町』名著出版

千田嘉博1998「集大成としての江戸城」『国立歴史民俗報告』第50集

高砂市教育委員会編2005『竜山石切場―竜山採石遺跡詳細分布調査報告書―』

高本浅雄1996「豆州戸田村の石材切出し (二 )」 『伊豆史談』125号

竹井敦子1980「伊豆半島に於ける江戸城普請の影響一大名石の周辺一」『鎌倉』第36号

田端費作1967～ 1992「熱海地区」 (調査記録ノー ト)

千代田区丸の内一丁目遺跡調査会編2005『東京都千代田区丸の内一丁目遺跡 H』

つくば市教育委員会編1991『筑波の文化財 板碑篇 補遺篇』

つくば市教育委員会編1994『三村山極楽寺遺跡群所在石造五輪塔解体修理調査報告書』

柘植信行2002「徳川家康が入府する前の江戸」『図説家康の江戸』新人物往来社

東京市役所1911『東京市史稿』皇城篇第 1巻

東京都江戸東京博物館2007『江戸城展』

東京都千代田区1998『新編千代田区史』通史編

遠江 中世石塔研究会2008『静岡県における中世石塔を探る』静岡県考古学会ミニシンポ資料

中井均1996「安土城築城前夜―主として寺院からみた石垣の系譜一」『織豊城郭』第 3号

中井均2008「織豊系城郭としての江戸城」『東京都江戸東京博物館研究報告』第14号

中村博司2006「『穴太』論考」『日本歴史』694号

一-170-―



日本学士院編1959『明治前日本建築技術史』日本学術振興会

野中和夫2007『石垣が語る江戸城』同成社

東伊豆町文化野保護審議会編1996『東伊豆町の築城石』東伊豆町教育委員会

平井聖監修2008『歴史群像シリーズ特別編集  【決定版】図説 。江戸城 その歴史としくみ』学習研究社

藤井重夫1982「大阪城石垣符号について」『大阪城の諸研究』名著出版

藤井譲治2008『徳川将軍家領知宛行制の研究』思文閣出版

藤枝孝善編2001『伊豆の地形がわかる本』

藤川祐作2005「矢穴の分類について」三条整理事務所学習会発表資料

藤澤典彦2000「律と石」『叡尊・忍性と律宗系集団』大和古中近研究会研究資料Ⅳ

文化財建造物保存協会編1977『重要文化財 極楽寺忍性塔 (五輪塔)保存修理工事報告書』

文化財建造物保存協会編1980『重要文化財 安養院宝後印塔保存修理工事報告書』

宝珍伸一郎1998『 白山平泉寺南谷坊院跡発掘調査概報Ⅲ』勝山市教育委員会

本間岳人1998「遠江における石製塔婆の様相」『立正考古』第37号

本間岳人2008「五輪塔の地域的展開」『考古学ジャーナル』NO.573

前田元重1991「東国の叡尊と文化遺産」『仏教芸術』199号

松尾美恵子1986「近世初期大名普請役の動員形態―寛永六年江戸城普請の場合一」『研究紀要』昭和60年度 徳川林政史研究所

三瓶祐司ほか2007『早川石丁場群 関白沢支群』財団法人かながわ考古学財団

三瓶祐司2008「早川石丁場群関白沢支群の発掘調査成果と課題」『発掘調査発表会・公開セミナー発表要旨』財団法人かながわ考

古学財団

村川行広 1970『大阪城の謎』学生社

桃崎祐輔ほか1994『三村山極楽寺遺跡群所在石造五輪塔 解体修理調査報告書』つくば市教育委員会

桃崎祐輔2000「忍性の東国布教と叡尊諸大弟子の活動」『叡尊 。忍性と律宗系集団』大和古中近研究会研究資料Ⅳ

森岡秀人・坂田典彦編2005『徳川大阪城東六甲採石場Ⅳ 岩ヶ平石切丁場跡』芦屋市教育委員会

森岡秀人・藤川祐作2008「矢穴の型式学」『古代学研究』第180号

山川均2008『石造物が語る中世職能集団』

山下浩之ほか2008『特別展図録 箱根火山 今証される噴火の歴史』神奈川県立生命の星・地球博物館

山田いと ,木村博1996『多賀民俗誌―静岡県熱海市―』城ヶ崎文化資料館

善積美恵子1967「手伝普請についてJ学習院大学文学部『研究年報』14

善積美恵子1969「手伝普請一覧表」学習院大学文学部『研究年報』 15

吉原健一郎1982「江戸の石間屋仲間」『三浦古文化』31

臨時議員建築局編1921『本邦産建築石材』

-171-



桃崎祐輔・西野元勝・山内亮平 。江藤彰子・松岡健太

熱海市周辺は、南東部の海岸を中心に、多量の伊豆安山岩が産出する。その石材は鎌倉極楽寺・金沢称名寺など

の律宗寺院、当麻無量光寺や藤沢清浄光寺などの時宗寺院に数多く供給された。

伊豆山権現の神宮寺にあたる般若院は、鎌倉時代の弘安年間に鎌倉極楽寺の律僧、良観房忍性が梵鐘を寄進 した

曹源寺とする説もあるが、地元の研究では否定され、むしろ熱海里にあった地蔵堂の可能性が高い。

般若院および寺山遺跡の齋藤実盛別当墓には、高さ1.5m=5尺近い大型の五輪塔があり、奈良の西大寺律宗系

の様式を示している。伊豆半島周辺では、箱根の曽我兄弟墓五輪塔が永仁三年 (1295)に遡 り最も古く、これより

新 しい鎌倉末～南北朝の年代が推定される。特に梵字を彫 らない寺山の大形五輪塔は、律宗系僧侶の墓塔の可能性

が高 く、当地に旧在 した密厳院東明寺が鎌倉末ないし南北朝期に律宗化したことを窺わせる。

また現在の股若院に旧在した成就院の隣接地には巨大墓地の古美道遺跡があり、瀬戸焼や常滑焼の骨壺も出土 し

てお り、伊豆山大衆の墓地とみられている。梵字がある般若院五輪塔は、般若院旧在か成就院旧在か断定できない

が、真言密教高僧の個人的な墓塔か、伊豆山大衆墓地全体の総供養塔か、いずれかであったと考えられる。

鎌倉時代には、走湯山燈油料船が江戸湾以北まで活動範囲としている点からみて、熱海周辺で産出した輝石安山

岩は、熱海勢力の海運網を通じて鎌倉周辺に運ばれ、極楽寺や称名寺などに供給されたと考えられる。

よって律宗系巨大五輸塔が現存する寺山齋藤別営実盛入道墓は、熱海に律宗の拠点寺院が存在したことを示 し、

石塔石材の供給にも大きく関与していた可能性が考えられる。また旧成就院が墓寺であれば、そこも律僧の拠点で

あった可能性が高く、古美道遺跡出土の秀逸な古瀬戸蔵骨器も、律宗系寺院をつなぐ流通網によるものか、あるい

は律宗の教線が走湯山の流通網に結合することによってもたらされたと考えられる。

伊豆の石塔群は、関東の石材供給基地における石造物の実態を示すものとして、一層の解明が求められる。

1節 調査の経緯
報告者のり【嶋は、かつて静岡県遠江東部域に位置する菊川町・相良町を中心に中世石像物の実測調査を行い、500

点あまりの石塔部材を資料化し、編年や石材流通、造立階層や宗派 との関係についての考えを示してきた。その前

後より、静岡県下では駿河・遠江域を中心に本問岳人・松井一明氏 らによって精力的な中世石塔調査が推進され、

また伊豆半島でも、尾形潜正氏による韮山町域の石塔悉皆調査、松原典明氏による伊東市や湯河原町の組織的な調

査が実施され、全国でも有数の石塔研究先進地となっている。

2006年度末、熱海市教育委員会の栗木崇氏より、市内の近世石切場調査の一環として、中近世石造物の調査を行

いたいという打診を受けた。そこで2007年 6月 17日 、熱海市内の石切場と熱海市周辺の般若院・寺山・千歳川天寿

院付近石塔群 。日金山東光寺等・網代善修院等の石塔群を見学 した。

この結果、石塔数の年代幅が大きく基数が多いこと、地権者の同意が得 られる見通しがあることなどの条件か ら、

般若院・寺山の石塔群を調査することとなった。熱海市の委託を正式に受けた桃崎は、福岡大学考古学研究室の大

学院生 。学部生とともに調査団を編成し、熱海市内に合宿 して石塔調査にあたることになった。

メンバーは第一次調査は桃崎祐輔 (福岡大学人文学部准教授)。 西野元勝 (福岡大学大学院Ml)、 山内亮平・

江藤彰子 (福岡大学人文学部 3年 )、 松岡健太 (同 2年)の 5名、第二次 。第二次調査は山内・松岡の 2名 とした。

第一次調査では熱海市般若院、第二・二次調査で寺山のものを選択 した。具体的な作業内容については、①石塔群

の現況分布図作成 (平板測量および立面図)、 ②梵字 。銘文石塔の拓本・拓本写真撮影、③主要石塔の実沢1図作成、

④石塔群の悉皆計測・写真撮影、とし、報告書に調査内容の要点を掲載することとなった。 (ォヴ
`山

露)

付編 般若院・寺山遺跡石塔群の調査成果

2節
第一次調査 :2007年 8月 5日 (日 )～ 8月 13日

第二次調査 :2008年 8月 31日 (日 )～ 9月 18日

第二次調査 :2008年 H月 3日 (月 )～ H月 8日

付編 般若院・寺山遺跡石塔群の調査

」
日要

調査の工程
(月 )桃崎 。西野・山内 。江藤・松岡

(木)山内・松岡

(土)山内 。松岡
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付編 般若院・寺山遺跡石塔群の調査成果

3節 般若院石塔群
1 般若院石塔群の石塔部材

般若院は伊豆半島北部、山腹の伊豆山神社より約500mほ ど降った伊豆山岸谷の比較的緩やかな斜面地に所在し、

東は相模湾に面する。当初は伊豆山神社の東側、般若院旧地に所在していたが廃仏令によって移動したと伝え、そ
の名称が受け継がれ現代に及んでいる。当地は走易山と号し、古儀真言宗関東五利の一つで、かつては真言宗伊豆

派本山として関東一円に大きな勢力を持っていた。

般若院石塔群は境内東側にある駐車場の北隅、コンクリー トの石段に雛段状に並び、五輪塔78基相当、宝筐印塔
6基相当、一石五輪塔 4基が二次的に寄集められている。周辺の石塔群も廃仏令に際し移動を受け、現在はコンク
リー トによる補修や遊離した部材の積み直しが行なわれ造立当初の状況は失われている。

現況では雛壇上段に五輪塔部材90点・宝麓印塔部材15点 。一石五輪塔 3基・ 1基の石碑、中段に五輪塔郡材 172

点 。一石五輪塔 1基、下段に五輪塔部材51点、宝筐印塔部材 8点、 9基の石碑が並べられている。

本堂の前には歴代別営の五輪塔が28基並び、以前は般若院北側の幼稚園との間にあり、当坊開山の時期以前に祀
られていたと思われる。

周辺の古美堂遺跡は、江戸期に走湯山の葬儀を司つた往事の成就坊跡地とされ、大量の五輪塔群が存在 したと伝
える (熱海市 1972)。

これ らの石塔部材には伊豆山周辺の石切丁場か ら採石できる伊豆安山岩を用い造立するのが専らであるが、中に
は赤みを帯びた安山岩製部材が数点確認され、早急な産地特定が求められる。

股若院最古の五輪塔は第 3図 2の安山岩製大型五輪塔である。火・水・地輪は完存しているが空風輪を逸欠して
いる。 2a火 輪は高さ25.5cm、 幅46.Ocmを測 り、軒隅は少し反 りあがり、軒は厚い。 2b水 輪は高さ34.Ocm、 幅
48.Ocmを測 り、上面径と下面径の値が近似する。また梵字バ (無量寿如来種子)を四面に刻む。 2c地輪は34.5cm、

幅41.6cmを測 り、ほぼ正方形を呈す。四面には梵字ア (大 日如来種子)が確認される。火輪の軒が厚く、各部在の

最大幅がほぼ一致すること、さらに空風輪が残存 していたならば全高120cmほ どに復元でき、西大寺様式の石塔で

あると考えられ、 14世紀中葉から後葉に比定される。

また残存状態が良好な五輪塔として第 3図 3が挙げられる。 3a空風輪は高さ19.5cm、 幅14.4cmを 測り空輪滴状・

風輪椀状を呈す。空輪は扁平化し、風輪はやや角張る。他の部材とは一具ではない。 3b火輪は高さ32.6cm幅 19,0

cmを測 り、火輪の軒隅は 2aと 比較し反 りあが りはじめる。 3c水 輪は高さ20.Ocm、 幅28.7cmを 測 り、四面梵字バ

(無量寿如来種子)が確認される。形態は上面径 と下面径の値に差が出はじめ、最大径が中央上寄 りに有 し、下面
はやや窄まる。3d地輪は高さ27.Ocm、 幅32.Ocmを測 り、ほぼ正方形を呈す。 3bか ら3dは一具の可能性がある。

第 3図 1の五輪塔水輪は高さ15。 8cm、 幅21 5cmを測る。水輪中央には浅く鍵を穿ち、蓮座に座した尊名不明の 1

躯の坐像を彫刻が施されている。仏像様式か ら形骸化 した作風が見受けられ、上面には内舎1り を施され、荒い加工

が施 されている。水輪形態は中央上寄 りに最大径を有 し下面のすばまりがきつく、弧のラインは強く張る点から15

世紀中棄に比定される。

次に宝筐印塔を見ると、完存塔は無くすべて寄集めの部材で構成されている。

第 4図 4相輪は残存高29.Ocm、 幅12.9cmを 測る。宝珠部は台形状を成し、請鉢表現は省略しており、蓮弁彫出の

形骸化が見て取れる。九輪部は線刻彫下で五輪まで確認でき、下部は欠損している。比較資料として旧豊田町行興
寺熊野御前とその母の宝筐印塔、旧榛原清浄寺勝間田氏墓群 「観応二年 (1351)」 銘塔や旧菊川町三光寺 「文和四

年 (1355)」 銘宝筐印塔が挙げ られ、15世紀を前後するものと考えられる。

第 4図 5相輪は高さ23.6cm、 幅12.4cmを 測 り、九輪と上下の請花は無地であり、非常に珍 しい遺物である。九輪
部中央 には梵字バン (金剛界大日如来種子)を刻む。比較資料として韮山町信光寺の宝筐印塔相輸や『鎌倉市史』
の中で赤星直忠氏によって報告されている長谷寺の境内から出土 した相輪が挙げ られる。長谷寺の相輪は金泥 (金

粉)を用いて九輪や請花が描かれていたと伝え (『鎌倉市史考古編』 1959)、 般若院の相輪も同様の装飾が施されて
いた可能性があるが、顔料は風化・磨耗により失われ、痕跡をとどめない。また石見銀山龍昌寺跡の相輪と類似し、
15世紀初頭以降に比定される。

第 4図 6相輪は高さ17.4cm、 幅10.2cmを 測 り、宝珠部、柄部は欠損してお り、九輪は線刻で画され、六輪のみ残
存する。請花下部には単弁十間弁を簡素に彫出し、伏鉢はやや丈高で直線的である。石材には先述した赤みを帯び
た安山岩を使用している。

第 4図 7笠は高さ22.5cm、 幅31.lcmを 測 り、軒上 5段軒下 2段構造を呈し、最上段には 2つの区画を彫 り込み露
盤を表す。隅飾突起は別作 りで 2弧を巻き、ほぼ垂直でΣ状の線刻表現が確認される。上面はヨンクリー トによる

補修で柄は確認できない。
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付編 般若院・寺山遺跡石塔群の調査成果

第 4図 8笠は高さ21.2cm、 幅22 7cmを 測 り、軒上 5段軒下 2段構造を呈す。上面には深い柄穴が確認され、下面

には軸を固定する固定柄が確認され古式の様相を示す。隅飾突起は別作 りで 2弧を巻き、風化磨耗が激しく、詳細

な確認はできないが、 Σ状の線刻表現が施される。

第 4図 9笠は高さ16.4cm、 幅21,lcmを 測 り、軒上 5段軒下 2段構造を呈す。上面には深い柄六が確認され、下面

には軸を固定する固定4X3が確認され古式の様相を示す。隅飾突起は別作 りで 2弧を巻き、風化磨耗が激しく、詳細

な確認はできないが、 Σ状の線刻表現が施される。

第 4図 10笠は高さ16 7cm、 幅22 5cmを 測 り、軒上 5段軒下 2段構造を呈す。隅飾突起は別作 りで 2弧 を巻き、ほ

ぼ垂直でΣ状の線刻表現が確認される。上面、下面はコンクリー トによる補修で柄は確認できない。

第 4図 H軸は高さ12.2cm、 幅 10。 7cmを測 り、般若院の中では最も小型でやや扁平である。四面に方形区画の彫 り

下げを施し、金剛界四仏を刻む。梵字書体はやや退化 した薬研彫 りで大きく刻まれる。

第 4図 12軸は高さ12.4cm、 幅12,7cmを測 り、四面に区画を施すものの、梵字は確認されず墨書による梵字記載が

あった可能性があるが、風雨にさらされた経年変化によって肉眼では確認できない。

第 4図 13軸は高さ19.9cm、 幅19.8cmを測 り、般若院では大型の軸である。図4-Hと 同様に四面に方形区画の彫

り下げを施 し、金剛界四仏を刻む。梵字書体は洗練された薬研彫 りで一面に大きく刻まれる。

第 4図 14基礎は高さ12.4cm、 幅17.lcmを測 り、典型的な関東様式の基礎であり段上 2段構造で、 2つ の区画を施

されるが、銘文は確認されない。

第 4図 15基礎は高さ17.lcm、 幅21.4cmを 測 り、段上 2段構造で、 2つの区画を施されるが、銘文は確認されない。

第 4図 16基礎は高さ22.Ocm、 幅28.8cmを 測 り、大型の基礎で上記 と同様に段上 2段構造で、 2つの区画を施され

るが、銘文は確認されない。

第 4図 17反花座は高さH.2cm、 幅27.7cmを 測 り、隅複弁 +複弁 2葉構造を呈し、枢部側面 4面に 2つの区画を施

される。扁平な反花座であり、細部に欠損が目立つ。

第 4図 18反花座は高さ11.lcm、 幅29.3cmを 測 り、隅複弁十複弁 2葉構造を呈し、枢部側面 4面に 2つの区画を施

される。

第 4図 19反花座は高さ14 0cm、 幅28.5cmを 測 り、隅複弁十複弁 2葉構造を呈し、枢部側面 4面に 2つの区画を施

される。般若院反花座の中では最も洗練された彫出技法を用い、蓮弁はふくらみを持つ。

最後に一石五輪塔を見ると、地輪部に紀年銘を持つものが 3基確認され、 17世紀以降のものである。

第 5図20-石五輪塔は高さ32.5cm、 幅29.Ocmを 測 り、水輪、地輪部を逸欠している。各部位を見ると風化や欠損

が激 しく、空輪郡は 5割ほど欠損し、風輪に梵字力 (釈迦如来種子 )、 火輪部に梵字ラ (宝生如来種子)が確認さ

れる。空輪、風輪は扁平であるが、火輪の軒の厚さや梵字の刻み方から17世紀初頭以降に比定される。

第 5図21-石五輪塔は高さ43.Ocm、 幅23.5cmを 測 り、水輪より上部は欠損している。水輪は丈高で四面にバ (無

量寿如来種子)を刻み、地輪は正方形を呈す。地輪部には 「ア (大 日如来種子)寛文三二壬寅年 (1662) 法印宥

蓮 八 日十四年」銘が確認される。

第 5図 22-石五輪塔は完存してお り、高さ65,5cm、 幅27.lcmを測 り、般若院所在の一石五輪塔の中では最大の規

模を誇る。空風輪や水輪は扁平化し、火輪は風輪をはめ込むような噛合せ形態を取る。各部には顕著にノミ痕が見

受けられるが、不定方向である。地輪部には 「ア (大 日如来種子)延 宝四 (1676)年 玄正 正月十一 日J銘が確

認できる。その形態は大分県臼杵中尾承安銘五輪塔などと形態が類似し、石田茂作氏が命名した 「H歯合わせ五輪塔」

や、藤澤一夫氏や狭川真一氏らによって報告・検討されている 「噛合式五輪塔」にあたるものである。噛合式五輪

塔は、重源関連遺品の三角五輪塔からの系譜や、高野山周辺に分布 している 「町石」との関係が指摘されている。

こうした噛合式五輪塔は15世紀以降になると造立されなくなるが、一石五輪塔のうちには噛合式の特徴をとどめる

ものがあることが明らかにされている (狭川2005)。 このことか らこの一石五輪塔は畿内の古式噛合式五輪塔、特

に一石彫成される 「町石」の棒卒塔婆状の形態を意識し、その五輪塔部分のみを模した復古調の近世一石五輪塔と

みるべきであろう。

第 5図 23-石五輪塔は高さ45,Ocm、 幅29,Ocnを 測 り、空風輪・火輪部は逸欠している。水輪部には四面に梵字バ

(無量寿如来種子)が確認され、図 5-21と 比較すると水輪は扁平化し、地輪高は高く方形化が窺える。地輪部に

は 「阿閣梨柴琲□□ 佛尊 為 貞享五年 (1688)八 月十六 日 施主 戊」銘が確認される。

以上、般若院石塔群を概観したが、ほとんどの石塔部材は15世紀以降に造営されたものであろう。本稿では石塔群

の基礎的な資料提示に終始したが、その歴史的評価を深めるには、周辺石塔群との比較や文献記録との照合を更に進

めることが不可欠である。本稿に掲載出来なかった残余の石塔部材の報告とあわせ、今後別稿を期したい。 (山内)
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2 般若院石塔群の近世板碑・石碑

般若院跡石塔群には、近世板碑 4基、石碑 4基、石仏 2基、石祠 1基、石製神像 1基がある。神像以外は全て伊
豆安山岩製。銘文から、17世紀第二四半期から19世紀第二四半期までの約150年間に造立されたと考えられる。

近世板碑で最古のものは、石塔群最大の寛政七年銘をもつ第 6図 1の近世板碑 (全高 133.2cm、 最大幅59,0、 最
大厚7.6)で ある。非常に薄く板状で、碑面は平滑に整えられ、「費永七 (1630)庚寅天 胎蔵界大 日一尊種子 (ア )

蓮台 営坊開山代々先師等 二月吉祥 日」 と刻まれる。開山からの歴代供養塔である。
この般若院の北には、当山開山代・先師等の五輪塔があるという。近隣の人々によると、もとは現在の般若院の

場所に祀られていたようで、 この五輪塔は般若院が立てられるよりも古くか らあったと考えられる。この地にはか
つて曹洞寺があったと伝えられるが、宝暦八 (1758)戊 寅 (1758)年、熱海の図に 「岸之坊Jと あり、近世板碑の
「営坊」とは、この 「岸之坊」を指す可能性がある。

第 6図 3の近世位牌型形板碑 (全高Hl.6cm、 最大幅52.Ocm、 最大厚23.2cm)と よ、作 り出しの屋根を持ち、碑面
は平滑で方形に一段彫 り窪められ、「寛永十七 (1640)年庚辰 妙栄禅定尼 □林禅定門 □日入□ 栄林禅定門
二月五 日 胎蔵界大日真言 (ア・ ビ・ラ 。ウン・ケン) 二月二日 □源禅定尼道春禅定門 妙林禅定尼」と刻ま
れる。彫 り窪められた碑面下部には蓮弁が線刻される。墓碑である。

第 6図 2の位牌形板碑 (全高97.2cn、 最大幅45.5cm、 最大厚 12.8cm)は、頂部は三角形を呈し、碑面は平滑で一

段彫 り窪められ、「阿弥陀三尊種子 (キ リーク・サク・サ) 為道秀禅定門七年忌菩提 胎蔵界大 日真言 (ケ ン・

ウン・ラ・ビ 。ア)寛永十七 (1640)庚 辰年七月十九日 紀伊国住人 岡村任在門」 と刻まれる。彫 り窪められた

碑面の下部には蓮弁が線刻される。道秀禅定門の 7回忌供養塔である。

上部を欠損する第 6図 4の位牌形近世板碑 (全高74.8cm、 最大幅37.8cm、 最大厚 17.8)は 、碑面を方形に一段掘
り窪められ、「胎蔵界大 日一尊種子 (ア ) 心□妙専成等正覚 胎蔵界大 日一尊種子 (ア ーンク) 胎蔵界大 日真
言 (ケ ン・ウン 。ア・ビラ) 為各々 金剛界大 日一尊種子 (バ ン) 覚翁源正無上菩薩 施主 敬白」と刻まれ
る。彫 り窪められた碑面の下部には蓮弁が線刻される。紀年銘はないものの、第 6図 2や第 6図 3と の形態の類似
か ら17世紀代の墓碑と考えられる。近世板碑は、全て17世紀のもので、 3を除いてどれも薄く板状で、碑面を一段
掘 り窪めて銘文を刻み、その下に蓮弁を刻むなど中世以降の板碑の形態を意識して整形されている。 これらの近世

板碑は、中世の板碑と石碑の中間形態のものである。

石碑では、第 6図 5の圭頭板碑 (全高65.2cm、 最大幅27.0)が最も古く、右側面には 「営村 山磯□□ 同妻ツ
ナ 場原□八 鈴木庄五郎 高橋武□」、正面には 「□□ 胎蔵界大 日一尊種子 (ア )奉納西□□番供養」、左側面
には 「文化八 (18H)庚午天八月甘四日」 と刻む。正面の削られた二文字日には番号を刻んでいたと考えられ、西
国霊場の札の写しであった可能性がある。聖なる札書を利用 したため、わざと番号を削つたものか。

第 6図 6の圭頭板碑 (全高50.Ocm、 最大幅24,2cm)は、左側面には 「安政庚申 (1860)年初秋摩詞吉祥日」、正

面には 「定光坊仙造立之 南無阿弥陀佛 営山現住寛秀代」、右側面には 「為俗名榮助地也」 と刻む。 この「定光
坊 定仙」については、『熱海市誌』の 「修験古貫の覚え」の 「天保八 (1837)丁 百二月家督之節事、家督之儀者」
イこ「定光坊 定仙Jと記されている。 この般若院石塔群の石塔は、神社の東側の般若院旧所在地より廃仏令により

移動 した伝えるため、この石碑は本来般若院と関係ない他所からここに運ばれたと考えられている。

第 6図 7の圭頭石碑 (全高 109。 9cm、 最大幅41.6cm)は、「元治元 (1864)庚子年 胎蔵界大 日一尊種子 (ア )

三界高霊塔 秋八月吉祥 日」 と刻まれる。 この石塔群で最も新しい年号をもつものである。三界高霊塔とは、俗界
(食欲・性欲・睡眠欲 )、 色界 (性欲 )、 無色界 (性欲なない心の世界)、 高霊 (有情無情の精霊などのあらゆる世界、

全ての生々流転してやむことのない世界)の全ての精霊を集め、それ らを供養するための塔である。

銘文がないものでは、第 6図 8の船形板碑 (全高73,7cm、 最大幅38.Ocm)が ある。碑面は一段彫 り窪められ、
「胎蔵界大 日一尊種子 (ア)法印妙覚 覚位 胎蔵界大 日一尊種子 (ア)法印覚行 覚位 胎蔵界大 日一尊種子
(ア)法印来□ 不生位」 と刻まれる。墓碑である。

石仏は 2基ある。第 6図 10(全高93.8cm、 最大幅45.5cm)は、船形光背で地蔵菩薩が陽刻され、その両側には銘
文が刻まれる。右側には施主名 (胎蔵界大 日一尊種子 (ア )口巖妙西信女 万治四 (1661)午丑年二月十五日 施
主)、 左側には供養者名 (念周清信士 延宝三 (1675)乙 卯年 四月二十日)が刻まれる。墓碑である。第 6図 9

(全高 63.lcm、 最大幅29.Ocm)イよ、船形光背で地蔵菩薩が陽刻され、その両側には供養者と供養 日の銘文が刻まれ
る。 (右側 :華庭妙春信女位長、左側 :享保四 (1719)己 亥年)

石祠はこの石塔群の脇に立て られ、全高63.lcm、 最大幅34.5cmを測る。近世以降のものである。

第 6図 11の神像 (全高52.Ocm、 最大幅36.2cm)は 、石造物では唯―の花商岩製。中世のものであろう。
この石塔群では、供養塔や墓碑 。三界高霊塔など、近世期の多様な石造物造立背景の一端が示されている。 (西野)
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4節 寺山遺跡石塔群
1_は じめに

寺山遺跡は、熱海市内の伊豆山地区に集中して点在する中世遺跡群のひとつで、伊豆山神社の西側の尾根上に位

置する。今 日まで斎藤別首実盛の墓としての伝承が残 り、走湯権現に付属する別当寺であつた密厳院東明寺本堂跡

の比定地になっている。当地には、大型の五輪塔や宝筐印塔、石碑、板碑など中世から近世にかけての石造物が密

集 しているため、古くから注目され、『熱海市史』 (1972)。 元興寺文化財研究所『五輪塔の研究』 (1993)、 『伊東市

の石造文化財』 (2005)な どに本石塔群に関する論及がある。 しかし、五輪塔や宝医印塔は当初の組み合わせでな

いものが多いことから、これ らの石造物は周辺か らの二次的な移動の結果、現在の位置に寄せ集められたものと考

えられる。使用石材は殆どが伊豆安山岩製であるが僅かながら軟質石材を含んでいる。

2.石塔群の調査

(1)五輪塔 (第 8。 9図 )

五輪塔部材は今回の調査で大小約100基相当、400点前後の部材が確認されたが、地面に埋没しているものや、周

辺の茂みの中にも残余の部材が存在し、正確な数は定かではない。

第 8・ 9図 1、 2は梵字を彫 らない大型五輸塔で、所謂 「西大寺様式」を示す。全高はそれぞれ 149.6cm、 131.6

cmを測る。 と、 2と も空風輪から水輪までは一具のものであるが地輪は明らかに小さいため別部材である。この 2

基は、忍性が1295年 に造営した箱根曽我兄弟・虎御前五輪塔が示す真言律宗の布教以後の造立と考えられるため、

14世紀前半の造立と推定される。 3は軟質な石材の五輪塔である。 3は空風輪の柄、火輪の柄穴が方形を呈するこ

とが注目される。方形の柄、柄穴を持つ石塔は 3以外には確認されなかった。これに組み合う水輪、地輪は確認さ

れなかった。 4、 5は空風輪。 4は四面に梵字を彫る空風輪で全高 19.3cm、 幅12.lcmを測る。梵字を彫る空風輸は

4の他に 1点 しか確認されなかった。 5は全高 17.2cm、 幅12.8cmを 測る。 6、 7の火輪は四面に梵字を彫る。 6は

全高 20.4cm、 幅31.9cm、 7は全高 17.9cm、 幅26.Ocmを測る。いずれも軒の反りが強く他の火輪よりも製作時期が遡

ると考えられる。医 9-8、 9は安山岩製の水輪。 8は全高20.9cm、 幅32.lcmを測る。一面のみ梵字 (バ)を彫 り

上面 と下面中心には石材を加工する際の トンボ穴が確認される。 10は安山岩製の地輪である。側面に 「正中二年/
正月十一 日」 とあり、正中二年 (1325)に造立されたことが分かる。下面には納骨孔が穿たれる。全高24.3cm、 幅

30.lcmを測る。

(2)宝医印塔 (第 10図 )

宝麓印塔部材は全て安山岩製で、約10基分確認されたが五輪塔と同様、その数はさらに増えるものと考えられる。

H、 12は相輪である。 11は 当地では最も大型のものと思われるが上部を欠損しているため全高は不明である。残

存高 22.5cm、 幅15.5cmを測る。 12は請花や九輪の表現が形骸化してお り時代が降る。全高31.lcm、 幅10.3cmを狽1る。

13、 14は笠で上面と下面に柄穴が穿たれる。 13は多孔質の安山岩であり他の石塔の石材との差異が見 られる。隅飾

り突起はΣ状に彫 り下げられ軒上最上段には区画を持つ。全高20.8cm、 幅26.lcmを測る。 14の隅飾 り突起の装飾は

Σ状の線刻表現である。軒上最上段は区画を有 しておらず、 13よ りも時期が降ると思われる。全高 15.7cm、 幅20.6

cmを 測る。 15は軸で全高 16.Ocm、 幅14.Ocmを測る。四面に金剛界四仏の種字が陰刻される。 16、 17は基礎で、 17は

区画内面に 「首観/康暦二」の記年銘が見られ、康暦二年 (1380)の造立であると確認された。全高 15.lcm、 幅21.

6cmを 測る。 18、 19は反花座である。 18は全高 14,lcm、 幅37.6cmを 測る。 19は花弁の表現が退化 してお り、 18よ り

も降るものであると思われる。全高 12.4cm、 幅26.7cmを測る。

(3)板碑・石碑 (第 10図 )

20は整形板碑である。安山岩製で全高55.6cm、 幅19.5cmを 測る。頭部は方錐形で表面から両側面にかけて二本の

沈線を刻むが顎部は表現されておらず表面は平滑である。「バン (金剛界大日如来種字)」 を刻む。梵字の彫 りや碑

面の調整などは甘 く、 16世紀から近世にかけての造立と思われる。21は安山岩製の船形石碑で全高 51.lcm、 幅25.0

cmを測る。碑面は一段低く彫 り下げ られている。「宝永五戊子天/ア (胎蔵界大日如来種字) 壽閑禅定門 霊/

十二月十二 日」 と刻まれてお り、宝永五年 (1708)の 造立であることが分かる。22は安山岩製の石碑である。碑面

は一段彫 り下げ られており「ア (月台蔵界大日如来種字) 秘荘密厳」 とあるがそれ以下は欠損してお り不明である。

形状や銘文の彫 り方などから近世以降のものであると考えられる。残存高30.2cm、 幅24.Ocmを 測る。  (松 岡)

節 考察5
1.走湯山の起源と沿革

走湯山権現は源実朝が 「かみのしるし (神の験 )」

『新猿楽記』・『梁塵秘抄』にも「四方の霊験所は、

と詠んだ海岸より湧き出る温泉 「走湯」を神格化したもので、

伊豆の走井、信濃の戸隠、駿河の富士の山一」と詠われてい
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る。現在も海岸に温泉をご神体 とする 「走 り湯Jがあり、「下宮」が〒Eら れている。現在は トンネル状に整備され

ているが、絵図等によれば、本来は崖面からわき出た湯が滝のように流れ落ちていた。

『走湯山縁起』によれば、伊豆山神社は創始の奥宮である日金山、神体山である岩戸山、それを進拝する本宮、

本殿、「走 り湯」が、尾根筋にほぼ一直線に並び、直線で4.5kmに 及ぶ。また、その尾根の両側は 「東谷J。 「西谷」
と呼ばれ、「四十八谷十二坊Jと称された堂宇が建ち並んでいた。現在は尾根上の一部に限られている伊豆山神社
であるが、中世には広大な社域を有する一大聖地であった (池谷初恵 2007)。

甲斐国八代郡出身の天台僧竹生賢安により承和三年 (836)ヤこ中興 したと伝える。賢安は本地の千手観音と俗体
の神像を造彫したと伝える。以後 『縁起』には金春、安然 (阿覚大師)、 隆保、延学 ら天台山門派の僧侶が登場し、

天台系信仰の勢力下にあったと考えられる。

H世紀の男神像は高さ212.2cmも ある巨像で、桂材の一木造 りで、頭巾を被 り、老人の容貌を示す。古代の走腸

権現か、三仙人などの神仙 と推定される。隔絶した非人間的な存在感を示 していることは、霊山がいまだ人を寄せ

付けぬ聖地として、限られた修行者や神仙の世界であったことを窺わせている。

伊豆山の信仰遺物が増大するのは12世紀である。伊豆山神社本殿の裏山、相模灘を望む高台より昭和 2年に偶然

発見された経塚は、その後も発見・調査が重ね られた。現在確認される出土遺物は、銅製経筒・鉄製経筒、土製・

陶製経筒、常滑 。渥美・須恵質の外容器、鏡、懸仏、同安窯系青磁碗などである (熱海市 1967・ 國學院大學2006)。

経筒に 「永久五年丁酉八月四日□□僧良勝 成祐 □俊J(1117)銘 、和鏡に「承安二年J(H72)銘のものがあり、

平安時代後期～鎌倉期にかけて、断続的に営まれた経塚群である。永久五年銘経筒は優美な花弁型の台座形状か ら

みて12世紀前半の中央作とみ られ、比叡山横川の円仁流如法経信仰の流入を窺わせるとともに、経塚造営の上限を

示す。経塚造営は寺院造営の本格化に先立つ地鎮の意味もあり、走湯山権現の造営本格化は12世紀前半に開始され

たと考えられよう。

2 鎌倉幕府・鶴岡八幡宮と走湯山

治承四年 (1180)、 源頼朝は挙兵に際し、伊豆山権現に祈願した。頼朝は治承四年十月、鎌倉に入ると由比浜の

若宮に参詣し、鍛を引き、神意を伺い、「祖宗を崇めんがため」十二月に社殿を現在の鶴岡下宮の地に奉遷した。

しか し急な移転であったため、掘立柱に茅葺きとの粗末な社殿であった。 このときかねてか ら親交のあった伊豆

(熱海)走湯山権現の僧、専光坊良遅を八幡宮の最初の別当に任命し、さらに養和元年 (1181)十 月六日に、走湯
山僧の禅容を最初の供僧に任 じたことが『吾妻鏡』にみえる。その後、建久 3年 (■ 92)頼朝が鎌倉に幕府を開く

と伊豆山権現は関八州の総鎮守 としてますます崇拝され、歴代鎌倉将軍の信仰をあつめた。

この当時、走湯山には上下三宇の常行堂があった。常行堂とは天台宗侶の実践する四種三昧のうちの常行三味を

修する道場で、『縁起』によれば安和三年 (969)の 創建と伝えられ、治承七年 (1183)の常行堂への寄進状か ら、

少なくとも平安時代末期には存在が確認できる。

上常行堂の本尊と伝える宝冠阿弥陀如来像 (像高67,7cm)イよ宝冠は亡失 し、 12世紀後葉と考えられる。

脇侍仏 (左脇侍 24.4cm、 右脇侍 25。 8cn)は快慶作の可能性がある。

現在広島県耕三寺にある快慶作宝冠阿弥陀如来座像は、右膝裏の銘文か ら建久八年 (H97)に 焼亡した下常行堂
の再興本尊として建仁元年 (1201)十 月に快慶によって造像され、建永元年 (1206)の棟上に際して京より迎えら

れたと考えられている (山本 2003)。 鎌倉幕府による伊豆山崇拝に関連して遺されたものであろう。

3 浄蓮房源延と加藤氏―族

走湯山は修験の聖地であるとともに念仏の拠点でもあり、法然の高弟で天台僧の浄蓮房源延を輩出している (菊

池 1985)。 源延は当地の藤原系氏族である加藤氏の出身で、加藤光員 。景廉、文陽坊覚淵とは兄弟にあた り、走湯

山で生まれたとされる。なお走湯山常行堂の孔雀紋碧 (現在九州国立博物館に展示中)は陽鋳銘より建保元年

(1213)十二月十三 日に源延の兄弟である加藤光員が奉納したことがわかる。源延は顕密、真言も学び、安居院澄

憲 に唱導を学んだ唱導聖でもあった。『善光寺縁起』では四十歳から六十六歳までの二十六年間、毎年二度三度善

光寺に参詣したとされる。貞応三年 (1224)の北条義時の追善供養や寛喜元年 (1229)の三浦義村の要請による相

模国三崎の海上来迎会の導師を務めるなど、御家人社会への浄土思想布教を主導した。また、源延は 「当山管領之

仁」 と称され、走湯山の堂舎の造営、供養導師を務めていることが『吾妻鏡』や『走湯山上下諸堂目安』より窺え

る。特に『走湯山上下諸堂目安』には、鎌倉前期における渾蓮坊源延の造営の記録が残され、講堂 。中堂・常行堂・

法華堂・礼堂・本堂 。経蔵・雷電社・幣殿・拝殿の造営が導師や年代と共に確認できる。

4 熱海郷と西大寺律宗

(1)伊豆熱海郷地蔵堂と忍性

忍性 (1217-1303)は東大寺で受戒後叡尊の許に学び、寛元元年 (1243)七 月、二十七歳の時に初めて関東下向
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を試みた。 これは鎌倉木造大仏の完成時期 (1243)と 一致 してお り、馬淵和雄氏は忍性が大仏開眼に参列するため

鎌倉に下向したものと推定している (馬淵 1998)。 この前後忍性は伊豆熱海の走湯山権現に滞在 している。

なお『興正菩薩御教誠聴聞集』によれとぎ、忍性は伊豆山の湯屋で吉野執行 (覚如)と 同宿 した。 しかし忍性は自

身の未熟を悟つて布教を断念し、七月南都へ帰還 した。この時覚如も同行したようで、無住の『沙石集』によれば、

その後覚如は執行を弟に譲り、叡尊に帰依 し (馬淵 1998)、 忍性も更に十年の修学の積んだ (追塩 1995)。 寛元二年

(1244)、 南都に律書が少ないため、叡尊の意向をうけた隆信房定舜・覚如 らは律三大部を請来すべく渡宋し、 4年

後に偏朝した。その後覚如は律僧成願房覚如 として忍性と共に関東に下向したとみられるが、叡尊の鎌倉下向時の

宿舎 となった扇谷の清涼寺釈迦堂の住持となった。西大寺光明真言結縁過去帳の61番 目にその名があり、1300年代

の初め頃没したと考えられる (細川涼-2000)。

忍性は、弘安五年 (1282)二 月十八日付で熱海郷地蔵堂の銅鐘を勧進によって鋳造 している (『極楽律寺史』29

頁)が現存しない。熱海郷地蔵堂については、 日金山山頂近くの東光寺地蔵堂にあてる説 (角 川日本地名辞典編纂

委員会編1982)も あるが、現在は熱海の里にあった (湯山1983)と する説が有力視されている。

熱海郷は、もとは走湯山の神領であつたが、建保元年 (1223)十 二月十八 日、仁田忠常によって一旦は押領され

た。 しかし、忠常減亡後は北条泰時が拝領 し、改めて当地地頭職は伊豆山に寄進された。

禅僧の義堂周信は、「熱海の郷の地蔵堂、火後請然たり。ただ銅鐘わづかに存す。けだし極楽律寺の沙門忍性化

縁 して造るところな り」 (『空華 日用工夫略集』)と述べてお り、応安七年 (1374)か ら康暦元年 (1379)に かけて

の頃、熱海郷地蔵堂が火事に遭い、先の忍性の勧進による銅鐘も破損していることが知 られる。義堂周信は、湯治

のため熱海郷をしばしば訪れており、熱海里説が有力であることを暗示する。

(2)忍性と本箱根石仏群

忍性は、箱根精進池の湖畔にも宝陵印塔ほか二十五菩薩摩崖仏、五輪塔三基、六地蔵一体などを建立している。

とすれば、忍性は二所参詣道を宗教的に加護 して安全にし、整備する役割を果たしていた (松尾剛次2004)。

元箱根石仏群は中世の鎌倉道に沿つた元箱根精進ケ池周辺の 「賽の河原Jと呼ばれる一帯に岩壁や岩塊に磨崖仏

が点在するもので、地蔵信仰の霊地であった。

「六道地蔵」は磨崖仏群の中心をなし肉彫地蔵菩薩坐像で高さ320.5cm。 「箱根山宝蔵嶽□□道」「奉造立六地蔵

本地仏」「二子嶽J「正安二年 (1300)庚子八月八 日J銘がある。正安二年は隣接する二十五菩薩造立の 7年後にあ

た り、また 「多田満仲墓」宝麓印塔の追刻銘に、良観 (忍性)を導師として正安二年八月甘一 日に供養されたこと

がみえ、両者は十三 日しか離れておらず、一連の供養がなされたと考えられる。

「二十五菩薩」は実際は仏像は二十六林、うち 1体は阿弥陀如来像、 1体は供養菩薩像で、あとはすべて地蔵菩

薩像か らなる。岩肌部に永仁元年 (1293)八 月十八 日の銘がある。すぐ近くにある大型五輪塔三基のうち虎御前塔

にも 「地蔵講結衆塔」とあり、磨崖仏をつくった人たちも地蔵講衆と推定される。

「火焚地蔵」は精進ケ池の畔にあり、高さ124cm幅 最大120cmの 岩に彫 られた素朴な地蔵仏で、全部で 3林ある。

中央 の霊に彫 られた地蔵仏は、48cmほ ど、その横の像は、 15cmほ どの小さなもので、刻銘によれば 「応長元年

(13H)七 月八日」六十人の結縁衆によってつ くられたと判明する。また、小さい地蔵仏の上にも、藤原氏女の願

文が記されている。またレ本茶屋の正眼寺の五郎地蔵も鎌倉後期の作とされる。

地蔵は六道の衆生を化導救済する大慈大悲の菩薩であることから、衆生救済の菩薩行の実践を旨とする律宗の崇

拝対 象 として相応しいものであった。地蔵信仰にまつわる説話を集めた『地蔵菩薩霊験記』は、平安時代中頃に近

江三 井寺 (園城寺)の上座実叡によって編集され、その後良観上人 (忍性)が増補して現在の形にまとめたことも、

律宗 の地蔵信仰を窺わせる。 ここでは、富士山最初の修行者末代上人が伊豆箱根二所を草創し、「炎熱地獄」の熱

海を地蔵菩薩の霊験により救済したこと、「日金ノ岳」 。「熱海ノ里」 。「日金ノ伴腹伊豆路ノ芳」に地蔵堂を造

立 した ことが語 られる。それらは日金山東光寺地蔵堂・湯河原地蔵堂・士沢地蔵堂に対応するもので、東光寺周辺

には伝三仙人塚の建武三年 (1336)銘 を含む宝筐印塔が存在し、士澤の地蔵堂には15世紀代の五輪塔・宝筐印塔部

材が現存する。また熱海市泉の保善院には貞和五年 (1349)九 月に上野国岩田郷九部二郎景信が寄進した地蔵菩薩

半助日像が存在している。また現存最古の『走湯山縁起』写本は尊敬閣文庫所蔵の極楽寺僧全海の筆であり、『遍路

本縁 起』など教学においても律僧との交流が推定されている (栗木2004)。

中世の伊豆山神社は、古代からの神域を背景に天台・真言の両教団を抱え、山林修行の仏教徒との関係が深い修

験の場 として、後には熊野信仰の影響を強 く受けた霊場として繁栄した。

暦 応二年 (1339)の 『造営注進状写』では、廻廊 。脇門・八足門 (仁王像)。 三嶋堂・笛根堂・白山社・楽屋・

帳屋 ・楼門 (仁王像)・ 屏塔・瑞離・檀所 。鐘楼・惣門 (仁王像)。 食堂 。本宮・護摩堂・鳥居などが確認できる◇

室 町時代には文人、高僧及び各階層の旅行者が湯治を兼ねて参詣した。

―-178-―



付編 般若院・寺山遺跡石塔群の調査成果

5.西大寺系五輪塔の展開と伊豆山五輪塔

(1)元箱根石仏群と曽我兄弟の墓五輪塔

芦ノ湖より下った精進池付近の道路脇に 3基の大型五輪塔があり、左二基が曽我兄弟、右が兄 。十郎の妻・虎往l

前の墓と伝承する。 しかし虎御前塔に 「右志者為地蔵講結衆塔平等利益也 永仁三年 (1295)十二月日」とあるの
で、いずれも鎌倉後期に地蔵講衆が造立した信仰遺物とみられ、曽我兄弟伝承は後世の仮託である。

硬質石材の定型化した西大寺様式五輪塔は、弘安六年 (1283)の長野県文永寺五輪塔や弘安九年 (1286)の 大原
念仏寺五輪塔などが祖型とみられ、弘安十年 (1287)の京都安楽寿院五輪塔で所謂 「西大寺様式」を確立し、正應
三年 (1290)に 没した西大寺叡尊の大五輪塔造営以降、律僧墓塔の儀軌 としても確立する (山 川2002・ 佐藤亜聖
2007)。 よって箱根五輪塔は、現在年代の判明する東国の西大寺様式巨大五輪塔では最古の遺品である。また伝多
田満仲宝麓印塔も永仁四年 (1296)の 造立である。「二十五菩薩」の安山岩岩肌部に永仁元年 (1293)八 月十八 日
銘があるのを勘案 しても、伊豆安山岩の石塔への使用は1290年代に開始されたと考えられる。

(2)修善寺牧ノ郷金剛寺跡の善願房順忍分骨塔

伊豆地域の律宗系五輪塔で代表的なものに、静岡県伊豆市修善寺牧ノ郷、金剛寺跡の五輪塔群が挙げられる。
伊豆箱根鉄道脇の覆屋の中に、高さが lmを越える中型の西大寺様式五輪塔が並び、頼朝挙兵以来の御家人で、

承久三年 (1221)に没した加藤景廉 と一族の墓所と伝える。このうち 1基の地下から、天明五年 (1785)に 銅製蔵
骨器が出土 し、懃楽寺三世の善願房順忍 (1326寂)の墓塔を含むと判明した (修善寺町教育委員会 1964)。

舎利瓶には 「極楽寺第二代長老善願上人 舎利瓶記 先師大徳法講順忍、俗姓藤原 建久、幕府士卒加藤判官景
廉 孫也、父加藤五郎、其母又藤氏、文永二十一甘七誕生、弘安二、十六歳、随忍性大徳出家受具、値興生菩薩
別受、公家専崇敬、将府大守仰戒師、万人帰顕密之行化、一朝貴清主之悲願、時嘉暦元年 (1326)八 月十日辰、剋
手結蜜印端座入寂、俗年六十二、夏藷四十二」 とあり、紅楽寺三世の善願が故郷にも分骨塔を営んだと判明する。
当地は金剛寺の奥院と推定され、五輪塔群は金剛寺歴代長老の墓塔と考えられる。善願房順忍は、師の忍性に倣い、
鎌倉極楽寺、大和額安寺、修善寺牧ノ郷の 3ヶ 所に分骨塔を設けたが、その規模が全く異なる点に特徴がある。す
なわち鎌倉極楽寺忍公塔は、本体高287.5cm=九 尺五寸を測 り、忍性塔 (308,Ocm=一 丈一寸)を下回るも、東国
第 2位、全国的にも、大和西大寺叡尊塔 (340.3cm=一 丈一尺)・ 西琳寺塔伝叡尊塔 (293.5cm=九 尺六寸)を含
めて 4位という巨大五輪塔である。 これに対 し大和額安寺順忍塔は、 192.8cm=六尺四寸であるが、これは西大寺
奥ノ院 2号・ 3号塔とほぼ同規模であることから、西大寺二世慈道房信空 (1316寂)。 三世浄覚房宣喩 (1325寂 )

らに対する遠慮があったと考えられるのである。

更に牧ノ郷五輪塔は、律宗寺院金剛寺址の歴代長老塔のうちの 1基 と考えられるが、その規模は約130cm=四 尺
三寸しかない。他の順忍の分骨塔に比べなぜこのように規模が小さいのか、 これまで明確な理由は不明であつたが、
寺山遺跡の最大の五輪塔は現高149.6cm(4尺 8寸 )、 これに次ぐ五輪塔は寄せ集め塔で現高131.6cm(本来 4尺 3

寸～ 5寸)であることから、寺山遺跡の最大の五輪塔より小さくしたと考えれば納得がいく。順忍の出身である加
藤氏か らは鎌倉前期に伊豆山の整備に尽力した法然の高弟で天台僧の浄蓮房源延を輩出しているが、その後も加藤
氏出身の僧侶は山内で重職を占めたと考えられる。よって寺山五輪塔は、善願房順忍と同族の加藤氏一門の出身で、
その兄弟・叔父や従兄弟などにあたる高僧の墓塔であった可能性が高いと考える。伊豆山と深い関係を有する加藤
氏は、浄土宗から西大寺律宗という宗派の転換点に一貫して関わっていたと推測される。

(3)湯河原町城願寺石塔群

神奈川県南足柄郡湯河原町は、熱海市の北を画す藤木川の対岸、真鶴半島の西方に位置する。標高586mの城山
土肥城趾より南東の山麓に位置する曹洞宗万年山城願寺は、土肥郷を治めていた豪族で 「頼朝七騎」に数えられる
土肥実平の菩提寺で、国天然記念物の周囲6m樹齢800年 のビャクシンの大木がある。境内奥には土肥一族の墓塔
とされ る石塔群があり、五輪塔約60基、宝医印塔 14基、層塔 2基、近世無縫塔 17基が整備された状態で立ち並んで
いるが、すべてが当寺のものではなく、開墾等で出土した石塔も多数持ち込まれている。松原典明氏による実測調
査が行 われ、五重層塔に嘉元二年 (1304)銘、宝麓印塔に 「永和元年」 (1375)、 永和三年 (1377)、 「至徳三年」
(1386)銘のものがある。また無銘素文の安山岩製五輪塔が 3基以上あり、最大のものは152cmを測る。大型素文の
五輸塔 を含むこと、古式の層塔を交えることから、鎌倉後期～南北朝期には律宗寺院であったと推定される (松原
典明2001)。

(4)伊東市最誓寺・東林寺石塔群

最誓寺は、伊東祐親の娘・八重姫寄進と伝える地蔵菩薩と本尊の阿弥陀如来を祀る。境内には五輪塔 10基があり、
南東500mの東光寺から江戸末期に移築されたもので、最大のものは総高 155cm、 四面梵字の部材が多い。建武三年
(1336)銘 を含む。伊東氏は駿河守藤原維職が京から伊豆国押領使となって移住 し、子孫は宮藤 (工藤)大夫を称
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し狩野 (工藤)家継の代に狩野から伊東へ進出し、祐継一祐経―祐時―祐光―貞祐 と続き代々伊東の地頭であつた

が、南北朝期に伊東祐持が足利尊氏に従い日向国に移住 した。

伊東氏館跡伝承地から300mほ ど西に、伊東祐親の墓と伝承する総高140.5cmの五輪塔がある。

坂を下ると伊東氏菩提所の東林寺である。ほど近い葛見神社は延喜式内社で、伊東氏の修造を示す棟札が残る。

「曽我物語」は、曽我兄弟の仇討ち物語である。流人生活を送っている頼朝を慰めようと、相模の大庭景義 らの

発案で、伊豆・相模・駿河などの武士数百人が伊東へ集 り、その求めに応じて、伊東祐親が領内から勢子を集めて、

三 日三晩の大巻狩 りを催した。余興の相撲で、見事な勝をおさめた河津二郎祐泰は、「相撲中興の祖」 として崇め

られ、今も 「河津がけ」の名を残す。祐親の従兄弟である工藤祐経は領地争いで恨みを構え、巻狩の帰路に郎党に

命 じて祐親親子の殺害をはかり、赤沢山麓の椎の大木付近で祐泰を射殺した。その後、祐泰の妻は、祐親のすすめ

で 曽我祐信と再婚し、二人の遺児は、現小田原市の曽我に移住し、元服して曽我十郎 。曽我五郎と名乗った。曽我

兄弟は、富士の裾野の巻狩 りの場で見事に工藤祐経を討ち果たし父の仇を取つた。

東林寺は、伊東祐親が祐泰の死を悼んで開基 した菩提寺と伝え、境内左奥に、河津二郎祐泰の墓とされる寄せ集

め五輪塔と、曽我兄弟の首塚とされる塚上には宝筐印塔を祀る。東林堂には伊東祐親・頼朝と八重姫との間に生ま

れ た千鶴丸の木像のほか、伊東氏歴代・工藤祐経の位牌が祀 られている。

(5)般若院石塔群

伊豆山には、「四十八谷十二坊」 と称された堂宇、坊舎があったと伝える。参道から南大門にわたる地域には、

参 道の西側には善満坊・真浄坊・福寿坊・本地坊・宝蔵坊・泉蔵坊、東側に円蔵坊・行覚坊 。日下坊・常蔵坊・常

真坊がある。また社殿より南西に西蔵坊・宝珠坊・岸之坊がある。現在の般若院の旧地には成就坊 (浄土寺)があつ

たが、江戸時代には走湯山の葬儀に関わる寺であつた。付近は伊豆山神社に伴う墓域と考えられる。

走湯山般若院 (静岡県熱海市伊豆山3711伊豆山岸谷)は高野山真言宗、かつては真言宗伊豆派の本山として、

関東一円に大きな勢力を持つていた古儀真言宗関東五刹の一つ。現在は伊豆四国第二十四番札所である。

般若院はもともと、伊豆山権現門前 (東側)の子院として、大般若経六百巻をはじめとする教典の管理のために

成 立 したと考えられる。ただ般若院の成立時期については不明な点が多い。

『和漢三才図会』には、「伊豆権現、箱根山の南、三百石、神主三宝院、別当般若院。祭神、竣竣杵尊」 とある。

諸 記録に歴代として阿閣梨快寛、快俸、乗雄、寛博大法師啓道、大法院快俸房秀、住正倉面終、等の名が見える。

「元禄九丙子 (1696)」 、「嘉永三戊申 (1848)J、 「宝永七庚寅 (1710)二 月吉日当坊開山代、先師等。」

なお古美道遺跡 (山 畑遺跡)は、走湯山より西側の尾根に位置し、昭和48・ 60年に発掘調査が行なわれている。

(小 出 1984)。 建物跡・火葬跡・埋葬遺構・地鎮修法跡など600基以上の遺構が検出され、白磁四耳壺・古瀬戸四耳

壷 ・常滑壺などの蔵骨器、香炉・花瓶等の瓦製製品、かわ らけ、銭貨、錫杖、鉄釘などが出土 した。字名の 「古美

道 Jは 「小御堂」と通じ、堂宇が存在したと伝えられている。また、周辺に五輪塔群が存在し、蔵骨器と推定され

る古瀬戸中期の四耳壷の優品が出土しているが、正式報告は未刊である (熱海市 1972)。 「成就坊Jに も近いことか

ら、中世以前から伊豆山神社の墓域であつた可能性が高いと考えられる。

(6)寺 山石塔群

伊豆山神社西側の尾根上に位置する寺山遺跡は 「大御堂Jの字を残し、走湯山権現別当寺であった密厳院東明寺

の 本堂跡に比定される。付近には五輪塔・宝筐印塔が集中し、古瀬戸四耳壺や土師質瓦塔が表採されている。

なお寺山遺跡に隣接する赤い谷遺跡では、工事の際にかわらけ (白色系が八割以上を占める)、 貿易陶磁、頼戸

美 濃、常滑、渥美の国産陶器、瓦質火鉢、瓦、硯な どが発見された。また、現在斎藤実盛墓とされている大型の五

車合塔 も、 この遺跡地内にあったという。遺跡名は隣接する字赤井谷に因み、仏教用語の 「阿伽Jに通じる。

寺山遺跡の石塔部材には、正中二年 (1325)銘 の五輪塔地輪、康暦二年 (1380)の宝筐印塔基礎造立を含み、他

の 無銘の部材の所見 とあわせ、大型品は14世紀、小型品は15世紀を主体とすると考えられる。

『伊東市の石造文化財』では 「般若院跡」 として寺山石塔群に論及しているが、大部分が 14世紀前半を中心とし

た 安山岩製五輪塔で占められるも、群中に含まれる少数の凝灰岩製五輪塔部材 (火輪・空風輪一組)に注目し、均

整 が取れた丁寧な造 りであることから搬入品の可能性を指摘し、13世紀後半の年代を想定している。 これに対し湯

封 原町城願寺・伊東市最誓寺の凝灰岩製石塔は在地産の可能性があるとする。『吾妻鏡』建久五年 (■ 94)二 月二

十 五 日条、伊豆国願成院の故伊東祐親 。大庭景親 らの追善の如法経十種供養の記載などと凝灰岩製石塔の出現が関

係 するとの見解を示している。下限は宇佐見・城願寺などの小型の五輪塔、宝筐印塔群と同じ15世紀代と思われ、

石 塔全林の造立時期幅の様相が全く共通していると述べている (伊東市教育委員会2005)。

なお京都府山城木津惣墓には、現存高3.6mの巨大な五輪塔があり、阿弥陀一尊種子を刻んでいる。 この五輪塔

しま願文より、個人の墓塔ではなく、木津惣墓全体の総供養塔であつたことが判明している。よって般若院や寺山の
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大型五輪塔のうちにも、古美堂遺跡や赤い谷遺跡の総供養塔であったものを含んでいる可能性がある。

6 伊豆安山岩石造物の利用と歴史

(1)箱根火山岩の産状

伊豆半島から神奈川県の西部湘南地域にかけては輝石安山岩が産出し、小松石、根深川石、新小松石あるいは相

州石、伊豆石 と総称される石材採掘場が沿岸部に点在している。 これ らの石材は箱根成層火山の古期外輪山と南に

接する湯河原火山により形成された石材で、芦ノ湖から精進池付近は箱根成層火山の中核部であり、摩崖仏を刻む

岩盤も、そこから切 り出された石塔部材も、火山生成物に由来している。更に沢筋や海岸の露頭には崩落岩が多量

に堆積 している。海岸から鎌倉までは海上輸送で約40k mで ある。

戦国～近世の石切関係文書によれば、採石地は真鶴半島周辺、根府川周辺の海岸地域、早川流域の内陸部にグルー

ピングできる。真鶴半島では土肥が永禄十年 (1567)の採石記録、岩村は元禄四年 (1691)の記録に90年前から採

石を開始 したことを記し、根府川村は永禄～天正年間 (1558～ 1591)にかけて採石が開始された記録があり、小田

原内陸では風祭村が元亀 3年 (1572)の採石の記録がある。いずれの文献 も採石の既得権を明示する意図が働いて

いるが、中世後期までには各地で安山岩の採石が開始されたと考えられる。

岩村は、熱海の北西 6 kmに 位置する真鶴半島の付け根に位置し、現在も採石が盛んである。元禄四年 (1691)九
月に岩村から幕府に提出された上申書には、石材を 「堅石」と記 し、約90年前の江戸初期、慶長年間 (1606年頃)

にTA・辺で小規模な石切が開始され、江戸城普請や墓標造塔が盛んとなる寛永年間には丁場が数十箇所となり、更に

石材の使用が盛んとなる承応延宝年間には丁場が56～57箇所存在 し、その後下火となり、元禄期には34箇所となっ

たことを記している。 この状況は、般若院の石造物類の年代別状況とも一致 している。

注目されるのは 「九拾年程以前より磯辺二而少宛石切初」 との記述である。すなわち江戸城・小田原城普請が本

格化する前の中世の採石は、海岸露頭部や隣接する沢筋露頭部、転石を石材に用いていた可能性が高いことを示し

ている。伊豆安山岩は、海岸近 くで石材が採取でき、海上輸送により相模や鎌倉 。江戸へ搬送できたことが利用頻

度の高かった理由とされているが、中世には、海岸転礫を採石できたことも重要な要素と考えられる。

鎌倉市鎌倉城所在や く
｀
ら群の内、 1号やぐらの五輪塔・宝筐印塔は石材分析の結果、安山岩は箱根外輪山の活動

により形成された輝石安山岩で、伊豆半島東岸の宇佐見・真鶴等で得 られる石材であると報告された。また、弁ヶ

谷やく
｀
ら群 I号やぐら出土の安山岩製石塔類も同様で、鎌倉時代には頼朝、北条一族の墓石、長谷大仏や鎌倉諸寺

院等に、膨大な量の伊豆安山岩石材が搬入されたとみられている (秋池武 2005)。

(2)伊豆安山岩礫と築堤・バラス ト

貞永元年 (1232)、 勧進沙門往阿弥陀仏によって鎌倉由比ヶ浜東側の材木座に築かれた和賀江島の防波堤構築石

材は安山岩である。 こうした防波堤は築堤後の修築が繰 り返されるため、すべてが当初のものと考えることはでき

ないが、西湘～伊豆半島産安山岩の可能性が高い (秋池武 2005)。

なお 『宗像神社文書』によれば、寛喜三年 (1231)、 僧往阿弥陀仏が京泊の孤島を築くとあり、当時の対中国交

易の拠点であった筑前宗像鐘崎の港湾修築にも関与してお り、中国商人と縁戚関係にある宗像社の膝元であり、中

国宋代技術の導入が推定されるため、その技術複合のうちには、石切技術 も含まれていたと考えられる。

中世には港湾使用料 として堤防修築の用途に船のバラス ト石を 「置石」の名目で徴収する場合があった (網野
1992)。 文永九年 (1272)に は下総香取郡神崎関 (現在の千葉県香取郡)で走湯山燈油料船五十艘が相論を起こし、

盛んな水運活動を窺わせるが、その十年後の弘安五年 (1282)に は忍性が伊豆山曹源寺に梵鐘を施入 している。称

名寺三世長老湛容 (長老1338～ 1346)の 書状によれば、熱海船が称名寺と末寺の物資の移動や連絡に使われたこと

が明らかにされてお り (盛本 1988)、 鎌倉周辺律寺への伊豆安山岩石塔材の搬入背景に示唆を与える。

よつて伊豆安山岩は、箱根での石造物への使用が本格化する1295～ 1296年 より以前から、貞永元年 (1232)以降
の和賀江島の港湾堤防の構築・修築材や、その供給源 とみられる文永九年 (1272)以前からの走湯山燈油料船≒熱

海船のバラス トの形で、海岸転礫の流通が始まったと推定される。

一見コス ト面で不利にみえる遠隔地石材の搬入だが、福井県の若狭湾沿岸、高浜町の日引石 (安山岩質凝灰岩)

は、松浦党など前期倭寇の船の帰荷のバラス トとして北は青森県十三湊、南は長崎県五島列島・鹿児島県坊津一乗

院までひろく搬入されたと推定されている (大石 1997)。 バラス ト材であれば、輸送コス トは非常に低かつたと考
えられ、伊豆安山岩製石塔も、その一部は沿岸航路の副次的な輸送物 として各地に搬出された可能性がある。

(3)鎌倉・室町期の安山岩製石造物

『金沢文庫古文書』 (以下『金文』)「金沢貞顕書状」は、貞顕が六波羅探題として京都に赴任していた時に、称

名寺の釧阿に宛てた書状で 「具息少童、去六 日辰刻他界候了、墓所事故入道殿墳墓之邊如形可立五輪一基之由思給

候、褐貴骨付智国下之候有御計 (以下略)」 とあり、夭折した子供のため、顕時の墓の傍 らに五輪塔を造立するよ
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うに依頼している。顕時墓五輪塔は、塔下からの青磁骨壺出土で名高いが、絵図と付近の対応からみて、伊豆安山

岩製である。称名寺と安山岩石塔を手がける石工に密接な関係があつた事がわかる。

また『金文』 (1230)「倹覺書状Jは、鎌倉時代の石塔の値段がわかる興味深い文書で、「石塔事年中二已基立候

了、其座ハ厚七寸計二四方二装束をしつけ候て一貫五百可仕候之由申候、料足之時承候て可沙汰候、」 とある。装

飾 を加える石塔の台座の部分、すなわち反花座は、厚さ七寸 (20cm程 度)で、一巻五百文とある。

やはり『金文』 (6078)(32)「某善根 日記」には、「五輪塔婆一基 讀誦法華経十部 讀誦理趣経百巻 讀誦阿弥

陀経百巻 唱誦光明員言六万反 右烏比丘尼聖霊百ヶ日、所修善根日記Jと ある。ある尼の百ヶ日の追善供養の時、

五輪塔婆一基が造立され、経典を読誦したことがわかる。五輪塔婆は石造五輪塔か、称名寺絵図に見える木製五輪

率塔婆かは不明である。しかし、五輪塔婆が経典の読誦より前に造立されていることが注目される。

一方、『金文』「金沢瀬戸橋新造雑用下行 日記Jは、文保三年 (1319)の瀬戸橋 (神奈川県横浜市金沢区六浦)新

造 にあたり「百廿七貫六百七十文」の経費が掲載され、 この内訳中に、「石切百文甘っ Jゝ、
「石切紺代」、「石切相

□□……」の記載がある。また『金文』 (3332)「鎌倉将軍家御教書」は元亨四年 (1324)に鎌倉幕府が称名寺長老

銀 阿に天竜川と高野川 (古利根川)に橋を架けることを命 じた文書。元亨四年は、称名寺伽藍がほぼ完成し、結界

された翌年である。称名寺は、寺院の建立と営繕のため、各種の職能技術者を抱えていたらしい。その中には、称

名寺や鎌倉の石塔類を製作した安山岩の石工も含まれていたと思われる (神奈川県立金沢文庫 2002)。

なお称名寺境内の石塔部材には、『金沢文庫古文書』にみえる釧阿の筆跡とよく似た梵字を刻むものがある。五

輪 塔の梵字は、僧侶が手ずか ら石に墨書 した り、紙に墨書 したものを石に貼 り付けて刻んだと考えられる。般若院

の大型五輪塔が中興開山などの墓塔なら、その梵字は法灯を継いだ弟子僧の筆跡によるものかもしれない。

以上の史料からは、鎌倉で伊豆半島安山岩の使用が本格化するのは13世紀後半以降であり、南都西大寺律宗の忍

性 が鎌倉多宝寺 (1262～ 67)。 極楽寺止住 (1267～ 1303)したことと密接に関わ り、大蔵派に代表される律宗系の

硬 質石材加工技術を保有する石工の関与が窺える。よって般若院を含む伊豆の石造物、とりわけ安山岩を用いた硬

質 石材の宝筐印塔・五輪塔・石地蔵・板碑なども、鎌倉後期に専ら仏塔として出現 し、その担い手はやはり、忍性

以 来 の西大寺律宗であつたと考えられる。寺山=東明山密厳院や、般若院 (成就院含む ?)の石塔にも、般若院本

来 のものと、周辺の律宗系寺坊の遺品が混在 していると考えられる。

ちなみに奈良県大和郡山市額安寺忍性 (1303没)塔では、花聞岩製の巨大五輪塔の各部材に同一母岩に由来する

こ とを示唆する石英脈の貫入がみられ、単一の巨大転礫を分割するような石切法を窺わせている。

小田原市居神神社境内の文保元年 (1317)銘 板碑には矢穴跡がある。矢穴の導入は、早い地域では鎌倉後期に遡

り、初期の事例として、花商岩製の奈良県高取町観音院の弘長三 (1263)年銘宝億印塔 (山川均2008)や、つくば

市 三村山極楽寺五輪塔 (1302以降)(桃崎 1994)、 つくば市 日向廃寺付近毘沙門天板碑 (13世紀後半 ?)、 安山岩製

の 鎌倉極楽寺忍性塔 (1303頃 )、 正和五 (1316)年 銘のある兵庫県平荘町報恩寺の花蘭岩製五輪塔などがある (和

田 2005)。 またその分布は、律宗系の硬質石材石塔や西大寺末寺の展開とほぼ重なっている。

よって伊豆安山岩の露頭でクサビを用いた矢穴割 りが開始されるのは、文保年間以前とみられ、それは忍性率い

る 大蔵派石工の活動によってもたらされた、硬質石材加工技術の一環をなすとみてよいだろう。

なお13世紀後半には、中国人禅僧の墓塔に伊豆安山岩が用いられた例があり、鎌倉建長寺開山の蘭渓道隆の墓塔

で は、安山岩製無縫塔の内部に銀製蔵骨器を収めていた。『建長寺文書』所収の 「開山大覚禅師石卵中銅製霊骨器

銘 之写」には、「弘安改元戊寅七月甘四日未刻坐化 弘安二年己卯七月廿四日安塔 (右八角方彫刻之)(骨器、八角

四 方高八寸横七寸三分以白銀製之石卵、高三尺六寸横二尺九寸五分)Jとみえ、道隆が弘安元年 (1278)に示寂し、

翌 二年 (1279)に卵塔 (無縫塔)が建て られたことを記している (坪井良平 1974)。

よつて安山岩使用の契機は中国宋代の『管造法式』 に記載されたような石切技術に由来する可能性も残るが、

1243年にまず木造大仏が造立され、1264年以前に鋳銅大仏が完成した鎌倉長谷大仏の基礎にも伊豆安山岩が使用さ

▼■て いるから、それ以前に建築材としての使用は既に始まっていたと考えられる。文永九年 (1272)の走湯山燈油

料 船 ≒熱海船の記事を踏まえれば、建長寺の無縫塔部材にも、熱海船の関与は考えられてよい。

やや後の資料だが、『円覚寺文書』所収、鎌倉円覚寺塔頭の黄梅院に残る応永三十年 (1423)の 「黄梅院造営勧

進 銭結解状」には 「式拾八貫二百八十文卵塔柱・園座 。地福 (覆 )、 車力・船賃共、拾柴貫九百九文石切方作料、

二 十貫三百八十六文墓切方作料」とあり、無縫塔等の製作にあたり石材費用と加工賃を記し、添え書きには「草力・

打合賃Jと 記載している。この記載か ら船便 と草輌による石材運搬が窺え、伊豆安山岩の運搬・加工の実態を知る手

推卜か りとなる (秋池武2005)。

(4)戦 国～近世の伊豆安山岩流通と伊豆山

鎌倉をはじめとする南関東に広 く流通 した伊豆安山岩も、 15世紀の小型石塔類の盛行期には、各地の在地砂岩や
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凝灰岩などの廉価な軟質石材に押され使用が減少する。再び需要が増大するのは、 16世紀以降のようである。

享和三年 (1803)の 「小田原石切棟梁由来書Jは、小田原市青木家文書の石工に関わる史料で、明応年中 (1492

～1500)に、田中善左衛門は石職を相伝して後北条氏に仕え、小田原城普請時には岩村に居住して、西は土肥山か

ら東は小田原山迄丁場をめく
゛
り普請用の栗石、堅石を切 り出して普請にあたったこと、天正十八年 (1590)河 田ヽ原

落城 と共に浪人とな り、その後江戸城修理に従事 したこと等を記している。 この他、青木家文書で戦国時代の石切

関係の資料としては、永禄十三年 (1570)4月 の石切左衛門五郎に対する、武州に出向いて江戸、川越、岩村を始

め城の修築を命 じる北条家伝馬手形 (7947)、 元亀二年 (1571)の 北条家大方様御用として石火はち 3個の製作を

依頼 した虎印朱印状、天正三年 (1575)3月 には石切善左衛門、善七郎を御分国石切之棟梁と為す旨の北条家虎印
の朱印状 (8279)等 があり、後北条氏と石工関係を示す史料が充実 しているが、「土蔵」根石調達では使用目的に

あわせて土肥の丁場を選択 し、石切を派遣するなど、採石手順等を読み取ることができる。

天正十八年 (1590)秀吉が小田原征伐で北条氏を討った結果、伊豆一円は徳川氏の所領となり熱海は三島代官所
の支配下に入つた。慶長二年 (1597)二 月、徳川家康が熱海に来て二月十七 日から二十一日まで御殿地に入湯 した

との記録が本陣今井半太夫方の宿帳に見 られるが、残念ながら正式な記録が無く立証されていない。

江戸時代では、寛永十二～十三年 (1635～ 36)の 江戸城外郭石垣普請に際 しては、かつての江戸城 。大坂城普請
のさいの余 り石と「伊豆たい島J等で切 らせた石材と栗石、埋土が準備されたほか、「伊豆」から石材運搬船等が

江戸湾に多数幅湊して賑わった様子が記されている。また小石川見附、鍛冶橋の修築でも「伊豆の岩村」から平太

船で石材を江戸に回漕したことを記 している。

享保十年 (1725)は需要減少により石材流通が落ち込んだ時期で、「蔵作 り等も段々勘略二相成、丸石等二市蔵

下仕候故、別而去秋より商事無御座、段々船持・石切困窮仕候」 (142)と 記 し、江戸時代に大規模な切石が一般化

した段階には逆に、価格競争が激 しくなり、低コス トの転石石材利用も復活 してくるようである。

伊豆半島安山岩石材は当初、相模湾岸の露頭や転石か ら必要に応じて採石 したと考えられるが、南関東一帯に広

域流通圏が形成される中で、沢筋・山体での採石が加わったと考えられる。その背景には消費地から遠隔ではあっ

たが、岩質的に優れ、海上の輸送による利便性と量の確保が可能であったこと、この地域独特の火山と海洋が組み

合った自然環境、鎌倉幕府の開設 と整備、寺院の建立と新たな宗教観に基づく供養塔などの造塔の広がり、小田原

城、江戸城など城郭の築城等、歴史上重要な社会条件が作用 したことが想定されている。 (秋池武2005)。

寛政六年 (1794)書上げでは、廃寺名として御大寺、曹源寺、密厳院が字寺山に、西光寺が字獅子洞に、東照寺、

大明寺が東谷に、上岸寺、下岸寺が岸谷に、浄土寺が成就坊の地にあったことが記されている。

江戸時代になると、熱海に湯治に来た諸大名は参詣とともに走湯を見物し、名声を高めた。伊豆山権現は明治初

年の神仏分離令により、伊豆山神社となり今日に至る。

おわ りに

以上の検討より、箱根火山に由来する伊豆安山岩は鎌倉和賀江島の築堤 (1232)頃 から海岸転礫の使用が始まっ

たと推定される。 13世紀には 「熱海船」と呼ばれる走湯山灯油料船が関東周辺で広く海上輸送を展開してお り、伊

豆半島の木材による活発な造船も推定されるが、こうした船舶の船倉バラス トに海岸転礫が積まれたようだ。

一方、石塔をみると、伊豆周辺では寺山遺跡にみられるような角柱状のホゾを持つ軟質の凝灰岩製五輪塔がまず

現われたが、 13世紀末に律宗の主導で硬質石材加工技術が導入されると、芦ノ湖周辺で摩崖仏の製作が始まり、そ

の直後 に安山岩石造物が製作されるようになる。 13世紀後半には、鎌倉建長寺で中国人禅僧蘭渓道隆の墓塔 (1279

造立)に伊豆安山岩が用いられる例があり、その契機は中国宋代の石切技術に由来する可能性も残る。

しか し1243年に木造大仏が造立され、1264年以前に鋳銅仏が完成した鎌倉大仏の基礎にも伊豆安山岩が使用され

ている ことからすれば、それ以前に建築材としての使用は既に始まっていたと考えられる。文永九年 (1272)の走

湯山燈油料船≒熱海船の記事を踏まえれば、建長寺の無縫塔石材輸送にも、熱海船の関与は考えられてよい。

14世紀初頭以降には、錬倉極楽寺忍性塔 (1303)・ 金沢称名寺審海塔 (1304)。 金沢顕時塔 (1306)。 多宝寺覚賢

塔 (1306)・ 極楽寺忍公 (善願房順忍)塔 (1326)な ど 2～ 3mの巨大五輪塔相次いで造立され、特に伊豆加藤氏

出身の順忍は修善寺牧ノ郷金剛寺跡にも分骨塔を残していることからも、伊豆安山岩の石材が、鎌倉周辺の石塔用

に大量 に搬出されたと考えられるから、石塔石材の切 り出しも、当然海岸部でも行われたと考えられる。

鎌倉極楽寺が由比ヶ浜の利権を掌握していたように、熱海地蔵堂■曹源寺が熱海の海岸を殺生禁断等の名目で掌

握 し、その石材利権を一手に収めていたとする仮説を提示 しておきたい。

しか し現在熱海市周辺で見つかっている石切場は殆どが近世初頭～前半のものである。こうした状況は関西でも

同様で、大坂城では、秀吉築城段階には瀬戸内沿岸の転石が用いられたと推定されるのに対し、元和年間の徳川氏
による再建時には、瀬戸内沿岸各地の花聞岩脈から矢穴による石材の切 り出しが行なわれている。
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よって伊豆山でも、沢の巨石の掘 り出しや矢穴割が本格化する近世より以前は、主として海岸に点在する大型転

礫 を分割するような採石が行なわれたため、石切場の状況が判然としないと考えられる。そしてそうした手頃な石

材が近世初頭には構渇するに至 り、沢奥の露頭か らの大規模採石が本格化するものと思われる。

本調査成果は、桃崎祐輔が中心となってまとめたが、西野元勝・山内亮平 。江藤彰子、松岡健太の共同の成果で

ある。執筆分担者を各文末に明示した。また上記の寺社沿革にかかる記述の大部分は、熱海市教育委員会の栗木崇

氏や、地元で研究されている岩本定雄氏の研究に基づくものである。上述の論旨のうち、考察にかかる部分はあく

までも仮説の域を出ず、憶測や想像を交えてお り、今後熱海を含めた広い地域の伊豆石の使用 。流通状況を把握し、

検証を進めていきたい。末尾ながらご支援いただいた関係各位に御礼申し上げ、結びとしたい。     ①L崎 )
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第 5図 般若院一石五輪塔
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図面番号 高さ(cm) 幅吾(cm) 図面番 (cm) 冨(cm)
1(7K輪 ) 15.8 21.5 10 16.7 22.5

2a(火輪 ) 25.5 46.0 11(:日由) 12.2 10,7

2b (7K菊衛) 34.0 48.0 12 12.4 12.7

2c(黙ド壼命) 34_5 41_6 13 19.9 19.8

3a(〓F煽雖頭命) 19.5 14.4 14(曇礎 ) 12.4 17.1

3b(うに菊命) 32.6 19_0 15 17.1 21,4

3c(水輪 ) 20.0 28.7 16 22.0 28.8

3d(J山壼命) 27_0 32.0 17(反花座 ) 11.2 27.7

4(相 輪 ) 29.0 12.9 18 29.3

5 23.6 12.4 19 14.0 28.5

6 17.4 10_2 20(一 石五輪塔 ) 32.5 29,0

7(笠 ) 22.5 31.1 21 43.0 23.5

8 21.2 22.7 22 65.5 26.7

9 16.4 21.1 23 45.0 29.0

表 1 般若院五輪塔・宝饉印塔計測
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付編 般若院・寺山遺跡石塔群の調査成果
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般若院近世板碑・石碑・石仏・石製神像拓本 (約 1/10※ 石仏は概念図)
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付編 股若院・寺山遺跡石塔群の調査成果

図面番号 石造物名
最大高

(cm)

最大幅
(cm)

最大厚

(cm)
石材 梵字・銘文 備 考

第 6図 1 近世板碑 133.2 59。 0 安山岩

費永七 (1630)庚寅天 胎蔵
界大 日一尊種子 (ア )蓮台
営坊開山代々先師等 二月吉
祥 日

上部に菊花紋

下部に蓮弁が線刻

第 6図 2 位牌形近世板碑 97.2 45.5 12.8 安山岩

阿弥陀三尊種子 (キ リーク・

サク・サ) 為道秀禅定門七

年忌 菩 提 胎蔵界大 日真言
(ケ ン・ ウン・ ラ 。ビ・ ア)

寛永十七 (1640)庚辰年七月
十九 日 紀伊国住人 岡村任
在門

下部に蓮弁が線刻

第 6図 3 位牌型石碑 111.6 52.0 23.2 安山岩

寛永十七 (1640)年庚辰 妙
栄禅定尼 □林禅定門 回□

入□ 栄林禅定門 二月五 日
胎蔵界大日真言 (ア・ビ・ラ 。

ウン・ケン)二 月二 日 □

源禅定尼 道春禅定門 妙林
禅定尼

下部に蓮弁が線刻

第 6図 4 位牌形近世板碑 74.8 37.8 安山岩

胎蔵界大 日一尊種子 (ア )

心要妙専成等正覚 胎蔵界大
日一尊種子 (ア ーンク) 胎
蔵界大 日真言 (ケ ン・ウン・

ア・ ビラ) 為各々 金剛界
大 日一尊種子 (バ ン) 覚翁
源正無上書薩 施主 敬白

上部欠損

下部に連弁が線刻

第 6図 5 圭頭石碑 65.2 27.0 22.8 安山岩

右側面 :首村 山磯□□ 同
妻ツナ 湯原□八 鈴木庄五

郎 高橋武□  正面 :□ □

胎蔵界大 日一尊種子 (ア )

奉納西□□番供養
左側面 :文化八 (18H)庚午
天八月甘四日

第 6図 6 圭頭石碑 50.0 24,2 16.3 安山岩

左側 :安政庚 申 (1860)年初
秋摩訂吉祥 日
正面 :定光坊仙造立之 南無
阿弥陀佛 営山現住寛秀代
右側 :為俗名榮助□也

第 6図 7 圭頭石碑 109.9 41.6 39.6 安山岩

元治元 (1864)庚子年 胎蔵
界大 日一尊種子 (ア ) 三界
萬霊搭 秋八月吉祥日

墓碑

第 6図 8 船形石碑 73.7 38.0 37.5 安山岩

胎蔵界大 日一尊種子 (ア )法
印妙覚 覚位 胎蔵界大 日一

尊種子 (ア )法印覚行 覚位
胎蔵界大 日一尊種子 (ア )

法印来園 不生位

一部欠損

第 6図 9 聖観音石仏 49.8 29.0 20.5 安山岩
右側 :華庭妙春信女位昆
左側 :享保四 (1719)己亥年

下部に蓮弁が線刻

第 6図 10 地蔵菩薩石仏 93.8 38,5 27.3 安山岩

右側 :体 蔵 界大 日一尊種子
(ア )労巖妙西信女 万治四

(1661)午丑年二月十五 日
施主

左側 :念周清信士 延宝三

(1675)乙 卯年 四月二十 日

下部に蓮弁が線刻

石 祠 63.1 34.5 68.8 安山岩

第 6図 H 神像 52.0 36。 2 13.8 花南岩
九州で出る滑石製

神像に似る

表 2 般若院石塔群近世板碑・石碑・石仏・石製 ・石祠・神像測量データ表
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付編 般若院・寺山遺跡石塔群の調査成果

一

‐
＼
＼
ｋ

ｂ
＼

図箇/

0                       2m

第 7図 寺山遺跡石塔群平面図 (1/40)

2-b (」【壼命)
Л
母 安山岩

2-c(水輪 ) 33.2 44.2 安山岩

2-d (引阻硼命) 29.9 35.6 安山岩

3-a(堅風 輪 ) 41.6 23.8 凝灰岩

3-b(火輪 ) 49.3 凝灰岩
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付編 般若院 マ寺山遺跡石塔群の調査成果
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付 編 般若院・寺山遺跡石塔群の調査成果

″ド
1-d

第9図 寺山遺跡五輸塔② (1/6)
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付編 般若院・寺山遺跡石塔群の調査成果

隠

日 日

0                       30cm

第10図 寺山遺跡宝筐印塔・板碑・船形板碑・石碑
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図版1 般若院石塔群①

1 般若院石塔群全景①

2 般若院石塔群全景②
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図版2 般若院石塔群②

1 大形五輪塔 (第 3図 2) 2 寄せ集め五輪塔 (第 3図 3)

〓
一
塩

３ 一石五輪塔① (第 5図 22)
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図版3 般若院石塔群③

1 寄せ集め宝筐印塔① (第 4図 4,10・ 11・ 15。 17) 2 寄せ集め宝後印塔② (第 4図 5・ 8・ 12.14・ 18)

3 寄せ集め宝億印塔③ (第 4図 6・ 7・ 13・ 16・ 19) 4 寄せ集め宝筐印塔④ (第 4図 9)
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3 近世板碑 拓本時 1(第 6図 1)

図版4 般若院石塔群石造物④

1 般若院石塔群近世板碑・石碑現状 2 近世板碑 拓本後 (第 6図 1)

4 近世板碑 拓本時 2(第 6図 1) 5 位牌形板碑 拓本時 (第 6図 2)

7 位牌形近世板碑 拓本時 (第 6図 3)6 位牌形近世板碑 拓本後 (第 6図 2)
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8 位牌形近世板碑 拓本後 (第 6図 3)



図版 5 般若院石塔群石造物⑤

10 位牌形近世板碑 拓本時 (第 6図 4)

18 舟形石碑 拓本後 (第 6図 8)

石仏 拓本後 (第 6図 10) 23 石製神像 拓本時 (第 6図 11)

9  位牌形近世板碑 拓木後 (第 6図 4) H 圭頭石碑 拓本H寺 (第 6図 5) 12 圭頭石碑 柘本後 (第 6図 5)

13 圭頭石碑 拓本時 (第 6図 6) 14 圭頭石碑 拓本後 (第 6図 6) 15 圭頭石碑 拓本時 (第 6図 7) 16 圭頭石碑 拓本後 (第 6図 7)

17 舟形石碑 拓本時 (第 6図 8) 19 石仏 拓本時 (第 6図 9) 20 石仏 拓本後 (第 6図 9)

石仏 拓本時 (第 6図 10)
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24 石製神像 拓本後 (第 6図 H)



図版6 寺山遺跡石塔群①

1 寺山道跡石塔群企景

→

2 斎藤別当実盛稟碑 (無図) 3 斎藤別当実盛来碑 拓木 (無図)
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図版7 寺山遺跡石塔群②

1 大型五輪塔 (第 8図 la～第 9図 ld) 2 大型五輪塔 (第 8図 2a～第 9図 2d)

3 大型五輪塔 (第 9図 3a～ b) 4 寄せ集め五輪塔 (無図)
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図版8 寺山遺跡石塔群③

2 五輪塔火輪 (第 9図 6)

5 五輪塔火輪 (第 9図 7)

8 五輪塔火輪 (第 9図 7)

1 五輪塔火輪 (第 9図 6) 3 五輪塔火輪 (第 9図 6)

4 五輪塔火輪 (第 9図 6) 6 五輪塔火輪 (第 9図 7)

7 五輪塔火輪 (第 9図 7) 9 五輪塔水輪 (第 9図 9)

10 五輪塔水輪 (第 9図 9) 11 五輪塔水輪 (第 9図 9) 12 五輪塔水輪 (第 9図 9)
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図版9 寺山遺跡石塔群④

3 五輪塔地輪 (第 9図 10)1 五輪塔水輪 (第 9図 8) 2 五輪塔地輪 (第 9図 10)

4 五輪塔地輪 (第 9図 10)

5 宝億印塔相輪 (第 10図 11) 6 宝筐印塔笠 (第 10図 13)

7 宝麓印塔笠 (第 10図 14) 8 宝僚印塔軸 (第 10図 15) 9 宝値印塔基礎 (第 10図 16)

12 宝筐印塔反花座 (第 10図 18)

10 宝僚印塔基礎 (第 10図 17) 11 宝億印塔基礎 (第 10図 17)
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図版10 寺山遺跡石塔群⑤

3 宝筐印塔相輪 (第 10図 12)1 五輪塔空風輪 (第 9図 4)

板碑 (第 10図 20)

2 五輪塔空風輪 (第 9図 5)

5 板碑採拓中 (第 10図 20)

8 石碑 (第 10図 22)

6 舟形板碑採拓中① (第 10図 21)

7 舟形板碑採拓中② (第 10図 21)
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9 石碑採拓中 (第 10図 22)
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所収遺跡群名
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地噺

在
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所

コー ド
】ヒ糸華 東経 調査期間 調査原因

市町村 遺跡番号

ガ場
中納
』何

弗納
呻距
遺跡群

22205

世界測地系

20061107-
20090320

学術調査35°

03′

130″

139°

03′

516〃

所収石丁場遺跡名 種別
主な

時代
主な遺構 主な遺物 特記事項

嶽山・奥平沢・黒崎

大洞 I。 大洞Ⅱ

稲村・礼拝堂・岸谷

足川 。来宮神社

熱海梅園

曽我浦・白石

上多賀海岸

上多賀北部

白子・地獄沢

中張窪・瘤木

小山海岸

中野海岸

南ヶ洞・湯ヶ洞

大西ヶ洞奥・教安寺奥

朝日山・弘法滝

屏風岩・下古路山

石丁場

(採石場)

世
代

近
近

採石遺構

矢六石

刻E口石

鉄鉗

鉄

輔羽口

磁器

要  約

熱海市内伊豆石丁場の分布調査の結果、27地点の石丁場を確認
「羽柴丹後守 けい九年」のなど紀年銘刻印を含む60種の刻印を確認

中張窪・瘤木遺跡石丁場において製鉄関連遺物を表採

礼拝堂、中張窪・瘤木遺跡石丁場において確認調査実施

熱海市内を中心に石丁場遺跡に関連する文献資料を集成

中世石塔の調査において 「正中二年」「康暦二年」の紀年銘資料を確認

現地岩相、薄片サンプルの顕微鏡下による観察により石材鑑定データを作成
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